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　　　　Prologue




　４月初旬の快晴の空。

　早朝の東京を包む空気には、まだ肌寒い、冬の余よ韻いんが残っている。厳しい寒さが和やわらぐ季節とは言え、大通りを行き来する人々の格かつ好こうは、いまだ厚着や長なが袖そでばかりだ。吐と息いきが白く凍こごえることはなくなったが、それでも人によっては、マフラーを巻いている姿もある。

　通勤や通学の雑踏で混み合う、スクランブル交差点。

　歩行者用の信号が青に変わると、人々は道路上で入り乱れ、どこか慌あわただしい様子で行き交い始めた。数えきれない多くの人と、道路上に整然と並ぶ、信号待ちの多くの自動車。

　そんな信号待ちの車の中に、ある１台の、黒塗りの高級セダン車があった。

　専属のベテラン運転手付きのＶＩＰ専用車両であり、後部座席には、２人の若い男女を乗せている。乗っている男女は成人していない。年頃は少年少女と呼べる年齢だが、いずれも子供と呼ぶには相応ふさわしくない、妙に大人おとなびた雰ふん囲い気きを醸かもしていた。

　少女の方は物思いに耽ふけり、車窓の向こうの、雑踏風景を眺ながめている。

　その眼まな差ざしを、冷ややかに細めながら呟つぶやく。

「……今日も良い天気で、何事もない、いつも通りの平へい穏おんが始まるのね」

　当たり前の日常を、ただ見たままに表現する。その口振りは、どこか皮肉っぽく聞こえた。

　少女は、類たぐい希まれな美び貌ぼうの持ち主である。

　日本人らしい童顔の顔立ちをしてはいるが、長い薄黒の金髪ダークブロンドに、碧へき眼がんだ。混血ハーフである。人を挑ちよう発はつするような吊つり目が、小こ悪あく魔ま的な魅力を秘めていた。都内にある名門女学院の制服を着ており、その気品ある仕し草ぐさだけで、上流階級の令嬢であることに説得力を持っていた。

　信号が変わると、２人を乗せた車も、周囲の車の流れに混じって緩ゆるやかに走り出した。

「月日が経たつのって、ずいぶん早いものよね。出会ったあの日から、もう２年近くが経たつなんて。今になって思えば、長かったようで、あっという間だったようにも感じるわ」

　昔を懐なつかしむ。ただそれだけのための、些さ細さいな世せ間けん話ばなしに聞こえた。

　だが、これまで２人の間にあった〝経けい緯い〟とは、数すう奇きで苦難に満ちたものだった。

　それら全てを、ただのありふれた世間話の１つとして片付けるには無理がある。

「ここに来るまで、ずいぶん色々とあったわね」

「ああ」

　少年も、少女も、感かん慨がい深く、そう口にするだけだ。

　やがて車は首しゆ都と高こう速そく道路に合流し、車窓の向こうに流れる風景は加速していく。

　少年は先程から、黙って俯うつむいたままだった。それはまるで、目を開けたまま瞑めい想そうでもしているかのようで、開いた自分の右手の平を、ただじっと見下ろしている。

　一見して奇妙な行動だ。

　だが、そうする今の少年の気持ちが理解できないほど、少女は短い付き合いではない。

「……」

　だからこそ、複雑な気持ちになるのだ。

　なぜなら少年の胸中に去きよ来らいしているであろう強い想おもいが、自分に向けられたものではなく、〝別のただ１人〟に向けられているものであることを知っているのだから。

　少女は不ふ機き嫌げんそうに、自席の足下に置いてあった、スーツケースを取り出した。

　そして、手の平を見下ろしている少年の視線をわざと遮さえぎるよう、差し出した。

　少年がスーツケースを黙って受け取るのを見てから、少女は告げた。

「本題よ。すでに計画の準備は整ってる。約束のモノも不足なく、全てちゃんと手配してあるわ。後は、貴方あなたがこのイカレた計画を始めるだけ。引き金は今、貴方あなたの手に委ねられてる」

　手渡されたスーツケースを、少年は膝ひざの上で開く。

　中には、１丁の自動拳銃ハンドガン。そして──ひび割れた〝髑どく髏ろの仮面〟が収められていた。

　視線が仮面に触れると、少年は目を細める。

「……この仮面。見つけてくれたのか」

「貴方あなたにとって、特別な意味を持つものでしょ。また必要だと思ったの」

「ありがとう。何から何まで、世話になった」

「あら、殊しゆ勝しような台詞せりふ。でも今さら礼なんて不要よ。私わたし達たちは〝共犯者〟なんですもの」

　少女は優雅に言ってのけた。

「結局、私わたし達たちはお互いを利用し合うだけの間あいだ柄がらよね。貴方あなたにとって私は、ただ金を持っているだけの小娘でしょう？　私にとって貴方あなたが、ただの投資先の１つであるのと同じようにね。でも、この勝算のないゲームで、敢あえて私は貴方あなたに賭かけた。だから失望させないで欲しいわ」

　少女は釘くぎを刺すよう、立て続けに少年に言った。

「それで？　その〝右腕〟の調子は大丈夫なんでしょうね」

　少年は愛あい想そ笑わらいもなく答えた。

「ご覧らんの通り。まだ何とか生かされてる」

「なら良いいわ。この計画において、それは最も未知数な切り札の１つ。大事にしなさい」

　車は首しゆ都と高こう速そく道路を下りた。

　しばらく一般道を走った先で、市街地の風景が唐とう突とつに途と絶だえる。

　鉄てつ柵さくで四方を囲まれた施設が、景色の中に突とつ如じよとして現れた。

　都内有数の名門校──私立聖せい果か高校である。

　車は校門の前で止まった。

　制服姿の生徒達たちが、友人達たちと楽しそうに談笑しながら登校する様子を、少年はしばらく車窓から眺ながめた。やがて、膝の上で開けたままだったスーツケースを閉じ、自分の制服の上着を手に取って羽は織おる。そしてスーツケースを片手に、黙って車から降りようとするのだ。

「待ちなさい」

　少年の背中を黙って見送ることができず、思わず少女は声をかけてしまっていた。

「……良いいのね？　本当に、これを始めてしまっても」

　先程までのトゲのある態度が和やわらぎ、少女は急に、健けな気げな眼まな差ざしを少年に向けている。

「ここから先、貴方あなたはたった独ひとり。これから貴方あなたの成すことは間違いなく、たくさんの人ひと達たちを傷付けることになる。だから貴方あなたは、貴方あなたを許せない人ひと達たちによって、同じように傷付けられるわよ。だって貴方あなたが、本当はどんな思いをしているのかなんて、誰にもわからないんだから。これから犯おかすのは許されない大罪。憎まれ、蔑さげすまれ、孤立して。そしてきっと最後には……」

「もしそうなった時は、悲しんでくれるか？」

　少年は微笑ほほえみを浮かべてみせている。

　何でもないフリで、少女を励まそうとしているのだろう。これから窮きゆう地ちに立つのは少年だと言うのに、これでは逆に、気を遣つかわれてしまった形である。それが悔くやしくて、けれど憎めなくて、少女は微かすかに頰ほおを染め、拗すねたようにそっぽを向いて答えるしかない。

「……それくらいの義理と付き合いはあると思うわ。だから悲しんであげる」

「ずいぶんと、黒こく條じようクサビらしい言い方だ」

　少年はクサビに、力強く答える。

「それでもやるよ。これは全ての人たちの戦いだから」

　その目には決意が満ちていた。車の扉を押し開け、そして降車する。

　クサビは寂しげに微笑ほほえみ、少年の背に向かって言った。

「これで本当に、さよならかもね」

「なら言っておくよ。これはさよならだ」

　車の扉を閉ざし、背を向けたままクサビに向けて手を振る。少年の背は遠ざかって行った。

　その背中が、登校する生徒達たちに紛まぎれ、消えて見えなくなるまで、クサビはずっと見送り続けた。やがてクサビが俯うつむくと、長い髪が、サラリと肩の上を滑すべり落ちる。綺き麗れいな唇くちびるが呟つぶやいた。

「………………バカ」

　ここでやめることだってできた。

　引き返すことだってできた。

　それでも少年はやめなかった。

　勝算など無いに等しい。この絶望の戦いに、身を投じる覚かく悟ごなのだ。

　その事実が今さら、クサビの胸を切なく締め付けていた。
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　スズメたちの囀さえずる早朝。

　一戸建ての住居が建ち並ぶ閑静な住宅街に、眩まばゆい朝の日差しが注いでいた。

　ゴミ袋を捨てている主婦。まだ眠そうに家を出て行く学生や、サラリーマンの姿が見受けられた。何気ない、穏やかな風景の街並みだった。

　赤アカ咲サキの表札がかかった家は、その中にある。

「フン、フン、フフーン♪」

　学校の制服の上にエプロンをした少女が、台所に向かって鼻歌を歌っていた。

　まな板の上でネギと油揚げを刻み、それを鍋なべの中に落とし込んだ。良いい匂においで煮立つ鍋を、楽しそうにオタマでかき混ぜ、しばらく待ってから掬すくい上あげる。僅わずかに啜すすって味見をした。

「うん。良いい感じ！」

　舌の上に広がる絶妙な塩加減に満足し、微笑ほほえむ。

　黒髪をショートカットにした、メガネの少女だ。細ほそ顎あご。愛らしい顔立ち。前髪が長いせいで、それがメガネのフレームにかかっており、片目が隠れている。十じゆう字じ架かを模したへアピンで髪を留とめ、左ひだり眼めだけが露あらわになっていた。

　少女が台所に向かっていると、パタパタと、廊下を歩いてくるスリッパの音が聞こえた。

　食卓に姿を見せたのは、髪に盛大な寝ね癖ぐせを付けた、パジャマの少女である。

　パジャマの少女は姿を見せるなり、眠そうに欠伸あくびをし、しばらく立ち尽くして目を擦こすった。

　そうしてから、台所で朝食を作っているメガネの少女を見つけ、言った。

「ふぁ～～。おはよー、お姉ちゃん」

「おはよう、ミナ」

　台所と食卓は、仕切り壁のないキッチンダイニングだ。そのため、メガネの少女のすぐ背後には、食卓が置かれている。ミナは椅い子すを引き出すと、いつも座っている自分の場所に腰掛けた。そうしてまどろみながら、テレビのリモコンを探し始める。

「ねえ、ミナ。お父さんがもう起きてるか、知ってる？」

「ん～。えーっとねー、起きてたよ。さっき部屋でネクタイ締めてた」

「そっか。なら起こしに行かなくても安心だね」

　ミナが答えて間もなくのことである。食卓に、ビジネススーツ姿の男が姿を見せた。

　黒髪に僅わずかな白髪を交じらせた、精せい悍かんな顔立ちの中年である。

　男は台所に立つカナミに気付き、微笑ほほえみかけて言った。

「やあやあ。おはよう、カナミ。今朝の朝食当番、ご苦労様だったね」

「おはよう、お父さん」

　父のヒロシに、カナミは微笑ほほえみ返した。

　食卓に全員が揃そろった。赤アカ咲サキ家とは、母親を欠いた３人家族だ。

　カナミは、自分が作った朝食の配はい膳ぜんを始める。

　焼き鮭ざけと、卵焼き。シンプルな料理を盛った皿を、２人の前に差し出し、お椀わんに味み噌そ汁しるを注ぐ。ヒロシはミナからテレビのリモコンを奪うばい、ニュース番組を点つけながら言った。

「もう入学式から３日目か。子供の成長は早いもんだ。カナミの高校の授業が本格的に始まるのは、たしか今日からだよな。そんな日に早起きさせて、何だか悪かったよ。授業に集中できると良いいんだが……本当に今日の当番を代わらなくて良かったのか？」

「そんなの気にしないでよ。早起きくらい、ボクは平気だし」

　カナミは配はい膳ぜんを終えると、エプロンを脱ぎながら言った。

「たしかに授業が始まるのは今日からだけど、きっと初日から飛ばした内容じゃないだろうしさ。それにお父さんだって、４月の人事異動で、今日から新しい部署でしょ？　そっちの方が、ボクより集中しないとまずいよ。お仕事頑がん張ばって欲しいし」

　そう言って自分の席に腰掛けるカナミを、ヒロシは頼もしい思いで見つめてしまう。

　３人で「いただきます」を言ってから朝食にありついた。

　味み噌そ汁しるの絶妙な味付けにヒロシは呻うなり、ミナの表情は輝いた。

「美お味いしい！　お姉ちゃん、また料理の腕が上がったんじゃないの？」

「ふぇ？　そうかな」

「間違いないって。私が作ったら絶対こうはならないし。すごいなあ。掃除に洗濯。それにお料理でしょ。家事万能だし、この調子なら、お姉ちゃんは安心してお嫁にいけそうだね」

「ボ、ボクがお嫁さん!?」

　カナミは上うわ擦ずった声で呻うめいた。わかりやすく動揺した反応だった。耳の先まで赤くなりながら、縮こまるように肩を小さくしてしまう。俯うつむいて、何やらモジモジと呟つぶやいた。

「あ、でもボクってさ、妹より背が低いし、オシャレとかも苦手だし……胸も無いよ？」

「お姉ちゃん、恋こい沙ざ汰ただけは、考えがいっつも後ろ向きすぎ……今は21世紀なんだし、胸なんて寄せて上げたりでもすれば、いくらでもかさ増しできる時代じゃん。それにお姉ちゃんは顔の素材が超一級品なんだから、もうちょっと髪型とかオシャレに気を遣つかえば、男子たちが絶対に放っておかないでしょ。頭だってすごく良いいから、奨しよう学がく金きんが出て進学校にも入れたわけだし、勝ち組コースじゃん。きっと高校でイケメンの彼氏できるって！」

「か、彼氏……！」

「そう！　私、義に兄いさんになる人は芸能人みたいなイケメン希望ね！　期待してるから！」

「う、うん！　ボクお姉ちゃんだし、頑張っちゃうよ！」

　鼻息荒く力説するミナの勢いに圧おされ、カナミはますます赤くなりながら、思わずガッツポーズで答えてしまう。そんな２人の会話を聞いていたヒロシが、恨うらめしそうな顔で呟つぶやいた。

「いやいやいや。何を言ってるのかな？　彼氏なんて、まだカナミにもミナにも早いだろ」

「うっ、何か、ただならぬ気配がする……！」

　負の気配を漂ただよわせ、ヒロシはカナミに滾こん々こんと言って聞かせた。

「いいか、カナミ。高校で言い寄ってくる男共にはくれぐれも気を付けるんだぞ。どうせそんな軽い奴やつ等らはウジ虫だ。いや、というか男は全員ウジ虫。基本、そう思うようにするんだぞ」

「……ねえ。それって、お父さんもウジ虫ってことじゃん？」

「細かいことは良いい！　とにかく、どうしても男と付き合うと言うなら、まずはお父さんを倒してからにすることだな！　さもなくば交際なんて許さんからな！　フフフ！　はははは！」

　危ない様子の父親を見守るミナは、引ひき攣つった顔でいる。

　落ち着いて食事ができる雰ふん囲い気きになったのは、それからしばらくの後だ。

　しばらく３人でテレビを見ながら箸はしを進めていると、ポツリとカナミが切り出した。

「……あ、あのね」

　話始めたカナミに、ミナとヒロシの視線が向けられた。

「今さらだけどね。ボク、少しでも２人の役に立ちたいって思ってるの」

　カナミは照れ笑って続ける。

「２年前の、あの交通事故の時……お母さんが死んじゃって、ボクが塞ふさぎ込んじゃった時。お父さんとミナが、一生懸けん命めいにボクを支えてくれたよね」

　カナミは真剣な眼まな差ざしで、２人の顔を見た。

「２人だって、お母さんのことが好きだったんだもん。きっとボクと同じくらい辛つらくて悲しかったはずなのに、ボクは２人に甘えることしかできなかった。そんな自分を恥ずかしいと思ってる。だから料理だって家事だって、何だって手伝わせて。今さらだけど、ボク頑がん張ばるから」

「お姉ちゃん……」

　改まって言われ、ミナは優しい気持ちで微笑ほほえんでしまう。ヒロシはすでに涙ぐんでおり、「やはりうちの娘は天使だ」と呟つぶやいて、懸命にハンカチを目に押し当てている。

　カナミはもう一度、照れ笑って告げた。

「えへへ。ボクね。２人のこと、大好きだよ」

　言われて触発されたミナも、慌あわてて宣言した。

「わ、私だってお姉ちゃんのこと好きだし！」

「うんうん。２人共、お父さんだって愛してるぞ」

　深く頷うなずいて言うヒロシを、ミナはなんだか嫌いやそうな顔で見やった。

「……うーん。お父さんにそう言われると、最近、なんかきもい感じする」

「なっ！　何だと！　もしかしてミナは、お父さんのことが嫌きらいなっちゃったのか!?」

「うわ、うざ……」

「うざ!?」

　そんな２人の微笑ほほえましいやり取りを、今朝もカナミは愛いとしく思うのだ。

　自分が作った卵焼きを頰ほお張ばり、カナミはその甘さを嚙かみ締しめた。




　　　　　　　　　　　　　　◆




　最も寄より駅から電車に乗る。

　新しん宿じゆく駅で山やまの手て線せんに乗り換え、そうしてカナミが辿たどり着ついたのは、市街地の中にある、四方を鉄てつ柵さくで囲まれた学校である。校門の向こうには、風格を感じさせる佇たたずまいの本校舎が建っている。そこまで続く並木道には、美しく開花して花弁を散らす桜の木が立ち並んでいた。

　──私立聖せい果か高校。

　70年前の創立以来、数々の著ちよ名めい人じんを世に輩はい出しゆつしたことで知られる、都内有数の進学校だ。

　入学できるのは全国でもトップクラスの成績を誇る特とく待たい生せいか、特別な技能、才能を認められた一部の少年少女たちだけである。全ての生徒がそうであるわけではないが、この学校に通う生徒に、裕福な家の者や、優等生が多いのは間違いのないことだ。

　校門前に１人で立ち、カナミは緊張で強こわ張ばっている。

「昨日まではオリエンテーション。教室に行くのは、今日が初めて。うう、なんかここまで来て、急にドキドキしてきちゃったよ……！」

　今日は入学式から３日目だ。

　ようやく本格的に授業が始まる日なのである。

「よーし！　いっぱい友達、できるように頑がん張ばるぞー。うん」

　胸元で両りよう拳こぶしを固め、期待に胸をときめかせる。

　ふと、左手首に巻いている、黒塗りの腕輪が微振動したのに気付いた。

　それはガラスの光こう沢たくを持った、黒いリングである。

　──ＡアＥイリング。

　現代では、すっかり一般的になった携帯電話端末である。

　手首に巻いたリングが電話機本体であり、その表面は操作用のタッチパネルになっている。一昔前では考えられなかったが、今では街中で、リングの受話口を耳に当てて通話をしている人々を見るのが当たり前の光景になった。しかもメガネやコンタクトレンズに映像を表示するＡアＥイディスプレイ技術が普及したこともあり、スマートフォンの小さな画面を覗のぞいていた過去の時代には、もはや戻れない利便性がある。ＡアＥイとは、オーグメント・アイの略称だ。

　リングに１つだけ設けられているホームボタンを押すと、カナミのメガネのレンズに、無数のアプリアイコンが表示された。大たい抵ていの場合、ＡアＥイはコンタクトレンズタイプだが、カナミのようにメガネタイプを利用している者もいる。カナミの視界の隅に、チャットのアイコンが置かれており、新着メッセージが届いた表示になっている。

「あれ？　ミナから？」

　どうやら妹からのチャットメッセージである。

　リングのタッチパネルを操作してチャット画面を開いてみると、『今日から高校生活も本番だね！　お姉ちゃんファイト！』と、応援の言葉に、可愛かわいい顔文字が添えられているではないか。それを見たカナミは嬉うれしくて、表情が綻ゆるんでしまう。

「……フフフ。うん。ボク頑がん張ばるよ。心配してくれてありがと」

　カナミは呟つぶやいた。再度、リングのホームボタンを押すと、視界から映像が消える。

　カナミは、教室に向かって歩き始めた。

　昇降口の下げ駄た箱に靴を収め、上うわ履ばきに履き替える。

　そして３階の教室を目指し、階段を上った。

　辿たどり着ついた自分のクラス、１年Ｄ組の教室に入ると、すでにたくさんのクラスメイトたちが、自席に腰掛けて朝のホームルームの開始を待っていた。

（わぁ～……あんまり知らない人ばっかりの教室って、落ち着かないな～……）

　昨日のオリエンテーションで、お互いの顔は何となく見知っているものの、まだ親しく話せる程には、クラスメイトたちは互いのことを知らない。そのせいだろう。教室内に雑談の声は少なく、手首に巻いたリングをいじって、インターネットに耽ふけっている生徒が大半だ。

　カナミは、自分に割り振られた窓まど際ぎわの席に荷物を置き、椅子に腰掛けた。

　周囲に話せる知人はいないため、ただ黙って、座っていることしかできない。

　教室内のどこに視線をやれば良いのかさえわからず、カナミは困ってしまう。

　ふと気が付けば、隣の席の女子生徒が、カナミの方を見つめてきている。
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　肩まで伸ばした、ゆるふわパーマの髪。ニコニコ微笑ほほえんでいて、優しそうな雰ふん囲い気きだ。

　悪意を向けられている様子はないが、なぜ見つめられているのかは、わからない。

　人見知りのカナミは、人一倍に緊張してしまう。

　視線に耐えられず、モゴモゴと口くち籠ごもりながら尋ねた。

「……ええっと、たしか名前は、宮みや上がみミユキちゃん、だよね？」

　予期せず、カナミに名前を言い当てられた隣席の少女は、驚いた顔をする。

　少女、ミユキは、恐る恐るカナミに尋たずね返してきた。

「……あなたとは、今日が初対面だと思いますけど、すでに私の名前をご存じなんですか？」

「あ、うん。ボクね、同学年の人たちの顔と名前は、もう〝ほとんど覚えた〟の」

「え？」

　思い切り怪け訝げんな顔を返しているミユキに、カナミは取り繕つくろうように言った。

「あっ、ごめんごめん！　急にそんなこと言ったら、なんか気持ち悪いよね。えっと。ボク、ちょっと人より記憶力が良いいって言うか……これが数少ない特技だったりするんだ」

　小さく舌を出し、気恥ずかしそうに頰ほおを搔かくカナミ。ミユキは興きよう味み津しん々しんに尋ねてきた。

「もしかしてそれ、瞬間記憶能力というものですか？」

「いやいやー。そこまですごいものじゃないよ。ただ丸暗記とかが得意なだけ。あ、名乗ってなかったけど、ボクはカナミね。赤アカ咲サキカナミだよ」

　そう言ってから、カナミは改めて尋たずね返した。

「あの……。そ、それでさ。どうしてボクを見てたのかなーって。何か用だった？」

「ああ、すいません。お隣席なので挨あい拶さつをしようと思っていたんですが、可愛かわいらしい人だなと思って、つい見取れてしまったんです。ご不快に思われたなら、申し訳ありません」

「ええ!?　ボ、ボクが、可愛かわいらしい!?」

　赤面してしまう。同性とは言え、他人からそんなことを言われるのは初めてだった。

「すでに名前を知られているのに、こうして名乗るのは変な感じなんですが……改めて。私は宮みや上がみミユキです。これからの学校生活、よろしくお願いしますね」

　ミユキの言葉遣づかいは丁てい寧ねいで、仕し草ぐさにもどことなく気品のようなものがある。育ちが良いいのだろう。もしかしたらどこかのお嬢様なのかもしれない。しっかりしていて頼もしいし、仲良くしてくれそうな同級生がいることは、カナミにとって素直に嬉うれしいことだった。

「こっちこそよろしくね、ミユキちゃん！」

　顔を輝かせて返事をする。カナミはコロリと、ミユキに懐なついてしまっていた。

「──ふっふっふ。見てたぜ、聞いてたぜ」

　すると今度は、カナミの後ろ席の男子が話しかけてきた。

「クラス分け初日から、君等はさっそく仲良しになれたみたいだし、羨うらやましい限りだっつーか。俺のことも混ぜてくんない？」

　茶髪の、見るからに陽気そうな雰ふん囲い気きの男子だった。服装の乱れがないことからも、不良ではなさそうだが、少し垢あか抜ぬけた様子に見える。ニヤリと微笑ほほえんで話しかけてくる。

「俺は冴さえ島じまコウタ。後ろ隣の席だけど、今日から俺のこともよろしく頼むぜ」

　どこか軽い口調で、少年はコウタと名乗った。

　初対面の人と話をするのが苦手なカナミだが、男子が相手となれば、さらに苦手だ。

　固く目を閉じながら、懸けん命めいに挨拶する。

「あ、あの、こっちこそ、よろしくね！」

　やり取りを見ていたミユキも、カナミの挨拶に便乗してきた。

「ご近所席ですし、私のこともよろしくお願いします」

「ボクっ娘このカナミちゃんに、ゆるふわのミユキちゃんね。よしよし、覚えたぜ」

　カナミたちとほどほどに会話すると、コウタはすぐに、自分の周囲席の生徒たちにも声をかけ始めた。挨拶回りをしているのだろう。どうやらコウタは、社交的な人物のようである。
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　教室に女性教師が現れると、朝のホームルームが始まった。

　女性教師は愛あい想そ良く微笑ほほえみ、教室の生徒たちに向かって「これから１年の間、１年Ｄ組を担当する」という挨あい拶さつをしてくれた。それを聞かされた後、１時限目の授業が開始される。

　授業とは言っても、１人ずつ黒板の前に出て自己紹介をさせられるというオリエンテーションである。担任教師の司会進行で、生徒たちはみんな、名前と出身中学校を言わされた。

　授業の最後に、担任からこれからの１年の訓示を聞かされ、１時限目は難なく終了となる。

　休み時間になり、コウタが自席で背伸びをしながらぼやいた。

「……そんでさ、本格的な授業は２限目からだろ？　高校最初の授業が数学とはキツいなあ」

　コウタは落ち込んでいる様子だった。

　そんなコウタに、ミユキが尋たずねた。

「数学が嫌きらいなんですか？」

「おうよ。自慢じゃないがな。数って言葉が付くもんは、みんな嫌いなの。まあ、そもそも得意な座学なんてものがないんだけどさ。だって俺、スポーツ特とく待たい生せいでの推すい薦せん入学だし」

「スポーツの特待生なんですか？」

「じゃなきゃ、俺みたいに頭悪い奴やつが、こんな名門校に入れるわけないって」

「へぇ～すごいね！　じゃあコウタ君、スポーツ万能なんだ」

「はっはっは。自慢じゃないがな。ちなみに得意競技はサッカーな。サッカーは良いいぜ～。やっててすげえ楽しいし、何より女子にモテるからな！」

　にやけるコウタの言い方は、何だか少しいやらしかった。

「まあ、俺のことはともかく。ミユキちゃんとかどうなん？　得意、不得意とかあるっしょ」

「私ですか？　そうですね……理数系の教科は得意なんですけど、逆に文学系の教科は苦手かもしれません。文芸は嫌いじゃないんですけどね」

「へえ、意外だな。見るからに読書とか好きそうなタイプに見えるのに」

「読書は好きですよ。ただ、それが試験問題になると難しくて。特に作者の気持ちを考えろという問題ですね。あれって作者本人以外には、本当の答えなんてわからないと思うんです。人によって解釈が色々とできてしまう問題って、答えを考えるのが、ちょっと苦手なんですよ」

「あー。それスゲー言えてるわ。テスト採点してるのは、作者じゃなくて先生だもんな。あんたのその採点基準、本当に合ってんのかよって感じだわ」

　ミユキに同意しながら、コウタはカナミにも同様に尋ねてきた。

「そんでそんで。カナミちゃんは？」

「え？　ボク？　うーん。体育が苦手、かな」

　それを聞いたミユキは、親指を立てながら優しく微笑ほほえみかけてきた。

「安心してください。それなら私も苦手ですから」

「わぁ、ミユキちゃん……！」

「ウフフ。お揃そろいですね」

「おいおい。君等、そんなことで握手まで交わすのか……」

　話しているうちに、２限目の予鈴が鳴った。

　休み時間は終わりのようだ。生徒たちは、机の上に教科書とノートを開く。

　１年Ｄ組の生徒たちは、黙って数学担当の教師が教室にやって来るのを待つ。

　やがて現れたのは、メガネをかけた、知的な顔立ちのビジネススーツ姿の男である。新任教師だろうか。若々しく美形であり、女子生徒たちは一いつ斉せいに目を輝かせていた。

　数学の教師は爽さわやかに微笑ほほえむと、自己紹介を始めた。

　その自己紹介に生徒たちが耳を傾けている最さ中なか、カナミは窓の方を見やる。

　校舎のすぐ傍かたわらに見えるのは、この聖せい果か高校の象徴とも言える「薔ば薇らの庭園」である。

　入学パンフレットで見た写真の通り、四季に様々な色を見せる薔ば薇らが、数え切れないくらいに咲き乱れる園だ。遠目にも見て美しい。聖なる果実を手にした女神像が、庭園中央の噴水の中に立っており、その噴水を円えん陣じんに囲むよう、洒落しやれたデザインのベンチが置かれていた。

　美しい庭園の風景に思いを馳はせながら、カナミは優しい気持ちで目を細めた。

　──異変が起きたのは、それから間もなくのことである。

　後ろの席で、コウタの呟つぶやく声が聞こえた。

「…………んん？　何だ？」

　コウタは怪け訝げんそうに、自分の左手首を見下している。

　どうやら左手首のリングが、着信を意味する微振動を繰り返している。

　よくよく耳を澄ませば、その振動音はコウタのリングだけではなく、教室のあちこちから聞こえ始めていた。生徒たち全員のリングが、一斉に着信の振動バイブレーシヨンを始めたのだ。

「これってもしかして、地震の緊急警けい報ほうメールか何か？」

　カナミのリングまでもが、周囲の生徒たち同様に震ふるえる。

　恐る恐る、カナミはホームボタンを押した。

　いつもなら、そうすることで視界に表示されるのは、無数のアプリ画面が並ぶホーム画面だ。だが今この時に表示されているホーム画面は、見たこともない。

「……何、これ」

　表示されているのは、無数の書類データのようである。ほとんどは英語で書かれているが、中には日本語の文書も混じっていた。カナミは英語もそれなりに読めるが、そのいずれの文書を見ても、書いてあるのは「ただ１つのこと」に関する情報のようだった。

　──2019YB3

　その謎なぞの単語が、文章中に何度も登場している。

　どの書類も、その「2019YB3」に関するもののようで、軽く目を通した印象では報告書の体裁だった。「2019YB3」の全長、質量、構成物質など、様々な情報が羅ら列れつされている。カナミが特に気になったのは、全ての文書のヘッダー部分に印字されている文字だ。

「……最高機密？」

　トップシークレット。最高機密。仰ぎよう々ぎようしい単語が大々的に朱書きされている。

　教室内で、誰かが声を上げた。

「はあ、何だこりゃ？　何か俺のホーム画面、おかしなことになってんですけど」

　他の生徒たちも口々に、「俺もおかしい」、「私もおかしい」とざわめき始める。

　数学教師が、授業中にリングをいじるなと注意するが、誰も聞く耳など持たない。どうやらそこで、教師のリングにも着信が届いたらしく、教師すらもが自分のホーム画面を確認して、生徒たち同様に驚いている様子だった。

　騒ぎ始めているのは、カナミたちのクラスだけではなく、他の教室も同じ様子だった。

　廊下から、他のクラスの生徒たちが騒いでいる声も聞こえてきていた。

　この騒動はカナミのクラスだけではなく、全校レベルで発生しているということなのだろう。もはや授業どころの雰ふん囲い気きではない。

　やがて画面の中央に、文章が表示され始める。

　横一列に並んだ日本語の文章で、１字ずつ順番に表示されていった。

　生徒たちは目を見張り、その一字一句に注目する。

　──真実は明かされた。

　表れた文章は、その一言だ。隣の席で、ミユキがいかがわしそうに呟つぶやく。

「手の込んだイタズラですか？」

　どうなのだろう。わからなかった。

　学校に、何かの機密文書のようなデータがバラ撒まかれた？

　普通に考えればイタズラとしか思えない状況だ。だがカナミたちが見ている文書の作りは、妙にリアルだ。イタズラだとすれば、かなり趣向が凝こらされていると言える。

　状況がわかっていないのは、生徒だけではなく教師も同じだった。数学教師は平静を装よそおってはいるが、焦あせっている胸中を隠し切れておらず、少しムキになって注意を促うながしていた。

「静かに！　静かにしてください！　みんな、落ち着いて！」

「ねえ、先生。これって学校の機密文書の漏ろう洩えいですか？　試験問題とか？」

「生徒の個人情報とか？　だとしたらこの学校ヤバくない？」

　この怪文書は、いったい何なのか。カナミも気になってしまう。

　生徒たちは教師に答えを求めるが、教師にもわからないのである。問い詰められた数学教師は困っていた。すると他の教室で授業をしていた別の教師が、カナミたちのクラスにやって来た。小声で話し合った後、数学教師が生徒たちに告げた。

「今から職員室に行って、先生方と状況を確認してきます。しばらく皆さんは、静かに教室で待っていてください。それと、このことはＳＮＳなどに書き込まないようにしてくださいね」

　そう言って、教師たちは教室を去ってしまった。

　教室に残された生徒たちは、教師の言いつけなど無視して騒ぎ始める。

　何やらただ事ではない事件が起きている。それを面白がり、口々に憶測を飛ばし合って、はしゃぎ始めている。状況を楽しんでいる様子だった。

　盛り上がる全校生徒たちとは裏うら腹はらに、カナミは不吉な予感を抱えていた。
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　教師たちが教室を去り、しばらく経たつ。

　とっくに２限目は終了しており、間もなく３限目の予鈴が鳴ろうという頃だった。

　一応、今は休み時間ということもあり、生徒たちは自席を離れて出歩き始めている。

　コウタも「知り合いのいる教室に行ってくる」と言って、教室を出て行ってしまった。

　いまだ席に座ったままなのは、カナミとミユキくらいなものだろう。

　ふと、教室の男子生徒の１人が、声を上げるのが聞こえた。

「みんな！　2019YB3って単語、ＳＮＳで呟つぶやけないぞ！」

　周囲の生徒たちは、怪け訝げんな顔をしている。

　それを焦じれったく思ったのだろう、声を上げた男子生徒は、続けて力説した。

「だからさ、呟つぶやけないんだよ！　みんなもやってみろって！　メッセージ欄にこの単語を入れて発言しようとすると、不適切な言葉が使われているので投稿できませんでしたって、警けい告こく文が出てくるんだよ！　運営側で検けん閲えつされてるぞ、この単語！」

　教室がざわめく。

　その男子生徒が言うことは正しいのか、疑問に思った生徒が、試しにＳＮＳで単語を投稿しようと試みた。だが男子生徒の言う通り、たしかに検閲されているようで、投稿できない。

「マジか……学校がもう、運営に検閲依頼を出したとかか？」

「いやいや、怪文書が出回ったのって、ついさっきのことだぜ。いくら何でも運営の対応早すぎっしょ。元々、ＳＮＳで投稿できないように、検閲されてる単語だったんじゃねえの？」

「……おいおい。ってことは、怪文書に書いてある2019YB3が機密だっていう話、本当だってことにならねえか？　じゃあ、この怪文書ってマジモンの最高機密ってこと？」

「ヤバすぎでしょそれ！」

　怪文書が本物だったら面白いと期待していた生徒たちは、一気に盛り上がりを見せ始めた。

「うおっ、ついにインターネットも繫つながらなくなった!?」

「ネット封ふう鎖さきたか！　これ言論封鎖ってやつだろ！」

　男子たちは、鼻息を荒くして騒ぎ続けている。

　どうやら言う通り、生徒たちのリングが、一いつ斉せいにインターネットへの接続ができない状態に切り替わったのだ。電波が圏外の表示になっている。カナミのリングも例外ではなかった。

　他の教室に行っていた、コウタが戻ってきた。

「いやー。１年生の教室を回ってきたけど、ダメだな。誰も有力な情報持ってなかったわ」

　野次馬根性を丸出しで、コウタは情報を集めようと奔ほん走そうしていたらしい。だが収穫はなかったようだ。諦あきらめて帰って来たらしく、残念そうに自分の席に腰掛けた。

「やっぱ俺たち１年は入学したばっかりだし、学校の裏事情とかに通じてる奴やつなんていないよなあ。せっかく面白そうなことが起きてるのに、何もわからないなんてな」

　ぼやきながら、コウタはふと気が付く。黙っているカナミの表情が、妙に真剣なのだ。

「カナミちゃん、どうかした？　何か難しい顔してない？」

「……うーん。なんか〝仮かり符ふ号ごう〟の名前の付け方に似てる気がする。2019YB3って単語」

「仮符号？」

　何か知っていそうなカナミの口振りに、コウタは目を輝かせた。

「なになに、何かわかったの？」

「うーん。でも気のせいかも。これが仮符号だったから、どうだっていう話だし」

「良いいから良いいから！　何かわかったなら、俺にも教えてよ」

　カナミが答える間もなく、生徒の１人が、教室の窓の向こうを指差して喚わめいた。

「なあ、皆！　ついに警けい察さつが来たぞ！　警察！」

　教室の生徒たちは、一いつ斉せいに注目する。

　見れば、校門の方から、無灯のパトカーが入ってくるのが見えた。

　それも１台ではなく、２台、３台と増え、大規模な団体になっていく。さらに教室の窓とは反対方向、廊下側の窓を見ていた生徒たちも、グラウンドの方を指差して騒ぎ始めていた。その話し声を聞くに、どうやら学校の裏門からも、パトカーの一団が現れたようだ。

　興奮した男子生徒たちは、顔に歓喜の笑みを浮かべている。

「こんなにたくさんの警察が来るなんて。いよいよ大事だよな！」

　自分たちが非日常の中にいることを面白がっているのだ。堪たまらない展開なのだろう。

　だがカナミは１人、疑問を口にした。

「校門側と、裏門側の両方から入ってきた？　なんで２手に分かれる必要があるの？」

「たしかに、ちょっと変ですね。まるで私たちを取り囲んでるみたいな……」

　ミユキが、カナミの隣で同意した。

　校門側からやって来たパトカー。それらの車両から降車するのは、いずれもコートを羽は織おったスーツ姿の刑事たちである。制服組の警察官など１人もおらず、見た限り、警察の中でも地位の高い人間たちが出で張ばってきている様子だった。

　正門からパトカーでやって来た刑事の人数は、カナミが数えただけでも20人は超えている。グラウンド側にも多くのパトカーが来ていることを考えれば、総勢40人近くいるのではないだろうか。ただ事ではない大人数で、聖せい果か高校に乗り込んできたことになる。

　パトカーから最後に下りた、若い女性が目立った。

　黒い長髪。鋭い目付きで、凜りんとした顔立ちの美女である。ボディラインを際きわ立だたせるスーツとスカートがよく似合っており、肩には、カーキ色のモッズコートを羽は織おっている。大人おとななのだろうが……ずいぶん小柄な体格である。カナミと同じくらいに、背は低いかもしれない。

　小さくても、リーダーの貫かん禄ろくは出ており、周囲の刑事たちはへつらっていた。




　　　　　　　　　　　　　　◆




　刑事の一団が学校にやって来て、どのくらい経たつだろう。

　やがて校内に、「体育館で緊急の全校集会を行います」という校内放送が流れた。

　理由もよく聞かされないまま、生徒たちは気け怠だるげに体育館に向かうことになる。

　体育館は、全校生徒が集まっても余裕の広さである。演劇を披ひ露ろうできるほどのステージ。フローリングの床には、バスケットコートや、バレーコートの白線が引かれていた。その周囲を囲む形で、館内にはひな壇だんの観客席まで設けられていた。

　すでに館内のステージ前に、上級生たちは集合を終えていた。

　今は、遅れてきた１年生たちが、クラスごとに列を作って並んでいるところである。

「体育館、警けい察さつの人だらけですね」

　ミユキが、館内の四方に佇たたずむ、強面こわもての刑事たちを見渡して言った。ミユキが言う通り、体育館内は刑事だらけである。四方から睨にらまれているように思えて、何だか落ち着かない。

　１年生全員が集まると、そこでクラスごとに点てん呼こが始まった。

　妙なことに、点呼をするのは担任ではなく、刑事たちのようである。

　担任教師は「大丈夫だから、お巡まわりさんの指示に従ってください」と説明するだけで、何が起きているのかを語ろうとしない。ただ担任の顔色に、血の気がないことが気にかかる。

　無愛想な刑事が、１人ずつカナミのクラスメイトたちの名前を点呼していった。

　点呼が終わると、刑事は懐ふところから無線機を取り出し、小声で「１年Ｄ組、全員確認」と短く報告していた。どうやらクラスごとに、生徒全員が揃そろっているかを確認している様子だった。

　全学年、全教室の出席確認が終わった頃だった。体育館の壇上に、１人の女性が現れた。

　カツカツとヒールを鳴らし、肩で風を切って歩く。

　堂々とした入場だ。それは刑事たちのリーダーらしき、あの小柄な女性だった。

　教員たちは館内の端で、刑事たちに追いやられるように並んでおり、事の成り行きを見守っているだけの様子だ。この場を仕切っているのは、どうやらあの女性のようだ。

　無言の迫力で、女性は壇上から生徒たちを一睨にらみする。

　ただそれだけのことで、騒いでいた生徒たちは黙り込み、体育館には静せい寂じやくが訪れる。

　全員が黙り、注目しているのを確認してから、女性は語り出した。

《こんにちは、聖せい果か高校の諸君》

　マイクを手にした女性は、まずありふれた社交辞令の挨あい拶さつをした。

《話を始める前に、まずは我々が何者であるのか紹介しておこう。今日ここに駆かけ付けている刑事は、ほとんどが警視庁の〝公安部〟の職員だ。非常事態の対応に協力して貰もらっている》

　女性の声は、透すき通るような細い音だというのに、口調はずいぶんと男っぽい。

　ただ冷ややかに、作業であるように、淡々とした態度で話を続けた。

《名乗り遅れたが、私の名前は雛ひな森もりキョウコ。この現場を取り仕切る責任と権限を持った、指揮官だと思ってくれて構わない》

　女性は雛ひな森もりと名乗った。その表情には、友好的な愛あい想そ笑わらいなどない。感情もない。

　ただ口だけが自律して動いているロボットのようだ。

《本題に入ろう。本日のＡＭ10時ちょうどのことだ。学内の全員に対して、差出人不明の匿とく名めいメールが展開された。メールには、ちょっとしたウイルスのような機能があり、諸君等らのＡアＥイのホーム画面は乗っ取られ、強制的に、ある文書データを表示させられた。諸君等は文書に〝最高機密〟という朱書きがあったのを見ているだろう。あれは文字通りの意味だ》

　やはり、あの文書は本物の機密文書だったのだ。しかも刑事が大挙して学校に乗り込んできているのだから、よほど重大な何かの秘密に違いない。大事件である。

《文書データだが、万が一、外部に情報が漏ろう洩えいした時には、自動的に我々へ一報が入る通報プログラムが含まれていた。これが働いたおかげで、我々は学内に文書が展開された瞬しゆん間かんに、この状況を察知することができた。だが不思議なことに、文書データに含まれていたもう１つの保護プログラム、自動消滅機能に関しては、何者かによって無効化されていた》

[image: ]

　通報プログラムは作動したが、自動消去機能は働かなかった。

　その事実から、雛ひな森もりはあることを推察していた。

《これが意味するのは、この情報漏ろう洩えいが〝何者か〟に人じん為い的に引き起こされたということだ》

「……！」

《その何者かは、我々の所持する情報システムに精通した知識を持っており、なぜか聖せい果か高校の生徒に、機密文書を公開したかった。私は、その何者かが、誰であるのかに興味がある》

　雛ひな森もりの鋭い眼まな差ざしには、獲え物ものを狙ねらう猟りよう犬けんのような鋭さが覗のぞく。

《愉快犯のハッカーなのか。それとも我々に敵対する存在なのか。個人か。組織か。どうやって我々の情報を盗み出し、なぜこの学校で情報公開をしたのか。その答えを知るためには、犯人を捜さがし出すしかない。メールの発信元が、この学内であることまでは、すでに特定している。そして我々の調べによれば、どうやらまだ犯人は──この学内のどこかにいる》

　全校生徒が、一いつ斉せいにざわめき立った。

《そこでだ。ここから先は、犯人に対しての警けい告こくになる》

　雛ひな森もりは前置きしてから続けた。

《お前の行ったこの行為は犯罪だ。機密情報を不正に取得し、許可なく一般の場に晒さらし上げた。窃せつ盗とう、威い力りよく業ぎよう務む妨ぼう害がい。何だって良いい。あらゆる罪状を適用し、これから重たい罰を下す。だが私は慈悲深い。今から１分間だけ待ってやろう。その間に名乗り出れば、減刑を考えても良い。我々を出し抜くほどの人材なんだ──この警けい告こくの〝意味〟くらいわかるな？》

　雛ひな森もりは、妙みように含みのある言い方で、犯人に自首を求めた。

　予期せぬ展開に、生徒たちは皆、互いに顔を見合わせて困惑してしまう。

　犯人が学校関係者の中にいるのだと、雛ひな森もりは疑っているのだ。教員なのか、あるいは生徒なのか。わからないが、身近にとんでもない大事をしでかした犯罪者がいると言われれば、疑ぎ心しん暗あん鬼きにもなる。上級生はともかく、１年生なんて、まだ互いのことをよく知らない、他人同然の間柄なのだ。誰がどんな人間性を有していても、不思議ではないだろう。

　結局、名乗り出る者は誰もいなかった。

《時間切れだ》

　犯人が自首するために与えられた、１分間が終了したようだ。

　ならば雛ひな森もりは、これからどうするのか。

　雛ひな森もりは……深い溜ため息いきを吐ついた。

　沸わき上がってくる沈痛な思いを飲み下そうと、目を細め、険しい顔をしている様子だ。

　そうしてからやがて、冷ややかな態度を変えずに語り出した。

《仕方がない。聖せい果か高校の諸君。これから君たちに────ある〝事実〟を伝えよう》

　そう言って雛ひな森もりは、自身の左手首に巻いた、リングのタッチパネルを操作した。

　すると直後、全校生徒のＡアＥイが強制的に起動させられた。外部からの不正制御ハツキングである。どうやら雛ひな森もりは、全校生徒の目に、ある映像を送り付けてきている。何かを見せたいようだ。

　３Ｄ映像だった。

　生徒たちの頭ず上じように、突とつ如じよとして巨大な〝岩がん石せき塊かい〟のＣＧが表示される。

　それは銀色をした、歪いびつな形状の塊かたまりである。全体像は、球体というよりも楕だ円えん形に近く、ラグビーボールのような形にも見えた。表面には大小のクレーターが見受けられる。

　全校生徒の誰もが、それを見上げ、見入ってしまう。

　頭上のＣＧに注目する生徒たちに、雛ひな森もりは語った。

《広大な宇宙には、数え切れない無数の天体が存在している。地球上からの観測によって、１年間の内に発見される太陽系内の新たな小しよう惑わく星せいの数は、優に千を超えるとも言われる。発見直後の小惑星には、正式登録がされるまでの暫定的な仮称として〝仮かり符ふ号ごう〟が与えられるルールになっているんだ。その名前の付け方は簡単。発見された西暦年数の後に、発見された順番を示すアルファベットが並ぶ》

「……！」

《──2019YB3。諸君が機密書類の中に見受けたであろう番号は、今こうして、諸君の頭上に浮かんでいる小惑星に付けられた仮符号だ》

　雛ひな森もりの告白に、体育館内にどよめきが生じた。

　機密文書に記き載さいされていた謎なぞの単語の意味。それが雛ひな森もりによって明かされたからだ。

　謎の番号が仮かり符ふ号ごうだと予測していたカナミも驚く。

《この小しよう惑わく星せいは、いわゆる地球近傍天体ＮＥＯ。地球に接近する軌き道どうをとることがわかっている。地球に接近する天体は珍しくないが、この小惑星は、他とは少々、事情が違う》

　やがて頭上に浮かぶ小惑星のＣＧの傍そばに、小さな青い点が見えてきた。その青い点は見る見る大きくなっていき、鮮明な造形を露あらわにしていく。小さかった青い点が、頭上の岩がん石せき塊かいと同じくらいの大きさになった頃には、その正体は明確だった。

　カナミは啞あ然ぜんと呟つぶやいてしまう。

「……地球……？」

　緑豊かな大地。紺こん碧ぺきの水を地表に湛たたえた、美しい星。

　暗黒の宇宙で、太陽の光によって浮かび上がる様は、息を吞のむ神秘性を湛たたえていた。

　2019YB3と呼ばれる小惑星のサイズは見ていて変わらないが、その傍そばの地球のＣＧは、どんどん巨大化していく。地球の姿は生徒たちの眼前に迫るほどの大きさになり、地球の地表がこれでもかと拡大表示された。小惑星は、まるでその地表に吸い込まれていく。

　ある瞬しゆん間かん──小惑星は地表に〝衝突〟した。

「!?」

　予期せぬ展開に、驚きよう愕がくする生徒たち。だが映像は続く。地表に直ちよく撃げきした小惑星は、地球の表層に巨大なクレーターを形成する。衝しよう撃げき波はによる赤熱の巨大津波が、水面に広がる波紋のように地表を伝わり、地球上の世界を、炎と粉ふん塵じんの中にかき消していく。

「……」

　見上げているＣＧ映像の残ざん酷こくな結末に、誰もが言葉を失ってしまう。

　呆ほうけた口が塞ふさがらないままの生徒たちに向かって、雛ひな森もりは淡々と告げた。

《地球近傍天体ＮＥＯが地球に衝突する可能性は、トリノスケールと呼ばれる危険指数で表現される。2019YB3。我々が〝アースエンド〟と呼称しているこの小惑星は、トリノスケールでは最大のクラス10に値あたいする。すなわち〝文明が滅めつ亡ぼうする破壊力〟を秘めているということだ》

　小惑星衝突によって滅ぶ地球の映像を見上げながら、生徒たちは愕がく然ぜんとするだけである。

　これはまるで悪夢だ。

　あまりにも現実味のない〝世界の終わり〟の話だ。

《アースエンドの直径は、約17キロメートルと推定されていて、これはかつて恐竜を絶滅させたと言われる、直径10キロの隕いん石せきよりも巨大だ。その衝突は、計算によれば２０３０年２月10日。つまり人類に残された時間は、あと３年と半分くらいということになる》

　雛ひな森もりの説明と共に、映像が終わった。

《今見てもらった映像は確かな未来だ。間もなく、我々のこの文明は──終わってしまう》

　生徒たちも、教員たちも、無言で立ち尽くすしかなかった。

　誰もが打ちのめされていた。いまだ信じられないような話なのである。

「…………噓うそ……だよな？」

　誰かが、ぼやくのが聞こえた。

　世界があと３年足らずで終わってしまうなど、想像もできない。だが雛ひな森もりのような人間がこの場に駆かけ付け、ここまで騒ぎ立てている。決して冗談でやる規模の騒動ではない。

　誰もが青ざめ、絶望する。涙している者もいた。カナミも言葉を失ってしまっていた。

　自分たちに未来がないことを知った人々の絶望により、体育館は静せい寂じやくに包まれてしまう。

　そんな静寂の中で、冷ややかな雛ひな森もりの声がよく響いた。

《万が一、この情報が世間に漏もれればパニックは免まぬがれない。人類の社会基盤は一気に崩ほう壊かいする。漏ろう洩えいは決して許されない。諸君はおそらく〝最高機密〟という言葉の重みを甘く見ている。その銘めいが打たれた情報とは本来、部外の者には、この世に存在することさえ知られてはならないもの。つまり情報を知る者は１人として存在してはいけないんだ》

　それまで黙って立っていた刑事たちが、一いつ斉せいに動き出していた。

　ひな壇だんの観客席から、生徒たちを見下ろせる位置に展開し、そうして生徒たちを四方から包囲する陣じん形けいになる。刑事たちは羽は織おっていたコートの懐ふところから──短機関銃サブマシンガンを取り出している。

「……え？」

　生徒たちのみならず、教員たちも怪け訝げんな顔をした。

　銃じゆう身しんの先端には、消音装置サプレツサーが取り付けられているではないか。

《何も知らないままというのも憐あわれだ。今の話は、私からのせめてもの手た向むけと考えてくれ。機密文書を見た時点で、諸君のこの運命は決まっていたに等しい。口封じのためにも、犯人諸もろ共とも、無事には帰せない。安心すると良いい、諸君の家族も３年後、どうせ死ぬのだから》

　刑事たちはまず、教員たちが集まっている館内の一角に向け、銃口を構えた。

　壇上の雛ひな森もりは、表情１つ変えず、高らかに宣言する。

《日本国政府と最高裁判所より委い譲じようされた超法規権限により、機密情報保護のため、現時刻を以もつて聖せい果か高校の職員ならびに全校生徒から、生存権を含むあらゆる人権を──〝剝はく奪だつ〟する》

　雛ひな森もりの号令が発せられた。直後、刑事たちは容よう赦しやなく引き金を絞しぼった。

　四方八方から、プシュプシュと空気が抜けるような音がする。

　それと共に銃弾が発射され、そのことごとくが教員たちの肉体を貫いてしまう。

　教員たちはスイッチを切られたロボットのように、唐とう突とつに膝ひざを崩くずして、その場に倒れて動かなくなってしまった。それらは全て、一いつ瞬しゆんの内に起きた出来事だった。

　生徒たちの誰もが、ただただ呆あつ気けに取とられて立ち尽くしていた。

　無理もない。今、目の前で起きたことを、即座に理解できなかったからだ。

　倒れた教員たちの身体からだの下には、赤く、温かい水みず溜たまりが広がっていった。

　カナミも呆ぼう然ぜんと、倒れ伏して動こうとしない担任を見ていることしかできない。

　あまりにも深く、濃厚な沈黙。それが体育館を包み込んでいる。

　今、目の前で起きたのは……殺人だ。

　ようやく事態を咀そ嚼しやくし終え、我に返った女子生徒が大きく開口した。

「きゃあああああああああああああああああああ！」

　腹底から絞しぼり上げた、渾こん身しんの恐怖の絶叫。それは体育館内のあちこちから、壮大な合唱であるように次々と生じた。教師たちが一いつ斉せい同時に殺されてしまった現実を理解したものの、生徒たちはどうして良いいかわからず、ただ悲鳴を上げるしかなかったのだ。




　　　　　　　　　　　　　　◆




　最初に、教員たちを皆殺しにした刑事たち。

　次は生徒たちに銃じゆう口こうを向け、容よう赦しやない掃そう討とう射しや撃げきを始める。

　乱射された銃弾は、観客席の近くにいた生徒たちを、まるでなぎ倒すよう、容赦なく撃うち抜く。そうして血染めの肉にく塊かいにしていった。あまりにも呆あつ気けなく倒れ伏していく学友たち。軽々なる死に恐怖し、体育館内の生徒たちは、完全なるパニック状態に陥おちいる。

　生徒たちは、我先に体育館から逃げ出し始めた。だがすでに出入り口は、武装した刑事たちによって封ふう鎖さされており、生徒たちは袋のネズミと化しているではないか。逃げ道がない。

　カナミは完全に血の気が失うせた顔で確信する。

　──刑事たちは生徒を皆殺しにするつもりなのだ！

　警察という公的機関が、市民の虐ぎやく殺さつを行うなどと、誰が考えられただろう。

　体育館内を飛び交う銃弾。友人たちの返り血を浴びて逃げ惑まどう生徒たち。こんな非現実的な出来事が起きるなどと、今朝学校に来る前には、カナミは思いもしていなかった。

　近くにいたコウタも、ミユキも、血相を変えて右う往おう左さ往おうする生徒たちの流れに吞のまれ、見えなくなった。目前の現実に打ちのめされたカナミは、恐怖のあまり、冷静な思考力を失ってしまっている。逃げ惑まどう生徒たちの中に紛まぎれ、打開策もなく駆かけ回ることしかできない。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦か中ちゆうで、カナミはただ怖こわくて、涙して、震ふるえ上がるしかできない。

「怖いよ……誰か助けて……！」

　カナミの囁ささやくような願いは、誰にも届かない。

　ただ目の前の、怒ど号ごうと悲鳴の中にかき消きえていくだけだ。

　絶望を胸中に抱え、人波の中を逃げ惑まどっていると、カナミは誰かに突き飛ばされてしまう。堪たまらずよろけて倒れそうになった。だがそんなカナミの手を握り、支える者が現れる。

「ふぇ!?」

　カナミの手を握って支えてくれたのは、男だった。

　漆しつ黒こくのロングダークコート。全身黒ずくめの姿ではあるが、手には燈だいだい色のレザーグローブをしている。目ま深ぶかにかぶったフードの下には、髑どく髏ろの顔が覗のぞいていた。だが間近で見て、それが仮面であったことに気付く。髑どく髏ろの仮面はひび割れており、左ひだり眼めの部分が欠け、そこから素顔が覗のぞいている。垣かい間ま見みえるその眼めは、今は鷹たかの目のように鋭く細められていた。

「あ……え……あなたは……！」

　カナミは、震ふるえた声で呻うめくことしかできない。

　死神はカナミに向かって告げる。

「ずいぶん時間はかかったが──迎えに来た」

　不思議と、その声はどこかで聞いたことがあるように思える。悲鳴と怒ど号ごうの響き渡る体育館内で、どこからともなく現れた死神は、場違いなほど落ち着いた態度をとっていた。

　その時、体育館内に、さらなる銃じゆう声せいが轟とどろく。

「！」

　カナミや生徒たちだけでなく、刑事たちも驚いた。

　刑事たちが使っている銃器は消音装置サプレツサーが付いているため、発射音が静かだ。

　だが今響き渡った銃声は、静かどころか体育館内全域に激しく響く発射音ではないか。その音と共に、出口付近を封ふう鎖さしていた刑事の１人が、撃うたれて倒れるのが見える。

　誰かが、刑事を撃ち殺したのだ。

　その銃声の出で所どころに、館内全員の注目が否いや応おうなく集まる。激しい銃声を発したのは、少女だ。

「ようやく、おでましか」

　刑事を撃ち殺した女子生徒に続いて、体育館内の各所で、予期せず発はつ砲ぽう音おんが轟とどろき始める。

　どこからともなく続々と、銃器を手にした生徒たちが現れ出したのだ。

　３年生の男子。１年生の女子。手にしているのは拳銃だ。武装した生徒の人数は、見る見る増えていく。まるで生徒たちの中から、義勇軍が現れて決起したかのような状況だ。

「どういうこと!?　どうしてうちの生徒が武器なんか持ってるの！」

　刑事たちと生徒たちが銃撃戦を始める様を見やり、カナミはわけがわからず喚わめいた。

「まさかあれ、あなたの仲間!?」

「仲間？　アイツ等はオレの仲間なんかじゃない。ただの〝護ご衛えい〟だ」

「護衛って、いったい誰の!?」

　死神は意味不明な答えを返すだけで、要領を得ていないカナミのことなど気にしていない。

　その場で吞のん気きに立ち、武装決起した生徒たちの人数を、指差し数えている様子だった。

　最初は、無抵抗な生徒たちを一方的に殺すだけだった刑事たちだったが、いつの間にか、生徒の中に潜んでいたゲリラ軍と交戦しているような状況に陥おちいっていた。その乱戦に巻き込まれないよう、非武装の一般生徒たちは、体育準備室に駆かけ込んだり、転がっている死体の陰に隠れていた。もはやその場にいる誰もが、生き残ることに必死である。

　ふと、刑事たちと銃じゆう撃げき戦を繰り広げる生徒たちの一部が、死神の方を指差して喚わめいた。

「いたぞ、あそこだ！」

　乱戦状態の館内で、３名の武装生徒が迫ってくる。

「ええ!?　なに、何でこっちに来るの！」

　迫る武装生徒の１人が、死神とカナミに向かって自動拳銃ハンドガンを発はつ砲ぽうしてくる。乱射に近い。

「きゃあっ！」

　ほとんどは死神とカナミから外はずれた。

　だがその内の１発は、カナミの頭部へ飛来する軌き道どうで迫る。死神はそれを見逃さなかった。

　死神はカナミの眼前に右手を差し出した。飛来した銃弾は、その手のひらに着弾する。

　着弾と同時。死神の右手からは〝火花〟が散った。

「！」

　まるで金属を撃うつような甲かん高だかい音がした。死神は右腕に、金属の義手でも付けているのか。レザーグローブに素肌が隠れているため、見た目ではわからない。

　必殺の銃弾を片手で受け止められ、発砲した方の武装生徒は驚きよう愕がくしていた。

　その啞あ然ぜんとしている生徒の横よこ面つらを、別の武装生徒が殴なぐり付ける。

「バカ、撃つな！　彼女に当たったらどうするつもりだ！」

　武装生徒たちは、何やら言い争っている様子だった。

　突然、死神はカナミの腰に手を回し、身体からだを抱き寄せる。

「ふぇ、えぇ!?」

　カナミを抱き寄せたまま、死神は武装生徒たちめがけて一気に駆かけ出した。

　武装生徒たちは、死神のその行動に困こん惑わくし、一いつ瞬しゆんだけ動きが止まってしまう。

　その一瞬の隙すきは、あまりにも致命的である。死神は、自分の間合いに入った最初の１人の横よこ面つらを殴り付けた。すぐ傍そばに立っていた残り２人には、華か麗れいに回し蹴げりを見舞う。

　カナミを抱き寄せたまま、まるで踊っているような電でん光こう石せつ火かの舞である。

　──強い！

　カナミが驚く間もなく、武装生徒たちは昏こん倒とうし、ほぼ同時に床を転げた。

　すかさず死神は、懐ふところから自動拳銃ハンドガンを取り出し、倒れ伏した武装生徒たちの頭部に、１発ずつ弾を見舞う。武装生徒たちは一瞬だけ痙けい攣れんし、頭部から血を噴出させて絶命した。殺劇の最さ中なか、ずっと抱き締められていたカナミは、自分の足下で絶命した生徒たちを見て青ざめる。

　死神は改めて、体育館内を見渡した。

「ふむ。意外と早く決着が付いたか。だらしない。それほど訓練された連中じゃなかったな」

　あまり時間は経たっていないが、聞こえてくる銃声の数は少なくなっていた。

　刑事たちも、武装決起した生徒たちも、互いに立っている人数を減らしてはいるが、状況を見れば刑事たちの圧勝である。武装生徒たちの大半は、血ち溜だまりの上に倒れて動かなくなっており、ほぼ全滅状態だった。

　武装生徒の最後の１人が撃うち殺される様を見届けてから、死神は満足する。

「そこまでだ！　もうこれ以上、殺す必要はない！　全員銃じゆうを下ろせ！」

　声を上げた死神に、全員の注目が集まった。

　ただの生徒が「銃を下ろせ」と言ったところで、命いのち乞ごいにしか聞こえなかったかもしれない。だが、あからさまに奇妙な出いで立たちをした、その死神が言ったこともあり、その場の誰もが耳を傾けざるを得なかった。

　死し屍し累るい々るいの血の海を、ヒールで踏みしめて歩み寄ってくる女性がいた。

　この殺さつ戮りくを始めた刑事たちの指揮官、雛ひな森もりキョウコである。

　雛ひな森もりは相変わらずの厳しい顔付きで、拳銃を構え、銃口を死神に向けたまま近付いてくる。

　そうして死神と話ができる距離まで近付くと、立ち止まった。

　それに遅れて、刑事たちも銃を構えたまま、雛ひな森もりの傍そばに駆かけ寄ってくる。

　瞬またたく間まに周囲を包囲された死神は、手にしていた自動拳銃ハンドガンを捨て、小さく両手を挙げる。

　生き残った生徒たち。それに刑事全員の注目の中、雛ひな森もりは死神に言った。

「機密情報漏ろう洩えいに、武装ゲリラ同然の高校生たち。今日はおかしなことだらけだ。挙あげ句くに、お前のような格かつ好こうの奴やつまで出てくるとは。……いった何者だ？」

　尋たずねられた死神は、質問に答えない。

　代わりに、雛ひな森もりが肩に羽は織おっているコートを見て言った。

「その肩の紋章。両腕が剣に貫かれた十じゆう字じ架かだ。たしか救世主の両手を穿うがった、苦しみの杭くいだったかな。あんたは警視庁の人間なんかじゃないよな、雛ひな森もりキョウコ〝大佐〟殿？」

　雛ひな森もりは露骨に驚いた顔をする。構わず、死神は断定した。

「統合機関〝スタウロス〟。それがあんたの所属する組織だ」

「……私のことを知っているのか？」

「ああ、当然だとも。機密情報を漏ろう洩えいさせた犯人は、オレなんだから」

　飄ひよう々ひようと告白する死神。あまりにも唐とう突とつな発言に、生き残った生徒たちがざわついた。

　聞こえてくるのは「じゃあアイツのせいでこんなことに」などと、恨うらみ辛つらみで囁ささやき合う声だ。それら外野の声など無視し、先程よりも視線の鋭さを増して、雛ひな森もりは尋ねる。

「目的は何だ」

「いくつかある。まずはあんたたちをこの場に呼び寄せて、聖せい果か高校の生徒や教員たちの中に潜ひそんでる〝黒き教会シユバルツ・キルヘ〟の工作員を一いつ掃そうしてもらいたかった」

　雛ひな森もりはますます、死神の発言に驚く。

「27人。潜ス伏リ工ー作パ員ーの人数は突き止めていたが、全員の正体までは突き止められていなくてね。か弱いオレ１人で、正体不明の敵全員を相手にするのは無理がある。だろう？」

　死神は、自分が撃ち殺した武装生徒の死体を、つま先で小突きながら言った。

「だからだ。応戦せざるを得ない極限状態まで、こいつらを追い詰めて、自みずから正体を暴露させたかった。いやいや、さすがは〝氷血女王アイス・クイーン〟とうたわれる雛ひな森もりキョウコだった。口封ふうじのために全員抹まつ殺さつとは、期待通りに冷酷な判断だよ。潜ス伏リ工ー作パ員ーたちも、まさかこんな包囲戦が始まるとは予想していなかったことだろう。おかげで、奇き襲しゆうは完かん璧ぺきに成功と言える」

　カナミをはじめ、生き残りの生徒たちは、血走った眼めで、死神を睨にらみ付つけている。

　死神が機密情報をバラ撒まいたせいで、親しい友人やクラスメイトたちが虐ぎやく殺さつされたのだ。その怒りと悲しみは計り知れない。数え切れない学友たちの死体の海に立ち尽くし、生徒たちは、憎しみの炎を胸中で滾たぎらせていた。

　死神は、かぶっていたフードをどかし、仮面を外はずして素顔を晒さらす。

　現れた素顔は──少年だった。

　ストレートパーマの黒髪。強い意志を宿した眼め。不ふ遜そんな笑みを浮かべている。

「雪ゆき村むらアキラ。オレの名前だ」

　アキラの顔と名を確認した２年生たちが「Ａ組の雪ゆき村むらだ」と囁ささやき合い、しきりに驚いている様子だった。どうやら雛ひな森もりの読み通り、犯人は聖せい果か高校の学生であったらしい。

　自分に注目する生徒たちや刑事を見渡した後、アキラは雛ひな森もりを見み据すえて言った。

「さて。オレが漏ろう洩えいさせた情報。それがどれほど危険なもので、それを知った聖せい果か高校の関係者全員を、あんたたちが生かしておけない事情も理解している。だが、やめた方が良いいな。さもなければ〝攻略〟は失敗するだろう。人類の命運は、今この瞬しゆん間かんの選択にある」

　ふと、体育館の天窓から一いつ斉せいに、正午の太陽の光が差し込んできた。

　その光はスポットライトのように各所を照らし、血の海に立つ黒衣の少年も照らし出す。

　優しい陽の光に照らされた、数え切れない生徒たちの死体。赤く染まったフローリングの床。それら全て、今この時が、もはや取り返しの付かない事態であることを証明している。

「ここで１つ予言を与えよう。明日、東京に〝壊かい滅めつの危機〟が訪れるぞ。東京都民が数十万人死ぬような、歴史的な大だい惨さん事じが起きるだろう」

「……何だと？」

　疑惑、憎しみ、悲しみ、絶望。凄せい惨さんな血のにおいと共に、死神に向けられる様々な激情。

　それすらも嘲あざけり、利用するかのように、死神の少年はただ不敵に笑んで宣言した。

「だが喜ぶと良いい。こうしてオレが──世界を救いに来てやった」







[image: chapter2　カナン / Utopia]







　夜よ闇やみに閉ざされた空は暗い。

　だが眼下に広がる東京の夜景は、星空のように輝いている。

　東京上空を飛ぶヘリの中から、男は光の海を見下ろしていた。

　クラシックコートを着込んだ、中年の紳士だった。少し窶やつれた頰ほお。白髪交じりの髪をオールバックにしており、整然とした雰ふん囲い気きを醸かもしている。エリート然とした男だ。右手には、獅し子しの紋章が入った、立派な指輪をしていた。

　黒こく條じようコウタロウ。日本有数の財ざい閥ばつ、黒こく條じようグループの総裁だ。

　コウタロウの眼下の景色に、すでに霞かすみヶが関せきの全景が見えてきていた。

　今夜、特別な用事があるのは、その官庁街にある名の知れた施設だ。

　首相官かん邸てい。

　公称では地上５階、地下１階からなる、内閣総理大臣の執しつ務む場である。その屋上にあるヘリポートがライトアップされており、黒こく條じよう総裁のヘリを迎え入れる準備が整っていた。スティックライトを振っているヘリ誘導員と、出迎えの、黒服の男たちの姿が見えた。

　コウタロウの向かい席に腰掛けている若い少女が、出迎えの黒服たちを見て言う。

「物々しい出迎えですね。官邸警けい備び隊たいが、機関拳銃ＭＰ５で武装している事態だなんて」

　長いダークブロンド。碧へき眼がんの少女だ。コウタロウの娘、黒こく條じようクサビである。

　娘の所感を聞いて、コウタロウは愛あい想その良いい微笑ほほえみを浮かべた。

「私だけでなく、各国要人や後援関係者を招集しての緊急会議なんだ。妥だ当とうな警備レベルさ」

　父と娘が会話を交わして間もなく、ヘリポートに着陸した。

　扉を開けて外に出ると、いまだ回転が止まらない、プロペラの風が吹き付けてきた。激しい風音の中を歩き、黒こく條じようの父と娘は官邸警備隊と合流する。そうして中に案内された。

　エレベータで階を降り、一般には非公開となっている、秘密の地下７階を目指した。

　辿たどり着ついた先は、官邸危機管理センターのあるフロアだった。

「こちらです」

　官邸警備隊に案内され、２人は会議室に辿たどり着つく。

　室内は広く、中央には大きな円えん卓たくのテーブルが置かれていた。

　そこに座して議論を交わしているのは、緊急招集された、日本国の重じゆう鎮ちんばかりである。中には、国内有数企業の重役たちの姿もあり、コウタロウ同様に呼び出された様子だった。

　円卓の、空いている最後の席に、コウタロウは腰掛けた。

　娘のクサビは、その背後に立って補佐役を務める。

　全ての席が埋まったのを確認し、会議の議事を務める、厳いかつい顔付きの老人が口を開いた。

「どうやら全員揃そろったようだ。これより〝最高議会〟を始める。書記は付けない」

　宣言したのは、内閣総理大臣の千せん崎ざきだ。

　千せん崎ざき総理の発言から間もなく、室内の明かりが落とされる。

　すると室内は暗転し、千せん崎ざきたちが座る円えん卓たくの周囲に、ホログラムで作られたひな壇だん状の観客席が現れた。その観客席に腰掛けているのは、各国政府の主要人物たち。世界的な有名企業の重役たちである。いずれも、チャット通信で会議に参加している国連メンバーの映像だ。

　各国の時差すらも無視し、この会議は緊急で開催されている。

　千せん崎ざきは語り始めた。

「状況について、参加者の皆さんはすでに、自国の係員を通じて報告を受けているだろう。だから子細の説明は省くことにする。あらましとしては……日本国内において本日、スタウロスの管理する機密情報の一部が、私立聖せい果か高校という学校のローカルネットに対し、意図的に流された。犯人を名乗っているのは同校の生徒、雪ゆき村むらアキラ。何者なのか、まだ捜そう査さ中だ」

　重苦しい緊張感と沈黙の中、千せん崎ざきは言った。

「この会議の開かい催さい目的は、まず〝この少年の処遇〟を決定することにある」

　室内の重じゆう鎮ちんたち。そして各国の要人たちは、黙って千せん崎ざきの言葉に耳を傾けた。

「機密情報漏ろう洩えい時のマニュアルに従い、スタウロスは佐官クラスの責任者を現地に送り込んだ。陣じん頭とう指揮によって、聖せい果か高校の教員や生徒たち全員を処分し、口くち封ふうじを行う予定で活動していた。だがここで、意外なことが起きる。生徒たちの中に、誰が送り込んだのかわからない〝正体不明の武装集団〟が紛まぎれていた。スタウロスが交戦し、これを殲せん滅めつ。興味深いことに、少年が言うには、それらは〝黒き教会シユバルツ・キルヘ〟の潜ス伏リ工ー作パ員ーたちだったのだそうだ」

　千せん崎ざきの発言を聞いていた重鎮たちに、どよめきの声が生じる。

「ほう。黒き教会シユバルツ・キルヘですか」

　驚いている人々の総意を代表するようにして、コウタロウが口を開いた。

「我々の〝攻略〟を妨げる、いまだ正体不明の組織ですね。我々に匹敵する資金力。同等以上の情報収集能力。それに未知の技術すらも有していると目されています。ですがこの２年の間、彼かれ等らが表だって我々の前に現れることはありませんでした。一時期は壊かい滅めつしたという噂うわさがあったものです。それが今日、こうしてこの場で、再び名前を聞くことになるとは……」

　コウタロウの言葉を皮切りに、各国の代表者たちも口々に意見を述べ始めた。

「聖せい果か高校に潜ひそんでいたのは、世界中の情報機関を統すべる我々ですら関知していなかった謎なぞの武装集団だ。……だとすればその正体が、黒き教会シユバルツ・キルヘであるという話は、筋すじが通る」

「だが待ちたまえよ。連中がただの高校に潜む理由などあるのか？　聖せい果か高校の財務履歴や関係者の経歴調査を行ったが、奴やつ等らに繫つながりそうな、不審な情報は出てこなかったと聞いてるぞ。少年の言っていることはデタラメじゃないのかね」

「奴やつ等らはこの２年間、沈黙していた。その間、ただの高校で何を目もく論ろんでいたんだ……？」

　しばらく会議参加者たちが自由に話すのを聞いてから、千せん崎ざきは厳かに告げた。

「ここで１つ私見を述べておきたいと思う。おそらく少年の目的は──〝我々と接触する〟ことにあった。私はそう考えている」

　議場が静まりかえり、注目が再び自分に集まったのを察すると、千せん崎ざきは続けた。

「考えてもみると良いい。ただのハッカー。ただの工作員。少年がその程度の小物であったなら、我々はこれ程までに、彼に興味を持たなかっただろう。少年の処遇を決めるために、最高議会が開かれるまでもなかった。今頃はスタウロスが内々に処分していたはずだった。だが少年は黒き教会シユバルツ・キルヘという言葉を口にした。こうして今、巧みに我々の興味を惹ひき付つけている」

　すると英国の首相が口を挟んだ。

「まさか。今この時、我々が少年の何らかの計画に利用されているとでも？」

「可能性の話だよ。我々は少年を無視できなくさせられたのかもしれない。黒き教会シユバルツ・キルヘの情報を聞き出すために、我々は今、少年の話を聞かざるを得ないだろう。この状況を、少年が意図的に作り出したとしたなら……何らかの計略に陥おとしいれられたとは考えられないかな？」

　それはあくまで、千せん崎ざきの私見にすぎない考えだ。

　だがその可能性が無視できないことは、議場の誰もが険しい顔で悟さとった様子だった。

　より一層に謎なぞを深めていく雪ゆき村むらアキラという少年の存在に、人々は唸うなる。

　千せん崎ざきは腕を組み、淡々と持論を口にした。

「黒き教会シユバルツ・キルヘがなぜ聖せい果か高校に潜ひそんでいたのか。少年なら、その理由にも通じているはずだ。知っての通り、我々にとって奴やつ等らは無視できない敵対勢力だ。少年が敵の情報を持っているのなら、我々はそれを聞き出し、現状を把は握あくするべきだ。多少の危険は覚かく悟ごすることになるだろう。残念ながら、年間総予算20兆円を超える各国の情報機関を束たばねる我々より、今は彼の方が優位な立場と言える。現時点で、まだ少年に利用価値があるのは違いない」

「すぐに処分するわけにはいかない。そういうことですね」

「少年が何を知っているのか。まずはそれを突き止めてからでも遅くはないと考えている。これは氷血女王アイス・クイーン、そしてスタウロスの総司令の判断でもある。あとは、彼かれ等らの活動に予算を付けている、スポンサーである我々の意見待ちだ」

　千せん崎ざきの言葉に対して、中国の総書記が懸け念ねんを口にした。

「少年の処遇はそれで良いいでしょう。ですが他の生徒たちの処遇はどうするおつもりか。聖せい果か高校の全校生徒は７４３人。聞けばその内の38人は、まだ生存しているとお聞きしている」

「たしかに。ひとまずは〝判断保留〟扱あつかいにして、生かしてある」

「なぜですか。今すぐにでも処分すべきと思いますが？　彼かれ等らはすでに、知ってはならない秘密を見聞きした。無事に帰しでもしたら、家族や知人にそれらを話すでしょう。最初は噂うわさにしかならないかもしれませんが、いずれはその噂うわさが社会不安を呼び、パニックを引き起こします。一度そうなれば、暴走する75億人の大衆を封ふうじ込めるなど、不可能になりますよ？」

「心配無用。彼かれ等らが２度と家に帰ることはない。すでに世間に対しては、教職員を含む全校生徒が〝爆弾事件〟によって死亡したと発表した。頭のおかしな生徒が持ち込んだ爆弾によって、全校集会中に体育館が爆破炎上したという、元々用意してあった偽装事件カバーストーリーに沿う形だ。彼かれ等らはすでに、体育館の火災で〝表向きは死亡〟していることになっているのだよ」

「……なるほど」

「それに気になることもあるんだ。生徒たちを全ぜん滅めつさせれば、我々の攻略が失敗する。少年は現場で、そんな〝警けい告こく〟も口にしたのだと報告されている。どういう意味なのかは謎なぞだ」

　議場の全員を見渡し、千せん崎ざきは鈍い眼光を光らせた。

「確かなことは、少年は何かを知っているということ。そして我々に何かを伝え、もたらそうとしている。そういうことになる。何を伝えようとしているのかは、まだわからない。もしも少年が我々に対して友好的な存在であるなら、話を聞いてみれば、有益であるかもしれない」

「有益どころか。さっきの話が事実なら、さらに利用される危険性もあるのでは？」

「少年が敵ならな。ともかく話を聞かざるを得ないだろう。この点で、我々には最初から選択肢しがないと考えている。少年の処遇を決めるのは、少年の話を聞いた後にしたいとは考えていた。だがその前に、この場の全員で、少年の危険性について認識を共有する必要があった」

　議場の全員が沈黙する。

　納得したのだと見なし、千せん崎ざきは落ち着いた口振りで別の話を始めた。

「……思い出すな。６年前。我々が、アースエンドと呼ばれる、人類の文明を消し去る小しよう惑わく星せいの存在を知った時のことだ。かつての我々はバラバラで、お互いに憎み合っていた。人類という種の最適ではなく、国や、金銭的利益ばかりに思考を巡めぐらせていた。だがそんな我々も今では結束し、国連の非公式会談によって、こうして統合機関スタウロスを結成できた」

　参加者たちは口を閉ざし、千せん崎ざきの話に耳を傾け続ける。

「私的利益を追求せず、独自の指揮系統を持ち、あらゆる国の機密情報と資源リソースの使用を許された、人類史上最高の力を持つ組織だ。与えられた任務はただ１つ。〝人類の救済〟。スタウロスとは、歴史上初めて、我々が国家の枠組みを超え、１つの目的のために団結できた証あかしでもある。皮肉なものだ。我々は破滅に直面しなければ、こうして手を取り合えなかった」

　感かん慨がい深い思いで、千せん崎ざきは腕を組んで続けた。

「スタウロスが生まれた時、我々は〝団結憲章〟を立てた。互いに偽いつわらないのだと。種の滅亡を目前に、もはや国家レベルの対立など矮わい小しような問題だからだ。今の我々は、人類が生き残るために結束しなければならない。お互いに信用し、頼り、協力し合う。噓うその時代は終わりだ」

　千せん崎ざきは一同を見渡し、断じた。

「これから少年の尋じん問もんが始まる。その様子をリアルタイムで中継しよう。憲章を履り行こうする」

　円えん卓たくの中央にホログラムの映像が投影される。映し出されたのは、１人の少年だった。
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　明かりのない部屋だった。

　闇やみに閉ざされた静せい寂じやくの個室。置かれているのは簡素なデスクと、粗末なパイプ椅い子すだけだ。

　その椅子に腰掛けているのは、黒衣姿の少年である。

　少年は項うな垂だれたまま、口を閉ざし続けていた。両手には手て錠じようをかけられており、両足には足あし枷かせが取り付けられている。その足あし枷かせは鎖くさりによって床に縫い付けられていた。座っているパイプ椅子も、よく見ればボルトで床に固定されており、動かすことはできない。

　拘こう束そくされ続け、どれだけの時間を座って過ごした頃だろうか。

　突然、少年の頭上から、眩まばゆいスポットライトの光が浴びせかけられる。

　目を焼くような白光によって、少年の姿は闇に炙あぶり出だされた。

　直後、部屋の唯一の出入り口である扉が開く。

　現れたのは、カーキ色のコートを羽は織おった、雛ひな森もりキョウコ大佐だ。

　デスクを挟はさんで少年の向かいに置かれた椅子。それに腰掛け、雛ひな森もりは優雅に足を組む。

「お喋しやべりの時間だ」

　そう告げると、雛ひな森もりは自分の左手首に巻いたリングを操作した。

　雛ひな森もりのＡアＥイが起動し、視界には少年の尋じん問もんに使うための資料や、データが表示され始める。

　視界の隅には、尋問をオンラインで視聴している、多くの関係者たちの顔ぶれが並んでいた。雛ひな森もりの部下だけではなく、最高議会の面々の顔も表示されている。それらは全て、少年からは見えない映像だが、視界の諸もろ々もろを一いち瞥べつし、雛ひな森もりは目の前の少年を見み据すえた。

「雪ゆき村むらアキラ。17歳。私立聖せい果か高校の２年生だな」

　少年は項うな垂だれたまま、何も答えようとしない。

　構わず雛ひな森もりは、少年の経歴を一方的に話し始めた。

「２０２５年に入学して以来、特にトラブルもなく今日までを過ごす。学期試験の成績は平均点。スポーツテストの結果も年代の平均値であり、凡ぼん庸ような結果のみが記録されている。特別に優等生というわけではなく、特別に不良というわけでもない」

　鈴の音を思わせる繊せん細さいな声だが、雛ひな森もりは男じみた刺とげ々とげしい口調で続ける。

「お前は〝普通の生徒〟であると、学校側からは評価されていたようだ。面白い話だ。その普通の生徒とやらが突然、国家機密を超越する我々の最高機密情報に許可なくアクセスし、それを不正に入手。今朝登校した後に、聖せい果か高校で暴露したときているわけか」

「……」

「お前の供述によれば、その目的は聖せい果か高校内に潜せん入にゆうしていた〝黒き教会シユバルツ・キルヘ〟の工作員27名を見つけ出し、それら全員を我々に排除させるためだそうだな。情報漏ろう洩えいを察知した私が学舎に駆け付け、口くち封ふうじのために生徒たちを処分。その殺さつ戮りくを逃れるべく、抵抗するであろう工作員たちが、全員返り討うちにされることを見越した計画だ。まずここに疑問が１つ生まれる」

　雛ひな森もりはアキラを鋭く睨にらみ、尋たずねた。

「なぜ──工作員の排除に、我々の力が必要だった？」

　わからないのは、そこである。

「お前の計画は残ざん虐ぎやくだ。無関係な生徒たちが、大量無差別に、犠ぎ牲せいになることを最初から良しとしていた。誰も彼もが死んで構わない計画だったなら、そもそもお前が１人で手を下せば良かった。お前自身、１年近く聖せい果か高校の生徒をやっていたんだ。その間に、全校生徒を殺す方法などいくらでも準備できたはずだろう。それをなぜ今日になって、我々に委ゆだねる」

　アキラは項うな垂だれたまま、やはり何も答えない。

　雛ひな森もりは視界の隅に見える、アキラの心拍数や発汗量をモニターしているグラフを一いち瞥べつした。

　変化は見られない。焦あせりも恐怖もないようだ。非常に落ち着いている。アキラの身体からだには電極や心音計が取り付けられているのだ。何か動揺すれば、雛ひな森もりはそれを見逃さない。

「お前の経歴は、調べれば調べるほど興味深かった」

　アキラが返事をしないため、雛ひな森もりは少し揺さぶりをかけ始めた。

「たとえば学籍データベースの情報によれば、お前は両親と３人でマンション暮らしとなっている。だが家族構成も住所もデタラメだった。聖せい果か高校に入学する前の経歴も同じだ。確かに履り歴れき書しよに記載のあった出身中学、出身小学校、いずれにも雪ゆき村むらアキラという生徒が在籍した記録だけはあった。だがそれら全てが精巧に偽造された偽にせ物ものだった。ここまで精巧な偽装は、背後に〝大物の後援者〟でもいなければ無理だと考えられるがな」

「……」

「我々はあらゆる国の、あらゆる諜ちよう報ほう機関のデータベースを利用することが許可されている。米国国家安全保障局ＮＳＡ、米国中央情報局ＣＩＡ、英国秘密情報部ＭＩ６、イスラエル諜報特務庁モサド、日本の内閣情報調査局ＣＩＲＯ。だがそれら情報網を持ってしても、お前の正体は摑つかめなかった。これはただごとではない。聖せい果か高校で雪ゆき村むらアキラと名乗る生徒には、完全に〝過去がない〟ということになるからだ。だから改めて聞かせてもらいたい……お前はどこから来た誰なんだ？」

　アキラの心拍や呼吸は、完全に落ち着き払っている。

　噓うそを暴あばいているというのに、それには全くもって動揺していない。

　するとアキラは、ゆっくりと頭を持ち上げた。

「──ロビン・フッドを知ってるか？」

　アキラの口にしたことは、雛ひな森もりの質問に対する答えではない。

　だが気取った口振りで、アキラは話を始めた。

「13世紀。中世イングランドで、吟ぎん遊ゆう詩し人じんたちに謳うたわれた伝説のヒーローさ。弓の名手で、不正に富める者たちと戦い、貧しい人々を助けて回ったとされる義ぎ賊ぞくだった。だが実在したのかは不明で、その正体にも諸説が付きまとう謎なぞの人物だ。活躍ぶりだけは有名だろう？」

「何が言いたい」

「ヒーローの正体が誰かなんて、誰も気にしない。詮せん索さくするだけ野や暮ぼだ」

「図ずう々ずうしい奴やつだな。お前は、自分がヒーローだとでも言うのか」

「いいや、オレは悪党だよ。だがいずれ、あんたたちが、そう考えるようになるかもしれないというだけの話さ。まあとりあえず、今はオレのことを〝良いい悪党〟だとでも思ってくれ」

「善良な心持ちの悪党だとでも？　ふざけた奴やつだ。私の質問に答えてもいない」

「人と会話をするなら楽しく話をしたい。誰だってそう。なのにあんたの質問は、ちっとも面白くないんだから、答える気もなくなるさ。代わりにオレが面白い話をしてやろう。聖せい果か高校には、ある〝重要人物〟がいた。生き残った生徒たち。その中の１人だよ」

「重要人物だと？」

「ああ。あんたたちの疑問の全て──その〝答え〟になる人物だと思ってくれて良い」

　アキラはパイプ椅い子すの背もたれに寄りかかる。両手脚の鎖くさりが、ジャラリと音を立てた。

「残念なことに過去形だが、聖せい果か高校とは、表向きは伝統ある名門私立高校だった。だが裏では、黒き教会シユバルツ・キルヘによって作り変えられた、鉄てつ壁ぺきの要よう塞さい同然だった。奴やつ等らは２年前から、学内に武器を持ち込み始め、自分たちの工作員を生徒として学校に送り込んでいた。その目的は今年、聖せい果か高校に入学してくる〝要人〟を秘ひ密みつ裏りに監かん視しし、警けい護ごする体制を作るためさ」

「……なぜ、そんな回りくどいことをするんだ」

　アキラは沈黙した。その質問にも答えるつもりがないという態度である。

　雛ひな森もりの質問など無視して、アキラは話したいことだけを話した。

「オレが聖せい果か高校に入学した目的は、大きく分けて２つある。１つはスタウロスと接触すること。そしてもう１つが特に重要だった。要人の〝救出〟だよ。何とかして黒き教会シユバルツ・キルヘから、要人を引き離したかった。だがそれは決して簡単じゃない。要人の自宅、通学路、学内。いつでもどこでも、常に連中の強力な警護体制が、密ひそかに敷かれていたんだ。オレ１人で、それらをかいくぐるのは難しくてね。だからあんたたちの協力を必要とした」

「その結果が今朝の、聖せい果か高校での機密漏ろう洩えいなのか？」

「漏ろう洩えいさせた機密情報は、あんたたちを誘おびき出だすためのエサさ。そうすることであんたたちに接触できるし、要人の救出もできる。１つの行動で、２つの効果を生み出せた。一石二鳥さ」

「我々を手玉に取っているつもりか？」

「事実そうじゃないか。そうそう、１つ訂正させてくれ。さっき言われたことは正確じゃないからな。オレの計画は誰かれ構わずに死んで良いなんていう、野や蛮ばんなものじゃなかった。奴やつ等らの警護体制を壊かい滅めつさせられるなら、要人以外は、誰でも死んでも良かっただけだよ。生き残った生徒たちを殺すなと警告したのも、殺やる気満々だったあんたに、要人を殺されないためだ」

「つまり要人とは、生き残った生徒の中にいるわけだな」

　そこまでの話を聞き終えた雛ひな森もりは、感かん慨がい深そうに腕を組んだ。

「ようするに、聖せい果か高校にいる１人の要人を巡めぐって、お前と黒き教会シユバルツ・キルヘは対立しているということか。そして今回、その個人的な対立関係に、我々を巻き込んだ」

「おいおい、嫌いや味みな言い方だな。オレが機密情報を漏もらしてやったおかげで、あんたたちは関知していなかった黒き教会シユバルツ・キルヘの動向を知ることができただろう？　連中はオレにとって敵。あんたたちにとっても敵だ。敵の敵は味方。つまりオレたちは友達じゃないか」

「平然と民間人を死なせる、お前のような友達など必要ない」

「ハッハ。ならスタウロスにあんたの友達は１人もいないな」

「くだらん世間話に興じるつもりはない。さっさと教えてもらおう。要人とは誰のことだ」

　再び、アキラは口を閉ざした。構わず雛ひな森もりは、捲まくし立たてた。

「お前は、東京が壊かい滅めつすると警けい告こくをしていたな。しかも明日だ。もしかしてそれは、我々がその要人を聖せい果か高校から連れ出し、黒き教会シユバルツ・キルヘから引き離したせいなのか？」

　アキラは嘲ちよう笑しようを浮かべているだけで、また何も答えようとしない。

　雛ひな森もりは露骨に苛いら立だちを露あらわにする。

「１つ忠告しておくぞ。この尋じん問もんは、日本の首相官邸にも中継されている。そこからさらに、国連や各国の首脳陣じんを含む、スタウロスの後援者たちも注視している。お前という存在が我々にとって有益であるのかどうか。生かしておく価値があるのかどうかを見極めるためだ。裁定次第によっては、お前がこの後、どうなるのかはわかっているな？」

　雛ひな森もりから少年に対して、凍いて殺すような視線が投げかけられる。

　氷血女王アイス・クイーンの呼び名が、伊だ達てではないと思い知らされる威い圧あつだ。

「お前は機密情報を流した。我々が多大な犠ぎ牲せいを払って、今日まで築き上げてきた〝攻略〟を台無しにしようとしたんだ。それも話を聞いてみれば、この上なく個人的な理由じゃないか。だから教えてくれないか。私がこれ以上、お前を生かしておく理由があるのか？」

　答えられなければ死。それが確実な未来だ。

　並の神経であれば震ふるえ上がり、萎い縮しゆくするような場面である。だが命知らずにも、アキラは余裕の笑みを浮かべてみせている。そこでようやく、アキラは切り出すことにした。

「────オレと〝取引〟をしよう」

　唐とう突とつにそれを持ちかけられた雛ひな森もり。

　だが少しも態度の鋭さを緩ゆるめず、アキラに尋たずね返した。

「取引だと？」

「ああ。オレとスタウロスとの取引だ。スタウロス側の代理人は、あんたが良いい」

　それを聞いた雛ひな森もりは、当然の疑問を口にした。

「なぜ私を代理人に選ぶ」

「あんたはオレと同じだからさ」

「……？」

「とっくの昔に天国行きなんて諦あきらめてるだろ。事業を完かん遂すいできるなら、地じ獄ごくに落ちることを厭いとわない。目的のためなら何でもできる。だからこそだよ。あんたはこれから、オレという存在の重要性を無視できなくなる。たとえスタウロスの上層部が、この取引を反ほ故ごにしようとしても、あんたなら約束を守ってくれるだろう。そう信じているのさ」

「……癪しやくに障さわる物言いをするじゃないか。まるで私のことを理解していると言った口振りだ」

「あんたが視察のために、遠路はるばる来日している今日を、計画実行の日に選んだ。全てのことに意味があるのさ」

　雛ひな森もりは少しの間、黙考した。だが結論はすぐに出る。

「話を続けろ」

「そう言ってくれるのを待っていた」

　会話を楽しむように、アキラは微笑ほほえんで言った。

「オレはあんたが〝欲しがるもの〟を持っている。それが取引の材料だ」

「漠ばく然ぜんとしているな。私が欲しがるものとは何だ」

「ハハ。そうだな。たとえば情報だ。オレはスタウロスの機密情報だって持っていたんだぜ。他にどんなことを知っているのか、興味があるから尋じん問もんしているはずだろう。まあ、拷ごう問もんして聞き出すのが趣味なら構わないが、残念ながらオレは、それに耐える訓練をされている。空から石ころが降ってくるまでに口を割らせられる自信があるなら、試してみても良いだろうが」

「ずいぶんと曖あい昧まいな提案だ。そんな説明では、まるで魅力的に感じられないぞ。もっと具体例を示せ。お前と取引することで、我々はどんな利益を得られると言うんだ」

「では手始めに────〝無感動アデイシス〟の死を約束しよう」
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「！」

　雛ひな森もりは驚きよう愕がくし、思わず双そう眸ぼうを見開く。雛ひな森もりのＡアＥイに表示されている各国首脳陣も、雛ひな森もりと同じように驚いた顔をした。無理もない。誰しも、アキラの発言に耳を疑ったのだ。

「……まさか〝魔王ゼルク〟を殺せる。そう言っているのか？」

「おいおい。それ以外の解釈ができるか？　あんたの念願。ひいてはスタウロスの悲願だろ」

　雛ひな森もりは珍しく、驚きを露あらわにしている。

「まずは、オレと取引することが、あんたたちにとって有益だということを証明してみせよう。ただ、約束を果たすためには、多少の準備も必要だ。オレに人材を貸し与えてくれ」

「人材を貸し与えるだと？」

「ああ。生き残った聖せい果か高校の生徒たちがいるだろ？　彼かれ等らとオレを〝森〟に行かせてくれ。そうだな。手ぶらというのでは生徒たちが可哀かわい想そうだ。銃じゆうくらいは持たせてやってくれ」

「森に行く……何の訓練も受けていない、素人しろうとの学生たちを引き連れてか？」

「だからあんたにとっても都合が良いい話のはずだぞ？　仮にオレがただの噓うそ吐つきだったとしても、失うのは価値のない人材だけ。最低限の投資で、最大限の成果を得るチャンスだ」

「……」

「生徒たちとオレを森に連れて行け。結果を出してみせよう」

　雛ひな森もりの表情は冷静だったが、内心は苛いら立だっているのだろう、デスクを叩たたいて言った。

「……お前と素人しろうとたちで、魔王ゼルクを倒してみせるだと。荒こう唐とう無む稽けいだ。あの森の攻略を試みてから今までに、いったい何千人が犠ぎ牲せいになったと思ってるんだ。そんな話を信じられるか」

「オレを信じるかどうか決めるのはあんたじゃなくて、この話を聞いてるあんたの上官や、最高議会の連中なんだろ？　あんたと違って今頃、きっと興味を示してると思うぜ」

　足あし枷かせの鎖くさりを鳴らしながら、アキラは足を組んで、余裕の態度を見せつける。

「取引の内容は簡単。これからオレが魔王ゼルクを倒してやろう。その見返りに、あんたはオレの条件を吞のむ。心配は無用。オレの条件は些さ細さいなことだよ。ある１人の女子生徒を、スタウロスの一員に加えて欲しい。たったそれだけだ」

「女子生徒……聖せい果か高校のか？　まさかそれが、黒き教会シユバルツ・キルヘに保護されていた要人か？」

「ああ。彼女がスタウロスの一員である限り、以後も、オレはあんたたちに協力しよう」

「……なぜそいつは、要人扱あつかいされている。その理由と、取引の内容には関係があるのか」

　アキラは何も答えない。答えるつもりがないのだ。雛ひな森もりは怪け訝げんな顔で言った。

「わからないな。いったい何を企たくらんでいる。この窮きゆう地ちで出す条件が、自分の命の保証を求めるものではなく、そんな意味不明なものだと？　いったいお前にどんな利益があると言うんだ」

「利益ならちゃんとある。それにオレを生かすか殺すかなんてことは、あんたが判断すれば良いことだ。利用価値がないと思えば、すぐに殺せ。重要なのは、彼女だけだよ」

　頭上から照り付ける、スポットライトの強烈な白光。その中で僅わずかに俯うつむくと、アキラの目元は深く陰った。アキラはその陰の中で、眼まな差ざしを尖とがらせていた。宣告する。

「彼女の名は────〝赤アカ咲サキカナミ〟」
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　目が覚めた時、最初に見えたのは純白の天井だった。

　開いた瞼まぶたに差し込んでくる電灯の輝き。眩まばゆさで眼球の奥が痛み、思わず目を細める。

「……？」

　カナミは、ベッドの上で上体を起こした。

　身体からだに掛けられていたシルクのシーツが、するりと胸部から滑すべり落ちる。

　頭がすぐに働かず、カナミはしばらく、そのシーツをぼんやりと見下ろしてしまった。

「……ここ、どこだろう」

　ゆっくりと、周囲を見渡してみた。

　学校の教室ほどの広さはある。広々とした部屋だ。

　天井も、壁も、床も、全てが白い。殺菌消毒されたクリーンルームのように、無機質な白一色の部屋だ。その部屋には家財など一切見当たらず、ただベッドが１つ、部屋の中央に置かれているだけだ。まるで病院の個室のようだ。

　部屋の様子をしばらく観察していると、徐々に頭が働き出してくる。

　カナミはあることに気が付いた。遠くのものが、ぼやけてよく見えないではないか。

「メガネ……！」

　カナミは自分の目元に手を当ててみた。いつもかけている愛用のメガネがなくなっている。

　それどころか、手首に巻いていたリング端末もなくなっている。

　カナミは自分が、学校の制服を着ていることにも気が付いた。

「そうだ。ボクたち、警けい察さつの人たちに襲おそわれて……その後に体育館から連れ出されて、１人ずつ変なカプセルを飲まされてから……その後、どうなったんだろう……！」

　思い出すに連れて、徐々にカナミは青ざめてしまう。

　全て悪夢であったのだと思いたいことばかりが起きたのだ。もしかして、その悪夢がまだ続いているのだろうか。起きたら見知らぬ場所にいる。普通の状況ではない。

　…………ぐぅ～～。

　それでも吞のん気きに、カナミのお腹なかは鳴ってしまった。

「う～ん……こんなにお腹なかが空いてるってことは、あれから結構な時間が経たってるのかな」

　カナミは恐る恐る、ベッドから足を下ろしてみた。

「きゃうっ！」

　途端、驚いて身を竦すくめた。素足で踏みしめた白色の床は、まるで氷面であるかのように冷たかったのだ。我慢し、カナミは何とかその場で立ち上がった。

　そうして部屋の出口と思おぼしき、扉が見える方角に歩いてみる。

　目が悪いカナミにとって、その扉は最初、ぼやけた長方形の何かにしか見えなかった。だが近付いてみると像が鮮明になり、やはりそれが、思った通りに扉であることがわかった。

　白色の分厚い金属扉である。

　前後に開閉するタイプの扉ではなく、スライドして開く、複雑な構造の自動ドアのようだ。

　取っ手の部分に指をかけ、無理に開けようとするが、カナミの力ではビクともしない。

「……えーっと。もしかしてボク、閉じ込められてるの？」

　部屋にはそこ以外、出入り口が見当たらない。部屋に唯一の扉が開かず、思うように出られないということは、つまりそういうことに違いない。急に不安が募つのった。

　扉にはスリット窓が付いており、そこから室外の様子が覗のぞけるようだった。

　カナミは恐る恐る、そのスリット窓に顔を近付けてみる。

　扉の向こう、部屋を出た先は、左右に長く続く通路になっているようだ。

　見れば、カナミの部屋の向かい側にも、同じような扉があった。１つではない。通路上に扉はいくつもある。ここと同じような部屋が無数に存在しているということだろう。部屋の広さまで同じだとなれば……カナミを収容しているこの施設とは、かなり大規模なものに違いない。病院と言うには大きすぎる規模だ。だとすればここは、何かの研究所だろうか。

　いったいこの場所はどこで、何だと言うのか。まるで見当も付かない。

　さらに観察を続けようとするが、通路の遠く向こう側は良く見えなかった。

「……うう、メガネを没収されちゃったから、遠くがハッキリ見えないよー」

　扉に頰ほおを押し付け、カナミは懸けん命めいに、通路の向こうに何があるのかを確認しようとした。

　そんな時、スリット窓の向こうに、突とつ如じよとして覗のぞき返す顔が現れる。

「ひぇっ！」

　カナミは、慌あわてて扉から後あと退ずさった。

　離れて間もなくすると、部屋の扉がスライドして開いた。

　扉の向こうには、覗のぞき返してきた人物が１人、立っていた。

　現れたのは、気け怠だるげな目をした少女である。

　中東系の容姿で、浅黒い肌をしていた。栗毛ブルネツトの髪色といい、日本人には見えない。

　その少女の見た目からわかるのは、カナミと同じくらいの年齢ということだけだ。

　軍服と思おぼしき、詰め襟えりの服を着ている。奇妙なのは、その服の上から手甲装具ガントレツトや胸部軽鎧ライトアーマなどを着込んでいることだ。現モ代ダ風ンなデザインではあるが、それらはまるで、中世時代の防具である。首には深しん紅くのスカーフを巻いていた。

　少女はカナミと黙って見つめ合う。しばらくしてから、発言した。

「アタシはハナ。あんた、うちの部隊になったから、アタシが指導官ね」

　予想外にも、少女は流りゆう暢ちような日本語で話しかけてきた。

　ハナと名乗る少女の言葉に、カナミは怪け訝げんな表情を返してしまう。

「部隊？　指導官って？」

「以後は〝隊長〟と呼びなさい」

　問答無用で、ハナは片手に提さげていたスーツケースを差し出してくる。

　わけがわからないまま、カナミはそれを受け取らされてしまった。

「そのスーツケースに、必要最低限の装備が入ってる。着替えて」

「着替える？」

「部屋の扉のロックは、もう解除されたから。以後は自由に出入りできるわよ」

　一方的に話し終えると、ハナは踵きびすを返かえし、その場を去ろうとする。

　だがふと思い出し、カナミに振り返って忠告した。

「全員、着替えたら30分後に集合って命令されてる。装備品の中に支給品のＡアＥイリングもあるから、忘れずに身に付けてきてよね。時間ないから、さっさとして。外で待ってるから」

　開いていた扉が閉まる。ハナの姿が見えなくなると、カナミはスーツケースを手にしたまま、啞あ然ぜんとその場で立ち尽くしてしまっていた。

「どういうことなんだろう……」

　カナミは首を傾かしげる。ベッドの上にスーツケースを置くと、それを開けてみた。

「これってもしかして、あの子と同じ服？」

　ハナが着ていた、詰め襟えりの服が入っていた。だが鎧よろいの類たぐいは含まれていない。

　意味はよくわからなかったが、ひとまずカナミは、言われた通りに着替えることにする。

　着ていた制服の上着とスカートを脱ぎ、ベッドの上で畳んだ。

　スポーツブラとショーツだけの下着姿になると、カナミのシルエットが露あらわになった。

　美しい曲線を描く脚線。きめ細かい肌。そしてカナミの全身は、小柄で華きや奢しやである。女性らしい体付きをしてはいるが、少女特有の未発達な愛らしさが残っていた。

　着衣の数が減ると、急激に肌寒く感じた。

　身み震ぶるいしながら、カナミは急いで詰め襟の服に着替える。そして服を着てすぐにわかった。胸の辺りに余裕があり、弛たるみが生じていることだ。それを見下ろして恥ずかしくなる。

「まだ成長期！　成長期だもん！　大丈夫だよ！」

　無理に微笑ほほえみながらも、半泣きだ。カナミは自分の胸を擦さすって言い聞かせた。

　スーツケースの中にあった、黒の腕輪と、コンタクトレンズケースも取り出した。

　ＡアＥイリングだ。ハナはこれも身に付けろと言っていた。

「コンタクトタイプか。ボク、目に何か入れるのって苦手なんだけど……」

　独ひとり言ごとを漏もらしながら、カナミは慣れない手つきでコンタクトレンズを入れる。

　どうやらカナミに合わせた視力矯きよう正せいが入っているレンズだったらしく、視界は途と端たんに、隅々までよく見えるようになった。その後、試しにリングのホーム画面を押すと、カナミの視界には、見慣れたＡアＥイのホーム画面が現れる。

　だがそれは、カナミの個人端末とは違うものだ。入っているアプリや、アイコンの並び方が、いつも使っているものとは、まるで違っている。

　電波は圏外だ。外部と連絡することはできないようだ。

「お父さんやミナ、今頃、心配してるかな……」

　連絡もせずに離ればなれなのだ。きっと今頃、行ゆく方え知れずのカナミを探さがしているだろう。
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　部屋の外では、ハナが待っていた。

　詰め襟の服に着替えたカナミの姿を見るなり、フンフンと納得して頷うなずき、「上出来」とだけ感想を漏らした。そうしてハナは、自分の後ろに付いて来るよう指示する。

　どこに連れて行かれるのか、わからないまま、カナミは従うことになった。

　ハナと一緒に進む通路は、遠くに見えている突き当たりまで、およそ１００メートルはあるだろう。白色の長い通路の両端には、カナミがいた部屋と同じ扉がいくつも並んでいる。どの部屋も無人であり、静けさに包まれた通路には、ハナとカナミの足音が反響するだけだ。

「ここって、何なの？」

「ここは兵舎よ。今は皆、出しゆつ撃げき中だから誰もいないけどね。普通は10人の小隊ごとに部屋が割り当てられてるの。あんたがいた部屋は、特別な１人部屋だったけど」

　もしかして無視されるかとも思ったが、ハナは親切に答えてくれた。

「兵舎って……兵隊さんが寝泊まりする場所のことだよね。じゃあ、もしかしてここは、自衛隊の基地の中だったりするの？」

「アタシたちは自衛隊所属じゃないわ。スタウロスと言う特とく殊しゆ機関の軍属よ」

「軍属!?　じゃあ、ボクと同じ歳としくらいなのに、ハナちゃんは軍隊に入ってるの？」

「ちょっと、馴なれ馴なれしいわよ。ハナちゃんじゃない。隊長って呼びなさいよ」

「あ、ごめんね。じゃあその……隊長……？」

「んむ。あんたの経歴を読んだけど、15歳だっけ？　ならアタシは１個上。16よ」

　やがて突き当たりで、一ひと際きわに大きく重厚な金属製の機械扉が現れた。

　扉の横に生え出ている制せい御ぎよ端末に、ハナは手のひらを置いた。すると緑色の走そう査さ光こうが迸ほとばしり、機械がハナの手を照合した後、扉が開く。扉の向こうは、また通路だ。

　長く続く道のりを、カナミはしばらく、ハナの後に付いて歩き続けた。５分以上はそうしただろう。ハナの歩みは一向に止まらず、目的地にはいまだ、辿たどり着つかないようだ。いったいここは、どれほど広い施設なのだろうか。通路の先に、これまでで１番大きな機械扉が現れる。そこをハナが、生体認証で開いた直後であった。

「わぁ……！」

　急に目の前の景色が開けた。

　大扉の向こうに広がる景色の壮大さに、カナミは思わず驚いてしまう。

　倉庫のような場所だった。しかもかなり大規模な倉庫だ。その空間の広大さは、巨大な豪華客船であろうと、余裕でまるまる収まってしまうのではないかと思える程だ。コンクリートブロックが敷き詰められた床。複雑に絡からみ合あった配管が伝う壁。高い天井は、立ち並ぶ無数の支柱によって支えられている。頭上、遠くに見える天井には、大型照明が数多く埋め込まれ、広大な空間を隅々まで、眩まばゆいくらいに照らし出している。

　カナミはすぐに気が付いた。

　戦せん闘とう機きや戦車。それが数え切れないくらい、陳ちん列れつされるように置かれているではないか。

　各種の軍用車両。それに大型ヘリコプターもあるようだ。まるで展示物のように置かれたそれらの周囲を、ツナギを着た整備員の大人おとなたちが行き交っている。溶接や電設、それぞれの作業をしている様子だった。目の前の光景に呆あつ気けに取とられたカナミへ、ハナは告げた。

「ここは兵ア器ー格セ納ナ庫ル。目的地はもう少し先だから、車で移動するわよ」

「車で!?　そんなに広いの、この施設？」

「反対側の壁まで、２キロってところかしらね」

　すぐ近くに、ジープ型の車が停車していた。その運転席にハナが乗り込むと、カナミは助手席に座る。ハナの運転で、カナミは広い格かく納のう庫こ内を何分か走行することになった。

「……着替えたこの服って、やっぱスタウロスの制服なの？」

「そうよ。伸縮性、防ぼう刃じん性に優れた軍服ね。カッチリした見た目のわりに動きやすいでしょ」

「うん。まあ、そうなのかな。でも隊長は、鎧よろいみたいなのまで着てるんだね」

「ああ、これ？　これは……昔、ちょっとした友人に譲ゆずって貰もらった装備よ。アタシの私物だから、他の人はこんなの着てないわ。スタウロスの標準装備より、アタシは気に入ってるの」

　程なくして車両は、反対側の壁面にまで到着する。

　ハナに言われ、車両を降りた先で、カナミは行き先に立ち塞ふさがる壁面を見上げた。

　壁面には、航空機が出入りできそうなくらいに巨大な、分厚い金属製隔かく壁へき扉が設けられている。閉ざされているその隔壁扉は、たとえ爆弾が直ちよく撃げきしても壊れないくらい頑がん丈じようそうだった。表面には「４番隔壁」という日本語が描かれている。

　その隔壁扉の前に、人だかりができているのに気が付いた。

「え？　あれって聖せい果か高校のみんな？」

　全員が、ハナやカナミと同じ、詰め襟えりの服に着替えさせられているようだ。

　巨大ハッチの前でたむろしている生徒たちに、カナミは歩み寄った。

　すると、１人がカナミに気付いて声をかけてきた。

「もしかして、カナミさんですか!?」

　見知った顔である。同じクラスで、隣の席だった少女。宮みや上がみミユキだ。

　ミユキはカナミの顔を見るなり、目に涙を溜ため、顔を輝かせている。

　隣に立っていた少年、コウタにも声をかけ、カナミの傍そばに駆かけ寄って来た。

「無事だったんだな、カナミちゃん！　メガネじゃないから、すぐにわからなかったよ！」

「コウタ君！　ミユキちゃん！　２人共、無事だったんだ！」

　感無量なのだろう、ミユキはポロポロと涙をこぼしている。

　コウタも感動しているのか、鼻を啜すすって、カナミに話しかけてきた。

「俺たち、まだ会ったばかりで他人同然かもしれないけどさ。やっぱ知ってる顔が生きてるのは素直に嬉うれしいよ。こんな酷ひどい状況じゃ特にさ……」

　コウタは周囲の生徒たちを見渡しながら、苦々しく言った。

「全校生徒は７００人近くいたはずなのに。あの大だい虐ぎやく殺さつを生き延びたのは、たったの38人らしい。もうこれだけだ。どういうわけか、俺たちは今のところ、殺されずに生かされてる」

　コウタに言われ、カナミも周囲を見てみた。

　全校集会で体育館に集まっていた生徒は、数え切れないほどたくさんに感じた。それが今では、１クラス分くらいの生徒しか生きていないのだと言う。この場にいない生徒とはつまりもう……。それを思うと、カナミの背せ筋すじは寒くなる。

「あれ。うちの生徒に紛まぎれて、知らない人たちもいるね」

　生徒たちの中に、見るからに日本人ではない外国人が数名、紛れていた。

　金髪の白人や、筋肉質な黒人。中国人らしい顔付きの人物もいる。いずれも大人おとなではなく、カナミたちと同じくらいの年齢に見えた。共通しているのは詰め襟えりの服を着ていること。そしてハナ同様、首に赤いスカーフを巻いていることだ。

　カナミたちのやり取りを傍はたで見ていたハナが、無ぶ愛あい想そうに言った。

「彼かれ等らは各隊の隊長。アタシと同じね」

　急に部外者のハナが喋しやべると、ミユキとコウタは咄とつ嗟さに警けい戒かいした顔をする。

「……何よ、そんな敵視した顔で見られるのは心外ね。そこのミユキとコウタって奴やつも、アタシの部隊なんだから、アタシがあんたたちの隊長になるのよ？　もっと敬意を払いなさい」

「はあ？　隊長って、いきなり何をわけのわからないこと言ってんだよ、お前」

　苛いら立だっている様子のコウタは、喧けん嘩か腰ごしの口調である。

「お前たち、たしかスタウロスとか言う組織だったか。政府の秘密組織か何かだろ？」

「政府の秘密組織というのは違うわね。アタシたちは特定の国家に肩入れしてないもの」

「どうでも良いいさ。平気で人を殺している〝殺人集団〟だってのはわかってる」

　学友たちを殺され、自身も命を狙ねらわれたのだ。コウタの怒りは、とっくに頂点だ。

「正直に言えよ。俺たちは知りすぎたから、これから消されるんだろ？　すでに殺された奴やつ等らと同じ運命さ。お前たちは、俺たちを生きて帰すつもりなんてないんだ……！」

　語気を荒らげるコウタの声に気付き、周囲の生徒たちの注目が集まってくる。

　コウタとハナのやり取りを見ていて、周囲の生徒たちも声を上げ始める。

「家に帰してくれ！　学校で知ったことは誰にも話さないから！」

「お願いよ、パパとママに会わせて！」

　誰もが口々に、「家に帰りたい」と騒ぎ立て始めた。

　それまで我慢して胸中に溜ため込こんでいた気持ちを、一気に吐はき出し始めた。

　その声は１つや２つではなく、次々と増えて、取り留めがなくなっていく。

　ハナを含め、スタウロスの関係者である少年少女たちは、思い思いに騒ぎ立てる生徒たちに詰め寄られてしまう。不安に駆かられた生徒たちは、益ます々ます騒ぎ立てていくばかりだ。

　そんな時、生徒の中の誰かが呟つぶやいた。

「──帰ってどうしたら良いいの？」

　奇妙な発言であったためか、生徒たちは水を打ったように静まる。

　その場の全ての視線が、発言者の方に向けられた。注目の先に立つのは、カナミだ。

「ボクたちは、世界の終わりを知ってしまったんだよ？　今さら元の生活になんて戻れない」

　カナミは、服の胸元を小さな手で握り締めた。そうして懸けん命めいに意見を口にした。

「あと３年とちょっと。それが人類の寿命。たとえば、そのことを誰にも話さないって、スタウロスと約束を交わすことができたなら、もしかしたらボクたちは殺されず、生きてお家うちに帰してもらえるかもしれない。でも……ここで帰っても、死ぬのが少し先に伸びるだけだよ」

　言いながらカナミは、悔くやしげに目を細めた。

「誤解しないで。ボクだってすごく帰りたいんだよ。帰ってお父さんや妹に会って、無事だよって伝えたい。でもその後どうしたら良いいかわからない。どうやって残りの３年を生きたら良いいの。世界の終わりを家族にも伝えられず、大好きな人たちが皆死ぬことを知っているのに、黙って何もしない。ただその時が訪れるのを待つだけの生活って……ボクには耐えられない」

　小しよう惑わく星せいの衝しよう突とつなど、個人の努力や心がけで、どうにかできるレベルの問題ではないのだ。

　カナミが口にしているのは、行き場のない気持ちだった。

　聞いていた生徒たちは共感し、黙り込んだ。肩を怒らせていたコウタすらも、俯うつむいて言葉を失ってしまっている。誰もが薄々、そのことに気付いていたからだ。

　カナミの眼まな差ざしは苦悩に満ちていた。だが力強かった。

「死にたくない。でもただ生きる伸びるだけじゃ意味がないと思う。ボクたちは、今のままじゃ何も解決できない。こうして生きている間は、どうしたら良いいか考えを巡めぐらせなきゃ」

　ほんわかした普段のカナミからは、想像もできないくらいに、毅き然ぜんとした態度だ。

　カナミの言動にほだされ、感情に任せた発言をしていた生徒たちは、冷静さを取り戻しつつある。カナミの態度が、心を動かしたのだろう。ハナたちもカナミの発言に感心した。

　複雑な心境で、誰もが黙り込んでしまい、その場を奇き妙みような静せい寂じやくが包んだ。

　啜すすり泣なき以外に、聞こえる音は何もなくなってしまった。

「────やれやれ。お目付役の赤スカーフ連中までいるとは、オレは信頼がないものだ」

　その場にいた一同が、一いつ斉せいにその声の主に顔を向ける。

　見れば、少し離れた位置から、歩み寄ってくる人物がいるではないか。

　ダークコートを着込んだ、黒髪の少年。最後に見た時と変わらぬ、気取った笑みを浮かべていた。立ち止まり、視線を向けてくる生徒たちを見渡した。

　カナミの傍そばで、コウタが犬歯を剝むきながら呟つぶやくのが聞こえた。

「てめえは、雪ゆき村むらアキラ……！」

　学校に機密情報を漏ろう洩えいさせ、大だい虐ぎやく殺さつを招いた男だ。そして世界の終わりを生徒たちに知らしめ、この場に生徒たちを導くに至る、全ての元げん凶きようでもある。

　数え切れない憎しみと不ふ審しんの眼まな差ざしを向けられながらも、アキラは余裕の態度だった。




　　　　　　　　　　　　　　◆




「よくも飄ひよう々ひようと俺たちの前にツラを出せたな、おい！」

　アキラが姿を見せるなり、早速に怒ど声せいを浴びせたのはコウタだった。

「全部お前のせいだ！　いったいどれだけの生徒が殺され、犠ぎ牲せいになったのか、わかってんのか！　お前のおかげで、俺たちの人生は滅め茶ちや苦く茶ちやだろうが！」

「あー。君たちの苦情には興味がないんだ。悪いが全て聞き流させてもらうぞ」

「何だとてめえ、ふざけてんのか！」

　コウタに続いて、他の気性の荒い生徒たちも、口々に怒りを発しようと喚わめき始めた。

　そうしてアキラを罵ば倒とうする声は数え切れないほどに湧わき出るが、対してアキラは涼しい顔である。悪びれないアキラの態度は、怒り狂う生徒たちの感情を逆さか撫なでた。だがアキラが何かを話そうとしていることを察した冷静な生徒たちにより、ひとまず制止をかけられる。

　全ての生徒たちが口を閉ざしたのを確認してから、アキラは気取った口調で語り出した。

「さて早速だが、君たちに、２つの良いい話がある」

　アキラは指を２本立て、生徒たちに見えるようかざした。

「……良いい話だと？」

「ああ。１つ、君たちは殺されない。２つ、君たちは家に帰してもらえる。どうだ、願ったり叶かなったりだろう？」

　殺されず、自宅に帰してもらえる。アキラの発言に、生徒たちは驚いた。思わず、目に希望の光が戻り始める。だがコウタは流されず、アキラを睨にらみ付つけながら言った。

「ちょっと待てよ。お前、俺たちと一緒に捕まってたよな。ならスタウロスの一員じゃないんだろ。なのに何で、そんなこと、お前が決められるんだ。全く信用するとこねえ話だろ」

「オレがスタウロスに掛け合って交こう渉しようした結果、そういう話になったんだよ」

「はあ？　お前が交渉だって!?　お前みたいな奴やつの話を、どうしてスタウロスが聞くんだ」

「疑っているのかな。まあ無理もない。オレは君たちの仲間を死なせ、こうして窮きゆう地ちに追い込んだ悪党だからな。だがこれだけは誓ちかって言っておこう。オレは噓を口にしない。それが流儀なのさ。だからこの話については、オレを信用してくれて良いい」

　素直に信じて良いいものなのか。生徒たちは戸と惑まどってしまう。

　納得がいかず、コウタは呻うめくように言った。

「……そんなの、話が上う手ますぎるだろ。何か魂こん胆たんがあるに決まってる」

「ハハ。察しが良いいな。ああ、その通り。いつだって良いい話は〝タダじゃない〟んだ」

　アキラはニヤリと笑えんで肯こう定ていする。ゆっくりと、歩きながら語り出した。

「はっきり言っておこう。オレたちはすでに知りすぎた。スタウロスにとって、オレたちをこれ以上、生かしておく理由なんてこれっぽっちもない。だがそんなオレたちにも、まだ〝使い道〟が残されている。オレはスタウロスをそう説得したんだ。だからまだ生かされている」

「私たちの、使い道ですか？」

　尋たずねてきたミユキを横目で見ながら、アキラは不敵に笑えんで告げた。

「スタウロスから、オレは〝ある仕事〟を請うけ負おってきたのさ。これから君たちには、その手伝いをしてもらうことになる。オレと君たちで１つの仕事を成すこと。それが使い道だよ。成功した暁あかつきには、今言った２つの良いい話は現実になるだろう。だが失敗すれば用無しになる」

「つまりその時、ボクたちは殺されるってことなんだね……！」

　アキラの言わんとすることを口にしたのは、カナミだった。

　赤いスカーフの少年少女たちが、一いつ斉せいに２人のやり取りに注目する。

　その理由はよくわからなかったが、カナミはアキラを睨にらんで尋ねた。

「あなたみたいな悪い人が持ちかけてくる話、簡単に信用なんてできないよ」

「オレと君たちは運命共同体なんだぞ？　騙だましようがないだろう。信用して貰もらいたいものだ」

「……あなたの仕事の手伝いって、具体的にどんなことをやらせるつもりなの？」

　アキラは肩を竦すくめると、余裕の笑えみを浮かべて語り出した。

「安心しろ。スタウロスの進めている〝人類救済事業〟。それに協力する真まっ当とうな仕事だ」

「人類救済事業？」

「おっと、君たちはそれを知らなかったんだったな。ではおさらいしてやろう。３年後に、オレたちの頭上からとてつもなく大きい小しよう惑わく星せいが降ってくる。さて考えてみてくれ。オレたちは、どうすればその危機から逃れられる？」

　カナミが言葉に詰まると、代わりに、近くにいた厚化粧の女子生徒が言った。

「昔の映画で見たことある。核かく爆ばく弾だんを小惑星に仕掛けて、内部から爆発させるとか？」

　その意見を聞いたアキラは、軽く肩を竦すくめて答えた。

「あーなるほど、映画によくある核かく爆ばく弾だん万能説か。オレも嫌きらいじゃないが、プレスリーの幽ゆう霊れい目もく撃げき談くらいに非現実的な話だ。たしかに核爆弾は、人類が誇る最強の爆弾だろう。だがそれは大気のある地球上での話。小さな天体ならともかく、アースエンドくらい巨大な相手じゃ歯が立たない。つまり、小しよう惑わく星せいを核爆弾で攻撃するのは、現実的な解決策ではないわけだ」

　すると今度は、カナミが提案する。

「えっと。軌き道どうを変えるとかどうかな。地球に直撃しないコースに、小惑星を誘導して逸そらす作戦だよ。たしか昔、米国航空宇宙局ＮＡＳＡの宇宙物理学者が書いた論文で、太陽の光子を原動力にするソーラーセイルを使って、小惑星の軌き道どう修正をするって話を見たことあるよ」

「おお！　何だよカナミちゃん、ホンワカしてるのに、実は色々知ってるじゃんか！」

「ボ、ボクって、そんなにホンワカしてるかな……」

　アキラは気取った笑えみを浮かべると、カナミに言った。

「さすが、聖せい果か高校の入学試験で、創立以来の最高成績を出した秀才少女だ」

　生徒たちは驚き、思わずカナミを見やる。言い当てられたカナミ当人も、驚いていた。

　どうしてそのことを知っているのか。そう言いたげなカナミに構わず、アキラは言った。

「良いい意見だった。アースエンドが発見された当時、たしかにそれを提案する学者たちがいたのは事実だ。小惑星に推進エンジンを取り付けて、緩ゆるやかに軌道修正していく方法さ」

「じゃ……じゃあ、その方法が正解ってこと？」

「ハハハ。まさかそんなわけがないだろう。学者たちが想定していた小しよう惑わく星せいのサイズは、せいぜい数１００メートル級のもの。アースエンドの直径は17キロだぞ。それだけ大きな質量物の軌き道どうを修正する方法なんて考案されてない。鼻息で鉄球を動かそうとするような話さ」

　カナミは押し黙ってしまう。

　生徒たちから意見が出なくなると、アキラは皮肉っぽく言った。

「どうした。もっと色々と意見を言ってくれなきゃつまらないだろう。たとえばノアの箱船のように、巨大な宇宙船でも作って地球外に逃げるなんてどうだ？」

「できるのか!?　そんなこと！」

「答えはノーだ」

「聞いておいて否定かよ！」

「地球上の70億人が乗れる巨大宇宙船を建造するなんて、途方もない時間がかかる。技術的な問題。資源の問題。解決できない問題が山積みだ。仮に、一部の選ばれた人類だけが宇宙船に乗り込んで地球を逃げ出せたとしても、その後に行き詰まるだろう。地球の他に住める星なんて発見されていないし、母星にも戻れない。せいぜい人類は、宇宙で飢うえ死にだ」

「クソが！　じゃあ地下に作った秘密基地とかに隠れてやり過ごすとかどうだよ！」

「ハハ。アースエンド衝しよう突とつ時には、マグニチュード11以上の大地震が予測されているんだぞ？　そんなのが地球のあちこちで起きるんだ。地下施設なんて一いつ瞬しゆんで壊かい滅めつするだろう。地表だって高熱と爆風に晒さらされて、植物も生物も、火球のように燃え尽きて消える。おまけに３００メートルを超える津波も発生するだろう。地上にいる限り、どこにいようが助からないな」

「なら宇宙も、地上も、どこに逃げてもダメってことじゃねえか！」

「そうだな。つまり生き延びるためには〝宇宙でも地上でもない場所〟を目指すしかない」

　アキラの奇き妙みような発言に、生徒たちは怪け訝げんな顔をする。

　その時だった。突とつ如じよとして、けたたましい警けい告こくブザー音が周囲に鳴り響く。

　アキラが気取った態度で言った。

「おっと残念、時間切れのようだ。請うけ負おった仕事の詳しよう細さいは、別の機会に話すとしよう」

　見れば、それまで閉ざされていた巨大な隔かく壁へき扉が、ゆっくりと動き始めた。

　重々しい機械の作動音を伴いながら、隔壁中央に埋め込まれた円形のリングが回転を始めている。そのリングが回転を終えると、隔壁扉のロックは解かい錠じようされたのだろう。中央を境に左右２つに分かれ、ゆっくりと開いていく。まるで壁が引き裂かれるような光景だ。

　扉の向こう側は、まるでスタジアムのような構造になっていた。

　広大な円形のフィールド。そしてそれを取り囲む、ひな壇だん状の観客席だ。見た限りでは、そうした構造に近い。だがそこは、決してスタジアムではない。

　円形のフィールドの床一面に、魔ま法ほう円えんと思おぼしき、複雑怪奇な幾何学模様が描かれている。そのフィールドを取り囲んでいるのは、観客席ではない。特とく殊しゆガラス壁で仕切られた、オペレータールームである。ひな壇だん状にデスクが並んでいて、ＰＣやモニターが数え切れないほど設置されている。その全ての席に、白衣の職員たちが腰掛け、作業をしている様子だった。

　フィールド上に、見覚えのある女性が１人、立っていた。

　ブラックスーツに身を包み、カーキ色のモッズコートを羽は織おった女性である。腕組みをしており、聖せい果か高校の生徒たちが訪れるのを、待っていたと言わんばかりの様子である。

　生徒たちは一いつ斉せいに青ざめる。

　立っている女性の正体に気付き、悲鳴を上げたい気分になったのだ。

　聖せい果か高校の虐ぎやく殺さつを取り仕切っていた、あの女指揮官ではないか。

　赤いスカーフの少年少女たちは、女指揮官の傍そばまで生徒たちを連れて歩き、立ち止まる。そうして背せ筋すじを正し、後ろで手を組み、待機の姿勢になった。

　女指揮官は、怯おびえた目で自分を見ている生徒たちを見渡すと、まず嘆息した。

「君たちを取り巻く状況について、そこにいる胡う散さん臭くさい男から、あらかた聞いたことだろう」

　女指揮官は冷ややかな視線をアキラに送った。

　対してアキラは、愛あい想そ良く微笑ほほえんでいるだけである。

　その余裕の態度が癪しやくに障さわるのか、女指揮官は少し、苛いら立だった口調で言った。

「改めてだが、私は雛ひな森もりキョウコ。統合機関スタウロスに所属している。階級は大佐だ」

　言いながら、手にしていたベレー帽をかぶってみせた。ベレー帽には、スタウロスの旗章らしきエンブレムが取り付けられている。両手を剣に貫かれた十じゆう字じ架かである。

「スタウロスとは、小しよう惑わく星せいの衝しよう突とつという未み曾ぞ有うの危機に対応するため、６年前に結成された国連の非公式組織だ。どこの国にも所属せず、どこの国の内政にも関知しない。だがその後援には各国の政府があり、国際的な資本家や、大企業の数々も協賛している。年間予算は１００兆円を超え、世界各国の機密情報データベースを自由に利用することも許可されている。最高の資金力と情報能力を持つ〝人類最強の軍隊〟だと思ってもらって構わない」

　組織ではなく、軍隊。雛ひな森もりはそう断じた。

「スタウロス結成に伴ともない、閲えつ覧らんが許可されるようになった各国の機密情報は〝解除機密〟と呼ばれている。人類救済事業の始まりは、その解除機密の１つにあった。事の発ほつ端たんは、１９５７年。冷戦時代、アメリカの研究実験により生み出された偶然の産物だ」

　言いながら雛ひな森もりは、スッと片腕を持ち上げる。

　途と端たん、ホールのあちこちに備え付けられていた、赤いパイロットランプが一いつ斉せい点灯する。耳みみ障ざわりなサイレンの音まで鳴り響き、生徒たちは堪たまらず耳を塞ふさいでしまった。その音に紛まぎれて、オペレータールームの技術者たちのやり取りが、スピーカーを通じてホールに響き渡る。

『全フロア職員に告ぐ。これより接続フェーズに移行。繰り返す。接続フェーズに移行』

『４号炉出力制せい御ぎよモードを始動。第一次、第二次冷却装置起動。出力値安定。定格を維い持じ』

『第７量子フローに移行。Ｅ系列96番及び４３０番までの量子コヒーレント基準値で安定』

『位相ベクトル調整。出力座ざ標ひよう点てん、エルミドゲートに設定』

『量子重力場の形成開始。エキゾチックマター注入開始30秒前。カウントダウン』

　女性オペレーターのカウントダウンの声が、薄暗いホール内に響き渡る。

　薄うす闇やみに陰るホールの向こう。中央付近に──やがて白色の光が見え始めた。

　見え始めたその光は徐々に大きさを増していき、やがて薄暗いホール全域を照らし出すような、眩まばゆい光の塊かたまりに変わっていく。その眩まばゆさに、生徒たちは目を細めた。

　暗いホールの中央、その虚こ空くうに漂ただよう巨大な白色光は、まるで太陽のようだ。だんだんと輪りん郭かくが崩ほう壊かいしていき、光の触手のようなものを無数に生やし始める。そのまま、その場で緩ゆるやかに時計回りの回転を始めると、光の塊は、いつしか光の渦うずに姿を変えていった。

　光量は徐々に弱まり、目を細めなくても見ていられる明るさに落ち着いていく。

　ホール中央に現れた巨大な光の渦を見つめ、雛ひな森もりが告げた。

「特異量子重力通路ワームホールだ」

「……!?」

「我々は〝天国の扉ゲート〟と呼んでいる。フランスの画家、ポール＝ギュスタヴ＝ドレが、ダンテの神曲の挿さし絵えとして〝至高天の渦〟を描いた。それに似ていることから、その名が付いた。行くぞ。付いてこい」

　雛ひな森もりは光の渦うずに向かって歩き出した。その後に続き、赤いスカーフの少年少女たちも続く。

　生徒たちは状況がわかっておらず、得え体たいの知れない光の渦に向かって歩くのを恐れた。

　二の足を踏んでいる生徒たちを振り向き、雛ひな森もりは警けい告こくする。

「ゲートを10分稼か働どうさせるだけで、核かく融ゆう合ごう炉ろ１基が、３日かけて発電した全電力が必要になる。この施設には専用の核融合炉が６基、用意されている。今はまだ、全基フル充電でも合計60分しか開けていられないんだ。だから急げ。長い時間、開いていたくはない」

　ヒールの音を鳴らし、雛ひな森もりはそれ以上は何も言わずに歩いて行く。

　生徒たちは顔を見合わせながら、恐る恐るその後に続いて歩き始めた。

　ホール中央へ進むに連れて、光の渦の姿は大きさを増して見えてくる。すぐ傍そばまで近付くと、その渦の巨大さがよくわかった。全長は優に１００メートル以上あるのではないだろうか。間近に立てば、もはや聳そびえる光の巨壁と変わらない。よく見れば、細かな光の粒子が寄り集まって、それが渦状に動いていることがわかった。まるで銀河系の縮図を俯ふ瞰かんして見ているような気分である。最初は光の渦に畏い怖ふしていた生徒たちだったが、間近で見て、その美しさを理解すると、輝きに魅せられ、見上げてしまっていた。

　雛ひな森もりと、赤いスカーフの少年少女たちは──その渦の中に歩み入った。

　雛ひな森もりたちが光の渦に触れた途と端たん、接触面から閃せん光こうと、電気が迸ほとばしったような羽音がする。

　直後、雛ひな森もりたちの姿は光の渦の中に消え、その場から完全に消失してしまった。

「噓うそだろ……渦の中に入ったのか？　え、てかこれ、入れんの!?」

　慌あわてふためくコウタの声が反響する。

　すると今度は、アキラが光の渦の前に歩み出てきた。

「さあ、行こう」

「え？　ちょ、ちょっと！」

　アキラはカナミの手を取り、無理矢理に引っ張っていく。

　そうして２人は、光の渦の中に歩み入った。

　カナミの指先が光に触れると、先の雛ひな森もりたちの時と同じように、接触面から閃せん光こうと羽音が生じた。だが恐れていた苦痛などはない。触れている感触もない。触っても無害だ。

　耳元で、一ひと際きわに大きな羽音が聞こえると、次の瞬間、目の前に立ち込めていた光の渦は消え、見知らぬ風景が眼前に広がっている。

　────どこかの〝神殿〟の中だった。

　白色の石を敷き詰めた広大な床。おそらく聖せい果か高校の敷しき地ちくらいの広さは優にあるだろうと思える大規模な建造物である。大理石の太い支柱が等間隔に立ち並んでおり、それに支えられた屋根は、頭上遥はるか遠とおい場所にあった。見上げればそこに、フレスコ画のようなものが描かれているのがわかる。床には、スタウロスの施設で見たような、得え体たいの知れない魔ま法ほう円えんが描かれていた。カナミはちょうど、その中央付近にいるようだ。

　神殿内はかなり薄暗く、光源となるのは、あちこちの燭しよく台だいに灯ともされた炎だけである。

　カナミはアキラの手を振り払うと、慌あわてて背後を振り向いた。

「ええ!?　どうなってるの、これ！」

　するとそこには、今しがた自分が足を踏み入れたはずの、巨大な光の渦うずが虚こ空くうに漂ただよっている。その光の渦の中から、唐とう突とつにミユキが姿を現したではないか。

　カナミとミユキは顔を見合わせる格かつ好こうとなり、お互いに驚いた顔をする。

　間もなく光の渦の中から、他の生徒たちも次々と姿を現し始めた。

「すごい。この光の渦って……もしかしてトンネルみたいになってるってことなの？」

　スタウロスの施設と、この見知らぬ神殿を繫つなぐトンネル。光の渦を通り抜けた先が、別の場所になっていたのだ。そうだとしか思えない。雛ひな森もりはこの渦をワームホールだと言っていたが、つまり別の場所同士を接続する、空間を超越したトンネルということなのだろう。

「こんなのが実用化されてるなんて……ボク、ニュースでも聞いたことないよ」

「私もです。別々の場所を繫つなぐワープトンネルだなんて……スタウロスは、世間に公表されている一般的な科学技術よりも、何十年も先をいく技術を有しているのかもしれません」

　いきなり謎なぞの神殿内にやって来て啞あ然ぜんとする生徒たちを、遠くから呼ぶ声があった。

「こっちだ。早くしろ」

　見れば離れた場所に、先にゲートを通り抜けた雛ひな森もりと、スカーフの少年少女たちの姿が見えた。神殿の出口と思おぼしき、アーチ状の大扉を目指して歩いているようだ。狐きつねにつままれたような心境だったが、釈然としないまま、カナミたちはその後について歩いた。

　やがて、外に続く大扉をくぐった先で、カナミは思わず息を吞のむ。

「わぁ……きれい」

　夜空。天を覆おおい尽くす黒いキャンバスに、幾億と散りばめられた星々の煌きらめき。

　あまりに雄大なその美しい風景に、感激してしまう。

　神殿の外は噴水の広場になっており、その周辺にはレンガの家々が立ち並んでいるのが見えた。家々には生活の明かりが灯ともっており、生え出た煙突からは煙が上っている。

　カナミの隣に近寄ってきたミユキが、周囲の雰ふん囲い気きを見てぼやいた。

「ここ。ヨーロッパですかね。日本だとは思えない風景ですけど……」

　周囲を見渡していたカナミは、広間一帯に咲き乱れている蒼あおい花の美しさに見み惚とれる。

　ふとそこで、何人かの生徒が、夜空の１点を凝ぎよう視しし続けていることに気が付いた。

　青ざめて言葉を失っている学友たち。

　その視線の先を追いかけ、カナミとミユキも、再び夜空を見上げた。

「…………月が……砕けてる！」

　満ち欠けしているのではない。文字通り、砕くだけた月が夜空に浮かんでいるではないか。

　月の３分の１くらいだろう。左下が酷ひどく砕け散っており、その破片と思おぼしき岩がん石せき塊かいが、もう１つの小さな月であるかのように、月の傍そばに漂ただよっている。大小の２つの月が空にあるのだ。

「ありえねえよ……こんな景色が見られる場所なんてあるわけねえ！」

　愕がく然ぜんとしながら、呻うめいたのはコウタだった。

　戦せん々せん恐きよう々きようの思いで夜空を見上げる生徒たちに、雛ひな森もりは淡々と通告した。

「ここは蒼あお花はなの街エルミド。大陸の西部に位置する、帝てい都とから離れた辺境の森の地さ。ゲートを使って行き来できる、封印解放済みの８つの街。そのうちの１つだ」

　突然、意味不明なことを発言する雛ひな森もりに、生徒たちは怪け訝げんな顔を返してしまう。

　それに構わず雛ひな森もりは、ただありのままに事実を告げた。

「ここは我々が生まれた地球にある土地じゃないんだ。６年前。人類の指導者たちは滅びゆく地球を捨てて、この未知の大地に移り住むことを決定した。この世界を攻略し、我々の世界の人々が安心して移住できる環境を整える。それこそが、人類救済事業だ」

　砕けた月の明かりの下、雛ひな森もりは冷淡に告げた。

「ようこそ────〝異カ世ナ界ン〟の地へ」
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　鳥たちの囀さえずりで目が覚める。

　開いた窓からは朝あさ陽ひが差し込んでおり、吹き込んだ柔らかい風でレースのカーテンが揺れている。簡素なベッドの上でゆっくりと上体を起こすと、カナミは前髪をかき上あげた。

　ぼやけた頭を懸けん命めいに回転させながら、カナミはベッドから足を下ろす。

　何となく、心地良い風が吹き込む、窓まど枠わくに近付いてみた。

　そうして窓から望める景色はすでに──見慣れた日本の住宅地ではない。

「……異カ世ナ界ン」

　晴れ渡る青空。レンガでできた家々の景色だ。

　カットした岩石を敷き詰めた道路。その上を幌ほろ馬車が行き交っている。通りを歩くのは、まるで中世時代の格かつ好こうをした、白人の人々だ。道の隅で、露店を開いている住人たちの姿も見られる。どうやら、朝一番で採れたミルクを売り買いしているようだ。

　カナミはその様子に目を輝かせ、何だか感動してしまう。

「すごいな。異カ世ナ界ンにも人間がいるんだよね。しかも、ボクたちと同じような」

　宿のすぐ前の通りで、談笑している街の住人たち。麻のズボンに長なが袖そでのチュニックを着ている男性や、ワンピース姿の女性たちだ。彼かれ等らの話している言葉は、カナミには理解不能な言語だ。だがどことなく、英語に似た言語であるようにも聞こえるのは、気のせいだろうか。

　人々の会話に耳を澄ませていると、どこか遠くから微かすかに、教会の鐘が鳴る音が聞こえてくる。街の音も。色も。匂においも。ここでは全てが、カナミにとって知らないものばかりだ。

「この世界が、ボクたち人類の新天地になるだなんて……まだ信じられないよ」

　昨夜、雛ひな森もりから、この土地がカナンと呼ばれる異世界であるのだという簡単な説明を受けた。いまだ信じられないような話だが……どうやらスタウロスという組織は、世界各国の支援を受けながら、この異カ世ナ界ンへの人類移住計画を進めているという話だった。

　──それが〝人類救済事業〟と呼ばれる大事業。

　詳しい話は翌日にすると言われ、昨夜は近くの宿屋に宿泊することになった。

　連れて来られたのは、スタウロス専属の宿屋として利用されている、この建物だ。

　中世レベルで文明が止まっているような周囲の家々と違って、この宿は、電気や水道と言った近代的な設備を備えた施設になっている。まるでファンタジー世界の中の、観光拠点だ。

　昨日は疲れ切っていたせいで、泥のように眠りこけてしまった。

　そうして気付けば今朝である。

　コンコン。

　ふと、部屋の戸をノックする音が聞こえた。カナミは振り返る。ノックした人物は、カナミの返事を聞く前に、すでに入室していた。少女は、戸に寄りかかって腕を組んでいる。

「おはよ。昨日はよく眠れた？」

「ハナちゃん」

「だから隊長と呼べって！　何度も言ってんでしょうが！」

「あ、ごめんね。隊長」

　悪気なく微笑ほほえむカナミに対して、ハナは顰しかめ面つらを返したが、気を取り直して言った。

「作戦説明会議ブリーフイングまで、まだ時間があるわ。下のレストランで朝食を摂とりましょう」

「朝食？」

「カナンの宿屋でだって、朝食くらい出すわよ。日本食とは違うけど。パンとスープ。ここのパンって湿し気けってて好きじゃないけど、ロンボっていう牛みたいな家畜のミルクは最高よ」

　言われてカナミは、自分が空腹だったことに気が付く。途端に腹の虫が鳴り、それをハナに聞かれて赤面してしまう。顔を伏せたカナミは、もう１つ別のことにも気が付いた。

「何してんのよ、あんた。自分の匂においなんか嗅かいで」

「あの、隊長」

「ん？」

　カナミは恥ずかしがっている様子で、ハナを上目遣づかいで見上げた。

「ご飯も良いいんだけど……お風ふ呂ろって、ある？」
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　脱衣所で衣服を脱ぎ、浴場に足を踏み入れる。かなり湯気が立ち込めており、浴場全体は見渡せなかった。だが、中央にある大きな円形の湯船は目に付いた。

　カナミはその湯船に足を差し入れ、ゆっくりとお湯の中に肩まで浸つかった。

　水面から舞い上がっていく湯気を見上げ、気持ちよさそうに表情を蕩とろけさせる。

　そうして弛し緩かん中のカナミに遅れ、ハナも隣に入ってきた。

「まったく。異カ世ナ界ンに来て初日に要求するのが入浴なんて、良いい根性してるわよ」

「何かボクまずかった……？」

「あんたは初めて異カ世ナ界ンに来たわけでしょ？　もっと萎い縮しゆくするとか、オドオドするとかした方が、普通なんじゃない？　ずいぶんと落ち着いてるのが、不思議だって言ってんの」

　カナミは照れ笑って言った。

「うーん。落ち着いてるってわけじゃないよ。色々あったばかりだけど……今はジタバタしても仕方がないって言うかさ。なるようにしかならないと言うか。そんな感じ」

「世界が終わる話を聞かされたばかりで、よくもまあ、前向きでマイペースなもんね」

「えへへ。でもさ、ボク１人だけでも前向きで元気なら、それを見て、みんなも少しは元気出してくれるかもしれないよ。怖こわいことがいっぱいあったばかりだし、少しは笑わなきゃ」

「……お人ひと好よしね」

「それにしても、ハナちゃんが一緒にお風ふ呂ろ入ってくれるとは思ってなかったよ」

「だからアタシのことは隊長って！　……ああもう、めんどいから良いいわ！　アタシは、あんたから目を離すなって言われてるの。お目付役だから、今後も付きまとうわよ」

　カナミは不思議そうに首を傾かしげた。

「ふぇ？　ボクのお目付役って……どうして？」

「何でって。そりゃアタシが教えて欲しいくらいよ」

　湯に浸つかっているため、ハナは褐かつ色しよくの肌をほんのり朱に染め、表情を緩ゆるませ始める。

「あんた、雪ゆき村むらアキラとは昔から知り合いなんじゃないの？」

　雪ゆき村むらアキラ。その名を聞いた途と端たん、カナミは寒気がした。

　聖せい果か高校の生徒虐ぎやく殺さつの事態を招いた、あの死神のような２年生である。

「あんな人……今までに１度も会ったことないよ。どうしてそんなこと聞くの？」

「ふーん。じゃあ初対面ってわけ。そうなると、ますます変な話になってくるわね」

　ハナは伸びをしながら、興味深そうに呻うなった。

「スタウロスの上層部は、雪ゆき村むらアキラが、カナン攻略に役立つかもって期待してるわ。アイツは尋じん問もんで、あることをやってみせると約束したの。それを守れるかどうか、確かめるために、今回の作戦は実行されるみたい」

「今回の作戦？　それが、あの人の言っていた〝仕事〟なの？」

「細かい話は作戦説明会議ブリーフイングで聞くことね。アタシは補佐役として、この街、エルミドに派は遣けんされてるの。あんな胡う散さん臭くさい男の言うことに振り回されてるなんて、バカみたいだけど」

「……」

「とにかく、雪ゆき村むらの今までの行動は、スタウロスに取引を持ちかけるためだったみたいなの。アイツの出した要求は１つだけ。〝赤アカ咲サキカナミをスタウロスの一員にしろ〟って内容よ」

「…………ふぇぇ!?」

　カナミは素すっ頓とん狂きような声を上げて驚いた。

「あ、あの人が、ボクを名指ししたの!?」

「そういうことね。だから今のあんたは、他の生徒と違って、特に行動を監かん視しされてる」

「そっか。だからボクだけ、他のみんなと違って、宿の部屋が個室だったの？」

「監視しやすいようにね。それだけじゃない。東京の地バ下ン基カ地ーでも、他の生徒と違って、あんただけは個室だったのよ？　今は色々と特別扱あつかいされてるわけ」

　そこまで言って、ハナは冷ややかに告げた。

「１つ覚かく悟ごしておきなさいよ。もしも雪ゆき村むらアキラの言っていることが噓うそで、カナン攻略に役立つことができなかったら──あんたたちの処遇は、また再考される可能性がある」

　カナミは固かた唾ずを吞のみ、恐る恐る尋ねた。

「再考って？」

「正直、アイツが口にした話は、でまかせにしか思えない。それくらいに信しん憑ぴよう性がない、荒こう唐とう無む稽けいな話なんだもの。最高議会の要請じゃなかったら、雛ひな森もり大佐は、とっくにあんたたちを処分するつもりだったと思う。だから……アイツの噓うそがバレた時にどうなることか」

　尋じん問もんで、アキラはスタウロスに何かを約束した。カナミには見当も付かないが、つまり今のカナミや聖せい果か高校の命運は、アキラが請うけ負おったという、仕事に懸かかっているのだろう。

「──心外だな。オレは噓うそを口にしないのがもっとうなんだぜ？」

　いきなり浴場に男の声が出現したのは、そんな時だった。

「!?」

　声のした方向に目を凝こらしてみれば、湯気の向こうに１人の少年がいるのがわかる。

　いつからそこにいたのか、湯船に浸つかっているのは、雪ゆき村むらアキラではないか。

　見る見る間に、カナミとハナは耳まで赤面してしまう。

「ふぇぇえ!?」

「ぎゃああ！」

　悲鳴を上げ、２人は深く湯に浸つかり、身を縮める。周囲は湯気が深いため、元々お互いの姿などよく見えはしないのだが、２人は咄とつ嗟さに、胸部と下腹部をアキラから手で隠した。

　真っ赤になりながら、ハナが喚わめいた。

「ちょ、ちょっと！　あんたは他の部隊長たちが複数人体制で監かん視ししてたはずでしょ！　そいつがどうして優雅に朝っぱらから、しかも１人で風ふ呂ろを利用してんのよ！」
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「四六時中、オレに熱い視線を送っていた彼かれ等らのことか？　悪いが、オレにその手の趣味はないんでね。早々に撒まかせてもらった。君たちはもう少し、尾行の訓練をした方が良いいな」

「くぅ、何て奴やつなの！　しかも会話に割って入ってきたってことは、今までずっと盗み聞きしてたわけ!?　信じらんない！」

「周りに誰もいないと思って、大声で喋しやべってたのはそっちだ。聞こえたのは不可抗力さ」

「そ、そもそも何で男のあんたが女湯にいるの！」

「朝の時間帯は混浴になってたぜ？」

「なっ！」

「男湯は今、清掃中だ」

　言われて、湯船中央付近にある柱を、ハナは凝ぎよう視しする。

　柱には札がかかっており、そこには確かに、英語で「ただいま混浴」と表記されていた。

「何でよ！　何で朝は混浴なの！　そんなの知らなかったわ！」

「ハハ。注意力が足りないな。しかも君、あまり頭が良くないだろ」

「うっさいわね！　何を爽さわやかな笑顔で失礼なこと言ってんのよ！」

　悔くやしそうにワナワナと肩を震ふるわせながらも、ハナは羞しゆう恥ちのあまり、その場で硬直している。

　赤面して恥ずかしがっている裸身の２人に、あろうことかアキラは、湯船の中を歩いて近付いて来る。そうされると湯船から出ることができず、２人は隅に追い詰められていく。

「ちょっとあんた、何で近付いてくるの！　まさか、その、そういうことを……！」

　言葉を詰まらせている２人を尻しり目めに、アキラはカナミの傍そばまでやって来た。

　湯気がなければ、お互いの肌が鮮明に見えてしまいそうな距離まで近付く。

　異性と裸で対たい峙じしているという状況に、カナミは心臓が破は裂れつしてしまいそうなくらいに緊張した。「きゃうっ」と小声を漏らし、怯おびえる小動物のように、固く目を閉ざして縮こまる。

　裸を見られているかもしれない。その羞しゆう恥ち心もあったが、何よりも、雪ゆき村むらアキラという怪かい物ぶつに相あい対たいしていることが怖こわかったのかもしれない。思わずカナミは、震ふるえてしまっていた。

　おぞましかった。嫌けん悪おの気持ちと、恐怖の気持ちが込み上げてくる。

　カナミは目め尻じりに涙を溜ためて、精一杯に、アキラへ対する拒絶の反応を示していた。

「……」

　怯おびえているカナミの態度を見て、アキラは苦笑する。

　そのまま２人の横を通り過ぎ、脱衣所に向かって歩いて行った。

「傷付けたりしない」

　一言だけ、そう告げた。

　カナミとハナの２人は警けい戒かいを緩ゆるめず、しばらく湯船の中に浸つかって身を縮めていた。

　だがその場から異性がいなくなったことで、ようやく落ち着きを取り戻し、安あん堵どする。

「……何だったのよ、アイツ。正体からしてよくわからない奴やつだけど、何を考えてんのかもサッパリわからないわ。慣れ慣れしいし。あの氷血女王アイス・クイーンを切れさせるのも納得よ」

「…………あの人の右手」

「は？」

「……〝生身〟だった」

　カナミは真顔になっていた。

　聖せい果か高校の体育館で、武装した生徒たちに襲われた時だ。カナミをかばって差し出したアキラの右腕に、銃弾が当たったのだ。その時、金属に当たったような甲高い音と、火花が出た。

　てっきりアキラの右手は、金属の義手か何かなのではないかと思っていた。

　あれはいったい、何だったのだろうか。
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　他の生徒たちは朝食を終えると、早々にチェックアウトしたらしい。

　カナミとハナは、最終組になってしまったようだ。

　軍服に着替えて宿を出たカナミは、ハナに案内され、街の中にあるというスタウロスの拠きよ点てんを目指して徒歩移動することになった。目的地は、少し離れた場所にあるらしい。

　カナミはお腹なかをさすりながら、満足そうに微笑ほほえんでいた。

「はぁ～。美お味いしい朝食だったよ～。お腹なかいっぱいだよ」

「そ、そりゃあそうでしょうよ。パン４斤きんにスープ２杯もおかわりすれば満腹にもなるわよ。あんたって見かけによらず、かなり食べる方だったのね」

「え、そ、そんなことは……」

　カナミは恥ずかしくなって俯うつむき、モジモジしてしまう。

　大通りには石畳が敷かれていた。そこを歩く人の数はまばらだった。

　東とう京きようのように、人が溢あふれているという印象はなく、周囲はのどかで穏やかな雰ふん囲い気きだ。見かけるのは、住人や旅人ばかりだ。たまに短身戦闘小銃カービンライフルを肩に提さげ、街の中を巡じゆん回かいしているスタウロスの兵士たちもいた。カナミと同じ軍服を着た少年少女たちで、すれ違う際に、たどたどしい日本語で挨あい拶さつをしてくれる。ホッコリした気持ちで微笑ほほえんでしまった。

　新鮮な空気を胸いっぱいに吸い込み、大きく伸びをしながら、カナミが言った。

「ん～！　車は１台も走ってないし。時々すれ違う荷馬車が、石畳の上を行く音とか。ノンビリした田舎いなか町って雰囲気がすっごく良いい。空気も美お味いしいな～」

「エルミドの街は、この大陸の中でも辺境の自然地帯にある街だし、まあ当然よね」

「大陸って？」

「ああ、えーっと。カナンは地球と同じく球体。んで、確認できている限り、大陸は１つだけ。しかも超大陸と呼べるくらいに大きいわ。それこそ、アタシたちの世界の大陸全部を合わせたサイズくらいにね。ここはその大陸の中でも西部に当たる場所。エペソ地方とか呼ばれてたわ。大陸が広すぎるから、地方によっては文明レベルにも差があるの。アタシたちの世界に、先進国や後進国があるのと同じ理屈よ」

「へー。まあようするに、エルミドは田舎いなかってことでオッケーなんだよね？」

「まあ、そういうこと。スタウロスはこの街に駐留軍を置いてるけど、地政学上の重要地点ってだけ。他の拠きよ点てんに比べたら、あまり物資や人員を配置してないわ。最低限自じ衛えいできる程度の戦力が置かれてて、前線に派は遣けんされることが多いアタシとかは、実のところ、あんまり来たことがないのよね。こうやって久しぶりに来ると、たしかに緩ゆるい雰ふん囲い気きで良いいわ～」

　──蒼あお花はなの街、エルミド。

　ハナの説明によれば、エルレミーという小さな蒼あおい花が咲き乱れることから、そうした名前で呼ばれるようになった街なのだと言う。住人はおよそ１４００人。日本で言えば、山間にある田舎町程度の規模だ。大陸西部には大規模な都市もあるらしいが、それらに比べれば、エルミドは森林地帯の中にポツリと存在する、孤独な集落と言えた。

　だが、スタウロスがゲートを使って訪れるようになってからは、少し様相が違う。

「見えてきたわよ。あれが駐留軍のいるエルミド基地」

　カナミは目の前の光景に、啞あ然ぜんとしてしまう。

　そこは街まち外はずれと呼べる場所だ。レンガ造りの建物が並ぶ風景は途切れ、石畳の通りは、いつしかアスファルトで舗ほ装そうされた道路に変わっている。有ゆう刺し鉄線のフェンスによって囲まれた広大な土地の中央には、複数のビルが建ち並び、周辺には無数の格かく納のう庫こが見えている。

　まるで、御お伽とぎ噺ばなしの世界に脈絡なく現れた、情緒のない近代軍事施設だ。

「こんな大きな拠きよ点てんなのに、あまり物資や人員を配置していないって……ホントなの？」

「スタウロスは、全世界の有力者が後援についてる超巨大組織よ。スタウロスのスケールからすれば小規模だって意味。他の場所だけど、日本の小さな県くらいに広い基地もあるわ」

「そんなの、すごすぎるよ！」

「まあ、ここが小規模の基地だとは言っても、基地内にゲート開閉用の核かく融ゆう合ごう炉ろがあるくらいだから、それなりに広いかもね。でも配置人員は最低限だから、閑かん散さんとしてるわよ」

　完全武装したスタウロスの衛えい兵へいが立つ検問所。

　そこを、ハナの顔パスで通過すると、カナミは基地内をしばらく歩いた。

　ハナの後に付いて、キョロキョロと周囲を見渡し、ふと疑問に感じたことを呟つぶやいてしまう。

「……基地内の兵隊さん。みんなボクと同い年くらいだ」

　街を巡じゆん回かいしていた兵士も。検問所の兵士も。基地内で見かける兵士までもが、みんな未成年である。どういうわけか、大人おとなの姿は全く見かけない。単なる偶然だろうか。

　やがて最も寄よりの格納庫前に、軍服姿の一団が集まっているのが見えた。

　聖せい果か高校の生徒たち。それにハナと同様、赤いスカーフを巻いた部隊長たちである。
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　格納庫のシャッター前に全員が集まると、ハナを含めた部隊長たちが、生徒たちに耳みみ栓せんのようなものを配り始めた。片耳に入れるタイプの、小型のイヤホンマイクだ。生徒たち全員がそれを身に付けたのを確認してから、部隊長たちは生徒たちの前に歩み出てくる。

　集合した生徒たちを見渡した後、わざとらしい咳せき払ばらいをしたハナが、代表で語り出した。

「えー、コホン。まず、あんたたちに支給されてる、ＡアＥイリングのホーム画面を見なさい」

　言われた通り、生徒たちは手首に巻いたリングのボタンを押す。するとコンタクトレンズ型のディスプレイ、ＡアＥイに、アプリアイコンが並んだホーム画面が表示された。

「あ……今は電波がきてるぜ！」

　生徒の１人が、電波状況が「圏外」でなくなっていることに気が付いた。

「そう。あんたたちに配られたＡアＥイリングは、スタウロスの基地局の電波だけ受信できる特注品だからね。カナンの辺境にいない限り、電波は入るわ。市販品よりかなり高機能なもので、こっちにいる時なら通信にも使えるし、戦術アプリも使用できる。ただ、カナンではまだ衛星が打ち上げられてないから、ＧＰＳ関連の機能は使えないけどね」

「……戦術アプリって？」

「タクティクスってアイコンが、標準で入ってるでしょ。起動してみて」

　生徒たちは手首のタッチパネルを操作し、アプリを起動してみる。

「おおっ!?　すげっ！」

　コウタが、驚きの声を漏もらした。

　生徒たちの視界の隅に、様々な情報が表示され始めた。

　同じ部隊員の、脈拍や血圧状況のモニター。時刻表示や、周辺の土地の見取り図などである。

　物珍しさに目を輝かせている生徒たちに向かい、再び咳せき払ばらいしながらハナが言った。

「遠くに離れた味方とのチャット通信や、通話機能。他色々あるけど、特に、スタウロス本部との連絡手段って思ってもらうのがわかりやすいわね。ヘッドクォーターＨＱって表示されてる通話先がこの基地よ。スタウロスは、ＡアＥイリングが発している特とく殊しゆな信号を拾って、あんたたちの居場所を把は握あくしている。カナンで迷まい子ごになりたくなければ、これからＡアＥイリングは命いのち綱づなよ」

「すごいすごい！　かっこいいな～！」

　無む邪じや気きにハシャいでいるカナミを見て、ハナは得とく意い気げになる。

「フフーン。カナン人の話す言葉を自動翻ほん訳やくして、ＡアＥイに字幕表示する便利機能とかもあるから、役立ちそうなのは後で設定方法を教えてあげるわ。知りたければ聞きなさいよね」

「わぁ。ありがとう！　ハナちゃんは優しいんだね！」

「なっ！　べ、別にアタシはそんなんじゃないし！」

　言われたハナは狼ろう狽ばいし、頰ほおを赤くして後あと退ずさった。

　微笑ほほえましいやり取りも束つかの間ま、聞こえてきたヒールの足音が、その場に緊張をもたらす。

「──通信装置の使い方は教えてやったか？」

　その場に姿を現したのは、雛ひな森もりである。

　上官が姿を現すなり、部隊長たちは一いつ斉せいに、真顔になって最敬礼をしてみせる。

　慌あわてた態度からして、雛ひな森もりに恐縮しているのは明白だった。

　部隊長たちとは別の意味で、生徒たちにも緊張が走っている。なぜなら雛ひな森もりという冷徹な人物は、道徳や倫理などに囚とらわれず、平然と生徒たちを殺した実績があるのだ。生徒たちの命を何とも思っていない相手が、これから何を言い出すのかは、気が気ではない。

「さて、作戦説明会議ブリーフイングを開始しよう」

　生徒たちの不安をよそに、雛ひな森もりは腕を組んで語り始めた。

「すでに雪ゆき村むらアキラから聞いていることだろう。これから諸君には、ある仕事が与えられる。その仕事に従事することを条件に、今は〝処分〟を免まぬがれているわけだ。単刀直入に言えばつまり、諸君は仕事を全うするために生かされている。拒否する権利はないということだ」

　最初から穏やかではない語り出しだ。有う無むを言わせず、雛ひな森もりは続けた。

「昨晩、最高議会とスタウロス司令部とで話し合いが行われた。まず、その中での決定事項を伝えておこう。朗報だ。諸君をスタウロスの一員として〝雇用スカウト〟することになった」

「……雇用スカウト？　何だよ、そりゃ」

　口を挟はさんだコウタを、雛ひな森もりは冷ややかに見やるだけだ。淡々と話は続いていく。

「スタウロスは定期的に、特とく殊しゆな才覚を持つ人材、あるいは〝特殊な適正〟を持つ人材を探さがして雇用スカウトしている。人類救済事業を担になう一員として、このカナンの地で活躍してもらうためだ。一員となった者は、我々の支払う報ほう酬しゆうを見返りに力を貸してくれている」

「報酬だって？」

「基本的な雇用スカウト条件は、一般的な企業と同じだ。組織のルールがあり、それに従い仕事をこなすことで給料がもらえる。特殊なことがあるとすれば〝カナンへの優先移住権〟が与えられることだ。自分のみならず、家族全員が一緒に地球を脱出できるチャンスを得られる」

　聞いた途と端たん、生徒たちの表情に希望が灯ともる。ミユキが興奮して尋たずねた。

「それはつまり、自分や家族の命を助けることができる。そういうことですか」

「ああ。ここにいる部隊長たちも、同じ条件で雇やとわれているんだ。それだけじゃない。スタウロスの行っている人類救済事業については、１年後に一般社会へ情報公開される予定になっている。そうなれば諸君の口を塞ふさぐ理由もなくなる。最速で、１年後には家に帰れるだろう」

　自分が生きて帰れるどころか、諦あきらめかけていた家族の将来まで守れると言う。

　誰もが表情を綻ほころばせてしまった。

「ただし条件がある。諸君を雇用スカウトするのは、さっき言った仕事を達成できた場合だけだ」

　雛ひな森もりは冷や水をかける。生徒たちは静まりかえった。

　一拍の間を置き、ミユキが恐る恐る尋ねた。

「……達成できなかったら、どうなるんですか」

「死ぬ」

「！」

　あまりにも呆あつ気けなく、またもや生徒たちの命を軽々しく言う雛ひな森もりに、生徒たちは絶句してしまう。コウタが、憎々しげに雛ひな森もりを睨にらんだ。

「おい、ふざけんな！　じゃあ俺たちに死ぬかもしれない仕事をやらせるってことかよ！」

「あるいは、もっと恐ろしい目に遭あうかもしれないか、だ」

　雛ひな森もりは愛あい想そ笑わらいもなく、変わらぬ鉄てつ面めん皮ぴで皮肉った。

「本来、スタウロスが雇用スカウトするのは有能な人材だけ。我々の元で訓練過程を受けるに相応ふさわしい、素質と才能を持った者に限っている。だが諸君はそうではない。成り行きでこの場に集められた、生き残りの有う象ぞう無む象ぞうにすぎない。我々にとって無価値な人材だ」

「ずいぶん言ってくれるじゃねえかよ！　じゃあ何でそんな俺たちを雇用スカウトするってんだ！」

「今回、諸君に与えられた仕事が、それだけ困難なものだということだ」

　雛ひな森もりは冷淡に答えた。

「たとえ我々のメガネに適かなう有能な人材であったとしても、今回の仕事では容易たやすく命を落としてしまうだろう。万が一、諸君がそんな仕事をこなして生還できる人材なのだとしたら──素質は十分だと判断できる。だからだ、仕事の達成報ほう酬しゆうが雇用スカウトということになった。今は無価値な諸君だが、もしも有能な人材がいるなら、それを有効利用できる」

　死ぬかもしれない仕事。自みずからの死という想像できない可能性に、生徒たちは困こん惑わくする。

　雛ひな森もりは構わず宣言した。

「よって今回の仕事によって、諸君を〝淘とう汰た〟することになった。我々が雇用スカウトするのは、仕事が完了した後に生存している者のみ。これは生き残りをかけた試練だと思え」

「淘とう汰ただと……！」

「仕事の詳細を話す前に、諸君はまだ、カナンについてよく知らないだろう。だからまずは、このカナンについて、最低限知っておくべき３つのことだけを教えておこう」

　言葉を失っている生徒たちの胸中など、雛ひな森もりにはどうでも良かった。

　ただ一方的に忠告をする。

「１つ。この世界の１日は25時間だ。我々の地球とは時間の流れが違っている。お互いに時計合わせをする時は、気を付けることだ」

「カナンでは、１日の長さが違うんですか!?」

「２つ。この世界に存在する大半の人類は、先住民だ。我々がこの世界を行き来するようになる前から、すでに存在している。地域によって様々な種族や人種が存在するようだが、我々は総じてカナン人と呼んでいる。基本的には友好的だが、この大陸の西部に位置する〝帝てい国こく〟に与くみする者たちと我々は敵対関係にある。全員が味方ではない。寝首をかかれないようにしろ」

　そこまで言って、次なる忠告を、雛ひな森もりはさらに厳しい表情で告げた。

「３つ。これが最も重要だ。カナンには──〝マナ〟が存在する」

　妙な単語に、生徒たちは表情に疑問符を浮かべる。代表するように、ミユキが尋たずねた。

「マナ……ですか？」

「正式な学術名称はMaterializeマテリアライズ・ Animaアニマ・ Netoworkネツトワーク・ Areaエリア。マナはその略称だ。カナンの大気中にはマナが存在している。そしてマナがある場所では例外なく〝未知の物理法則〟が発現する」

「未知の物理法則って……何ですか？」

「口で聞くより、見るのが最も早く理解できるだろう。諸君等らの手助け役として、今回はスタウロスの精鋭エリート兵たる〝魔術師ソーサラー〟を４名、隊長として任命している。彼かれ等らについていれば、それを目にする機会は訪れるだろう」

　言いながら雛ひな森もりは、自分の傍そばで待機の姿勢になっている部隊長たちを一いち瞥べつした。

　するとそこで、腕組みをしていた１人の少年が、わざとらしく尋ねてくる。

「それで？　４つ目の重要なことは、教えてやらなくて良いのか」

　気取った笑みを浮かべるアキラだった。

　アキラが発言するなり、雛ひな森もりは露ろ骨こつに不快な顔で、言い返した。

「それは後で、お前の口から説明してやれ」

　アキラと険悪な雰ふん囲い気きになりながら、雛ひな森もりは生徒たちに宣言した。

「この状況を作り出した事の発ほつ端たんは、そこにいる雪ゆき村むらアキラだ。そいつは取り調べの際に、あることを我々に約束してみせた。雪ゆき村むらアキラと諸君等らが協力し、その約束を守れるかどうか。それが、諸君に与えられた仕事の内容そのものになっている」

　全員の視線が向けられていることに気付き、アキラは皮肉っぽく肩を竦すくめてみせる。

「まあ、そういうことだ。つまりオレは、君たちに酷ひどいことをした悪党であり、命を助け、こうして世の終わりを生き延びるチャンスを与えた恩人ってことにもなるわけだな。複雑な心境だろうが、仲良く頼むよ。この仕事がしくじればオレも死ぬんだ。君等とは運命共同体だな」

　悪びれないアキラの態度が気にくわないのだろう。雛ひな森もりは珍しく苛いらついて言った。

「言い出したのは全て雪ゆき村むらアキラだ。だからやり方は全て、そこの雪ゆき村むらアキラに任せている。私はただの監かん督とく役に過ぎない。途中で諸君が仕事を放ほう棄きして逃げ出さないか。雪ゆき村むらアキラが逃亡を図らないか。こっちは常に監視しているんだ。妙な気は起こすなよ」

「はあ？　常に監視してるだと？」

「諸君が手首に巻いているリングは、スタウロスの特別品だ。所持者の脈拍を感知できなくなると、周囲に特とく殊しゆな信号を発するようになる。僻へき地ちで死んだ兵士の、死体回収用に備えられた位置特定機能だ。リングを所持している間、諸君の所在や、諸君が見聞きするものは全て、本部に筒抜けだ。だから逃亡するなら外はずす必要がある。だが外せば逃亡の意思がすぐにわかる」

「このリング、監視装置でもあるってことかよ！」

「そういうことだ。さあ、今から仕事の内容を発表するぞ」

　雛ひな森もりの次句を待つ生徒たちは、たまらず緊張してしまう。

「このエルミドから、北に50キロメートルほど行った先。人の寄りつかない森林地帯が存在している。スタウロスはその森の先のエリアを探たん索さくしようと、これまでに大規模な遠えん征せいを３度行った。だがそのいずれも失敗し、総勢２７９０人の人員を失っている」

「どうして、森でそんなに多くの人が亡なくなったんですか？」

「森の奥深くに〝竜ドラゴン〟が居座っているからさ」

「…………え？」

　突とつ拍ぴよう子しもない雛ひな森もりの言葉に意表を突かれ、生徒たちは啞あ然ぜんとした。

「諸君等らの仕事は単純。その凶きよう悪あくなドラゴン────〝異ヘ常テなロるゼ魔ル王ク〟の討とう伐ばつだ」
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　雛ひな森もりが去った後、部隊長たちから生徒たちに、カービンライフルが配られた。XM8と呼ばれる高性能な銃じゆう種しゆのようだが、ただの高校生である生徒たちにとっては、見たことも聞いたこともない、ただの大きな銃じゆうでしかない。３キロ近い重量はズシリと手に重く、非力な女子生徒たちは、上腕を小さく震ふるわせながら、力一杯持ち上げている。スリングベルトで肩から提さげれば、多少は楽に思えたが、まるで肩に食い込むように重かった。

　簡単に使い方を説明された後、慣れない銃を手に提げ、生徒たちは連れて行かれる。

　着いた先は格かく納のう庫この裏手であり、そこには幌ほろ付きの馬車が駐とまっていた。

　馬４頭が結わえられた幌ほろ付きの荷馬車。それが４車両も並んでいる。

「マジかよ、カナンにも馬っていんの！　ってか馬車って、これに乗るのか!?」

「当たり前だけど、カナンは私たちの世界と違って、道がまだほとんど舗ほ装そうされてないわ。本当は軍用車ハンヴイーで行きたいところだけど、軍用車両って横よこ幅はばでかいし、小回り利きかないのよ。これから向かうのは、下へ手たしたら道すらない森の中。車両は乗り物として、ちょっと適してないのよね。比較的だけど、馬車の方がマシ。カナンでは結構、役に立つ乗り物なのよ」

　そう言いながら、ハナは御ぎよ者しや席に乗り込んだ。

「さあ、みんな乗って」

　馬２頭に引かれる荷台は、足回りが車用のタイヤやサスペンションで強化してある。そんな改造された荷台には、それぞれ10人くらいずつが乗り込めるようだった。生徒たちはそれぞれ、自分たちの部隊長が御者を務める場所に乗り込み、適当に荷台の中で腰を下ろした。

　そうして部隊長たちが手た綱づなを繰ると、馬車はゆっくりと動き始める。

　馬車は基地の敷しき地ち内を抜け、やがてエルミドの市街地へ入った。

「どうして僕がこんな目に……どうして僕が……！」

　メガネをかけた、気の弱そうな男子生徒が呟つぶやき続けている。

　気が滅め入いっているのだろう。そうした生徒は、馬車内に何人か見受けられた。

　それらを見渡しながら、御者席の傍そばに腰掛けていたコウタが、苛いら立だち紛まぎれに床を殴なぐる。

「クソが！　人類救済に、異カ世ナ界ン、しかもドラゴンだと？　まるでゲームの世界かよ！」

　コウタの傍そばで座っていたミユキが、支給された重い銃じゆうを見下ろし、暗い顔で応こたえた。

「ゲームだとしたら、こんな実銃まで渡されて、ちょっと穏やかじゃないですけどね」

「まったく、わけがわからないクソ状況すぎんぞ、これ！」

　自みずからの不幸を嘆きたい思いで、コウタは不満を口にした。

「いきなりこんなところに連れて来て、何千人も殺すような凶きよう悪あくな怪かい物ぶつをやっつけてこいだなんて、完全にどうかしてる。俺たちはちょっと前まで中学生で、高校生になったばかりなんだぜ。それなのに、こんな銃を渡されて、命の危険が伴ともなう森に放り込まれるなんて……」

「本当、最悪な悪夢ですよね」

　ミユキは苦笑して同意した。

　だが眼まな差ざしに、僅わずかな決意の色を見せて言った。

「ただ、小しよう惑わく星せいで私たちの社会が消え去る運命なんだとしたら……この仕事は、それを生き伸び、家族を救えるチャンスですよ。だって生還できれば、私たちはスタウロスに雇用スカウトされて、家族と一緒に、このカナンへの優先移住権がもらえるそうじゃないですか。思うに、人類救済事業は、全ての人類を救いはしません。それを考えれば、これはとても良いい話なんじゃないかって思うんです」

「ん？　全ての人類を救いはしないって……どういう意味？」

「あ。えーっと。ゲートを開いておける時間って、とても短いらしいじゃないですか」

　コウタの疑問に対して、ミユキは自身の推察を述べた。

「１年後にスタウロスは、カナンの存在を世間に公表すると言ってました。おそらくその日から、人類は本格的に、カナンへの避難を開始するんだと思います。でもゲートを開いておける時間は、とても短い。これから何十億人という人が避難するのに、避難路が開いている時間が短いんじゃ、通れる人の数は限られます。だからきっと、カナンへの避難計画は順番待ちになるはずなんです。最初は要人たち、その後が一般大衆になるんだと思います。そして……順番がくるのが遅すぎて、逃げ遅れる人たちは必ず出るはずです」

　ミユキに言われてみて、コウタもようやく察しが付いた。

「……その逃げ遅れた人の中には、俺たちの家族が入るかもってことか」

「ええ。私たちがこの仕事に失敗すれば、そうなるかもしれませんね。でも成功すれば、自分の家族に早い順番を約束することができる。私たち、何もしなかったら、どうせ死ぬことが決まっていた運命なんです。だったら今この時に、命を懸かける意義はあると思うんですよ」

　言いながらミユキは、空から元気で微笑ほほえんでみせた。

「雪ゆき村むらさんに感謝するつもりはありませんよ。でもあの人のおかげで、私たちは世界の事実を知った。いまだにそれを知らない普通の人たちに比べれば、ある意味で私たちは幸運です。積極的に、こうして生存の可能性に挑むことができるんですから。私は何とか生き残って、家族を助けたい。お父様やお母様が死ぬなんて……そんなの嫌ですから」

　コウタだってそうである。この馬車に乗っている、他の生徒たちも同様のはずだ。

　死ぬかもしれない。震ふるえるほど怖こわい。

　けれど、挑いどまずにはいられない。自分の命だけでなく、家族の命も懸かっているからだ。

「……しっかりしてるよな。カナミちゃんもそうだったけど、ミユキちゃんもだよ。自分の命と家族を助けるため。そのために俺たちは、こうしてバカバカしいドラゴン退治に挑んでる。その意義はわかってんだよ。けどなんつーかさ。俺は後ろ向きなのか、スタウロスのやり方、どうにも気に入らないんだわ。だから腑ふに落ちないって言うか」

　コウタは持論を口にしながら、御ぎよ者しや席に座っているハナに、わざと聞こえるように言った。

「人類が滅びる事実を世間に黙ってるスタウロス。それに各国の政府のお偉方も、１枚嚙かんでるそうじゃないか。裏で何をしてるかと思えば、異カ世ナ界ンへの移住計画なんて、とんでもないことをやっててさ。そんなのさっさと世間に情報公開して、人類総出で取りかかるべき大仕事だと思うんだ。なのに、口くち封ふうじで俺たちを殺そうとしたり、子供ばっかりの軍隊を作ったり。やってることが全然効率的じゃないと思うぜ。バカすぎる」

　黙って手た綱づなを握っているハナの背中に、コウタは言葉を浴びせ始めた。

「だいたいドラゴンのせいで森の向こうに行けないとか言ってるけどよ、普通に飛行機とか使って、飛び越えていけば良いだろ。東京の兵ア器ー格セ納ナ庫ルに、山ほど戦せん闘とう機きとかあったじゃんか。それにだ。衛えい星せいとか打ち上げれば、カナンの全体だってわかるだろうに。ＧＰＳだって使えるようになんだろ。スタウロスは何年もカナンにいたくせに、それくらいのこともしてなかったのかって思うぜ。人類救済事業とか、真ま面じ目めにやる気あんのかね」

　言われっぱなしで苛いらついたのか、ハナは面倒そうに、コウタを一いち瞥べつして応こたえてやった。

「……やらなかったんじゃない。できなかったのよ」

　ハナの発言を聞いて、コウタは納得がいかずに眉まゆを寄せる。

「はあ？　何でだよ。地球じゃあ、衛星なんてバンバン打ち上げてるだろ。スタウロスは予算も潤じゆん沢たくで、技術もあるんだろ。それがどういう理屈でできねえってんだよ」

「お金や技術の問題じゃないわ。魔王ゼルクが邪じや魔まをするからできないのよ」

「は？」

　ハナは嘆たん息そくを交まじえて続けた。

「衛星を打ち上げたことはある。でもすぐに撃ち落とされた。戦闘機だろうが旅客機だろうが全部撃げき墜ついされた。現代の最新兵器を山ほど持ち込んだところで、スタウロスの制空権は簡単に取れないの。それくらいに、魔王ゼルクと呼ばれる連中は破格の強さを持ってる」

「…………マジ？」

　予期せぬハナの答えに、コウタは呆あきれた顔をする。

「今、魔王ゼルクと呼ばれる〝連中〟って言ったか？　衛星とか戦闘機とかを撃墜できる化ばけ物ものが、このファンタジーワールドにウヨウヨいるってこと……？」

「これまでにカナンで確認されている魔王ゼルクは、全部で６体」

　ハナは表情を険しくして、苦々しく言った。

「いずれも強すぎて、通常兵器どころか戦略兵器も通用しなかった。現状、有効な戦い方はわかってない。打つ手なしよ。なのに相手は、アタシたちに敵対的で、見つければ一方的な攻撃ワンサイド・ゲームを仕掛けてくる。アタシたちの飛ばす飛ひ翔しよう体も、容よう赦しやなく攻撃されるわ。連中が野放しになっている以上、空路は確保できないわね。カナンの攻略がなかなか進まない要因の１つよ」

　それを聞かされて、コウタは焦あせり始めた。

「ちょ、ちょっと待てよ。魔王ゼルクって、たしかオレたちがやっつけなきゃいけないドラゴンもそれなんだよな。それって６体のうちの１体ってことになるのか？　ど、ドラゴンって言えばさ、御お伽とぎ噺ばなしに出てくるような、翼つばさのあるヘビみたいな奴やつなんだろ？　炎とか吐はくイメージだけど、その程度じゃ戦闘機の方が強そうなもんだろ。……え、違うの？」

　ハナは何も答えない。否定せず、笑い飛ばしもせず、ただ苦々しげな沈痛な表情のままだ。答えは得られなかったが、ハナの様子を見ていれば、ただ事ではなさそうだ。

「ちょ、ちょっと舐なめてたぜ。そんなの倒してこいって、マジでどうやんだよ！」

「さあ」

　重大な質問だというのに、ハナが素そっ気けなく答えるため、コウタは腹が立った。

「さあって……戦せん闘とう機きとかがやられるんだろ！　こんな銃じゆうなんかで、俺たちがどうこうできる相手なのかよ！　しかも相手は２０００人以上も殺した怪かい物ぶつなんだろ!?　その時点で無理ゲーだったけど、ますますもって不可能ゲーだろ！　仕事達成の見込み、なさすぎんぞ！」

「今回の仕事。どうするかは全部、雪ゆき村むらに任されてるんでしょ。アタシだって作戦の中身とか、具体的な話は全然聞いてないし。詳くわしいことを聞きたいなら、雪ゆき村むらに聞けば？」

　言われてコウタは、馬車の端の方に目を向ける。

　馬車内で御ぎよ者しや席側にいるコウタやミユキとは正反対の位置。出入り口付近で、アキラはカナミの傍そばに座っていた。ゆっくりと流れていく街の風景を、そこから眺ながめている様子だった。

　コウタは心底からアキラを軽けい蔑べつし、睨にらみ、毒どく突づいた。

「また俺たちは雪ゆき村むらの野郎に踊らされてるってのか。そもそもこの仕事の内容って、あいつがやれるんだって、スタウロスに約束してきたことらしいじゃねえか。何でそれに俺たちが付き合わされるんだ。全部あいつのせいだろ。クッソ、あの気取った態度がムカつくぜ……！」

「怒るだけ体力の無駄。アイツ、あの雛ひな森もり大佐に凄すごまれても平然としてるし」

　気が収まらないコウタは、我慢できずに本音を漏もらした。

「あんな奴やつ、この仕事で死ねば良いんだ！」

「それ同感。見られた恨うらみ、忘れないわ」

「見られた？」

「こ、こっちの話よ！」

　ハナは赤面しながら、咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かす。

「まあ、どうせ勝てっこないんだから、適当なところで撤てつ退たいすれば良いのよ。仕事は達成できないけど、殺されるよりはマシなはずでしょ」

「そうは言うけど、じゃあ達成できなかったら、俺たちは生かしておいてもらえるのかよ」

「そんなの知らないわ。カナンは広いんだし、捕まらないことを祈って逃亡してみれば？」

「軽く言ってくれんじゃねえか……！」

「べ、別にアタシは、あんたたちのことなんか、どうなろうが知ったことじゃないし」

　ハナは体てい裁さいが悪そうにそっぽを向く。そこでふと思い至り、コウタはハナに尋たずねた。

「……お前等らは良いいのかよ。どう考えたって命の危険が付きまとうクソみたいな作戦だ。それに付き合わされてるんだろ。あの雛ひな森もりって指揮官に死ねって言われてるようなもんだろうが」

「クソみたいな作戦にも、死ねと同然の命令にも、とっくに慣れっ子なのよ。カナンにいる間は、そんなことを嘆なげいてる暇ひまなんてない。それに、アタシたち部隊長は、戦況が不利になったら、さっさと撤てつ退たいするように命令されてるわ。あんたたちの安全なんて度外視でね」

　コウタは言葉を失い、頭を抱えて項うな垂だれた。
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　馬車の荷台の出入り口付近に座り、アキラはそこから、流れる街の景色を眺ながめているようだった。アキラは１人だけ、スタウロスの軍服姿ではない。カナミが初めて出会った時に見た、あの黒衣の格かつ好こうだった。そんなアキラのすぐ傍そばに、カナミは座っていた。

「……」

　遠くを見つめているアキラの横顔を、先程からカナミは、チラチラと横目で窺うかがっていた。

　雪ゆき村むらアキラ。

　正体不明。何を考えているのか全くわからない。おまけにスタウロスの機密情報を盗み、それを聖せい果か高校に流出させるという、並外れた犯罪をやってのけた人物だ。その結果、直接的でないとは言え、スタウロスによる学校襲しゆう撃げきを手引きし、たくさんの生徒たちを犠ぎ牲せいにした。人殺し。噓うそ吐つき。犯罪者。これまでカナミの日常の中にいた、どんな人間とも異なる存在だ。

　ハナの話では、アキラはなぜか、カナミのことを知っていたらしい。スタウロスとの取引の場で、カナミの名を出したと聞いている。だとすれば、これまでのアキラの行動は、カナミに何か関係があるのだろうか。カナミはアキラのことが気になって仕方がなかった。

　カナミが自分を見ていることに気が付いてか、アキラは声をかけた。

「メガネを取られたから、コンタクトにしたんだろ？」

「へっ!?」

　唐とう突とつに話しかけてきたアキラに、カナミは驚く。警けい戒かいした小動物のように身を縮め、上目遣づかいでアキラの挙動を注視していた。アキラは優しく微笑ほほえみかけた。

「よく似合ってる」

「……！」

　炎が灯ともったのかと思うくらいに、頰ほおが熱くなる。

　カナミは堪たまらず、アキラから視線を逸そらし、俯うつむいてしまう。

　同じ年頃の男子に、容姿を褒ほめられた経験などない。そのため、心を許してはいけない相手だとわかっていても、うっかり赤面して照れてしまった。

　初うい々ういしいカナミの態度を見ながら、アキラは尋たずねた。

「風ふ呂ろ場でオレのことを怖こわがっていただろ？　なのに今はこうしてここにいる。どうしてだ」

「……？」

「自覚なしか。オレの傍そばに座ってるの、さっきから君だけだぜ」

　言われてみれば、他の生徒たちは、アキラを遠巻きして、怒りや怯おびえの視線を送り付けているだけである。アキラの周囲に腰掛けている者は、たしかにカナミしかいないようだった。

「こ、ここ！　馬車の端で、外の風景とか見れるから、良いいかなって思っただけで！　別に傍そばに座ろうとかしたんじゃないよ！　あなたの傍そばになんか、好んでいたいわけがない……！」

「そうか。まあ、聞いておいて悪いが、実はおおよそ察しが付いてるよ。スタウロスとの取引で、オレは君の名前を出した。だから君は、そのことをオレに聞きたいんだろう？」

　図星だった。今さら本音を隠せず、カナミは思い切って尋たずねることにした。

「……どうして取引で、ボクの名前を出したの？」

「なぜだと思う？」

　皮肉っぽい笑みを浮かべ、アキラはカナミに尋ね返した。カナミは少し苛いら立だつ。

「知らないから聞いてるんだよ。どうしてそうやって、意地悪するの」

「オレのことをどんな人間だと思って話しているんだ？　聞けば素直に話すとでも？」

「……あなたは学校で、たくさんの人を計略的に死なせたのに、こうして平然としてる。最低な人だと思ってる。この仕事の後はもう、あなたみたいな人とは関わりたくない」

「ハハハ。ハッキリと言ってくれる。オレは、ずいぶんと嫌きらわれているようだ」

　アキラは腕を組む。そして青空を見上げ、ポツリと言った。

「そうだな。こんな話はどうだろう。昔、ある女の子から聞かれたことがあった」

　アキラは懐なつかしんでいるように、語り出した。

「戦争でたくさんの敵を殺した兵士は、良いい人なのか、悪い人なのかと。その兵士がもし自分の味方側だったなら、たくさんの敵を倒してくれた英雄だと思うだろう？　けれどもし兵士が自分にとって敵側の人間だったなら……きっとたくさんの同どう胞ほうを殺した殺さつ戮りく者に見える」

　カナミに顔を向け、アキラは気取った口調で告げた。

「この世界に善悪なんてものはないのさ。あるのは立場の違いだけ。君がどの立場からオレを見るかで、オレの姿は神にも、悪あく魔まにでもなり得るだろう。だがこれだけは覚えておいて欲しい。少なくともオレの立ち位置は〝君のすぐ傍そば〟だよ」

「……それは、ボクの味方だって言ってるの？」

　アキラは微笑ほほえむだけで、何も答えない。答えるつもりがないのだろう。

　カナミはもう１つ、気になっていたことを恐る恐る尋ねた。

「結局、あなたはボクと、どういう関係なの？」

　カナミにそれを尋ねられたアキラは、やはり何も答えない。

「ボクの高校入試成績のことも知ってたし、ボクのことを事前に色々調べてきたんでしょ？　血縁でもないし、知り合いでもないよね。ボクはあなたに、これまでに会ったこともないよ」

　なのにカナミのことを一方的に知っている。その理由がまるでわからない。

　ふと、アキラはカナミの胸元に目を配る。詰め襟えりの服の首に、カナミは銀のチェーンをかけている。私物だろう。刻こく印いん入りの円盤がついたペンダントを、胸元にぶら下げていた。

「そのペンダント、大切にしてるのか？」

　言われてカナミは、自分のペンダントを見下ろして言った。

「これ？　ハナちゃんにお願いして、持ってきちゃった。別に大した理由なんてないけど、大事にしてる。小さい頃からずっと持ってるものだから、手放せなくて」

　アキラは何を思っているのか、じっとカナミのペンダントを見つめていた。

　やはり、アキラは何を考えているのかわからない。

　結局、カナミの質問は全てはぐらかされて、何の答えも得られなかった。

　ふと、馬車の後方から、小さな女の子が駆かけ寄ってくるのが見えた。

　エルミドの住人だろう。エプロンドレスの格かつ好こうをしており、カナミたちの姿を、キラキラした眼まな差ざしで追いかけている。手には小さなエルレミーの花を握り締めている。馬車が市街走行中ということもあって、それほど速度を出していないため、簡単に追いついて来た。

　少女は小さな足で懸けん命めいに駆けながら、カナミに向かって花を差し出してきた。

「へ？　何なの？」

　少女は何やらカナミに話しかけてくるが、言葉がわからない。ハナに教えてもらった、ＡアＥイへの字幕表示アプリを起動させようとするが、まだ設定がうまくできなかった。

「お花をどうぞ。そう言ってる」

　戸と惑まどっているカナミに、アキラが教えてやった。

「13人の大貴族と、１人の皇帝から成る〝帝てい国こく〟。この大陸のほとんどは、その支配を受けている。スタウロスはわけあって、帝国とは対立関係にあるんだ」

　たしか、雛ひな森もりもそんなことを言っていた。帝国に与くみする者とは、敵対関係なのだと。

　理由はわからない。

「帝国の支配下にある下流市民たちは、日々、帝国の圧政を受けて苦しい生活をしている。そんな彼かれ等らにとって、帝国と対立するスタウロス軍は救世主も同然なのさ。君はスタウロスの軍服を着ているだろ？　だからその子たちの立場から見た君は、ヒーローなんだよ。その花は、日々の感謝の意味だそうだ。帝国からいつも守ってくれてありがとう。そうも言ってる」

　アキラはそう翻ほん訳やくしてくれる。少女の話す言葉を理解している様子だ。

　カナミは少女から花を受け取り、優しく微笑ほほえみ返した。

「ありがとう。嬉うれしいよ」

　アキラはカナミの言葉を翻訳し、カナンの言葉で、代わりに少女へ感謝を伝えてくれたようだ。少女は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。そして立ち止まり、パタパタと手を振ってみせた。

　遠ざかって行く少女に手を振り返しながら、カナミは意外そうにアキラへ尋ねた。

「カナンの人の言葉、喋しやべれるの？」

「オレの魅力は秘密が多いことなんだ。なら、これくらいの神秘性がなくちゃ詐さ欺ぎだろ」

　アキラの言い様に、カナミはうっかり微笑ほほえんでしまった。

　だが気を取り直し、心を許してはいけない相手なのだと、改めて自じ戒かいする。

　怖こわいのか。優しいのか。警けい戒すべきなのか。信用して良いのか。

　アキラとは、まるでわからない人物だ。
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　エルミドの街の出口である大門をくぐると、周囲は鬱うつ蒼そうとした森の景色になった。

　街の外まで石畳の街道が続いていたものの、馬車が途中で脇道に入ったため、路面は未み舗ほ装そうの砂利道に変わる。さらにそこから先に進むと、木々の間を縫うような細い林道が続いており、たしかにハナが言っていた通り、大きな軍用車両が走るのに適さない環境になる。

　昼間であるのに、頭上を覆おおう緑の葉が深いため、しばらくは薄暗い森の風景が続いた。

　木こ漏もれ日の下、揺れる馬車の荷台で、生徒たちは無言で過ごす。

　これから死地へ向かわされるのだ。楽しく談笑するような気分にはなれない。

　だが、馬車で進む道中の美しい自然を見ていて、少しだけ気持ちは晴れていく。

　小川があったり、断だん崖がい絶壁を流れ落ちる滝があったり、生徒たちは、カナンの雄大な自然の景色を目まの当たりにした。それら目を見張る壮大な景色に、多少の感動が芽生える。

　深い渓けい谷こく沿いの、細い道を進んでいる時だった。

　見上げた空に驚くべきものを見つけ、カナミはキラキラと目を輝かせた。

「わぁ～……！　すごい、空に島が浮いてる！」

　他の生徒たちも、興きよう味み津しん々しんで馬車の外の空を見上げた。

　ソフトクリームのような形をした巨大岩石の塊かたまりが、いくつも空高くを漂っている。日の当たる部分は緑色に苔こけむしており、長い年月の間、そうして空を漂ただよっていたのであろうことが見てわかった。白い雲と共に、風に吹かれて青空の中を流れていく島々。それらは大地に大きな影を落とし、時折、カナミたちの馬車の上に差しかかっては、遠ざかっていった。

　浮き島の興奮が冷めぬうちに、馬車は渓谷にかかった吊つり橋ばしを渡り始める。そうしてしばらく進んだ先で、周囲の景色は益ます々ます、奇き妙みような様相を見せ始めた。

「なんだこりゃ、真っ青な森……!?」

　今度は、コウタが声を漏らした。

　いつしか周囲に生い茂る草木の全てが、サファイアのような深い〝青色〟をしていた。草花も、木々の葉や幹も、まるで塗装されたように、全てが青ざめてしまっている。

　感心しながら周囲の景色を見守る生徒たちに、先輩面のハナが、得とく意い気げに言った。

「ここが蒼あおの森。名前の由来は言うまでもないでしょ」

　間もなくして、カナミたちの前を先導していた、他の馬車が停車する。それにつられて、後続の馬車も、その場で進行を止めた。全ての馬車が、細い砂利道の路上で停車する。

　カナミたちは、目的地に辿たどり着ついたのであろうことを気け取どった。

　各馬車の御ぎよ者しや席から部隊長たちが降りると、その場で点呼が始まった。

　生徒たちも馬車の荷台から下りて、自分が割り当てられた部隊ごとに集合する。

　自分の部隊の兵士が全員揃そろっていることを確認すると、ハナは馬車の荷台に飛び乗り、積んであった荷物の中から、ビールケースのような箱を持ち出してきた。

「シルフを飛ばすわ」

　箱の中には、ペットボトルサイズの機械の塊かたまりが、10基ほど入っていた。

　１つを取り出し、ハナは無む造ぞう作さに空中へ放り投げる。

　途と端たん、ペットボトル形状だった機械は変形し、４基のプロペラが生えた小型のドローンになって、空高くへ飛んで行ってしまった。そして上空で停滞し、生徒たちを見下ろしている。

　ハナは他のドローンも同様に飛ばしながら、カナミに言った。

「見ての通り、小型の無人支援機ドローンよ。衛えい星せいが使えないカナンで、スタウロス本部や、アタシたちの〝空の目〟になってくれるもの。シルフのカメラを通じて、周辺一帯の地形や、リアルタイムな戦況の俯ふ瞰かん映像を見られるの。空撮映像を、ＡアＥイに転送してくれるからね」

　言われてＡアＥイリングを起動すると、生徒たちの視界の隅に、周辺マップが表示されている。

　上空のドローンが空撮している映像を、良好に受信しているようだ。

「この辺は魔王ゼルクが居座ってて危険過ぎるから、スタウロスの前ぜん哨しよう基地も置かれてないの。森の近況はわからないわ。都つ度ど、シルフに周辺を偵てい察さつさせて確認しましょう」

　シルフを見上げて感心している生徒たち。それに構わず、部隊長たちはアキラの傍そばに歩み寄って行った。代表してアキラに尋たずねたのは、やはりハナだった。

「そんで？　目的地に着いたけど、これからどうするの？」

「別に。どうもしない。特にやることはないからな」

「……はあ？」

　アキラは微笑ほほえみながら、いつもの気取った口振りで、わけのわからない発言をする。

「ふむ。そうだな。じゃあせっかく来たわけだから、散歩をしよう。部隊長２人と、生徒３人くらいで良いい。オレに付いてきてくれ。その他大勢は、ここでしばらくバーベキューでも楽しんでいてくれれば良いだろう。異カ世ナ界ンの大自然の中でやるんだ。きっと楽しいぞ」

　部隊長たちは顔を見合わせ、怪け訝げんな顔をした。

　ハナは苛いらついた様子で、さらに尋ねる。

「散歩に、バーベキューって……あんたね、ここに何しに来たかわかってんの？」

「もちろんだ。仕事だろ？　だが考えてもみろ。同どう伴はんしている生徒たちは、まともに銃じゆうを撃うったこともなければ、音を立てずに森を歩けない連中だ。そんな軍隊経験が皆かい無むの素人しろうとを、ゾロゾロ引き連れて危険地帯を歩くのは、気が進まないと思わないか」

「そ、それはそうだけど、そもそも、あんたが連れてきたいって言ったんでしょ！」

　それまで無言だった、ハナ以外の部隊長の１人が前に出てくる。

　中国系の顔立ちをした、冷めた雰ふん囲い気きの少年だった。少年はアキラに言った。

「生徒たちを連れて森を歩くのは構わないと考えている。たしかに素人しろうとばかりだが、そもそもこの仕事は生死問わずだ。命を守らなくて良いなら、それほど重荷にはならない」

　流りゆう暢ちような日本語で、平然と冷酷なことを言う少年に、生徒たちは背せ筋すじを寒くする。

「衛えい星せい監かん視しシステムがない世界なんだ。捜そう索さくする上で、人の目視は重要だ。手分けをしてターゲットを探さがせるという意味では、素人しろうとの生徒たちにも戦術的価値はある。全員連れて行くべきだ。ここは１００キロ以上に渡って広がっている森林地帯。シルフ任せの空中偵てい察さつであっても、１回の充電で稼か働どうできる時間内の捜そう索さくでは限界がある。少人数で可能な任務じゃない」

　進言されてもなお、アキラは気取った態度で肩を竦すくめるだけだ。

「だが作戦はオレ任せなんだろ？　なら従うんだな。人海戦術なんて使わない。今やるべきことは、楽しい散歩とバーベキューだ。散歩していれば、そのうち魔王ゼルクも見つかるだろう」

　アキラの言っていることは意味不明である。

　部隊長たちの常識と、アキラの常識は、まるで嚙かみ合あっていない。

「このバカみたいに広い森を歩き回るのよ？　手分けして捜索しないんだったら、時間がかかりすぎるでしょ。こっちは１週間分の物資しか持ってきてないのに、いったい何日間、この森に滞在するつもりなのよ。長引けば途中で帰投。仕事は失敗になるんじゃないの？」

「それは、もしも長引けばという話だろう？　だが安心しろ。そうはならない」

「何でよ」

「ハハハ。そんなの決まっている。なぜならオレは運が良いい」

「はあ!?」

「ああ、そうそう。ちなみに持ってきている物資だが、お菓子もあるかな？　これから少し森を散歩するんだ。途中、小腹が空くかもしれないし、せっかくだから持って行こう。オレはチョコ菓子には目がなくてね。あれば最高だ」

　言いながらアキラは、近くにあった物資入りのバックパックを、いくつかあさり始めた。

　アキラはまるで遠足気分である。部隊長たちは呆あきれ顔で見守るだけだ。

　それを咎とがめる声が、無線越しに聞こえた。

『──おい。仕事のことを忘れてるんじゃないのか、雪ゆき村むらアキラ』

　耳のインカムマイクから、雛ひな森もりの声が語りかけてくる。

　エルミド基地からの通信だ。聞こえてくるのは、相変わらずの冷ややかな声だ。

『魔王ゼルクの討とう伐ばつ。お前が約束したことだろう。それを果たせるかどうか、結果がお前の生命線にもなっている。もしも約束を果たせないとなれば、相応の処罰が下ることになるぞ。──自みずから死を渇かつ望ぼうするような目に遭あわせてやる。覚かく悟ごしておくことだ』

　傍はたから話を聞いている誰もが、背せ筋すじを寒くする脅おどしだった。

『我々はお前を監かん視ししているんだからな。そのことをくれぐれも忘れるなよ』

　アキラは、お菓子の箱をカナミに手渡しながら、不敵に笑えんで答えた。

「別にズルをするつもりもなければ、目的を忘れたつもりもない。もちろん、約束を違たがえることもない。魔王ゼルクは必ず倒してやるよ。信じろ。これは全て、オレの作戦なんだ」

『……敵を見つけるつもりもなく、お前が持って行くのは武器ではなくて菓子袋だけなのにか。ふざけるな。そんな作戦があるものか。カナン屈くつ指しの危険地帯で遠足でもするつもりか』

　苛いら立だった雛ひな森もりの苦言など気にした様子もない。

　アキラはにこやかに、自分と同じ部隊の生徒たちに言った。

「さて、雛ひな森もり大佐殿のご意見はともかく。今は時間がないから、早速行動を開始しよう」

「時間がないって、どういうことよ」

「その質問に答えてる時間も惜しいから聞き流すぜ？　そうだな。さっきオレに意見してきた、そこの部隊長。名前は？」

「……シュウだ。無礼な奴やつだな」

「シュウか。じゃあ君とハナ。それとハナの部隊から、赤アカ咲サキカナミ。その他２人くらい立候補してくれるか。今から森に入るから、オレと一緒についてきて欲しい」

　すると、ミユキとコウタが前に出てきた。

「私、立候補します！　カナミさんが心配ですから！」

「俺も行くぜ！　知り合いの女の子２人を、お前と森に行かせるなんてありえねえよ！」

　２人の言葉に感動している様子のカナミを横目に、アキラは意味ありげにニヤけた。

「じゃあ、他はさっき言った通り、ここで待機して適当に遊んでいてくれ」

　不満そうな部隊長たちの胸中に共感しながらも、雛ひな森もりが嘆たん息そくして告げた。

『……この作戦の遂すい行こうは、最高司令からの指示だ。今は奴やつに従ってやれ』

　渋々と雛ひな森もりの命令に従うことにした部隊長たち。

　その様子を確認すると、アキラはさっさと森の中に歩み入ろうとする。

「ちょっと！　どこに向かうとか、ちゃんと見当は付いてんでしょうね！」

「とりあえず、北かな。この近くに使われてない古城があったはずだ。なかなかにムードのある場所で、見晴らしが良いい場所がある。周辺の様子を観察するには、もってこいの場所だぜ」

「あんた、この森に来たことあるわけ？」

「昔のことだよ」

　その場の全員を振り返ったアキラは、邪じや悪あくな笑みを浮かべていた。

「さて。それじゃあ少しばかり、オレと楽しいピクニックをしよう」




　　　　　　　　　　　　　　◆




　林道から森の中に足を踏み入れた先は、針葉樹林が生え並ぶエリアになっていた。

　草木が複雑に入り組む樹じゆ海かいのような森ではないため、地面も平へい坦たんで歩きやすい。

　気候からして、日本と同じ春であるように感じられた。草花の全てが、寒々しく青ざめていることもあり、見た目の印象も相まって、気温は実際よりも少し肌寒く感じられる。だが木こ漏もれ日は麗うららかで温かく、時折、森の中を吹き抜ける風も、冷たいというほどではない。

　風が頭上の葉を揺らし、心地良い葉は擦ずれの音を立てていた。それらに耳を澄ませ、アキラを先頭として進むスタウロスの一団は、１列になって歩みを進めて行く。

「まったく何なのよ、雪ゆき村むらの奴やつ。偉そうに仕切っちゃってさ」

　カービンライフルを肩に担かついで歩きながら、ハナがぶつくさと呟つぶやいていた。

「そもそも素人しろうとの生徒たちを連れて行きたいって言い出したのはアイツでしょうに。それなのに何で今さら、足手まといだからって、馬車に待機させとくのよ。矛む盾じゆんしてんでしょうが。その上にお菓子持ってピクニックですって？　まったくもー、わけわかんない！」

　ふとハナの背後から、ポリポリと何かを囓かじる音が聞こえてきた。

　振り向くと、歩きながらカナミが、幸せそうにチョコスティックを頰ほお張ばっている。

「って、あんたは何で普通にお菓子食ってんのよ!?」

「えぇぇ！　これ食べちゃダメだったの!?」

「命いのち懸がけの仕事の最中なのに、緊張感なさすぎでしょ！　しかも朝あんだけ食べたでしょ！」

　カナミは咳せき込こみながら、お菓子を食べるのをやめた。ハナに叱しかられたこともあり、シュンと落ち込んでしまった。「ハナちゃんに怒られちゃった」と嘆なげくカナミは、ミユキに慰なぐさめられながら、渋々とお菓子をしまい始めていた。

　肩を怒らせているハナに、傍そばを歩いていたシュウが、声を殺して注意してきた。

「おい。静かにしろ、ハナ。ここはすでに作戦地域なんだぞ」

「ぐ、ぐぬぬ……！」

　何でアタシが怒られんのよと、喚わめきたい気持ちをグッと抑おさえる。

　たしかにシュウが言う通り、ここはすでに、カナン屈指の危険地帯なのだ。いつ、どこから、予期せぬ危険が飛び出してきてもおかしくはない。一見して穏やかな森ではあるが、ここで千を超える味方が死んでいるのが事実だ。見た目の穏やかさに誤ご魔ま化かされてはいけない。

　ハナは気を引き締め、周囲の警けい戒かいを強めた。

　シュウは先程から、先頭を歩くアキラの様子を注視している様子だった。当のアキラは、私物と思われる髑どく髏ろの仮面を手にしており、それをマジマジと見下ろしているようだ。珍しく、心ここに在あらずといった態度であり、何か物思いに耽ふけっているようである。

「……ねえ。雪ゆき村むらの持ってる、あの髑どく髏ろ面って」

「気が付いたか？」

　ぼやいたハナを横目で見やり、シュウは意味ありげに応える。

　傍そばを歩いていたため、２人の会話が聞こえたコウタは、割って入るように尋たずねた。

「何の話だ？　アイツの持ってる趣味悪いマスクが、どうかしたのかよ」

「黒衣に髑どく髏ろ面。噂うわさに近い出いで立たちに見える」

　シュウは言った。

「──〝骸むくろの騎き士し団だん〟。カナンの地に伝わる伝説だ」

「骸むくろの騎士団？」

「スタウロスが結成されたのは６年前。さらに言えば、俺たち地球の人間が、このカナンを行き来するようになったのは半世紀前。それよりもずっとずっと昔。太古からカナンに存在する１つの御お伽とぎ噺ばなしがある。俺もだいぶ前に、それを旅の吟ぎん遊ゆう詩し人じんから聞いた。構成員は、いずれも手て練だれ中の手て練だれ。伝説とされる戦士たちによって結成された義勇軍の話だよ」

　コウタは興味深そうに、頷うなずいて言った。

「つまり、とんでもなく強い奴やつ等らの噂うわさってことか。おいおい、雪ゆき村むらがその一員ってか？」

「……骸むくろの騎士団は、数々の逸いつ話わを持っている。大昔にカナンで起きた大戦の頃の武勇伝なんて、とても信じられないような話もあった。実在しているとは思えないが、少なくとも雪ゆき村むらの格かつ好こうは噂うわさに似ている。何か意味があって、あの格好をしているのかもしれない」

「男連中って、ホントそういう伝説とか好きよね。バカらしい。迷信に決まってんでしょ。アタシは長いこと戦場にいるけど、そんな騎士団にお目にかかったことなんてないわ」

「それはそうだが、２年前のこともあるだろ？」

「……」

「どういうつもりで雪ゆき村むらアキラがあんな格かつ好こうをしているのか知らないが、もしかするぞ」

「はあ？　あんな胡う散さん臭くさい男が、本当に魔王ゼルクを倒すって言うの？　考えすぎでしょ、そんなの。どうせ噓うそハッタリがバレて、帰ったらすぐに大佐が処刑するわ。短い付き合いの男よ」

　しばらく森の中を歩き、１時間ほど進んだ先である。

　唐とう突とつに、木々の光景が途切れた。アキラは立ち止まり、腰に手を当てて全員を振り返る。

「さあ、着いたぞ。ベゼルドラグ城。その跡地だ」

　森の中に、黒い石材を積み上げて築かれた、ゴシック建築の大きな城が現れた。

　頭上を飛ぶシルフたちが空くう撮さつした映像をＡアＥイで確認すると、長方形状の広い敷しき地ち内に、複数の棟が建てられているのが見える。敷しき地ち中央には、城門と繫つながっている中庭があるようだ。

　……だが長い間、手入れをされていなかったのだろう。

　あちこち壁面が倒とう壊かいしており、森に生い茂る蒼あおい草花によって侵しん食しよくされ、ボロボロである。

　主のいない古城。そうであるのが一目でわかる、荒れ果てた様よう相そうである。

　古城を見上げながら、ハナが言った。

「ここ。以前にスタウロスが、拠きよ点てんに利用することを検討してた無人の廃はい墟きよじゃない。あんた、この森に来たことあるって言ってたけど、ずいぶんと周辺の地理に詳しいのね」

「何なら観光案内をしたって良いいぞ？」

　冗談を言いながら、アキラは、城の１点を指差す。

　高い塔とうが１つ、建っているのが見えた。

　城壁と同じく、漆しつ黒こくの石造りであり、建造にかかった人の手間は甚じん大だいなはずだろう。

「見張り塔ベルクフリートが見えるだろ。あそこからなら、この森の周辺、遠く向こうまでがよく見えるんだ。とりあえず、あの塔とうに上ろう。魔王ゼルク探しには、うってつけの場所だぞ」

　塔の高さは、20メートル以上はあるだろう。天てつ辺ぺんには、三さん角かく錐すいの石屋根が付いている。

　たしかにそこからなら、周囲一帯がよく見渡せそうだった。

　アキラは率そつ先せんして、古城の石壁に歩み寄って行く。

　壁が崩くずれて、大きな穴になっている場所を目指しているようだ。そこから遠慮無く建物の中に入って行こうとする。ハナやカナミたちも、黙ってその後に続くことにした。

　壊こわれた石壁をくぐった先は、大広間のようだった。

　石柱がいくつも建ち並ぶ広間。朽くちた木製のテーブルや椅い子すが、泥や砂にまみれて、いくつも転がっている。壁に設置された燭しよく台だいには、溶けきった蠟ろうが、まるで氷のつららのように垂れ下がっているのが見えた。屋内は淀よどんだ空気が滞留していて、気のせいか息苦しい。

　不気味な雰ふん囲い気きに気け圧おされ、呻うめくようにカナミが言葉を漏もらした。

「……ずいぶん静かだね。ちょっと怖こわいよ……」

「気を付けろ。長い間、放置されてる城だ。どこに何が潜ひそんでいるともわからない」

「何かって何だよ。まさか幽ゆう霊れいでも出るってのか……！」

　無人と化した廃はい墟きよの中を歩くのは、地球から来た、最新鋭の銃じゆう器きで武装している少年少女たちだけだ。その声が、静せい寂じやくの廃はい墟きよに木こ霊だまして反響する。

　大広間を抜けた先は、石造りの通路になっていた。通路が伸びている方角からして、どうやら見張り塔ベルクフリートまで繫つながっているのだろう。そこを進むことになる。

　銃に取り付けたフラッシュライトで薄うす闇やみを照らし、シュウが先導した。

　通路の途中には、いくつもの小部屋を見かける。住み込みの騎き士したちの詰め所や、調理場らしき部屋だ。いずれも無人で、人が使っていたのは、遥はるか昔のことなのだと見てわかる荒れ様だった。暗い通路に聞こえるのは、アキラたち一行が、床を踏みしめる足音だけである。

　通路を突き当たった先に、やがて上階に続く螺ら旋せん階段を発見した。

　長い階段だった。アキラたちは黙々と、それを上り始める。しばらく螺ら旋せん階段を進み、コウタやカナミが息切れして、苦しそうにし始めるころ、ようやく頂上まで辿たどり着ついた。

　行く手には、腐った木製の扉が立ち塞ふさがっている。アキラは、それを蹴けり開けた。

　すると倒れた扉の向こうから、一気に外の陽光が差し込んだ。

　見張り塔ベルクフリートの頂上に着いたのだ。

　頂上は、円形の小広間のような場所になっていた。石屋根を支えている太い柱が無数に立っているだけで、外壁はなく、吹きさらしになっている。雨風が吹き込んだのであろう、崖がけっぷちのようになっている塔とうの端の部分は、酷ひどく風ふう蝕しよくしているのが覗うかがえた。

　頂上からは、城の東西南北、全方位の様子が遠く向こうまで見渡せるようになっていた。

「わぁ……すごくきれい。空も、森も、真っ青だね。山なのに、まるで海みたい」

　無数に生え並ぶ針葉樹。その蒼あおい葉が連なり、まるで葉よう海かいと呼べる光景を生み出している。古城の見張り塔ベルクフリートから望む森の姿は雄大だった。遠く向こうの山々まで蒼あおの森が続いているのが見えた。まばらに雲が棚たな引びく青空には、砕くだけた昼の月が見える。遠くには、来る途中で見かけた、空中に浮かぶ無数の島も見えていた。この地が、カナミたちの見知った世界ではないのだと、改めて思い知らされる幻想的な風景だった。

　それまで黙ってついて来たハナが、不満を口にした。

「そんで？　ここから見えるのはせいぜい、周囲３キロくらいってところかしら。森の全体からしたら狭い範囲よ。魔王ゼルクの姿も見えないわね。ここまで１時間くらいかかったのに、捜そう索さくできた範囲は、たったのこれっぽっち。運任せで目標を見つけるなんて、やっぱ無理でしょ？」

　アキラは気取った態度で、肩を竦すくめた。

「まだ１時間しか経たってないという考え方もある。無理かどうか決めつけるのは早いな」

「何をどうしたら、そんな前向きに解釈できるのよ！」

「たしかに、この広い森の中、闇やみ雲くもに魔王ゼルクを探さがし歩こうとするなら大変だ。なら発想を逆転してみたらどうだろう。こちらが見つけるのではなくて、あちらに〝見つけさせる〟のさ。こうして高台に立てば、相手側もこちらの気配を察知しやすい。障害物のない広い空間で、電波が届きやすいのと同じ理屈さ。周囲の木々に気配を遮さえぎられないこの位置は、実に好都合だよ」

「……何言ってんのか、さっぱり意味がわからないわ」

「ハハ。日本語が難しかったかな。もう少し易やさしい言葉を遣つかうように気を付けるとしよう」

「あんたがわけわかんなすぎるだけよ！　アタシがバカなせいとかじゃないでしょ！」

　ハナが鼻息を荒く、アキラの襟えり首くびを摑つかみ上げている時だった。

　近くの木々の陰から──一いつ斉せいに鳥たちが羽ばたき去るのが見えた。

　その直後、森に奇き妙みような静せい寂じやくが訪れる。

「……!?」

　周囲の雰ふん囲い気きが急に変わり、得え体たいの知れない緊迫の空気が広がっていくのを、カナミは感じた。言葉にできない、明らかな異変。不吉を告げる警けい鐘しようのように、それが訪れたのだ。

　木陰から風切り音と共に、細い棒状の何かが飛び出した。眼下に見える森の暗がりから、予期せず飛び出してきた飛来物。それはコウタめがけて飛来する。

「うおおっ!?」

　驚いたコウタは、咄とつ嗟さにそれを避よけようとして足がもつれた。その場で尻しり餅もちをついてしまう。すると先程までコウタが立っていた場所を何かが射い貫ぬき、見張り塔ベルクフリートの支柱の１本にぶち当たる。柱に跳ね返り、床に落ちるそれを見下ろし、コウタはドッと冷や汗をかく。

「……矢？」

　先端に尖とがった石をくくりつけた木の棒。風切り羽も付いている。どう見ても矢だ。

　その場の全員が、床に転がる矢に視線を集めるのと同時だった。

　突然────支柱の陰から、数体の巨体が飛び出してくる！

「げぇっ!?」

　身の丈たけ２メートルはありそうな大男たちである。粗末な腰布１枚で陰いん部ぶを隠しているだけの、裸同然の格かつ好こうだ。それらが今まで支柱の陰に隠れ、潜ひそんでいたようだ。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの肉体は泥でい土どにまみれたように茶黒く汚よごれ、異臭を放っている。手には各おの々おの、無骨な棒きれを握っていた。最も驚くべきは、その頭部が人の顔ではなく──〝豚〟であることだ。

「きゃあああああ！」

　いきなり目の前に現れた豚顔の大男たちに、ミユキが悲鳴を上げた。

　コウタは、あんぐりと口を開けて呆あつ気けにとられるだけだ。

　豚顔の怪かい物ぶつたちはヨダレを撒まき散ちらし、咆ほう哮こうを上げる。それが合図だったように、一いつ斉せいに襲おそいかかってこようとする。だが直後、すかさずハナとシュウが構えたカービンライフルが銃じゆう火かを吐はき出し、豚男たちは呆あつ気けなく、体中に風穴を開けて絶命した。

　血ち飛沫しぶきと脳のう漿しようを撒まき散ちらし、豚の怪物の１体が、コウタの足下に倒れ伏した。

「な、な、何だ、この豚人間たちは!?　と言うかこんなの、見るからに人間じゃねえぞ！」

「ハハハ。そりゃあそうだ。人間じゃない。こいつらは〝異常存在ヘテロ〟と呼ばれている」

　青ざめているコウタに、アキラが微笑ほほえんで答える。震ふるえ上がって肩を寄せ合うカナミとミユキを見やりながら、アキラは怪かい物ぶつの死体を紹介した。

「氷血女王アイス・クイーンが説明を端折はしよった、カナンにおいて重要な４つ目の事項だよ。人間を襲い、喰くらう正体不明の怪物たち。魔王ゼルクたちによって生み出されたとみられる、邪じや悪あくで危険な存在だ。カナンには、こういった怪物が無数にウヨウヨと蠢うごめいているんだ」

「な、何で端折はしよってんだよ、その説明！　重要すぎんだろ！」

「そう言えば、オレから説明しろと言われてたが、今まですっかり忘れてたな」

「テメエのせいかよ！」

　コウタが喚わめいてすぐのことである。どこかから、角つの笛ぶえの音が聞こえてきた。

　その音が響き渡ると間もなくして、次々と森の中から豚顔の怪物たちが姿を見せる。

　いずれも手に、弓や斧おのなどの原始的な武器を手にしていた。まるで古城を取り囲むように現れた怪物の軍勢が、四方から、建物の中に侵入を開始するのが一望できた。

「やばいだろ！　アイツ等ら、いっぱい出てきたぞ！　ここに向かって来てんじゃねえの!?」

　言っている傍そばからだった。見張り塔ベルクフリートから見える眼下の中庭に、弓を持った怪物が数体、陣じん取どるのが見えた。怪かい物ぶつたちは、アキラたちのいる見張り塔ベルクフリートに矢を射かけてくる。

　遠い眼下から射かけられたところで、アキラたちは身を屈かがめれば簡単にそれを回避できる。だが知性乏とぼしい怪物たちは、命中率など構わずに矢を放ち続けてきた。飛来する無数の矢の中、アキラは、ハナが射殺した豚顔の死体を小こ突づいて語った。

「ヘテロには色んな種族が存在するが、取り分け、この豚ヅラのマッチョ野郎は〝獣人オーガ〟と呼ばれている。知能が低い低俗な種だが、力は人間より強くて凶きよう暴ぼう。まったく信じられないことだが、人じん糞ぷんまで食う雑食性も兼ね備えてる。普段は、自由奔ほん放ぽうに人間を殺して、食ったり犯したりするだけの大らかな連中だ。とてもじゃないが、集団で行動する知性なんてない」

「噓うそ吐つけ！　今こうして思いっきり集団行動して、俺たちを襲おそってきてんじゃねえかよ！　しかも武器を使う知能まであんじゃねえか！　そんなにバカじゃないだろ！」

「そうなんだ。問題はそこだ。連中の中に〝指揮官〟となる個体が存在している時は、一種のテレパシーのようなものでお互いが繫つながり、軍団のように行動する。武器だって扱あつかうのさ」

「指揮官!?」

「ああ。そいつが脳みそ。つまり指揮官を殺せば、コイツ等らはバカな野や獣じゆうに退行する」

　アキラは余裕の態度で、飛来する矢を見物しながら続けた。

「指揮官は魔王ゼルク。もしくはその側近とも呼べる強力なヘテロであるのが一般的だ。だが、たまーにそうじゃない時もあるんだよな。この場合は、その稀レ少アなケ状ー況スの方だと思うね。怪物たちが、オレたちみたいな少人数を襲うのに、指揮官や軍団なんて必要としないだろ」

　不敵な笑みを浮かべ、アキラは断言する。

「おそらく、この古城のどこかに──黒き教会シユバルツ・キルヘの〝ヘテロ使い〟が潜ひそんでいる」

「でしょうね」

　怯おびえて縮こまっているカナミとミユキに付き添いながら、ハナが相あい槌づちした。

　アキラの言い分を理解している様子のハナに、余裕がないコウタは喚わめいた。

「お前等らだけでわかり合ってんじゃねえよ！　黒き教会シユバルツ・キルヘって何!?」

「同じ人類でありながら、スタウロスの人類救済事業を邪じや魔まするクソ野郎たちよ」

　言いながらハナは改めて感心し、アキラを見やる。

「ホント、呆あきれるくらいにカナンの事情をよく知ってんのね、あんた」

「お褒ほめに預かり光栄だが、お互いの親しん睦ぼくを深めるのは後にしよう。相手は勝てる人数じゃない。ここは逃げの一手だな。とりあえず今はここを脱出して、馬車と合流するのが先決だ」

「フン。魔王ゼルクを倒すとかのたまってる奴やつが、配下の怪かい物ぶつ相手に逃げるわけ？」

　ハナは、自分の手首のリングをタッチ操作する。

　だがすぐに、苦々しく表情を歪ゆがめて言った。

「……この状況でも大佐が静かなわけよ。エルミド基地と交信が途と絶だえてる。シルフのカメラも不調。明らかに信号妨ぼう害がいされてるわ。これってやっぱり、どう考えても〝待ち伏せ〟よね」

「城の最さい奥おう部に辿たどり着ついたタイミングでの襲しゆう撃げき。脱出困難な状況を作られたな」

　その場の全員が、アキラに疑いの目を向ける。

　アキラは不服そうに、だが変わらぬ気取った口調で、肩を竦すくめて言った。

「おいおい、そんな目でオレを見るなって。オレは黒き教会シユバルツ・キルヘの味方なんかじゃないし、こんな人を食う豚ヅラに友達もいない。みんなの前で、噓うそは口にしないと宣言したはずだろ？」

「ボクたちは、あなたの言うことなんて全く信用してないよ！」

「おい！　いつまでも吞のん気きに話してる場合じゃねえ！　怪かい物ぶつたちに取り囲まれてるのに、どうやって馬車のとこまで逃げんだよ！」

　シュウはなぜか、自分のカービンライフルをその場に置く。そうしてハナに言った。

「俺は広場の連中を惹ひき付つける。ハナは元来た道を戻って、受験生たちを古城の外まで誘導してくれ。入り口で合流しよう」

「何とかしてみるわ。ところで、雪ゆき村むらは戦力に数えて良いわけ？」

　ハナに尋たずねられたアキラは、微笑ほほえんで答えた。

「こういう場面では役立たずだな。銃じゆうは使えるが、魔術師ソーサラーの君たちほどには戦えない」

「あっそ。じゃあ、邪じや魔まにならないよう、受験生と一緒にアタシに付いて来ることね」

　ハナはシュウ同様、カービンライフルをその場に置くと、手甲装具ガントレツトの装着具合を確認する。指先をよく馴な染じませようと、手を握ったり開いたりしている様子である。

　間もなく、シュウは見張り塔ベルクフリートから広場に飛び降りた。

　地上が遠くに見える見張り塔ベルクフリートから、命いのち綱づなもなく飛び降りたシュウ。その予期せぬ強行に、カナミは驚きよう愕がくした。コウタが慌あわてて、塔とうの縁から下を覗のぞき込こむ。

「す、すげえ！」

　飛び降りたシュウは信じられない技巧を発はつ揮きしていた。塔の石壁の微妙なヘコみや突出部を利用し、器用に指をかけ、足をかけては、ちょっとした段差を下りていくよう、軽々と降下していく。瞬またたく間まに地上に到達すると、古城の広場に降り立った。すると、見張り塔ベルクフリートに弓を射かけていた獣人オーガたちが、予期せず立ちはだかったシュウに驚き、攻撃の手を止めた。

　シュウは獣人オーガたちに右手を差し向け、冷ややかに告げた。

「顕けん現げんせよ」

　命じる。ただそれだけのことで、奇き跡せきは生じた。

　シュウの右手。その先の虚こ空くう。何もない場所に、煌きらびやかな光の粒子が無数に輝いた。その輝きと共に、黒鉄の金属部品が次々と虚こ空くうに現れ出いでる。ビス。シリンダー。ナット。数え切れない金属部品が、空中で組み上がり、瞬またたく間まに１つの大きな構造体を形成していく。

　GAU-19/A──航空機搭とう載さいの重機関銃ガトリングガンである。

　固定式の銃座までもが無から生じ、それがシュウの足下の地面にアンカーで打ち付けられた。強固に固定された３銃身の重機関銃ガトリングガンは、すぐさま銃身を回転させ始め、モーター音と共に、荒々しい砲ほう火かを吐はき出し始める。シュウが横凪なぎにＮＡＴＯ弾の弾幕を浴びせかけると、弓を持っていた獣人オーガたちは爆はぜる風船のように、赤黒い肉片と化して飛び散った。

　易やす々やすと獣人オーガたちの弓兵を片付けたシュウは、その場で重機関銃ガトリングガンを構え、物陰から飛び出してくる他の獣人オーガたちにも掃そう討とう射しや撃げきを浴びせ始めた。獣人オーガたちの血肉を散らせ、殺し回る。

「あいつ、ターミネーターかよ！」

　どこから重機関銃ガトリングガンが出てきたのか。シュウが何をしたのか。わけがわからずコウタは呻うめく。

　コウタと同じように困こん惑わくしているカナミに、アキラが言った。

「──魔術師ソーサラー。脳内のイメージを大気中のマナに投影して、虚きよ無むから構造物を生み出せる異能力者。ようするに、何もないところから〝武器を創り出せる〟ってことだな」

　アキラは珍しく真顔で言った。

「彼かれ等らが生み出すものは顕イ現デ物アと呼ばれている。創り出せるのは、術者の頭の中に完かん璧ぺきな設計図が入っている、無機物の構造体だけ。記憶力、想像力、集中力がなければ顕けん現げんを維い持じできないな。マナがあるカナン以外では使えない能力でもある。まあ色々と制限も多い」

　元来た道に戻るべく、螺ら旋せん階段の通路の方角に、ハナは足を向けた。

「さあ、今のうちに、古城の中を突っ切って外まで逃げるわよ」

　言いながら駆かけ出したハナに続き、アキラたちは元来た道を戻り始めた。




　　　　　　　　　　　　　　◆




　息を切らせ、ハナの背に続いて、石せき塔とうの螺ら旋せん階段を駆かけ下りて行く。

　軍勢と鉢はち合あわせたのは、階段を下りきった先、大広間に続く通路の途中だった。

　ハナが立ち止まり、鬼き気き迫る表情で警けい告こくする。

「下がってなさい！」

　薄暗い塔内で光源になるのは、壁面にいくつか穿うがたれた、穴窓から差す陽光だけである。その僅わずかな光が、暗がりの中に異い形ぎようの怪かい物ぶつたちの姿を照らし出した。豚、雄牛、虎とら。様々な獣けものの顔を持つ巨漢たちが、荒々しい吐と息いきを刻み、血走った眼めを見開いている。

　獣人オーガたちの群れだ。

　前ぜん衛えいだけでも５体は見えた。それらの背後からも息づかいが聞こえることから、大勢の敵が通路に押しかけ、控ひかえているのだろうことがわかる。いずれの獣人オーガも、手には無骨な鉄の剣と、頑がん丈じようそうな盾たてを手にしていた。つい先ほど見張り塔ベルクフリートの上で襲おそってきた獣人オーガは軽装であったが、こうして現れた一団は武装しているではないか。まるで兵団のような出いで立たちだ。

　恐怖に駆られ、慌あわてたコウタは、持っていたカービンライフルを構えて応戦しようとする。だがＡアＥイの視界に「射撃禁止」の文字が躍おどり出るだけで、引き金を引いても弾は出なかった。

「う、撃うてねえぞ、この銃じゆう！」

「バカね。素人しろうとに誤射されたくないから、部隊長権限で安全装置セーフテイかけてるの」

　ハナは険しい表情で指示した。

「下へ手たに動けば死ぬわ。あんたたちは何もせずに、ただ大人おとなしく見てなさい。危ないから、その辺の部屋の陰にでも隠れてて！」

　犇ひしめく獣人オーガたちに向かって、ハナは駆かけ出した。

　するとその行き先の空間に、光の粒子が迸ほとばしる。

　シュウの時と同様に、光の中から無数の金属部品が生じ、空中で組み上がっていった。やがてそれら部品は１つの意味ある集合体となり、形状を完成させる。

「顕けん現げんせよ──〝高機動槍バーニア・ランス〟！」

　尖とがった円えん錐すい形状の矛ほこ。身の丈たけほどはある、長い棒状の柄え。無から生じたのは大きな槍やりだ。

　だが、ただの槍やりではない。ロケットに搭とう載さいされる小型の噴射加速装置バーニア・スラスタが各所に生え出た、機械の塊かたまりのような大槍やりである。槍やりとは名ばかりで、まるで小型ロケットの先端に矛を取り付けたような、珍ちん妙みょうな武器である。ハナはその槍やりの柄を両手で摑つかむと、叫んだ。

「突撃イグニツシヨン！」

　柄の末端に取り付けられた、一ひと際きわ大きな噴射加速装置バーニア・スラスタが点火する。ロケット噴ふん射しやの激しい風圧と轟ごう音おんを通路に生じさせ、大おお槍やりは撃ち出されたロケットのように通路上を飛行する。柄にしがみついたままのハナは、矛先の小型バーニアの噴射で、器用に槍やりの軌き道どうを修正していた。行く手に犇ひしめき、待ち受ける獣人オーガの群れ。ハナは真正面から、そこに飛び込んでいく。

　狭い通路内では、獣人オーガたちは飛来する槍やりを避けられない。前ぜん衛えいの獣人オーガ１体は、常じよう軌きを逸いつした速度で飛来する槍やりに容易たやすく射い貫ぬかれ、肉にく塊かいと化して弾はじけ散る。

　獣人オーガ１体を射貫いたくらいでは、大おお槍やりの突撃は止まらない。

　前衛の背後に控ひかえていた獣人オーガ。そのまた背後にいる獣人オーガ。行く手にいる獣人オーガたちを、槍やりは路上の小石であるかのように次々と蹴け散ちらし、貫つらぬき、弾はじき飛とばしていく。槍やりの直ちよく撃げきを免まぬがれた獣人オーガも、槍やりが後方に噴ふき出している噴射加速装置バーニア・スラスタの後炎によって焼かれ、全身を炎上させた。

　一いつ瞬しゆんの間に、通路に犇ひしめいていた獣人オーガたちは、ほぼ全ぜん滅めつ状態である。

　ハナが通り過ぎていった通路の床には、一直線の炎の線が引かれていた。

　近くの小部屋の陰から恐る恐る頭を覗のぞかせ、カナミはハナの突撃に目を見張った。

「ハナちゃん、すごい……！」

「面白いな。彼女の得意な顕イ現デ物アは〝創作武器オーダーメイド〟なのか」

「魔術師ソーサラーって連中、とんでもなく強え……！」

　アキラたちは物陰に隠れるのをやめ、ハナが蹴散らした、獣人オーガたちの死体の山を踏み分けて進む。ハナに続いて、アキラたちは苦労もなく、古城の大広間へと到達することができた。

　先に大広間へ着いていたハナは、槍やりを構えたまま、周囲の様子を観察している様子だった。どうやら広間には、数体の獣人オーガがいるようだ。だが先程見せつけられたハナの戦せん闘とう能力を考えれば、軽く蹴け散ちらすことができる相手だろう。もはや不安を感じる相手ではない。

　広間を抜けた向こうには、すでにアキラたちが入ってきた壁の大穴が見えている。

　そこが出口だ。外の光が差し込むを目指し、ハナの後に続いてアキラたちは駆かけた。

　──だが予期せず、その足はすぐに止まってしまう。

　先導していたハナが、どういうわけか足を止めたのだ。

「……まずいわ」

　元々崩くずれていた壁の大穴。そこを押し広げるように、１体の怪かい物ぶつが、城外から自身の巨体をねじ込み、飛び込んでくる。そうやって広間に現れたのは、身の丈たけ５メートルはありそうな巨人だった。全長が高く、頭は天井スレスレだ。頭部を含め、全身を分厚い鋼鉄の鎧よろいで覆おおっている巨漢である。その手には、禍まが々まがしい肉厚な大おお斧おのを手にしていた。

「バカでかいのが出てきたぞ！」

「本格的に死ぬかもしれないわ。まさか、虚デろユなラ大ハ鎧ンまで出てくるなんて……最悪」

　ハナは槍やりの矛ほこ先さきを巨人に向けながら、苦しげに毒どく突づく。

　獣人オーガを相手にしている時とは打って変わり、ハナからは血の気がなくなっていた。

　ハナは自身のリングをタッチ操作すると、アキラたちの銃じゆうの安全装置セーフテイを解除した。

「あれは普通なら魔術師ソーサラーが５人がかりで戦う相手。アタシ１人じゃ足止めだけで精一杯。とてもじゃないけど、あんたたちを守ってらんないわ。これからアタシが引ひき付つけるから、その隙すきにあんたたちは、デカブツの後ろにある出口を目指して走りなさい」

「そんなのダメだよ！」

　１人で残ろうとするハナに、カナミが詰め寄った。

「あの大きい怪かい物ぶつは、ハナちゃんの手に余るってことでしょ！　それなのにハナちゃんを置いていくなんて、ここで見殺しにするようなものじゃない！　そんなのヤダ！」

「死ぬとは言ってないでしょ。あんたたちが行った後で、うまく逃げれば良いだけよ」

「でも〝友達〟を見捨てて逃げるなんてできない！」

「……！」

「ボクも一緒に戦うよ！」

　カナミの手は恐怖で震ふるえていた。重たいカービンライフルを、慣れない手つきで一生懸けん命めいに構え、ハナの横に立って虚デろユなラ大ハ鎧ンを迎え撃うつ準備を始める。一方、カナミに友達と呼ばれたハナは、僅わずかに頰ほおを赤らめ、戸と惑まどっている様子だった。

　そんな時、アキラがカナミの前に立ちはだかった。

「やれやれ、見てられないな。勇気と無む謀ぼうを混同してもらっては困る」

　気取った笑みを浮かべ、アキラはカナミを皮肉った。

「君はその銃を撃うったことがないだろう。扱あつかい方も、狙ねらい方も、発射の反動の受け止め方さえも知らない。つまり素人しろうとなんだ。そんな君がここに残って何ができる。足手まといだ」

　アキラに挑ちよう発はつされたカナミは苛いら立だって、思わずアキラに銃じゆう口こうを向けた。

「退どいて。じゃないと、撃うつよ……！」

「ハハ。いちいち忠告してくれるとはありがたい。オレなら何も言わず、邪じや魔ま者ものを撃ち殺してる場面だ。君のように人を撃つ覚かく悟ごがない人間は、いつもそうやって無駄な威い嚇かくをする」

「う、噓うそじゃないよ！　ホントに撃っちゃうんだから！」

「……やめておきなさいよ」

　アキラとカナミのやり取りを聞いていたハナが、カナミに忠告した。

「最初に言った通り、さっさとここから逃げなさい」

「でもハナちゃ──」

「雪ゆき村むらが言う通り、あんたみたいな素人しろうとがいると足手まといにしかならないのよ」

「……！」

　そう言ってハナは、アキラたちを置いて、巨大な鎧よろいの悪あつ鬼きに立ち向かっていく。

　ハナに否定されたカナミは、何も言えずにその場に立ち尽くしてしまう。そうして心配そうに、遠ざかって行くハナの背を見守った。萎しおれている様子のカナミを、コウタとミユキが心配そうに見守っていた。そんなカナミの肩に手をかけ、アキラが言った。

「すでにここは弱肉強食の世界だ。弱者はいない方が、かえって彼女の生還率を高めるだろう。彼女を見捨てることこそが、この瞬しゆん間かんの最善なのさ。カナンにいるなら、これからもこうした残ざん酷こくな決断を多く迫られることになる。今のうちに慣れておけ」

　肩の手を振り払い、カナミはアキラを睨にらみ付つけて答えた。

「そんなことに慣れたくなんかない。もしもハナちゃんに何かあったら、ボクはあなたのこと、絶対に許さないから」

「ハハ。面白い。オレを苦しめたいなら、まずはオレより長く生きてみせることだ」

　皮肉った後、今度はアキラが前ぜん衛えいに出る。手にしたカービンライフルで、アキラは迫ってくる獣人オーガたちを片っ端から撃うち殺した。意外にも、アキラの射しや撃げきの腕前は卓たく越えつしていた。

「何よ、アイツ。役立つじゃない」

　逃走経路を先導するアキラの様子を横目で見ながら、ハナは呟つぶやいた。

「……必ずここを逃げ切りなさいよね」

　言いながら、高機動槍バーニア・ランスの矛ほこ先さきを虚デろユなラ大ハ鎧ンに向ける。

「喰くらえ！」

　ハナの咆ほう哮こうと同時に、槍やりの柄えについた噴射加速装置バーニア・スラスタが炎を噴ふき出す。

　前方に投げ出されるような加速の中で、ハナは虚デろユなラ大ハ鎧ンの胴をめがけて飛行した。間もなく矛先が虚デろユなラ大ハ鎧ンに到達するが、巨体を覆おおっている全身鎧フルプレートは分厚くて貫つらぬけない。何とか矛先を鎧よろいの胴部にめり込ませることはできたが、そこで槍やりの推すい進しん力は消失してしまう。

「くっ、コイツ本気で硬すぎ！」

　腹に槍やりを突き立た格かつ好こうでぶら下がっているハナを、虚デろユなラ大ハ鎧ンは拳で横よこ殴なぐりにした。ハナは吹き飛ばされ、何度も地面に叩たたき付つけられるように床を転げた。

「かはっ！」

　ハナは堪たまらず吐と血けつし、その場で蹲うずくまる。集中力が途と絶だえ、ハナは槍やりの顕けん現げんを維い持じしていられない。虚デろユなラ大ハ鎧ンの腹に突き立っていた槍やりは、光の泡と化して、呆あつ気けなく消失してしまった。

　よろめくように立ち上がるハナ。それにトドメを刺すべく、虚デろユなラ大ハ鎧ンが歩み寄ってきた。

　その時、突然、重機関銃ガトリングガンのモーター音が広間に轟とどろく。

　直後、大広間の壁の一角が、横殴りの銃じゆう弾だんの雨と共に吹き飛ばされた。いくつもの赤い火線が虚こ空くうに迸ほとばしり、その射線上にいた獣人オーガたちを容易たやすく貫つらぬき殺傷する。重機関銃ガトリングガンで壁を撃ち抜いて大広間に飛び込んで来たのは、広場で孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていたシュウである。

　シュウは広間に虚デろユなラ大ハ鎧ンがいることに気付き、驚いた顔をする。

「今助ける！　屈かがんでいろ、ハナ！」

　シュウは叫び、もう１丁の重機関銃ガトリングガンを目の前に顕現させ、援えん護ご射しや撃げきを始めた。

　そうして、ハナに歩み寄る虚デろユなラ大ハ鎧ンの注意を引こうとする。

　併へい設せつされた２門の重機関銃ガトリングガン。それが吐き出す暴力的な横殴りの銃火に晒さらされてもなお、ぶ厚い全身鎧フルプレートで全身を覆おおわれた虚デろユなラ大ハ鎧ンは健在である。銃弾は鎧よろいの表面を抉えぐり、派手な火花と重たい衝撃音を生じさせはしているが、一向に射抜けない。

　火線が巻き上げた砂すな埃ぼこりによって、虚デろユなラ大ハ鎧ンの姿が視界から消えそうになる。

　ハナはシュウに向かって声を上げた。

「ダメ、貫けてない！　鎧よろい内部の核部位コアを破は壊かいしないと、殺せないわよ！」

「わかってる！　これでも異常存在ヘテロ学の成績はＡだぞ！」

　虚デろユなラ大ハ鎧ンは、手にしていた大おお斧おのを振りかぶり──シュウに向かって投げ付けた。

「シュウ！」

　勢いよく飛んだ大おお斧おのは、立ち込める砂すな埃ぼこりを切り裂さき、銃火を放つ重機関銃ガトリングガンごと、シュウの身体を攫さらって背後の壁に叩たたき付つけた。シュウは壁に突き立った大おお斧おのに身体からだを上下両断され、血を吐き出して絶命する。

「……っ！」

　仲間の呆あつ気けない死は見慣れている。

　いつ自分がそうなってもおかしくはない。

　それがカナンでの戦いなのだ。

　ハナは歯を食いしばり、込み上げる吐はき気と恐怖を嚙かみ潰す。

　シュウの死に愕がく然ぜんとし、足を止めてしまったカナミたちが見えた。ハナは檄げきを飛ばす。

「早く逃げろ！」

　言われてカナミたちは我に返り、涙ぐんで再び駆かけ出した。

　先導するアキラの後に続き、出口の向こうに、駆かけて行く姿が確認できた。

「……フフ。それで良いい。あんた、ここで死なせるにはもったないくらい良いい奴やつよ」

　カナミたちの姿が広間から消えていったのを確認してから、ハナは虚デろユなラ大ハ鎧ンを再び睨にらみ上げた。血走らせた目を鋭く吊つり上あげ、怯ひるみそうな自みずからの弱さを吹き飛ばすよう、叫ぶ。

「敵かたき討うちだあぁああぁあ！」

　ハナに向かって、巨大な拳を振り下ろしてくる虚デろユなラ大ハ鎧ン。床の石畳を難なく叩たたき割わるその拳を、ハナはかろうじて避ける。間かん髪はつ入れず、ハナは高機動槍バーニア・ランスを顕けん現げんさせた。

　槍やりに摑つかまり、飛行する。行く先は──天井だ。

　即座に槍やりは天井に突き立ち、ハナは摑つかまっていた槍やりから飛び降りる。

　そうして眼下に佇たたずむ、巨体の肩にしがみついた。

　ハナに取り付かれたことを察知した虚デろユなラ大ハ鎧ンは、即座に身体からだを揺すり、暴れ、ハナを振り落とそうとした。ハナは持ち前のバランス感覚で、懸けん命めいに虚デろユなラ大ハ鎧ンの身体に取り付き、振り落とされないようにする。

「コイツ、暴あばれるな！」

　這はうように虚デろユなラ大ハ鎧ンの身体をよじ登り、ハナはやがて、頭頂部に到達した。

　頭部を覆う鎧よろいの目の部分には、スリット状の小さな穴が空いているのだ。

「異常存在ヘテロ学の成績、アタシはＣ！　でも知ってるわ！　中を破は壊かいすりゃ良いいだけでしょ！」

　ハナは片手の平に〝手しゆ榴りゆう弾だん〟を顕現させ、そのスリットの中に放り込んだ。

　僅わずかな間の後、虚デろユうラ大ハ鎧ンの体内で爆はぜる音がし、暴れる巨体の動きが止まる。

　虚デろユうラ大ハ鎧ンは鎧よろいの節々にある隙すき間まから、白煙を漏らし、その場に膝ひざから崩くずれ落ちた。

　鎧よろい内部の核部位コアを破壊された虚デろユなラ大ハ鎧ンは絶命し、倒れ伏して動かなくなる。

　倒れ伏した巨体から投げ出されたハナは、再び石畳の上に叩たたき付つけられる。

　激しく床の上を転げ、柱に激しく背をぶつけて止まる。そのまま悶もん絶ぜつして呻うめいた。

　土つち埃ぼこりにまみれ、額ひたいから血を流しながら、ハナはよろめくようにその場で立ち上がった。すでに満身創そう痍いである。だが敵の追撃の手は緩ゆるまず、弱ったハナに容よう赦しやなく、獣人オーガたちが迫ってくるではないか。襲い来る死の大群を睨にらみ付つけ、それでもハナは立ち向かった。

「……まだ……まだあああああ！」




　　　　　　　　　　　　　　◆




　大広間の壁の穴から、アキラたちは、ようやく古城の外に逃れることができた。

　視界いっぱいに、再び、蒼あおい針葉樹が生はえ揃そろう森の姿が広がった。変わらず空に輝いている太陽の眩まばゆさが嬉うれしくて、目を細めて微笑ほほえんでしまう。自然の美しい景観。まだ窮きゆう地ちを脱しきれたわけではないというのに、それを目にしただけで、僅かな安あん堵ど感が芽生えた。

　コウタも表情に歓喜の色を見せ、ガッツポーズをしてみせる。

「やった！　古城から脱出できたぞ！　ここまで来ればもう逃げ切れるだろ！」

「待ってください、コウタさん！　周囲に何かいます！」

　喜ぶコウタに、すぐさまミユキが、鋭い口調で冷や水をかける。

　慌あわてて周囲の様子に目を凝こらしたコウタは、すぐに表情から血の気を失った。

「う……噓うそだろ……！」

　目の前の木々の陰から、獣人オーガたちが出現し始めたからである。

　その数は、古城の中で退しりぞけた数よりも遥はるかに多い。

　群れというよりも、もはや軍勢と呼ぶべき規模の、大集団に取り囲まれているのがわかった。目に絶望の涙を溜ためながら、コウタは堪たまらず尻しり餅もちをついてしまう。

「そんな……これじゃあ逃げ場がないぞ！　どうしたら良いいんだよ！」

　死ぬ思いをして古城の外に辿たどり着ついたというのに、まだ獣人オーガたちを退けなければならないというのか。ハナがいない現状では、あまりにも望みがないと言える。

　周囲を取り囲む怪かい物ぶつたちを見渡し、アキラは余裕の笑みで言った。

「やれやれ。完全に取り囲まれて、絶体絶命の状況だな。この数が相手じゃ弾が保もたないぞ」

「てめ、この状況なのに何で落ち着き払ってんだよ！」

　不ふ遜そんな態度のアキラに構っていられず、カナミは自分のカービンライフルを構えた。

　そうして、コウタとミユキの前に出て立ち向かおうとする。

「……聞いて。ボクがここで怪かい物ぶつたちを引き留めるよ。その間に、みんなは逃げて……！」

「正気かよ！　何を言い出してるんだ！」

「もう全員揃そろって生き残れる状況じゃないよ！　なら誰かを犠ぎ牲せいにしなきゃ……！」

　言いながらも、カナミの手は震ふるえている。先程、大広間で呆あつ気けなく死んでしまったシュウの最さい期ごが、目に焼き付いて忘れられないのだ。カナミの胸中は完全に怯おびえきっていたが、それでもコウタやミユキたちを助けたい思いで、今は必死だった。半泣きで、無理に微笑ほほえむ。

「ボクは自分のために、誰かに死んでくれなんて頼めない。相手が友達ならなおさらだよ」

「そんな……カナミちゃん……！」

「逃げて！　ボク、なるべく頑がん張ばるから！」

　カナミの勇気に、コウタは言葉を失ってしまう。

　生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわで、カナミの見せる強さは本物だった。ホンワカしている普段の態度からは想像できないが、とても優しく、賢く、勇気がある。もはや疑いようがなかった。

　コウタの中に、カナミの申し出をすぐにでも否定したい良心はあった。

　だがそれを断ことわることができないくらい、コウタは死の恐怖に襲おそわれていたのだ。

「ちくしょう……ちくしょう……俺はなんて……！」

　カナミに比べて弱いのか。情けない自分に、コウタが涙している時だった。

　────微笑ほほえむ女の声が聞こえてくる。

「フフフ」

　絶望に打ちひしがれるコウタとカナミのやり取りを見ていた少女。ミユキである。

　この緊迫した状況で、ミユキがなぜ笑うのか。カナミには理由がわからない。

「……ミユキ……さん……？」

　呼びかけられたミユキは、まずカナミに優しく微笑ほほえみかけ、それから告げた。

「会って間もない他人のために命を投げ出せるなんて。並外れて献身的。勇気と優しさを兼ね備えた方ですね。けれど、ここであなたに死なれるのは非常に困るんですよ、カナミ様」

　言いながらミユキは、カナミの鳩尾みぞおちに拳を打ち付けてきた。

　途端、呼吸ができなくなり、カナミは鈍い苦しみに悶もん絶ぜつし、その場で膝ひざから崩くずれ落ちる。

「おい！　な、何してんだよ、ミユキちゃ──ぐっ！」

　皆まで言う間もなく、コウタの後頭部を、アキラがカービンライフルの銃じゆう底ていで殴なぐった。

　コウタは気絶し、その場に倒れ伏して動かなくなる。

　涙目で、咳せき込こみながら、カナミは胸を抱えてミユキを見上げた。

　ミユキは胸元から小こ瓶びんを取り出すと、それを自分のハンカチに染しみ込こませ始める。穏やかな笑顔でカナミを見つめると、しゃがみ込み、そのハンカチでカナミの口と鼻を塞ふさいだ。甘あま酸ずっぱい香りが肺に満ちた途端、カナミは急に眠くなった。意識が途切れてしまう。

　簡単に薬で眠ってしまったカナミの髪を優しく撫なでながら、ミユキはほくそ笑んだ。

「────そう。あんたが獣人オーガの軍勢を操ってるヘテロ使いだったわけね」

　声をかけられ、ミユキは意外そうに古城の方を見やった。

　いつからか、額ひたいから血を流したハナが、壁に寄りかかって立っていた。

　肩で息をしながら、荒い呼吸を刻んでいる。満身創そう痍いだった。

　大広間の激戦を、命からがらに生き延びてきた様子である。

　ハナが現れたことに感心しつつ、ミユキは面倒そうに立ち上がった。

「すごい。生き残ったんですね。今さらですけどご褒ほう美びに、自己紹介しておきましょうか」

　ミユキは上品にお辞儀をしながら、嘲ちよう笑しようを浮かべてハナに名乗った。

「宮みや上がみミユキ──黒き教会シユバルツ・キルヘの〝怪物使いビーストマスター〟です」

　ハナは憎々しげにミユキを見やった後、その隣に立つアキラも睨にらみ付つけた。

「……最低すぎる……雪ゆき村むら、あんたやっぱりコイツ等らの……！」

　アキラは質問に答えない。

　ただ気取った態度で、いつも通りに微笑ほほえみを浮かべているだけだ。

　代わりに答えたのは、ミユキだった。

「雪ゆき村むらさんには、こうして私が襲しゆう撃げきしやすい場所にスタウロスを誘導いただきました。カナミ様の身み柄がらを予定通りに回収し、我々の元に取り戻すためです。その目的は達せられました」
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「させる……もんですか……！」

　ハナは怒り、ふらついた足取りで、アキラとミユキに向かってこようとする。

　だがもはや、足に力が入らないのだろう。限界である。

　倒れ伏し、気絶してしまった。

　意識を失ったカナミ。そしてコウタとハナを、獣人オーガたちが肩に担かついで運んでいく。

「ご苦労様です、雪ゆき村むらさん」

　ミユキは、アキラに微笑ほほえみかけて言った。

「こんなに上う手まくいくとは思いませんでしたよ。約束通り、守りが手薄なエルミド基地に、スタウロスの重要人物──氷血女王アイス・クイーンをおびき寄せるのに成功するなんて。大した噓うそ吐つきです」

「別にオレは、大した噓うそなんて吐ついてない」

「フフ。ご謙けん遜そんを」

　ミユキに称賛されながら、アキラは肩を竦すくめて皮肉った。

「オレを褒ほめるのは勝手だが、聖せい果か高校に潜ひそんでいた君たちの仲間には悪いことをしたぞ？」

「ああ、そんなのは些さ細さいなことですよ」

　上品なミユキの微笑ほほえみの片隅に、悪あく魔まのような邪じや悪あくさが滲にじむ。

「今回の作戦は、クサビ様からご命令いただいた秘密の作戦です。黒き教会シユバルツ・キルヘの内部でも、クサビ様、私、そしてあなたしか全容を知らない〝氷血女王アイス・クイーンの暗殺作戦〟です。カナミ様を作戦に利用することについては、クサビ様からお許しを得ていますし、何も知らずに殺された27名の同どう胞ほうは無念でしたでしょうが、忌いま々いましいあの女を始末できるなら安い代償です」

　ミユキは背後で手を組み、配下の獣人オーガたちに先導されて森に足を踏み入れた。

「さあ。森を少し先に行った先に、獣人オーガたちに用意させておいた馬車があります。それに乗って、エルミドに戻るとしましょう。今頃、私の部下が制圧しているはずですよ」

　愉快で仕方がないのだろう。

　ミユキの表情には、悪党らしい下げ卑ぴた愉ゆ悦えつが覗うかがえた。
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　森林地帯は、見渡す限り一面が雪景色になっていた。

　巨大な針葉樹が数え切れないほどに生え並び、その枝葉に陰った木々の足下は、厚く雪の積もった純白の大地と化している。冠かん雪せつしたその森は、いまだ正しく全域を測量されたわけではない。だが人が踏とう破はできた地域だけでも、少なくとも１００キロメートル以上に渡って、樹木の風景が続いていることを確認されている。とにかく雄大だった。

　蒼あおの森。

　周辺の村の人々からは、そう呼ばれていた。

　呼び名の理由が、この森の最大の特徴からきていることは見てわかる。

　生い茂る草木の全てが、サファイアのような深い青色をしているのだ。

　草花も、木々の葉や幹も、塗装されたように全てが青ざめている。そんな枝葉の隙すき間まから陽光が差し込み、照らし出された雪面は、眩まばゆいばかりに輝いていた。輝く雪の白と、青い植物とが織りなすコントラストは、見るからに、寒々しく凍いてついた冬の情景を醸かもしていた。

「本当に、辺り一面、真っ青な森なんだね。見てるだけでも寒いよ」

　手袋をした手を擦こすり合わせながら、黒髪の少女が、周囲の風景を見渡して言った。言葉と共に、唇くちびるからこぼれた吐と息いきは、白く凍って虚こ空くうに溶けていく。

　踏み慣れない雪の上を歩く少女は、進む先々に生えた針葉樹の青い幹に手を当て、寄りかかりながら懸けん命めいに歩ほを進めているところだった。

　先導して歩くのは、大きなリュックを背負い、猟りよう銃じゆうを肩に担かついだ少年である。

　少年は立ち止まり、背後の少女を振り向いて励ました。

「もう少しで、罠わなを仕掛けておいた場所に着く。あとちょっとの辛しん抱ぼうだ」

　歩きにくそうにしている少女に向かって、少年は手を差し出した。

　そうして差し出された少年の手をしばし見つめると、少女は少し頰ほおが赤らんでしまう。

　おずおずと少年の手を取り、そのまま２人は手を繫つないで、雪原に歩あゆみを進めた。

　どのくらい、２人だけで森の中を歩いた頃だっただろう。

　目印として、少年が木々に付けて置いたナイフの傷きず跡あとを辿たどり、そうして着いた先は、少し木々が開けた広間のような場所だった。

　向かう先に、罠わなにかかった１頭の牡お鹿じかがいるではないか。

　それを見つけ、少女は興奮して言った。

「すごい！　本当に獲え物ものが罠わなにかかってる！」

　２人は、罠わなにかかった牡お鹿じかに歩み寄って行った。

　少年の作った罠わなは、くくり罠わなと呼ばれるものである。

　粉末状の餌えさを撒まいた場所に仕掛ける、単純な仕組みのものだ。

　地面に埋まったビニールパイプ。輪切りにしたその断面上に柔やわな板を乗せ、それを獲物が踏み抜くと、足にワイヤーがかかる仕掛けだった。

「やったな。冬は森の中に食べられるものが少ないから、この時期の罠わなは効果が高いんだ。ただ罠わな猟りようは、かかる獲え物ものを選べないのが難点なんだよ。まさか、こんな大物がかかってるなんて。解体して肉を運ぶのも大変そうだ。少し分担して運べそうか？」

　少年と少女は、牡お鹿じかから少し離れた位置で、並んで立ち止まる。

　牡お鹿じかは慌ててその場から逃げ出そうとするが、もうそれは叶かなわないことだ。

　前足の片方が、かかったワイヤーで完全に地面に繫つながれている。移動できない状態なのだ。それでも罠わなから逃れようと、角を振り回して暴れる牡お鹿じか。命がけの猛たけ々だけしい抵抗は、ワイヤーのかかった自身の足を引き千切りそうな勢いである。

「気をつけろよ。罠わなにかかっているといっても、近付くのは危険だから」

　言いながら少年は、肩に担かついでいた狩猟用ライフルをその場に下ろした。

　持ってきていたのは、シングルボルトアクション式の木製ストック付きライフルである。少年は慣れたボルトハンドル操作で、空からの弾倉を引き出した。ジャケットのポケットから弾を取り出すと、それを弾倉に装そう塡てんし、ボルトを戻す。

　そうして撃うてるようにしたライフルを、少年は少女に差し出した。

「撃ち殺せ」

　差し出した猟銃じゆうを受け取れと、少年は態度で言っている。

　少女は戸と惑まどってしまう。

「狩りを教えてくれって言っただろ。今日は〝団〟の仲間じゃなく、お前に手伝ってもらってる。こういう役目が回ってくるって、少しは覚かく悟ごしてたはずだろ」

　不安そうな表情ではあったが、それでも少女は、おずおずと猟銃を受け取った。

　少年は少女の背後に回り込み、後ろから少女の両腕を摑つかんだ。

　銃の構え方を矯きよう正せいするべく、少女の手足や、姿勢の位置を整え始めたのである。

「左ひだり肘ひじを開き過ぎず、右腕の脇は締める。銃底はしっかりと肩に当てるんだ。左手は添えるだけじゃなく、銃身を握り込んでも良い。撃つと反動があるから、しっかり持って。良いいぞ」

　少女は銃口で、罠わなにかかった牡お鹿じかの眉み間けんに狙ねらいを付けた。

　少年に姿勢を整えられ、後は引き金を引くだけである。

　やろうとしていることは単純だ。

　目の前にいる生き物を殺し、自らの手を血に染める。命を奪うばい、生涯を閉じさせるのだ。

　だが……なぜ自分は、そこまで酷ひどいことを牡お鹿じかにするのだろう。

　目の前の牡お鹿じかに恨うらみがあるわけでもなく。自分の命を危うくする脅きよう威いも感じていない。

　理由もなく殺そうとしているのではないだろうか。

　凍いてついた森の空気。その静せい寂じやくの中、聞こえるのは、目の前で暴れる牡お鹿じかの、荒々しい息だけである。少女は決心がつかないまま、ただ牡お鹿じかと見つめ合う。

「…………この子、怖こわがってる」

　鹿に人並みの感情があるのかはわからない。しかし少女の前で爛らん々らんと見開かれた双そう眸ぼうは、血走り、涙で潤うるんでいた。罠わなから逃れようと、全身全ぜん霊れいで身をくねらせ、藻も搔がき続けている。首筋に浮かぶ太い血管には、恐怖に駆かられた激しい血潮が駆け巡めぐっているのだろう。

　生命の灯火を消されまいと、懸けん命めいに死を恐れた行動に出ているのだ。

　目の前にいるのは、罪のない存在なのである。

「昔、団長が言ってたよ」

　少年が、哀れみの眼まな差ざしを牡お鹿じかに向けている少女に言った。

「人間は優れた武器や道具を持っているから、自じ分ぶん達たち以外の動物をよく見下してしまいがちなんだって。たしかに人間は動物を簡単に殺せる力を持ってる。だけど逆に、動物だって人間を殺すことができるのを忘れちゃいけない。たとえば、この罠わなが運良く外はずれれば、牡お鹿じかは角でオレ達たちを殺すだろう。〝お互いに殺し合える〟というのは、それだけで公平なことだ。オレ達たちとコイツは対等な存在なんだと思う。生き死にを決めているのは、その時の運の良よし悪あしでしかない。ここにはただ、生存競争の勝者と敗者がいるだけ。善や悪ではないんだ」

　少年に言われたことで、罪悪感が軽くなったわけではない。引き金を引いても良いと、納得したわけでもない。けれど、生きているものを殺すということが、どれだけ過か酷こくな覚かく悟ごを要するものであるのかということは理解できた。そしてそれが、自分にないことも。

　少女は銃じゆう口こうを構えたまま、しばらく牡お鹿じかと見つめ合っていた。

　怯おびえている無む垢くなその目を見ていると、辛つらい気持ちが込み上げてくる。

　殺したいのに。殺される牡お鹿しかが、可哀かわい想そうで仕方がなく思えたのだ。

　やがて少女は耐えられず、銃を構えたままボロボロと涙していた。

「……ごめんね……ごめんね……！」

　何に謝あやまっているのか、自分でもよくわかっていなかった。ただもう、少女に引き金は引けないのだけは確かだ。泣きじゃくる少女。申し訳なさそうに少年へ猟りよう銃じゆうを返した。

「……ごめんなさい。ボクにはできないよ」

「良いいんだ。口で言うほど簡単なんかじゃない。お前は優しすぎるから、なおさらだ」

　少年は優しく微笑ほほえみ、泣いている少女の頭を撫なでてやった。

　そうして今度は、自身で猟銃を構える。

　涙で濡ぬれた頰ほおを袖そでで拭ぬぐい、少女が言った。

「ねえ。この子を殺して、ボクたちはきっと今夜、食べるんだよね」

「そうだな」

　少年は牡お鹿じかに狙ねらいを付けながら答えた。少女は、感じたことを口にする。

「ボクたち、残酷だね」

「ああ」

　森の中に、銃声が轟とどろいた。

　ライフル弾に撃うち抜かれた牡お鹿じかの頭頂部は抉えぐれ、目玉と脳が飛び散った。鮮血が雪上にバラ撒まかれ、牡お鹿じかの身体からだは静かに横たわる。少年は腰の鞘さやからナイフを取り出し、死体から血を抜くため、まずはその首筋に傷を入れた。




　　　　　　　　　　　　　　◆




　目が覚めると、カナミは馬車の荷台で揺られていた。仰あお向むけで寝ていたらしく、最初に目に飛び込んできたのは、幌ほろの屋根。その白い布地である。

　酷ひどい頭痛がして、目の奥が疼うずくように痛んだ。

　片手で額ひたいを抱えながら、カナミはゆっくりとその場で上体を起こした。

　カナンで目覚めるのは、これで２回目だ。……酷ひどく奇き妙みような夢を見た。

　見知らぬ少年と一緒に、冠かん雪せつした蒼あおの森で狩しゆ猟りようをする夢である。あれは何だったのだろうか。カナミはこれまで、蒼あおの森に行ったこともなければ、狩猟をしたこともないのだ。それなのに見た夢は、まるで過去に起きたことを追体験するように、鮮明さと現実味を帯びて感じられる。記憶が混こん濁だくしているようで、気分が優れず、カナミは目眩めまいに喘あえぐ。

　ふと傍かたわらに目を向ける。

　そこには──猿ぐつわをされて縛られた、ハナとコウタの姿があった。

「!?」

　ハナとコウタは、手足を縛られて拘こう束そくされている。意識はないようだ。芋いも虫むしのように床に転がされ、今は深く眠っているようだ。そのすぐ傍そばには、腰掛けている黒衣の少年がいた。

　アキラだ。無言だったが、友好的に微笑ほほえみかけてきている。

　対してカナミは冷や汗を浮かべ、抵抗するような気持ちで、アキラを睨にらんだ。

　距離を取ろうと身体を引ひき摺ずるが、狭い荷台の中では、逃げ隠れする場所はない。苦々しい思いで、アキラと対面する。

　カナミは、自分の身に何が起きたのかを思い出していた。

　古城から逃れた先で、獣人オーガの軍勢に取り囲まれたのだ。そしてその直後、なぜかミユキに昏こん倒とうさせられ、妙みような薬品を嗅かがされて意識を失った。消えゆく意識の中で見たのは、アキラがコウタを気絶させる瞬しゆん間かんだ。

　そもそも古城で襲ってきた獣人オーガたちは、黒き教会シユバルツ・キルヘがけしかけてきているのだと、ハナたちは予測していた。だとしたら、ミユキとアキラがつまり……。

「ミユキさんと、あなた。２人は黒き教会シユバルツ・キルヘの一員だったんだね。古城でボクたちに怪かい物ぶつをけしかけてきたのは、あなたたちだったんでしょ。ボクの味方だなんて……ウソばっかり！」

　糾きゆう弾だんされたアキラは、どうということはない態度で肩を竦すくめて答える。

「言っただろう？　人には立場の違いがある。解釈の仕方は人それぞれだ」

「おかしな話で誤ご魔ま化かさないでよ！　ボクはもう、あなたになんか騙だまされないから！」

　カナミの口調には憎しみがこもっていた。

「ボクやハナちゃん、コウタくんは、あなたたちに捕らえられたんでしょ！　いったい何が目的なの！　この馬車はどこに向かっていて、これからボクたちを……どうするつもり！」

「落ち着いてください、カナミ様。どうもしませんよ」

　答えた声は、アキラのものではなかった。

　馬車の御ぎよ者しや席に座っている、１人の少女が目に付いた。

　ミユキである。馬の手た綱づなを握って、操そう馬ばしている様子である。

「騒がないでいただけると助かります。ハナさんやコウタさんを人質に取らせていただいているんですよ？　あなたが従順であるうちは、生かしておいてあげます」

　カナミを一いち瞥べつし、ミユキは冷ややかに告げてきた。

「ミユキさん……友達になれたと思ったのに、どうして!?」

「フフフ。私はまだ、あなたのお友達でいるつもりですよ？　傷付けたりしませんから、こっちに来て、隣に座っていただけますか？　ぜひお見せしたいものがあるんです」

　何を企たくらんでいるのかわからないミユキに誘われ、躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　だが、しばらく逡しゆん巡じゆんした後に、御者席へ歩み寄る。

　空いているミユキの隣席に座ろうと、カナミは馬車の幌ほろから外に、頭を出した。

「そんな…………ここ、エルミドの街!?」

　目の前に広がった凄せい惨さんな光景に、カナミは言葉を失う。

　通りは瓦が礫れきにまみれ、半はん壊かいした家々からは黒煙が立ち上っているではないか。

　遠くからは銃じゆう声せいや悲鳴が聞こえ、時折、何かが爆発した音と共に地面が震ふるえる。

　スタウロスの軍服を着た巡じゆん回かい兵たちが、行き倒れのようにあちこちに倒れており、街のあちこちで血の海を広げていた。街人たちの、バラバラに飛び散った腕や脚が路上に転がっており、銃弾で撃ち抜かれた死体は、壁一面に赤黒い飛ひ沫まつの絵画を作り出していた。

「ご覧らんの通りですよ。もうすぐエルミドは完全に陥かん落らくします」

　隣にやって来たカナミへ、ミユキは何でもないことのように微笑ほほえみかけた。

　カナミの乗った馬車のすぐ隣には、カービンライフルを携たずさえた完全武装の少年兵たちが並び歩いている。リンゴとヘビの旗き章しようを掲かがげて行進しているようだ。

「フフフ。あれが我々、黒き教会シユバルツ・キルヘの旗章なんですよ。美しいデザインでしょう？」

「じゃあこの人たち、みんな黒き教会シユバルツ・キルヘの兵隊なの!?」

　驚きの声を上げながらも、さらに状況は深刻であることに、カナミは気が付いた。

　この馬車を先頭に──〝獣人オーガの大軍勢〟が、背後に続いているのだ。

　数え切れない異い形ぎようの大男たちが、無骨な剣や手て斧おのを携え、一列に並んで進軍している。先程から聞こえてきていた地響きのような音は、その獣人オーガたちの足音だったのである。

　街を蹂じゆう躙りんし、殺さつ戮りくの限りを尽くす。大規模な殺人集団の大行進だ。

「こんな……ことって……！」

　獣人オーガたちまでもが黒き教会シユバルツ・キルヘの旗き章しようを掲かかげ、雄お々おしく行進している。軍勢は馬車後方、通りの遠く向こうまで続き、街に押し寄せてきているようだ。まるで凱がい旋せんパレードのように堂々と、エルミドの中心に位置する大通りを進軍しているではないか。

　その行進を先頭で率ひきいているのが、ミユキの馬車なのだ。

「驚かせてしまいましたか？　全て私の部下。私兵50人。獣人オーガ４００体の大行進ですよ」

「あなたが、この大部隊を率いているの!?」

「ええ。私、これでも黒き教会シユバルツ・キルヘでは、それなりの地位にいる将校なんですよ？」

　ミユキは優雅な口振りで教える。

「これは何ヶ月も前から準備してきた計画なんです。私の部下がこの街に出入りし、主要施設の場所を調査。通信妨ぼう害がい装置や爆薬を仕掛けてきました。そして最後に雪ゆき村むらさんが、私たちの狩り場に、氷血女王アイス・クイーンを誘おびき出だす。暗殺計画の筋すじ書がきは、気持ち良いくらいに順調です」

　氷血女王アイス・クイーン。スタウロスの、雛ひな森もり大佐のことである。

「雛ひな森もりさんの暗殺……！　それが目的だったの!?」

「はい。これまでの雪ゆき村むらさんの行動は、全てこの計画のためだったんですよ」

　家々から、命乞いをする街人たちの声が聞こえてくる。裏通りでは、獣人オーガの集団が女性を強ごう姦かんしている姿も垣かい間ま見みえた。どこに目を向けても、酷ひどい有あり様さまだ。

　街中に渦巻いている慟どう哭こくと絶望に胸を痛め、カナミはボロボロと涙をこぼした。

「そんな……こんなのって酷ひどすぎるよ！　この人たちが、いったい何をしたって言うの！」

　幌ほろの中から、平然とアキラが答えた。

「別に。何もしていないさ」

　御ぎよ者しや席のすぐ背後に移動し、アキラは腰を下ろす。

　そうしてカナミの背後から、話しかけてきていた。

「だが人は誰だって、死ぬ時は死ぬ生き物だ。エルミドに住んでる連中の命運は、今日この時に尽きたってだけの話だよ。運がなかった。それだけの話だ」

　平然と冷れい酷こくなことを言うアキラ。それを、カナミは渾こん身しんの怒りで睨にらみ付つけた。

「どうして！　何で！　平気な顔して、こんな酷ひどいことができるなんて、おかしいよ！」

「ハハハ。その通り。おかしいからこんなことができる。これは、オレの計画のための仕方がない犠ぎ牲せいだ。いつの時代も、世の中には、綺き麗れい事ごとだけで解決できない問題がたくさんあるんだ。時にはこうして、誰かが目一杯に手を汚さなければ、成し得ないことだってある。そういう時に必要になるんだよ。誰もやろうとしないことをやる、オレのような奴やつがな」

「なんて……なんて自分勝手で酷ひどいことを言うの……！　この街にはあの、花をくれた女の子だって住んでるんだよ!?　あの子を前にしても、今と同じことが言える!?」

「知りたいか？　答えはイエスだ。この計画のためなら、オレは何度でも同じことをするぞ」

「…………あなた、最低すぎる！」

　カナミは、アキラを心底から軽けい蔑べつする。その様子を見て、隣のミユキが口を開いた。

「雪ゆき村むらさんの言う通り、これは仕方ない犠ぎ牲せいですよ。スタウロスの氷血女王アイス・クイーン。彼女を殺せるなら、街１つの犠牲くらいは安い。全ては、黒き教会シユバルツ・キルヘの偉大なる理想のためなんです」

　ミユキは悪びれもせず、カナミに即答した。

「黒き教会シユバルツ・キルヘ……いったいあなたたちは何！　どうしてスタウロスに敵対してるの!?」

　納得できず、カナミは唇くちびるを引き結ぶ。拳を強く固めながら、ミユキに尋たずねた。

「私たちも人類救済事業の担にない手てなんですよ？　スタウロスとは違う、もう１つのね」

　ミユキは「フフ」と、上品に笑って続けた。

「これが……こんなのが……あなたたちの人類救済事業!?」

「やり方が違うだけです。多くの人々に、カナンへの移住のチャンスを与えようとするスタウロス。対して私たちは、選ばれた一握りの人類による、カナンの絶対支配を目指しています。強きよう者しやにのみ、永遠の快楽が約束された世界。その実現を担になうのが黒き教会シユバルツ・キルヘです」

「カナンの絶対支配……!?」

「私たちが元いた世界には、数多あまたの資産家や有力者、いわゆる〝選ばれた者〟たちが存在します。ですが、富と権力を極めた彼かれ等らが築き上げたものは、間もなく衝しよう突とつする小しよう惑わく星せいによって全て消し飛ばされてしまいます。だからですよ。生き延びるためにカナンに移住した後も、自みずからの権力と富を維い持じしたいと思う人たちがいるのは、当然じゃないですか？」

　ミユキは心の邪じや悪あくさを露ろ呈ていするように、歪いびつな笑顔でカナミを横目に見る。

「彼かれ等らは元いた世界と同等以上の支配力を、このカナンの地で求めている。私たちはそれに付き従い、理想を叶かなえる者です。そうして彼かれ等らの築く新社会において、功労に応じた特権を与えられるのです。スタウロスの三将に数えられる氷血女王アイス・クイーンを始末できたとなれば、私の功労は計り知れません。役得とは、まさにこのことですね」

　ミユキの言い分を聞いても納得できず、カナミは頭を振って声を荒らげた。

「カナンにお金持ちの人たちの楽園を造る……たったそれだけのために、こうしてエルミドの人たちを殺したって言うの……！　そんなの人類救済じゃない、自分勝手な侵略だよ！」

　懸けん命めいに異論を唱えるカナミを、ミユキは嘲あざわらった。

「自分の立場というものがわかってないですね、カナミさん。カナンの人々にとって、地球から移り住もうとしている私たちは、誰もが自分勝手な侵略者だと思いませんか？」

「……！」

「滅ほろびに瀕ひんした人類の大半が、可能な限りカナンに移住した時のことを考えてください。もしそれが実現した時、果たして何が起こると思いますか？　戦争ですよ」

　ミユキは断言する。

「元いた世界において、私たち人間は、地球上の限られた資源リソースを求めて奪うばい合い、殺し合いをしてきました。それが今度は、カナン人と私たちとの間で起きるだけです。移住のため、カナンの人々から資源や土地を奪おうとしているあなただって、侵略者とは違いますか？」

　そこまで先のことを、カナミは考えていなかった。次句が続かず、口を噤つぐんでしまう。

「そもそも種の存続のためなら、カナンに多くの人間が移り住む必要はありません。選ばれた少数の人間さえ移住できれば良いんです。けれどスタウロスは、多くの人々をこの世界に導くことで〝汚けがれた現代社会〟を新たな世界に持ち込もうとしている。カナンの社会に迎合するのではなく、自分たちの社会形態を維い持じしようとしているんです。これは侵略行為と呼べませんか。その一員となるなら、あなただって侵略者じゃないんですか？　自分の手だけが汚よごれていないなんて、努ゆめ々ゆめ、考えないで欲しいものですね」

　もっともらしく聞こえるミユキの話。悔くやしいが、カナミは反論できなかった。

　気落ちするカナミに、再びアキラが話しかけてきた。

「そんなに気にする必要はない。どうせ元から、この世界の人々は、魔王ゼルクという強大な怪かい物ぶつに虐ぎやく殺さつされ、蹂じゆう躙りんされるのが日常だ。街が１つなくなり、人がたくさん死んだところで珍しくない。ああ、またか。それで終わる話さ。カナンには昔から……死が満ちあふれているんだ」

「……魔王ゼルクに虐殺されてる？」

「おっと。言い方が悪かった。魔王ゼルクの生み出す怪物の軍勢。さしずめ魔王ゼルク軍とでも呼ぶか。実行部隊はそれだ。君は魔王ゼルクの討とう伐ばつ作戦に参加していても、敵のことはよく知らないだろう？」

　アキラは、いつも通りに気取った態度で悠ゆう々ゆうと語る。

「魔王ゼルクは、この世界の全ての異常存在ヘテロを統すべる邪じや悪あくな王たちだ。そして魔王ゼルクを倒すことこそが、人類がカナンに移り住むために必須な要件になっている。創立以来、スタウロスは魔王ゼルク討伐がうまくいかずに苦しんでいた。だからさ。良いい話があれば耳を貸す。藁わらにも縋すがる思いで、今回のオレの提案に食い付いた。その弱みを今、こうして利用されてるわけさ」

「魔王ゼルクを倒さないと、カナンに移住できない……？」

「ああ。魔王ゼルクを倒さなければならない最も深刻な理由は、カナン全域の大気に充満しているマナにある。それを生じさせている〝元げん凶きよう〟が魔王ゼルクだからな」

「よくわからないけど……じゃあ魔王ゼルクを倒さないとカナンに移住できないのは、黒き教会シユバルツ・キルヘも同じなんでしょう？　どうしてスタウロスが困っているのを、他ひ人と事ごとみたいに言ってるの」

　どういうわけか、アキラは黙り、ミユキはニヤけた。ミユキの顔には、余裕の笑みさえ浮かんでいる。何かを隠しているのが、簡単に見てとれる態度である。

　たしかマナとは……ハナたちが使っていた、魔ま術じゆつの源となるものだ。

　その発生源は魔王ゼルクということのようだが、いったい、それの何が問題だというのか。

　カナミはただ黙って、ミユキとアキラを睨にらみ続けるしかない。ハナとコウタを人質に取られ、大軍にも囲まれているのだ。逃げ出すことも、抵抗することも現実的ではないだろう。

　だが悔くやしくて、どうしても何か言ってやりたくて、カナミは唇くちびるを開いた。

「ボクはお金持ちでもないし、選ばれた者でもないよ。ならボクのことだって、今すぐ殺したら良いいじゃない。どうしてまだ、ボクのことを生かしておくの……！」

「さあ。実のところ、私はそれを知らされていないのですよね。私は主あるじから命じられているから、あなたの身を保護しているだけです。雪ゆき村むらさんなら、何かご存じなんじゃないですか？」

　カナミは、アキラを見やった。だがアキラは、カナミの疑問に答えない。珍しく、真顔になって黙り込んでいた。カナミはそのまま、じっとアキラの顔を見つめた。

　雪ゆき村むらアキラ。どうしようもない噓うそ吐つきで、好感など抱く余地もない。

　憎んで当然。軽けい蔑べつして当然の相手だ。それなのにどうしてなのか。

　どうしてアキラに裏切られたことが──こんなに〝辛つらい〟と感じるのだろう。

「……酷ひどいよ……酷すぎるよ……！」

　カナミは酷ひどく傷付いていた。たまらなく悲しい気持ちが込み上げて、頰ほおを伝う涙が大粒になる。その涙を両手で覆おおい隠し、泣き続けた。

　胸の奥を引き絞るような苦しいその想おもいは、自身でも理解できない感情だった。

「さあ。間もなくエルミド基地に到着しますよ。先行している部下からの無線連絡では、すでに氷血女王アイス・クイーンを、司令室に追い詰めているようです。対面するのが今から楽しみですよ」

　馬車の行く手には、陥かん落らく寸前のエルミド基地が見えてきていた。
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　スタウロス基地内。その敷しき地ち中央に位置する管かん制せいセンタービルは、30階建てだ。

　天てつ辺ぺんに大小のパラボラアンテナが生え出た姿は、まるで巨大な人工の花に見えた。美しいガラス張りのフォルムは、今はあちこちが割れ、建物の内部から黒煙を噴ふき出している。

　エレベータは、25階で止まった。

　ベルが鳴る音と共に扉が開き、目の前には、瓦が礫れきが転がるエレベータホールの光景が広がった。円形のホールを挟はさんだ向こうに、分厚い機械の扉が、１つだけ見えている。扉の上には「コントロール・ルーム」と英語表記されたプレートが飾られており、脇には入室認証用の、カードリーダーまで設置されている。どうやら、そこがこの基地の司令室である。

　最初にエレベータを下りたのは、ミユキだった。

　大詰めを間近に控ひかえ、優雅な足取りで司令室の扉に向かって歩ほを進めている。

　その後に続いて下りたのはアキラ。そしてカナミと、意識を取り戻したハナとコウタの３人である。３人は後ろ手に手て錠じようをされており、背後から、剣を持った獣人オーガに脅おどされ、渋しぶ々しぶと歩かされていた。機械扉の前に立ったミユキは、ＡアＥイリングでの無線通信で、部下に命じる。

「開けなさい」

　一ひと言こと命じただけで、魔ま法ほうのように扉のロックが解除される。

　ミユキは楽しそうに鼻歌を歌い、カナミたちを引き連れて中へ歩み入った。

　司令室は、全面ガラス張りのオフィスであり、エルミドの街周辺を見晴らせる展てん望ぼう塔とうのようになっていた。周辺一帯の景色を見渡せる、壮観な仕事場だ。その中央の天井には、無数の巨大モニターが生え出ている。オペレーターデスクに並んだ制せい御ぎよ端末やＰＣには、エルミド周辺の地図情報や天候情報など、様々な情報が表示されていた。だがほとんどの端末は、銃じゆう弾だんや剣の一いち撃げきを受けて破壊され、時折、火花を散らせている。

　まだ使えそうな、生きている端末の前には、ミユキの部下たちが数名、陣じん取どっていた。獣人オーガではなく、銃器で武装した人間である。端末を操作して、司令室のロックを解除したのは彼かれ等らのようだ。そんな司令室の惨さん状じようを見て、ハナが呻うめいた。

「やってくれたわね」

　エルミドが攻撃を受けた際、この部屋に立てこもっていたのであろう、スタウロスの軍服を着た少年少女たちの死体があった。いくつも転がっており、床や壁にはあちこち血が付着している。獣人オーガたちの剣で容よう赦しやなく斬きり付けられ、頭を飛ばされ、手脚はもがれたようだ。

　凄せい惨さんな状況になっている司令室の中央に、小柄な女性が立っている。

　ベレー帽をかぶり、スーツの上からカーキ色のモッズコートを羽は織おった女性だ。

　その女性の部下と思おぼしき、数名の少年少女兵たちの姿も見られた。いずれも、武装した獣人オーガたちに取り囲まれ、為なす術すべもなく、その場に並んで立ち尽くしている様子だった。

　司令室は、黒き教会シユバルツ・キルヘの勢力によって完全制圧されていた。

「ご苦労様です」

　ミユキは配下の獣人オーガに声をかける。すると獣人オーガたちは、自身の胸を叩たたいて忠誠の態度を示した。それらに微笑ほほえみかけながら、ミユキは、ベレー帽の女性に歩み寄って言った。

「どうやらチェックメイトのようですね、雛ひな森もりキョウコ大佐」

　女性、雛ひな森もりは、冷ややかな視線をミユキに返すだけで無言である。

　多勢によって基地を攻められ、街ごと壊かい滅めつさせられたのだ。

　本陣にまで攻め入られて取り囲まれたとなれば、将としては屈辱的な状況だろう。

　だが戦意を喪そう失しつしていない様子の雛ひな森もりに感心し、ミユキは語りかけた。

「雛ひな森もりキョウコ。清せい楚そな美貌とは裏うら腹はらに、勝利のためであれば、いかなる手段も問わず、無む慈じ悲ひでおぞましい作戦でも決行できる度量を兼ね備えた将。その身体には冷血が流れ、鉄の心臓が脈打つと恐れられている女です。戦場での俗称は──氷血女王アイス・クイーン。スタウロスの三将として、カナンに名が轟とどろく有名人ですよね。せっかくだから、サインでももらっておこうかしら」

　皮肉しているミユキの横を、コートのポケットに両手を突っ込んだアキラが通り過ぎる。

　ミユキの部下たちが操作している端末に歩み寄ると、そのモニターを覗のぞき込こんだ。

　アキラは雛ひな森もりを見やり、冷やかすように言った。

「やはりゲートを開く準備をしていたのか。こう追い詰められては、地球側にいるスタウロスの応援部隊を送ってもらうしか、生き延びる道がないからな」

「ウフフ。ここを制圧される前に起動が間に合えば良かったでしょうに。さぞや無念でしょう。けれどこれは当然の結果なんです。だって最初から、あなたたちにゲートは開けなかったんですよ。最終起動コードはすでに、雪ゆき村むらさんが〝改かい竄ざん〟していましたから」

　ミユキと親しげに話しているアキラを睨にらみ、雛ひな森もりは冷ややかな口調で言った。

「……なるほどな。聖せい果か高校に潜ひそんでいた黒き教会シユバルツ・キルヘの工作員は、27人が全てではなかったわけか。生き残りの生徒たちの中に、宮みや上がみミユキという伏ふく兵へいが潜んでいたとはな」

「ああ。オレは27人で全員だなんて、一ひと言ことも言ってなかっただろう？」

　獣人オーガたちに剣の切っ先を突き付けられても、動じず、雛ひな森もりは淡々と尋ねた。

「雪ゆき村むらアキラと組んで、これを計画していたと見える。狙ねらいは私の暗殺と言ったところか？」

「頭の回転が早い方ですね。説明が省けて助かりますよ」

「フン。雪ゆき村むらアキラの甘かん言げんに騙だまされ、お前のような輩やからを手引きさせてしまったとは、不ふ覚かくだ」

「気落ちすることはありません。聞けば、あなたがエルミドに来ることになったのは、最高議会の要請によるものじゃないですか。不覚だったのは、あなたではなく老人たちですよ」

　ミユキは懐ふところから、自動拳銃ハンドガンを取り出した。その銃じゆう口こうを雛ひな森もりの額ひたいめがけ、構える。

「さて。応援を呼ぶのは封ふうじられ、基地も制圧されました。噂うわさの知将、氷血女王アイス・クイーンは、この窮きゆう地ちをどう克服してくれるんですか。私にはもはや打つ手なしに見えますけどね」

　街も、基地も、獣人オーガに占せん拠きよされ、スタウロスは全ぜん滅めつを待つだけの戦況だった。

　それを理解しているはずであろう雛ひな森もりは、変わらずミユキを睨にらみ続けているだけだ。

　屈した気配が僅わずかにも感じられない雛ひな森もりの態度が気に喰くわず、ミユキは１発を発砲する。

「危ない、大佐！」

　雛ひな森もりのすぐ傍そばにいた軍服の少年が、雛ひな森もりの眼前に飛び出て、代わりに銃弾を受けた。少年は胸部を撃うたれ、血ち飛沫しぶきを周囲に散らす。身代わりになって死んだ少年の返り血を全身に浴びながら、それでも雛ひな森もりは瞬まばたきすらせず、臆せず、立ったままである。

　身代わりになった部下の死を平然と見つめている雛ひな森もりに感心し、ミユキは拍手を送った。

「身を挺ていして命を守る部下に恵まれているなんて、上官冥みよう利りに尽きますね。しかも今のに全く動じた様子もなく、ダンマリですか。感情があるんですかね。何か本当に秘策でも隠しているんでしょうか。とりあえず、実に不愉快な態度だというのは間違いありません」

　ミユキは愛あい想そ良く微笑ほほえむのをやめ、雛ひな森もりに告げた。

「少しは私を楽しませてくださいよ。そうですね。たとえばこのエルミド基地の敷しき地ち内には、生き残っている残党のスタウロス兵たちが、まだ50人近くはいるはずなんです」

　ミユキは雛ひな森もりにゆっくりと歩み寄ると、手にした自動拳銃ハンドガンの銃口を、雛ひな森もりの額に近付ける。まだ熱を帯びた銃口は熱く、雛ひな森もりの黒髪を僅かに焦がす。

「エルミドの街に残されたカナン人たちだって、大勢どこかに隠れているはずでしょう。私たちは、それを１人残らず見つけ出して全員殺します。ですがもしも今ここで、氷血女王アイス・クイーンが跪ひざまずいて私に命乞いをするなら、今生きてる人の命だけは、助けてあげても良いんですよ？」

　その提案を聞き、雛ひな森もりの傍そばに立っていた部下たちが雛ひな森もりに注目する。

「敗戦の将に付き従った部下たちは、巻き添えじゃないですか。あなたの迂う闊かつさのせいで大勢の人たちが死ぬことになったんです。せめて、生きてる部下くらいは生かしておいてあげたいとは思わないんですかね。人望のある良心の将なら当然と思いますけど」

　全員の注目が雛ひな森もりに集まる。雛ひな森もりは何も答えず。ただ黙って俯うつむいていた。

　だがやがて沈黙を破り、形の良いい唇くちびるを開いて、涼やかな声を発する。

「──私の命令で、これまで何人の部下が死んでいったと思う？」

「？」

「１万１８２９名だ。その名前と顔は、全て記憶している」

　雛ひな森もりは、ミユキを睨にらみ上げた。

「彼かれ等らはいずれも、小しよう惑わく星せいの衝しよう突とつという逃れられない滅めつ亡ぼうの未来を知り、このカナン攻略のために立ち上がり、協力してくれた者たちだ。家族のため。愛する者のため。人の世にある、あらゆるかけがえのないもののために、自みずから青春時代を捨て、私と共に戦ってくれた」

　口にする言葉には、強さが満ちあふれている。

「私はそんな彼かれ等らを、幾度となく死地に送り、死なせてきた。勝ち目などないのに、魔王ゼルクとの戦いに幾度となく派は遣けんし、時には全滅させたことだってある。だがそうする私を、彼かれ等らは憎まなかった。僅わずかにでも勝機があれば、ちっぽけな希望に尊い命を懸かけ、何度でも挑いどみ続けてくれた。最さい期ごの瞬しゆん間かんまで希望を絶やさず、愛する者のため、勇ゆう敢かんに戦って死んだんだ」

　雛ひな森もりは、足下に転がる、自分の身代わりになって死んだ部下の死体を見やった。

　哀あい悼とうの意を示すよう、目を細めて断言する。

「私が死なせてきた彼かれ等らとは、全員が英雄だ。尊敬すべき勇者たちだ」

　そして雛ひな森もりは、銃じゆう口こうを突き付けてくるミユキを真正面から睨にらみ付つけた。

　凍いてつくような眼まな差ざしだった。だがその瞳ひとみの奥に、滾たぎっている炎の色が見えるようである。

「私は今、１万１８２９人の英雄たちの、死と思いを背負ってここに立っている。屈しろだと？　笑わせるな。私の目の前にはもう、地じ獄ごくに続く血路しかないんだ。彼かれ等らの遺のこしていった大切なものを支え続けるために、私は立ち続けることを誓ちかった。折れる膝ひざなどない。この命の炎が燃え尽きる最さい期ごの瞬間まで、奈な落らくの底を目指して歩き続けてやる。それが私の責任だ」

　雛ひな森もりの言葉を聞き終えた部下たちは、覚かく悟ごを決めた眼まな差ざしで、取り囲む獣人オーガたちを睨にらみ返す。部下たちも、地獄の底まで雛ひな森もりに付き合う覚悟なのだろう。屈することなく、最後まで抵抗する決意が覗うかがえた。その強い意志が見てとれる表情をしている。

「……少しは、いたぶるのを楽しめるかと思いましたが、期待外はずれですね」

　反抗的なその態度が面白くなく、ミユキは露骨な苛いら立だちで表情を歪ゆがませていた。

「ならお遊びはもう良いいです。さっさとあなたを殺して、手て柄がらをいただくとしましょう」

　雛ひな森もりに突き付けていた自動拳銃ハンドガン。ミユキは、その引き金に指をかける。

　ほんの少しの力を加えれば、強きよう烈れつな反動を伴ともない、次の瞬しゆん間かんには雛ひな森もりの額ひたいに穴が空くだろう。

　カナミは見ていられず、怖こわくて目を閉ざした。

　直後、命を奪うばう銃声が轟とどろいた。

　雛ひな森もりは即死。目を開ければ、見たくもなかった、さらなる惨さん状じようが待ち受けているだろう。

　だが聞こえてきた叫び声は──どういうわけか雛ひな森もりのものではない。

「うあああああああああああああああああああ！」

　司令室に轟とどろく、ミユキの絶ぜつ叫きよう。

　再び目を開けたカナミが見たのは、すぐには理解できない光景だった。

　ミユキが手にしていた自動拳銃ハンドガンは、床に落ちて転がっていた。ミユキは血まみれの肉にく塊かいと化した自身の右手の先を、血走った眼めで凝ぎよう視ししている。そして涙し、悲鳴を上げている。

　見れば、ハナやコウタ、雛ひな森もりたちが、啞あ然ぜんと１点を見つめているではないか。

　その視線の先に立っているのは──漆しつ黒こくの装飾自動拳銃ハンドガンを手にしたアキラだ。

　誰もが困惑する中、悪びれもせず、アキラはいつもの気取った笑みを見せていた。




　　　　　　　　　　　　　　◆




　激痛に藻も搔がき苦しむミユキは、額に脂あぶら汗あせを浮かべ、髪を振り乱して叫んだ。

「これは何のつもりです、雪ゆき村むらアキラ！」

　血走った眼めでアキラを睨にらみ上げるミユキは、もはや品性の欠片かけらも感じさせない。

　そんなミユキを小馬鹿にするよう、鼻で笑い、アキラは肩を竦すくめて答えた。

「氷血女王アイス・クイーンを殺されるのは〝オレの計画〟とは違うんだよ。邪じや魔まするに決まってるだろ？」

「オレの計画ですって!?　これは〝私たちの計画〟だったはずでしょう！」

「ハハハ。違うよ。氷血女王アイス・クイーンの暗殺は〝君の計画〟だ。オレの計画とはまるで別物さ」

　誰もが狐きつねにつままれた顔をしている。

　雛ひな森もりですらも状況が飲み込みきれず、啞あ然ぜんとしている様子だった。

　その場の人間たちの戸と惑まどいなどお構いなく、今度は突然、周囲の獣人オーガたちが、手にしていた武器を放り捨て始めたではないか。そうして天を仰あおぎ、咆ほう哮こうを上げて猛たけり狂くるい始めた。

「なんだ、なんだ!?　コイツ等ら、急にどうした！」

　興奮し始めている獣人オーガたちに戸惑い、コウタは周囲をキョロキョロと見渡す。司令室内の端末を操作していた、黒き教会シユバルツ・キルヘの兵士たちも、異変に動揺していた。

　すると獣人オーガの１体が予期せず──端末前にいた兵士の首に齧かぶり付ついた。

　いきなり襲おそわれた兵士は絶ぜつ叫きようを上げ、為なす術すべもなく食い千切られた。

　その近くにいた別の兵士たちも、次々と獣人オーガに襲われ、容易たやすく八つ裂ざきにされてしまう。

　ミユキは困こん惑わくし、急に暴れ始めた獣人オーガたちを窘たしなめようと、声を荒らげた。

「急にどういうこと!?　私は何も命令していないでしょう!?　やめなさい！」

　だが獣人オーガたちは、ミユキの命令を聞こうともしない。

　襲われ始めたのは、ミユキの部下の兵士たちだけではない。ホールドアップ状態だった、スタウロスの兵士たちも同様だった。いきなり斧おのを振り下ろした獣人オーガに両断される少女。剣に貫つらぬかれて絶命する少年。黒き教会シユバルツ・キルヘの兵士も、スタウロスの兵士たちも、分け隔へだてなどない。その場にいる人間たち全員が、次々と獣人オーガによって攻こう撃げきされ始める。

　生き残りの部下たちに、すかさず雛ひな森もりは命じた。

「敵の統制が乱れている！　反撃のチャンスだ！」

　雛ひな森もりは敵軍の隙すきを逃さない。

　床に落ちていた自動拳銃ハンドガンを拾い上げると、まずはカナミたちの背後に立っていた、獣人オーガ３体の頭部を撃うち抜いた。正確無比な射撃で、立て続けに獣人オーガを射殺してみせる。ハナは、背後から剣で脅おどしてきていた獣人オーガたちが絶命すると、「チャンスよ！」と叫ぶ。カナミとコウタは、死んだ獣人オーガの死体を弄いじり、後ろ手で手て錠じようのカギを探さがし始めた。

　周りにいた雛ひな森もりの部下たちも、足下に捨てていた銃じゆう器きを拾い上げ、反撃を開始した。

　一方、ミユキは、暴れ始めた獣人オーガたちに何度も命令を繰り返している様子である。

「やめなさい！　私の言うことを聞きなさい！　どうして勝手に暴れているんですか！」

　どうやら獣人オーガたちは、ミユキの言うことを聞かなくなった様子だった。

　統率も何もなく、身勝手に暴れ、襲いかかるだけの野や獣じゆう同然である。そうなれば肉食の野生動物と変わらない。訓練されたスタウロスの兵士たちが銃を手に連れん携けいすれば、片付けるのは容易だった。司令室の獣人オーガたちは、見る見る間に数を減らされていく。

　やがて司令室の全ての獣人オーガが死に絶えた頃、ミユキは形勢を逆転されてしまう。

　スタウロスの兵士たちに囲まれ、銃口を向けられる。完全に孤立してしまったことを理解し、ミユキは焦あせり始めていた。そんなミユキに、アキラは皮肉を言ってやる。

「実に面白い逆転劇だ。獣人オーガたちの制せい御ぎよを失ってしまう怪物使いビーストマスターとは、お笑いぐさだな」

　ミユキは憎々しげに歯は嚙がみし、悔くやしがっていた。

「……たしかに右手を失って、私の集中は揺らぎました。ですが痛みや動揺で、獣人オーガたちの制御を失ってしまうような、ヤワな訓練は受けていません！　あなたが何かしたのでしょう！」

　疑われたアキラは、心外とばかりに肩を竦すくめてみせた。

「オレは何もしていない。だとすれば、オレじゃない奴やつの仕し業わざだろう？」

「バカなことを！　この場で、あなた以外に誰がこんなことを仕掛けられるんですか!?」

「お前より上位の支配権限コーデツクを持つ、コイツ等らの親玉だよ。配下が、お前よりも偉い奴やつの命令に従うのは当然だ。おおかた、この場の人間種族を皆殺しにしろとでも命令されたんだろうな」

「何の話ですか！　私より、上位の支配権限コーデツクを持つ親玉!?　そんなものは──」

　エルミド周辺は、緑色の木々が生い茂った森に囲まれている。司令室から一望できる、ありふれた森の遠く向こう。異変が起きたのは、数キロ先に見える山岳地帯だ。

　突とつ如じよとして────山の１つが弾はじけ飛んだ。

「!?」

　まるで噴ふん火かしたように、いきなり土砂や岩石を大空に巻き上げ、爆ばく砕さいしたのだ。山１つが爆散した衝しよう撃げきは凄すさまじく、風切り音を伴った衝撃波が、ビルのガラス壁に激しく打ち付ける。

　堪たまらず全階のガラスが弾はじけた。

　風の衝撃波に遅れて、地鳴りと地じ震しんが生じ、その振動によってビルが大きく揺れる。

　足場が揺らぐと、誰もがバランスを崩くずしてその場に跪ひざまずいた。

　やがてその震動が収まると、砕くだけた山の残ざん骸がいである土砂と岩石が、雨のように周囲の森へ降り注いでいくのが見えた。山岳地帯一帯は、雷の迸ほとばしる粉ふん塵じんのベールによって覆おおい隠されてしまう。それはまるで、この世の終わりのような光景である。

　分厚い粉ふん塵じんのベールの向こうに、１つの影が蠢うごめくのが見えた。

「…………何……あれ…………」

　完全に血の気を失ったカナミが呟つぶやき、無意識のうちに後あと退ずさる。コウタもハナも、ただ啞あ然ぜんとして、ベールの向こうから姿を現した影を凝ぎよう視しする。雛ひな森もりも、ミユキも、愕がく然ぜんとしていた。

　肉眼ではまだ、遥はるか遠くの空に浮かぶ、黒い点のようにしか見えない。

　異常を検知した基地の緊急警けい戒かいシステムが、捕ほ捉そくした映像を、付近一帯のＡアＥイへ強制的に送り付けて警告してくる。カナミたちの視界に、それの拡大映像が飛び込んできた。

　──宙に浮かぶ、巨大な黒い球体だった。

　その黒い球体からは、赤い光の翼が８枚、生え出ている。

　翼とは言っても実体はない。大気中に照射された、巨大な〝ホログラムの翼〟である。どういう原理なのか不明だが、どうやらその翼を広げ、羽ばたくことで、空を飛んでいるようだ。

　球体の底部からは、球根の根のような触手が無数に生え出て、数多あまたの尻尾であるかのようにウゾウゾと蠢うごめいている。その気色悪いシルエットの怪かい物ぶつは、おそらくビルほどの巨体だ。まだ遠くに見えているだけだというのに、すでに異様な威い圧あつ感が放たれている。

　アキラは不敵に笑んで、遠くに見える怪物の名を口にした。

「蒼あおの森の主。スタウロスのカナン攻略を阻はばみ、ひいては人類救済における障壁となっている難関の一角。第４の異ヘ常テなロるゼ魔ル王ク──黒こつ塊かいの暴ぼう竜りゆう〝アディシス〟だ」

「じゃあ、あれが魔王ゼルクなの!?」

　カナミが言って間もなく、魔王ゼルクに変化が起きる。

　本体と思われる黒の球体から、赤い光が迸ほとばしった。その赤い光は見る見る間に、ホログラムを虚こ空くうに投影し、黒球の頂上に禍まが々まがしいヘビのような頭部を作り出した。しかも球体から生え出たのは頭部だけではない。赤いホログラムが、屈くつ強きようそうな手脚をも描画して作り出す。

　ヘビのような頭に、大きな翼つばさ。まるで神話に登場する、ドラゴンの容姿そのものに見える。

　だがホログラムで生み出された、実体のない四し肢しと頭、そして翼を持つ生物だ。

　果たしてそれを自然の生物と呼べるのか。機械じみた風ふう貌ぼうをしている。

「あ……あんなバカでかいのが、俺たちが倒そうとしていた、ドラゴンなのか！　や、山１つぶっ壊こわしたぞ!?　非常識だろ！　え、マジで俺たち、アレを倒そうとしてたわけ!?」

　顔面蒼そう白はくのコウタが、震ふるえた声色で喚わめき続けた。

「あんな化ばけ物ものに攻め込まれたら、誰にも手が付けられないだろ！　ヤバすぎるって！　今のうちにさっさとどこかへ避難しないと、マジで俺たち全ぜん滅めつじゃねえのか!?」

　コウタが言って間もなくだった。

　実体がないドラゴンの頭部は大きく口こう蓋がいを開け放ち、そこに光の粒子を収束させていく。

　いきなり魔王ゼルクは、口蓋の奥深くから──眩まばゆい白色の〝光線レーザー〟を射出する。

「！」

　光線レーザーは、地面に線を描くように放たれ、エルミドの街全体に模様を描いた。

　光線レーザーを浴びた地面からは、たちまち紅ぐ蓮れんの炎ほのおが迫り上がり、赤壁のように吹き上がる。

　一いつ瞬しゆんにして、エルミドの街並みが、瓦が礫れきと炎に変わっていった。圧倒的な超長距離射程能力を有し、非常識な破は壊かい力を有した光線レーザーを吐はき出す、まさに暴竜だ。

　コウタは頰ほおを引ひき攣つらせていた。黒球の怪かい物ぶつを指差し、喚わめいた。

「……噓うそだろ……あんな遠くから撃うってるのに……あの破壊力なのか……!?」

　まだ逃げる時間があると思っていた。だが、そんなものはなかった。

　ミユキも啞あ然ぜんと立ち尽くしたまま、状況が理解できずに肩を落としていた。

「そんなまさか！　どうして魔王ゼルクが蒼あおの森を離れ、こんな人里近くまで!?」

　青ざめているミユキに、アキラが肩を竦すくめて答えた。

「やれやれ、自覚なしか。あいつをここまでおびき寄せるのに、君も一役買っただろう？」

「!?」

「あの魔王ゼルクは、赤咲カナミを追いかけてきたんだ」

　アキラの言っていることの意味を、その場の誰もが咀そ嚼しやくしきれなかった。

　だがやがて、カナミが素すっ頓とん狂きような声を上げて自分を指差す。

「……えぇぇ!?　ボクを!?」

　アキラは、たっぷりと皮肉を込めた言い回しでミユキをなじった。

「君たちは赤アカ咲サキカナミの護ご衛えいとして聖せい果か高校に派は遣けんされたくせに、彼女の重要性をまるで理解していない。まあ、黒き教会シユバルツ・キルヘの秘密主義の弊へい害がいだろう。彼女の秘密は、君たち下したっ端ぱには決して明かされない重大なものだ。だが、オレは親切だから教えてやろう。赤アカ咲サキカナミを重要視しているのは、何も黒き教会シユバルツ・キルヘだけじゃない。──〝魔王ゼルクたちも同じ〟なんだよ」

　魔王ゼルクが、カナミを追いかけてきたと言うアキラ。だがその理由は誰にもわからない。

「君たちが愚かなおかげで、こうしてオレの計画は順調に事が進んでいる」

「さっきから言ってる、あなたの計画とは何なんですか！」

　ミユキが喚わめく。アキラは死し屍し累るい々るいの司令室を優雅に歩き、気取った態度で語った。

「蒼あおの森に〝行って帰ってくる〟だけ。単純だろう？　赤アカ咲サキカナミの接近を魔王ゼルクに察知させ、魔王ゼルクをこのエルミドまで誘ゆう導どうしつつ、帰還すること。それが計画だ」

「カナミ様を、魔王ゼルクを誘い出すエサに使ったと!?」

「まあ、そうとも言うな。森に行くところまでは良いいが、そこからエルミドに帰るというのが難しかった。知っての通り、雛ひな森もり大佐はオレのことが好きじゃない。オレの顔を見ればネコの死体でも踏んだように嫌いやそうな顔をする。そんなオレが仕事の途中で、エルミドへ帰りたいなんて言い出してみろ。認めるはずがないし、下へ手たをすれば仕事の放棄と見み做なされて即射殺だ」

　アキラは、心底からミユキを嘲あざけった笑えみを浮かべる。

「そこでだよ。森から帰るために、君たち黒き教会シユバルツ・キルヘに協力してもらうことにした。君たちはスタウロスの意向に関係なく活動ができるだろう？　つまり雛ひな森もり大佐のご意向を窺うかがわなくても、オレをエルミドに帰してくれる手立てを用意できるわけだ。ここ何ヶ月もの間、君たちは実に献身的に協力してくれたよな。用意してくれた帰りの馬車は、なかなかに快適だった」

　アキラの暴ばく露ろ話に、雛ひな森もりをはじめ、その場の全員が呆あつ気けに取とられてしまう。

　スタウロスの兵士たちに取り囲まれているミユキは、悔くやしくてアキラを睨にらんで喚わめいた。

「ふざけないで！　私たちは何ヶ月も前から一緒に、この氷血女王アイス・クイーンの暗殺計画を準備してきたでしょう!?　それがただ、あなたがエルミドに帰るための手段の準備だったとでも!?」

「オレは最初から氷血女王アイス・クイーンの暗殺計画になんて興味はない。その計画は、君たちが勝手に進めていたものだろう？　オレはオレの都つ合ごうで、君たちと一緒に行動していただけだ。まさか一緒にいただけで、オレが君たちの仲間だったとでも勘違いしていたのか？　馴なれ馴なれしいな」

「この噓うそ吐つき！」

「おいおい、それは違う。オレはここへ来るまでに何度も言っていたはずだぞ。決して噓うそは口にしないとな。そのオレが明確に言ってたはずだ。オレは黒き教会シユバルツ・キルヘの味方じゃないと。それなのに、オレのことを勝手に友達だと勘違いしてたのは君だ。悪いのはオレかな？」

　アキラはミユキを見下し、忠告してやった。

「オレは噓うそ吐つきなんかじゃない。ただ──〝事実の一部しか言わなかった〟だけさ」

　話を聞いていたカナミが、呆あつ気けにとられて尋たずねた。

「つまりあなたは、スタウロスを裏切ったと、見せかけてただけってことなの……？」

「ハハハ。心外だな。見せかけていたも何も、オレは最初から誰も裏切ってないだろ。ただ君たちと同じように、スタウロスから与えられた仕事を遂すい行こうしているだけさ。今この時もな」

　アキラは、カナミへ微笑ほほえみかけた。だがカナミの不安は払ふつ拭しよくされない。

「ボクを使って魔王ゼルクをエルミドにおびき寄せて、これからどうするつもり」

「それは実に良いい質問だ。ここからが、オレの計画の面白いところだよ」

　言いながらアキラは、司令室内の、まだ生きている制せい御ぎよ端末を横目に見る。

　アキラはその端末に歩み寄り、手て際ぎわよく操作した。

「さて。これで黒き教会シユバルツ・キルヘが仕掛けた、通信妨ぼう害がいは全て解除された。予備システムで動いていた基地システム以外にも、無人戦せん闘とう機や無人戦車が使えるようになったぞ。足止め効果は期待できないが、これで魔王ゼルクの注意くらいは逸そらせるだろう」

　アキラが言って間もなく、ビル上空を無数の飛行体が通り過ぎていった。緊急発進した無人戦闘機である。編隊を成して基地を飛び立ったのだ。向かう先の空には、魔王ゼルクがいる。

　遠ざかる飛行編隊を背にしながら、アキラはその場の全員に告げた。

「オレの計画の続きはこうだ──さっさと逃げるぞ」




　　　　　　　　　　　　　　◆




　傷ついた右手もろとも後ろ手に手て錠じようをかけられ、ミユキは捕ほ虜りよとしてスタウロスの兵士たちに連行される。そんなミユキを引き連れながら、アキラたちは急いでビルからの退去を始めた。

　エレベータを下り、地上階の駐車場へ向かう。

　そこで四輪駆動軽装甲車ハンヴイーを数台ピックアップすると、兵士たちはすぐにエンジンをかける。５台の車両に分かれて、手て際ぎわ良く乗り込んでいった。雛ひな森もりとアキラたちは、同じ車両である。

「さあ、ゲートのあるエルミド神殿まで急いでくれ。東とう京きようまで避難だ」

　言われなくてもわかっていることを言われ、雛ひな森もりは苛いら立だつ。

　運転席のハナがナビゲーターを起動すると、全員のＡアＥイに目的地までの道のりと予測所要時間が表示された。ハナはアクセルを踏み込みながら言った。

「目的地まで約10分！　途中で邪じや魔まが入らなければだけど！」

　車両の一団は、１列に並んで走り出す。

　そのまま、基地の敷しき地ち内は順調に通過できた。

　だが出入り口付近で、勝手気ままに暴れ回る獣人オーガたちの群れに遭そう遇ぐうする。

　そんな獣人オーガたちの群れの中に、四輪駆動軽装甲車ハンヴイーの一団は強引に突入していく。

　先頭車両の少年兵が、車両の屋根に取り付けられた機関銃じゆうを乱射し、路上の獣人オーガたちを蹴け散ちらした。為なす術すべもなく撃うち殺される獣人オーガたちは、血肉で、アスファルトの上を鮮やかに彩いろどる。

「突っ切るわ！」

　車両の一団は、止まることなく基地内を抜けて、エルミドの市街へ出た。

　そうして市街を駆かける途中、上空に、魔王ゼルクの吐はき出す光線レーザーが迸ほとばしるのが見えた。光線レーザーが虚こ空くうを横よこ凪なぎにすると、直後に空で無数の爆発が起きる。スタウロス基地から出しゆつ撃げきした無人戦せん闘とう機が、ことごとく撃げき墜ついされたのだ。その光線レーザーは、先程までアキラたちがいた司令塔とうビルすらなぎ払い、まるで紙細工のように易やす々やすと溶断して倒とう壊かいさせてしまう。

　空に咲く無数の爆炎を見上げ、コウタが悲鳴のように喚わめいた。

「おいおい！　魔王ゼルクはまだ、だいぶ離れた場所なのに、そこから撃うってあの威い力りよくなのか!?」

「アレは衛えい星せい軌き道どう上の浮遊物さえ撃ち落とす射程の光線レーザーを吐はき出すの。命中精度も破は壊かい力も常じよう軌きを逸いつしてるわ。戦闘機なんて見ての通り、空中の的と同じよ」

　呻うめくように、ハナが答えた。無人戦闘機は続けざまに何機も基地から出撃していくが、いずれも、魔王ゼルクに攻撃を仕掛ける前に撃ち落とされてしまう。カナミが声を上げた。

「まずいよ、何かすごいのがきそう！」

　ＡアＥイに映し出された魔王ゼルクの口こう蓋がいには、これまでにない強い輝きが生まれている。

　体内で力を錬ねっているのは見て明らかだった。

　世界が──眩まばゆい白色の光に塗り潰つぶされる。

　稲いな妻づまが炸さく裂れつしたように、周囲一帯へ真っ白な閃せん光こうが浴びせかけられた。その白色が消えた途と端たん、魔王ゼルクは禍まが々まがしい光線レーザーを吐き出していた。自身の体たい軀くに匹敵する太さの、光の奔ほん流りゆう。その光線レーザーは射線周辺の木々を蒸発させ、エルミドの街の３分の２を飲み込んだ。スタウロスの基地すら一瞬で消し飛ばし、その遠く向こうの山岳にぶち当たり、容易たやすく爆ばく砕さいさせる。

　アキラたちの車両はその射線上にいなかったものの、強力な光の奔流から発せられる高熱により、車体が熱される。エンジンは故障し、社内も熱せられて熱くなった。

　熱されていく車内で死を覚かく悟ごしたのか、思わずコウタは、情けない声で叫んでいた。

「うおおやべえ！　死ぬうう！」

　光の奔流が消えて静まった頃、動かなくなった車両を乗り捨て、アキラたちは外に出た。

　肌にひりつくような熱を感じ、カナミが堪たまらず呻うめいた。

「……外、熱い！」

　車両を降りて目にしたのは、恐るべき光景だった。エルミドの街は、ほとんど跡あと形かたもなく消え去り、広大な漆しつ黒こくの焦しよう土どと化している。かろうじて残された家々は溶解を始めており、蠟ろうの家であるかのように傾き、倒壊しそうになっていた。焦土の向こう、陽炎かげろうに揺れる地表の先に浮かんでいるのは、神の如ごとき超常の力を秘めた、異い形ぎようの王である。

「魔王ゼルク……あんなものが、ボクたち人類の倒さなきゃいけない敵だって言うの……!?」

　身体からだの奥底から込み上げてくる恐怖を抑おさえきれず、カナミは震ふるえ上がる。

「無理……やっつけられっこないよ……！」

　青ざめているカナミに、雛ひな森もりが冷ややかに告げた。

「絶望するのは後にしろ。幸いにも、今の攻撃の射線上に、我々も、神殿も存在していなかった。神殿地下の発電施設も合わせて、ゲートは無事だろう。脱出路はもうすぐそこなんだ」

　雛ひな森もりは率先して、レンガの通りを駆かけて行く。アキラたちもそれに続いた。

　通りを抜けた先に、ようやく大きな神殿が見えてくる。

　その大扉を開いて、アキラたちは建物に雪な崩だれ込こんだ。足を止めず、全員が祭さい壇だんをめがけて駆け続ける。やがて辿たどり着ついた祭壇の手前で立ち止まると、雛ひな森もりはアキラを見やった。

「ゲートを稼か働どうさせるための最終コードは、お前が改かい竄ざんしたと言っていたな」

　雛ひな森もりは拳けん銃じゆうを構え、アキラの額ひたいに狙ねらいを定めて脅おどす。

「今すぐそれを使え。ゲートの起動準備は、すでに我々が完了させてある。後は起動コード待ちだ。あの化ばけ物ものがここを吹き飛ばすより前に東とう京きようへ避難しなければ、お前も死ぬぞ」

「勿もち論ろんわかってる。全てはオレの計画通りだからな」

「この状況が計画通りだと？　その戯ざれ言ごとを、まだ言うつもりなのか……！」

　雛ひな森もりは憎々しげに言った。

「あの化物をエルミドに連れてくることが計画だと言ったな。適当なことを言っておきながら、お前が招いたのは実際のところ、この惨さん状じようと窮きゆう地ちだ。魔王ゼルクを倒すための計画があるような口振りだが、逃げるしかないこの状況をどう説明するんだ」

　雛ひな森もりの意見に、その場の誰もが同意だった。この絶望的な状況を招いた元げん凶きようはアキラだ。一いつ斉せいに冷ややかな視線を向けられたアキラは、皮肉っぽく肩を竦すくめて言った

「わからないのか？　つまりこの窮地を招くことが予定通りだったということさ」

「ふざけたことを。そんな自殺行為に、いったい何の意味がある」

「意味ならあるさ。黒き教会シユバルツ・キルヘにご協力いただいて、こうして大佐殿を窮地に陥おとしいれてみた。そうすれば、スタウロスの応援を呼ぶため、否いや応おうなくゲートを開こうとするだろう？　魔王ゼルクがエルミドに来訪した、唯一無二のこのタイミングで」

　アキラの言い回しが、雛ひな森もりに引っかかる。

「……ゲートを開かせるために、私の暗殺騒動を黙認していたと言ってるのか」

「あんたが死ぬわけないと、計算した上での作戦だった」

「……」

「仮の話だ。魔王ゼルクを連れ帰るから、ゲートを開けて待っていてくれなんて頼んでも、あんたはそんなことを了承しないだろう？　だからさ。強制的に、ゲートを開けるしかない状況を作り出す必要があった。この窮地の甲か斐いあって、おかげで後は、ボタン１つでゲートを開閉できるくらいに準備は完了しているじゃないか。実に都つ合ごうが良いい」

　言いながら、アキラは自身のＡアＥイリングを操作する。すると、カナミたちが昨晩見たのと同じように、祭壇の中央に光の粒子が生じる。光の粒子は見る見る間に渦うずを作り出していく。

　形成されていくゲートを不敵に見上げ、アキラは尋ねた。

「約束通り、あの魔王ゼルクを倒す。そのために、これからオレは、いったい何をすると思う？」

　雛ひな森もりはようやく、アキラの真意に気が付いた。

「まさか貴様！」

「今から────東京にあの怪物を連れて行く」

　断言するアキラ。その宣告を聞いた全員が、耳を疑った。

　アキラは自分のＡアＥイリングを操作する。

「ゲートの制せい御ぎよプログラムを暗号ロックした。これでこのゲートは、電力切れまで閉鎖不可能だ。東とう京きよう側からの制せい御ぎよも利きかないぞ？」

「何てことをするんだ！」

「ハハハ。今言った通りだろ。赤アカ咲サキカナミを使って、魔王ゼルクを東京まで誘おびき出だすんだ」

　雛ひな森もりはアキラに歩み寄り、その額ひたいに銃じゆう口こうを押し付けて怒ど鳴なる。

「あんなものを連れて行けば、いったい何万人の東京都民が死ぬと思ってる！」

「おいおい。桁けたが少なくないか？　何万人なんて程度じゃ済まないぞ。これから何十万人という犠ぎ牲せいが出るだろう。エルミドの犠牲なんて目じゃないくらいの惨さん劇げきになるはずだ」

　銃口を押し付けられても、アキラは動じない。

　ただ覚かく悟ごを秘めた強い眼まな差ざしで、雛ひな森もりを見つめ返すだけだ。

「小しよう惑わく星せい衝しよう突とつまで残り３年だ。今のスタウロスに、手段を選んでいる余裕なんてあるか？」

「……！」

「未来を救えもしない〝モラル〟を守って、どんな意味がある？　上品な手段を選べる時は、せいぜい綺き麗れい事ごとを並べて正義を語れば良い。だがそれができないのなら、オレのような悪党の言葉にも耳を傾けてみることだ。こうして〝最悪な最善〟というものを見せてやろう」
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　アキラは言いながら、悪党らしく不敵に笑んだ。

「オレとあんたは似てる。善良な人間には決して選べないものを選ぶ。かけがえのないモノのために手を汚よごす。だからこそ、この意義が理解できるはずだ」

　雛ひな森もりは憎々しげに、余裕のない表情でアキラを睨にらみ付つけた。

　その表情の奥にある苦悩も、希望も。全てを察しながら、ただアキラは告げる。

「オレの計画は、スタウロスがこれまでに立案した、どんな作戦よりも魔王ゼルクに勝てる見込みがある。くだらないモラルにこだわり、今ここで数十万人を死なせず、代わりに３年後の人類を滅ほろぼすのか。あるいは多大な犠牲を払って未来を救うのかだ」

　目的のために、犠牲を顧みないアキラの非道な計画を理解し、雛ひな森もりの足取りがよろめく。

「……何て奴やつなんだ、お前は……！」

「全て最初に警けい告こくしてやった通りだ。さあ、これから東とう京きように〝壊かい滅めつの危機〟を招き入れるぞ」
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　エルミドと東とう京きようを繫つなぐゲート。それが形成された途と端たんだった。

　光の渦うずの向こう、東京側から無数の装そう甲こう車が飛び出して来た。

　それどころか、アサルトライフルやグレネードで完全武装した少年兵たちまで、遅れて姿を現し始める。ゲートの向こうから、いきなり大軍団が飛び出してきた。

　１人の少年兵が雛ひな森もりに駆かけ寄ってくる。

「雛ひな森もり大佐、ご無事で！」

　少年兵は敬礼をし、背せ筋すじを伸ばして大声で雛ひな森もりに告げた。

「事前にご命令を受けていた通り、東京基地で応援部隊を編成して駆け付けました！　いや良かった！　１時間前に交信が途と絶だえてから、御おん身みがどうなったことかと心配しましたよ！」

　敬礼をしてくる少年兵に、雛ひな森もりは冷ややかに告げた。

「全軍に通達。応援部隊をよこせと言った命令は、即座に取り消しだ」

「は!?　取り消しでありますか！」

「今すぐ東京に撤てつ退たいしろ。現時刻を以もつて、エルミドは放ほう棄きする」

　雛ひな森もりの口から出た驚くべき言葉を聞き、少年兵は啞あ然ぜんとした。

「ほ、放棄!?　これから獣人オーガの軍勢を掃そう討とうして、街を奪だつ還かんするのではないのですか！」

「魔王ゼルクが街に近付いてきている。応援部隊の戦力程度ではどうにもできない」

「ぜ、ゼルク!?　なぜエルミドに！」

　少年兵は慌あわて、無線で装そう甲こう車を呼び戻し始める。

　命令が、掃討から撤退に変わったことを全部隊に通達した。

　神殿内でＵターンを始める装甲車の一団を確認し、少年兵は雛ひな森もりに再び敬礼をして言った。

「で、では大佐と全隊が帰還したら、即刻ゲートを閉じなければ！」

「ゲートは稼か働どう時間いっぱいまで、解放状態を維い持じだ。どのみち閉じる術すべはない」

「は……はあ!?　なぜです！　獣人オーガや魔王ゼルクが、ゲートに雪な崩だれ込こんできたら大事ですよ！」

「それが狙ねらいだ」

「はあ!?」

　ただただ啞あ然ぜんとする少年兵に構わず、雛ひな森もりは背後に立つアキラとカナミを一いち瞥べつした。

「まずはそこの２人だ。雪ゆき村むらアキラと赤アカ咲サキカナミを、スタウロスの重要監視指定ウオツチリストと認定。24時間。小隊による交代での監かん視しと護ご衛えいを付けろ。そのまま〝島〟まで移送する」

「ははっ！　了解しました！」

　アキラとカナミは、数名の武装した少年少女たちに連れられ、ゲートをくぐって東京に帰還して行く。コウタとハナも、その後に続いてゲートをくぐって行った。それを見送ってすぐに、雛ひな森もりは舌打ち混じりで、部下に拘こう束そくさせていたミユキを見やる。

「そしてコイツは、黒き教会シユバルツ・キルヘの送り込んできた工作員だ。エルミド基地を攻めてきた敵の主格でもある。尋じん問もんのための移送手続きに回せ。一応、見張りも付けろ」

「敵の指揮官を捕つかまえたのですか！　さすがです、大佐！」

　ミユキは、背中をアサルトライフルの銃じゆう底ていで小こ突づかれ、「さっさと歩け」と命令される。

　それを尻しり目めに、雛ひな森もりは部下を引き連れ、自身もゲートをくぐった。

　目の前の風景は瞬またたく間まに、エルミドの神殿ではなく、東とう京きよう港みなと区くの地下に設けられたスタウロスの軍事施設に移り変わる。雛ひな森もりは手首のリングを操作すると、自分の音声が基地内放送で流せるように設定した。そしてガラス壁を隔へだててゲートを取り囲んでいる、全ての科学者やオペレーターたちを見渡して宣言した。

「現時刻を以もつて────〝デリミタ１〟を発令する」

　一いつ瞬しゆん、誰もが呆あつ気けに取とられてしまった。あまりのことに、全職員の手が止まる。

　雛ひな森もりの発言に、スタッフたちの誰もが耳を疑ったからである。

　だがそれは束つかの間ま、スタッフたちは気を取り直し、雛ひな森もりの指示に従いだした。

　間もなく、基地内に全区画に対して、非常警けい報ほうが鳴り始める。

　隔かく壁へきのあちこちに設置された赤いパトランプが一いつ斉せいに点灯し、非常事態を知らせるサイレンまで基地内に鳴り始めた。女性オペレーターの声で、警告の館内放送が開始される。

『レベル７の緊急事態発生。デリミタ１の発令を確認。繰り返す。デリミタ１が発令』

『スタウロス日本支部の全基地施設を破は棄き。30分以内に、全職員は所定の避難路から地上に退避してください。これは訓練ではない。これは訓練ではない』

『爆ばく炸さくボルト点火まで残り29分。当基地は自爆し、東京湾わんに沈みます。総員、緊急避難を開始してください。Ｅ区画、Ｂ区画は隔壁を閉じているため通行できません』

「じ、自爆!?」

　驚いているコウタの、素すっ頓とん狂きような声が響き渡った。啞あ然ぜんとして立ち尽くすコウタだったが、駆かけ付けて来た兵士たちによって、どこかに連れて行かれてしまう。

　コウタが連行されていく傍そばで、雛ひな森もりが緊急警報を見上げながら呟つぶやいた。

「……これで奴やつの足止めにはなる。多少の時間稼かせぎはできるだろう」

　言いながら片手を上げ、撤退中の装そう甲こう車の１台を引き留めた。

　それに乗り込んで、雛ひな森もりもホールを後にする様子だった。

　雛ひな森もりが装そう甲こう車に乗って去って行くのを見送っていたのは、カナミとアキラだった。

「……雛ひな森もりさん、どこに行っちゃうの？」

「これから魔王ゼルクとの決戦が始まる。最高議会に、状況を説明する必要があるんだろう」

　雛ひな森もりの車を名残なごり惜しそうに見送るカナミに、隣で付き添っていたハナが、声をかけた。

「もうすぐ地上行きの車両が迎えにやって来るわ。それにあんたたちを乗せていくから、ここでもう数分だけ待機よ。基地が自爆するまでには間に合うから、安心しなさい」

　落ち込んでいる様子のカナミを気き遣づかってか、ハナの口調は優しかった。

　だが優しく話しかけてもらったのに、カナミは返事をしなかった。

　元気なく項うな垂だれ続け、ただじっと床を見つめているだけである。

　これまでカナミは、ずっと気き丈じように振る舞い続けてきた。小しよう惑わく星せいによる人類滅めつ亡ぼうを知った時も、異カ世ナ界ンに連れて来られた時も、暗い顔をせずに、明るく務つとめてきた。

　だがもう限界だった。カナミは、隣で立っているアキラの横顔を見上げて言った。

「……雪ゆき村むら……さん」

　恐る恐る、カナミはその名を呼んでみた。

　アキラは無言だった。それでもカナミの方を見ているため、話を聞いてはいる様子だ。

「本当に魔王ゼルクは、ボクのことを追いかけてきてるの？」

「ああ」

　アキラは即答した。

「ボクがゲートを使って東とう京きように戻ってきたから、魔王ゼルクもこれから東京に……？」

「付いて来るはずだ。間もなく、あのゲートをくぐって、ここに姿を現すだろう」

　カナミは目め尻じりに涙を溜ためながら、恐る恐るアキラに尋たずねた。

「じゃあ……ボクのせいで東京の人たちが、これからたくさん死ぬってことだよね。エルミドの街で起きたのと同じように、あの怪かい物ぶつがまた、たくさんの人たちを傷付ける」

　自分が傷付くのは耐えられる。

　だが他人が傷付くのは、カナミには辛くて耐えられない。自分のせいなら尚なお更さらだ。

　アキラとカナミの前を、エルミドから戻ってくる装そう甲こう車の一団が、次々とゲートから現れては通り過ぎていく。そんな慌あわただしい様子を見つめながら、カナミは尋ねた。

「東京に魔王ゼルクを誘さそい出して、雛ひな森もりさんやあなたは、これから何をしようとしているの……？」

　アキラは何も答えなかった。教えたくないようだった。

「理由はよくわからない。けど、ボクが魔王ゼルクを誘い出せるから。計画に必要だったから。あなたはボクを、カナンにまで連れ出した。ボクは、あなたに利用されていただけなのかもしれない。けど最初から最後まで、ボクのせいでたくさんの人が死んだんだね」

「……」

「これが人類救済事業……これがスタウロス……魔王ゼルクを倒して世界を救うためなら、ボクたちは人を傷付けたって構わないの？　家族を守るためなら、ボクはこれを続けるの……？」

　ふらりと、カナミは歩き出した。その足が向かう先は、ゲートだ。

　カナミの行動の異変に気が付いた護ご衛えいの兵士たちは、途と端たんに声を荒らげた。「止まれ！」と叫ぶが、その制止を振り切るように、カナミは歯は嚙がみして駆かけ出す。

「カナミ！」

　思わず下の名前でカナミを呼び付け、アキラはその後を追いかけた。

　カナミはゲートの目の前で立ち止まると、追いかけてきたアキラを振り返った。

　護衛の兵士たちに取り囲まれながら、ゲートを背にする。

　そうして、精一杯強がった笑顔に、涙を浮かべて微笑ほほえんだ。

「ボクはエルミドの街に戻るよ」

「正気か？　あの街はもう保もたない。戻れば確実に死ぬことになるぞ」

　アキラの警けい告こくは正しい。そんなことはカナミだって理解している。

　だから怖こわくて、先程から手脚の震ふるえが止まらないのだ。

　その恐怖を懸けん命めいに押さえ付け、勇気を振り絞りながら、カナミは自分の考えを口にした。

「ボク１人が死ねば、東とう京きようの人たちが死ななくて済む」

「……」

「東京の街には、ボクのお父さんや、ボクの妹だって住んでる」

「……」

「ボクの大切な人たちだけじゃない。たくさんの人たちの命が懸かかってるんだよ。その人たちに、怖い思いや、辛つらい思いはして欲しくない。ボク１人の命でそれが叶かなうなら……ボクはそうしたい。だってこれは、全部ボクが招いた状況なんだから」

　アキラは、カナミの言葉を鼻で笑い飛ばす。

「ただ罪悪感から解放されたいだけだろ。ずいぶん身勝手な理由で、魔王ゼルク討とう伐ばつのチャンスを捨てようとするんだな。今君がやろうとしていることは、これまでの犠ぎ牲せいすら無意味にするぞ」

「ちょ、ちょっとあんた、あの子の気持ちも考えて！　もっと言葉を選びなさいよ！」

　あまりにも辛しん辣らつなアキラの言葉に、ハナは苦言を挟はさむ。だが構わず、アキラは続けた。

「よく考えてみると良いい。これまで起きた酷ひどいことについて、君は責任を感じて苦しんでいるようだが、それらは本当に君のせいだったか？　全てオレがやったことだったはずだぞ？」

　アキラは、いつもの気取った笑みで告げた。

「聖せい果か高校をスタウロスに攻こう撃げきさせたのも、エルミドの虐ぎやく殺さつを招いたのも、オレだった。オレは君だけでなく、誰も彼をも欺あざむき、傷付けたんだ。君のやろうとしていることはつまり、オレの犯した罪を代わりに背負って死のうとしているわけだろう。間抜けにも程がある最さい期ごだ」

　アキラの言っていることは皮肉だった。だがなぜか、カナミを責める言い方には聞こえなかった。その話を傍はたから聞いていたハナは不思議に思い、ふと気が付いた。

「……待って。もしかして、今まであんたが魔王ゼルクを倒す作戦を秘密にしていた理由って」

　ハナが言わんとすることに、同じようにカナミも気が付いた。

「まさかあなた────」

　カナミがそれを口にしようとした、その時だった。

「────今です！」

　いきなり声を上げたのは、近くで成り行きを見守っていたミユキである。

　アキラたちと同じように、兵士たちに囲まれ、自分を連行する車両の到着を待っているところだった。そのミユキが見つめる１点には、装そう甲こう車が１台駐とまっている。

　ゲートの前に駐とめられたままの装そう甲こう車だ。無人だったのかと思いきや、その後部ハッチが予期せず開き、中から完全武装の兵士たちが飛び出してくる。

　その数は６人。兵士たちが着ているのは、スタウロスの戦せん闘とう服ではない。

　ミユキの配下。エルミドを攻めてきた、黒き教会シユバルツ・キルヘの兵のものだ。

　どうやら車両の１台を奪うばい、ミユキを救出するべく潜ひそんでいたらしい。残存兵たちは手にしたアサルトライフルで、カナミを取り囲むスタウロスの護ご衛えい兵たちに仕掛ける。

「きゃああ！」

　銃じゆう弾だんの飛び交う場所で立っていられず、カナミは反射的にその場で伏せた。

　横よこ殴なぐりの銃火の雨を浴びせられたスタウロス兵たちは、次々と撃うたれて命を失っていく。アキラとハナは、近くに駐まっていた装そう甲こう車の陰に隠れ、何とかその奇き襲しゆう攻こう撃げきを避ける。

　スタウロスの護衛兵の１人が、堪たまらず声を上げた。

「て、敵襲！」

　周囲の味方を集めようと、無線で応援を求めるが、間に合わないだろう。

　基地から総員が撤てつ退たい中ということもあり、応戦できる者の数は少なかったのだ。

　ミユキは健在の左手で、自分を連行しようとしていた兵士の腰ホルスターから、自動拳銃ハンドガンを奪った。それを使い、瞬またたく間まに、周囲の兵士たちの頭部を撃ち抜き殺す。利きき腕うでではない左手の射撃でも、ミユキの身のこなしは手て練だれである。

　交戦中の部下たちの輪に合流すると、銃撃戦の中をかいくぐり、カナミの襟えり首くびを摑つかまえた。

　そうして手て際ぎわ良く、カナミを引ひき摺ずるように連れ去ろうとした。

「カナミ様、一緒に来ていただきますよ！」

　ミユキは、残存兵たちが潜んでいた装甲車に向かった。部下を運転席に座らせると、ミユキはその隣に座る。するとスタウロス兵たちが、車両の防弾ガラスに銃弾を浴びせてきた。滑こつ稽けいなその様を見渡し、ミユキは嘲あざ笑わらった。

「フフ。これで私が終わると思ってましたか？　スタウロスの保護対象であるカナミ様を人質にすれば、あなたたちには牽けん制せい射撃くらいしかできませんよね？」

　後部シートの方から、カナミが声を荒らげて喚わめく。

「放して！　ボクをどうするつもりなの！」

「私たちには後がないんです。これだけの失態を演じた後なんですよ。手ぶらで帰ることなんてできません。せめてカナミ様を奪だつ還かんさせていただかなければ、主あるじが許してくれませんよ」

　車体に銃火を浴びながらも、ミユキの装甲車は無理矢理に走り出す。

　車両はホールを抜けて、見る見る間に兵ア器ー格セ納ナ庫ルの遠く向こうへ去って行った。

　遠ざかる車両の背を睨にらみながら、ハナが焦あせって毒どく突づいた。

「ああもう、あのクソ女！　こっちは護衛監かん視しの命令を受けたばっかりだってのに、早速、連れ去られるなんて洒落しやれになってないわよ！　追いかけるわ！　誰か、乗り物調達して！」

　しかし周囲の兵士たちは、今の銃じゆう撃げきで負傷した兵士を、手近な装そう甲こう車に搬はん送そうする作業途中のようで、避難優先の様子だった。ハナの命令に応対できる人員は少ない。

　すると珍しくアキラが、真顔で言った。

「今の騒動で、ここに長居しすぎた。君たちはもう逃げろ。後は、オレが１人で追いかける」

　言うなりアキラは、目の前に右腕をかざす。

　ハナは驚きよう愕がくした。アキラの掲かかげた手の先から〝灰〟が噴ふん出しゆつしたのだ。

　脈絡もなく、吹き出るように飛び出た灰の１つ１つが、何もない空間に１つの塊かたまりを築き上げていく。それは造形され、意味ある形状を成していくではないか。

　瞬またたく間まに無から生み出されたのは、大型自動二輪車バイクである。

　アキラがそのハンドルに手を触れると、造形物の表面を覆おおっていた灰が吹き飛び、その下から青白いカラーの、新品同様のバイクが現れ出いでた。

　奇き跡せきを目の当たりにした兵士たちが、口々に驚きの声を上げた。

「何もないところからバイクを生み出した!?」

「あいつ、魔術師ソーサラーだったのか！」

　兵士たちの驚きと同様、ハナも愕がく然ぜんとしていた。だが、その驚きは人一倍である。

「そんな噓うそよ……ここはカナンじゃない！　マナがないのに、どうしてその力を！」

　ロクに説明することもなく、アキラは自分が生み出したバイクに跨またがった。

　直後、状況の緊迫度合いを押し上げるように、ゲートに異変が起きる。

　巨壁のような光の渦うず。その渦の中心に、小さな浮き島のような黒点が現れたのだ。

　その黒点は見る見る間に大きさを増していき、巨大な黒球の全体像を露あらわにしていく。それは、今まさにゲートをくぐり抜け、この世界に生じようとしている黒球形状の怪かい物ぶつだ。底面からは球根の根のような、青白い不気味な触手が無数に生え出ている。その触手は、ホールの床を舐なめるように這はい、こちらの世界を侵しん食しよくし始めた。

「ゼ、魔王ゼルクだあああああ！」

　悲鳴のように、スタウロスの兵士たちが叫び会う。ハナも青ざめ、巨体を見上げて言った。

「ヤバい！　たしかに長居しすぎたわ！」

　それは人類が倒すべき運命の宿敵。冷ややかに見上げ、アキラは呟つぶやいた。

「また会ったな……けど、お前の相手は後だ」

　けたたましいエンジン音をホールに響かせ、バイクは疾しつ駆くした。
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　装甲車に設もうけられた、スリット形状の防弾ガラス。そこからカナミは、懸けん命めいに外の様子を覗のぞき見ていた。どうやら車両は、ゲートのある大ホールを離れ、兵ア器ー格セ納ナ庫ルの中を走っている。総員退避命令が出ていることもあり、周囲にはすでに、職員たちの姿はほとんど見られなかった。もはや見張りも追っ手もなく、黒き教会シユバルツ・キルヘの残党兵は、自由に逃走可能な状況だ。

　人の姿はなくても、併へい走そうしている無数の装そう甲こう車はいる。

　エルミドから撤てつ退たいしていた車両の一団である。

　その車両団は、電光掲示板で「避難路」と表示されている方向へ走って行く様子で、ミユキたちの後を追ってくる様子はなかった。彼かれ等らが向かう先の標識には「潜せん水すい艇てい発はつ艦かん口」と表記されていた。どうやら大半は「海路」を使って避難する様子である。

　カナミを乗せた装甲車だけが「地上路」に向かっている。

　車両用エレベータを利用し、いくつかの隔かく壁へきをミユキがハッキングで開けると、地上に続くスロープ道路が現れた。そこを直進し、最後の大きなシャッター扉の前まで辿たどり着つく。

　シャッター扉が開くと、その向こうから差し込む夕ゆう陽ひで、装甲車は照らし出された。

　出た先は、閑かん散さんとした巨大駐車場だった。車は１台も駐とまっていないが、広い。

　空は夕ゆう陽ひで暮れなずんでおり、燈だいだい色の眩まばゆい光が、スリット窓から差し込んできていた。

　敷しき地ち内の隅に立っていた標識が、長い影を地面の上に落としている。

　その標識の文字を、カナミは見逃さなかった。そして意外な事実に驚いた。

「ここって……東とう京きようビッグサイトなの!?」

　ビックサイトは、江こう東とう区くの海に近い場所。有名な展示会場だ。

　標識が正しければ、その東棟屋外駐車場に出たようである。

　スタウロス日本支部の兵ア器ー格セ納ナ庫ルは、東京のどこかの地下にあると聞いてはいたが、それがお台だい場ばであるとは思わなかった。しかも、その出入り口となる場所が、普段から多くの人々が訪れるビッグサイトに続いているのだ。大都会の盲もう点てんだろう。

「さあ。この陸の孤島が、決戦場になってしまう前に脱出します。最短ルートは有あり明あけ通り。そこを目指しましょう。スタウロスが麻ま痺ひ状態の今なら、突とつ破ぱは比較的容易なはずですよ」

　ミユキの指示を聞いた部下は、ハンドルを切って言われたルートに向かう。

　そしてカナミを乗せた装甲車は駐車場を出るなり、北ほつ方ぽうへ向かい、一般車道に合流した。

　普通車両が走っている道路に、装甲車が紛まぎれて走るのはかなり目立った。

　それどころか、装甲車は赤信号を無視し、かなりのスピードを出して走るのだ。暴走運転状態だ。クラクションを鳴らされ、通行人たちからは罵ば声せいを浴びせられるが、ミユキたちは気にしない。いつ追っ手が現れるともわからず、周囲に遠慮している余裕などなかったのだ。

　想定外に道路が混雑しているため、ミユキは舌打ちをした。

「そういえば、こちらの世界は休日でしたか。普段は車が少ない道路だというのに、よりにもよって今日は煩わずらわしいくらいにいますね。構いません、何台か衝しよう突とつしてでも加速して」

　平然と言ってのけるミユキに、カナミは堪たまらず苦言を呈ていした。

「酷ひどい！　自分たちがこの場を逃げられれば、他の犠ぎ牲せいなんてどうでも良いいの!?」

「その通り。どうでも良いい他人が、ムシケラのように何人死んだところで構いませんよ」

　カナミの意見を、ミユキは鼻先で笑い飛ばす。異変が起きたのは、その時だった。

　突とつ如じよ──車両後方から雷らい鳴めいのような破は砕さい音が轟とどろいた。

「!?」

　最初は地じ震しんかと思った。

　装そう甲こう車しやが飛び跳ねるように暴れ出したため、堪たまらず運転手は、その場でブレーキを踏んでしまう。見れば周辺の他の全ての車両が同様に、その場で慌あわてて走行を止めたようだ。

　カナミが窓を覗のぞき込こめば、車両後方に遠ざかっていたビッグサイトの方角から、分厚い粉ふん塵じんの煙が立ち上っているのが見えた。まるで火山が噴ふん火かしたような勢いで、勢いよく空高くに吹き上がる煙が見えるのだ。その煙の中で、ビッグサイトの、建物の形状が崩くずれさっていく。

「ウソだよ……ビッグサイトが崩ほう壊かいしてるの!?」

「デリミタ１によって、地下施設が自爆したんです。勿もち論ろん、地上の建物は崩落しますよ」

　地下の空くう洞どうが吹き飛んだため、支柱を失った地上の建物が、大地に飲み込まれているのだ。

　ビッグサイトは、まるで砂の城のように崩れ去っていく。信じられない、衝しよう撃げき的な光景を凝ぎよう視ししながら、カナミは言葉を失ってしまう。間もなくミユキの部下が、慌てて報告する。

「み、ミユキ様！　車のエンジンがかからなくなりました！」

　言われてミユキは、手首のリングのホームボタンを押す。ＡアＥイには何も映像が表示されず、ホーム画面すら立ち上がらなくなっていた。車といい、ＡアＥイリングといい、電子器機の全般が壊こわれて使い物にならなくなっているようである。ミユキは素早く推察した。

「……やられました。おそらく〝電磁パルス爆弾ＥＭＰ〟の影響です」

「今のビッグサイトの爆破で……!?」

「ええ。大規模な強きよう電でん磁じ波は衝撃が発生したんでしょう。この周辺一帯の電子器機は全て破壊されたと考えるべきです。なるほど。だから命令の名称も〝完デ全リ隔ミ離タ〟と言ったところですか。これからこの場で、誰が何を目撃しても、インターネットに情報を流せなくなりました。おそらくこれは〝メディア封ふうじ〟ですよ。ずいぶんと大胆な方法です」

　言うが早い。ミユキは装甲車の扉を開け、降車する。

「ここからは徒歩で移動します。続きなさい」

　言われて、部下たちも車両を降りた。部下の１人が装甲車の後部ハッチを手動で開けると、カナミを降ろし、銃じゆうを背中に突き付けて脅おどしてくる。

　現在地は、国際展示場駅の周辺である。

　路上には、突如として動かなくなった車が、数え切れないほどに並んで止まっていた。

　休日ということもあり、周囲に見かけるのは家族連れや恋人連れが多いようだ。

　いずれも、粉ふん塵じんが立ち上るビッグサイトの空を啞あ然ぜんと見上げ、立ち尽くしている。

　状況を理解できていない人々は、ニュース報道から情報を得ようとするが、ＡアＥイリングが起動せず、誰もインターネットには接続はできない。何の真しん偽ぎも確かめられない様子だった。

　電車は止まっており、車両内に閉じ込められている人々の姿も見えた。誰も彼もが、その場で足止めされている。そんな人混みを移動するミユキたちは武装しているが、幸いなことに、事態のどさくさに紛まぎれることができていた。気にする通行人は少ない様子だ。

「──お母さん！」

　突とつ如じよ、歩道にいた小さな女の子の叫び声が聞こえた。

　カナミを含め、通りすがりの人々は、その少女の悲痛な声に目と耳を向ける。

　青ざめた少女。その傍かたわらに並び立っている女性は母親だろう。その母親は肩を震ふるわせ、血走った形ぎよう相そうで自みずからの手足を見下ろして立ち尽くしていた。一いつ瞬しゆん、何が起きているのか、衆しゆう目もくは理解できなかった。だが母親の両手両足が、目に見えて変へん貌ぼうしていくのに気付き、驚きよう愕がくする。

　少女の母親の身体からだが──〝白い岩がん石せき塊かい〟と化していくではないか。

　母親は悲鳴を上げる間もなく、手足の先から頭の天てつ辺ぺんまでが、白い岩石塊になってしまった。それはまるで人体が石化したかのような、信じられない現象である。

「ひぃぃ！　うわあああああ！」

　少女の母親だけではない。周囲にいた人々の身体が、次々と同様に岩石化していく。

　誰も彼もが白岩の人型彫刻と化し、その場で動けなくなり、硬直してしまう。

　地じ獄ごく絵え図ずと化していく路上の光景に、カナミは怯おびえて後あと退ずさった。

「どうやら、始まったようですね」

　ミユキは冷や汗を浮かべた顔に、無理な笑みを作って言った。

「塩の柱になっているんですよ。人体がね」

「人間が、塩の柱に!?」

「そう。この現象が起きるということは、つまり魔王ゼルクが、この地に降こう臨りんしたということです。この周辺一帯にマナが立ち込め始めている。これはその影響です」

　カナミは、目の前で塩の柱と化していく人々の、絶望と悲鳴を目まの当たりにする。

　言葉など出ず、怯おびえた眼まな差ざしでミユキに答えを求めると、それにミユキは答えた。

「知りませんでしたか？　マナは〝免めん疫えき〟を持たない人体にとって〝猛もう毒どく〟なんですよ」

「……え？」

「子供のうちにマナに晒さらされた身体は、免疫を持ちます。けれど大人おとなになってからは手遅れ。体内で免疫が作られず、マナの持つ毒素は人体を破は壊かいします。現代の最先端の科学技術を用いても、マナが何なのかは判明していません。そうである以上、人工的な免疫を作ることも叶かないません。つまりマナが満みち溢あふれるカナンとは、免疫を持たない大人では住めない世界。カナンに行き来できるのは、主に子供だけなんです」

　ミユキの言葉を裏付けるように、塩の柱と化していくのは大人ばかりだ。

　最初に声を上げた少女は何事もなく、母親だった塩の柱に、今も泣き縋すがっている。

　カナミは青ざめ、自身の頭を抱かかえて呻うめいた。

「やだ……これ全部……ボクが東とう京きように戻って来たせいなの……!?」

　塩化していく人々の悲鳴の中、カナミは銃じゆう口こうで脅おどされ、無理矢理に足を進めさせられる。

　周囲から聞こえる悲鳴や怒ど号ごうの全てが、カナミを責める憎しみの声に聞こえた。カナミは怖こわくて、両手足が震ふるえてしまっている。罪悪感で心が苦しくて、吐はいてしまいそうだった。

　ミユキは気が付いた。ふと遠くから、甲かん高だかいエンジンの回転音が聞こえてくる。

「……エンジン音？」

　夕ゆう陽ひの輝きに満たされた道路の向こう。停車している車の群れを避けて、近付いてくる１台の大型バイクが見える。周辺一帯にある電子器機が全て破は壊かいされている状況で、動いている唯一の乗り物だ。否いや応おうにも、その音は際きわ立だち、ミユキたちの注意を惹ひき付つけた。

　バイクに跨またがる人物。その正体に気付き、思わず憎しみを露あらわにミユキは毒どく突づく。

「しつこいですね、雪ゆき村むらアキラ！」

　現れたのは、黒衣の少年だった。

　ロングダークコートの長い裾すそを風にはためかせ、頭には深々とフードをかぶっている。

　その顔には、割れた髑どく髏ろの面をかぶっていた。まるでその出いで立たちは死神だ。

　ミユキは周囲を見渡す。「ゆりかもめ有あり明あけ駅えき」の改札口。そこに続く歩道橋を見つけた。

「あそこで迎え討うちますよ！」

　カナミの襟えり首くびを摑つかみ、部下に命じた。

　５人が、手近な遮しや蔽へい物に身を隠し、アサルトライフルをバイクに向けて構えた。カナミを引き連れたミユキと、部下１名が歩道橋のエスカレータを駆かけ上がり、高所に陣じん取どって迎げい撃げき体勢をとる。健在の左手にハンドガンを握り締め、ミユキは歩道橋上からアキラに狙ねらいを付けた。

「愚おろかです！　単独で、この人数を相手にできるとでも思いましたか！」

　ミユキの声が号令だった。

　黒き教会シユバルツ・キルヘの残党兵たちは、一いつ斉せいにアキラめがけて射撃を開始する。白昼堂々、駅舎前でいきなり銃撃戦を始めたミユキたち。だが通行人の大半は塩化しており、大きな騒ぎは起きない。

　アキラはバイクの前輪を浮かせ、行く手で停車していたスポーツカーのボンネットを踏み付けた。すると勢いの付いた後輪が車体の上に乗り上げ、スポーツカーの屋根をジャンプ台のように轢ひき潰つぶして、バイクが宙に跳躍する。

　予期せず宙を舞ったバイクに、残党兵たちの銃弾はあえなく避けられてしまう。

　滞空から着地したバイクは、歩道橋下の柱の陰に隠れている兵士１人をめがけて疾しつ走そうした。

　アキラは衝しよう突とつの直前で、前輪にブレーキをかける。勢いの付いた後輪タイヤを、回し蹴げりのようにして、兵士の横よこ面つらへ叩たたき付つけた。後輪に殴おう打だされた兵士は倒れ、昏こん倒とうしてしまう。

　１人を倒せば、すぐに別のもう１人が襲おそってくる。

　近くの柱の陰に隠れていたのだ。ハンドガンを手に、姿を現す。アキラめがけて乱射しながら歩み寄ってきた。アキラは素早くバイクを降り、車体を盾たて替わりに銃じゆう弾だんを受け止める。

「さあ、力を貸せ──右腕フイーア」

　アキラが呟つぶやくと、途と端たん、バイクは砂の造形物であったかのように、形状を崩ほう壊かいさせる。

　バイクは一いつ瞬しゆんのうちに灰と化し、虚こ空くうで解けて風に舞ってしまった。

　だが灰はすぐさま、アキラの右手に集まり、今度は別の形状を形成する。

　それは１挺ちようの〝漆しつ黒こくの装飾銃〟だ。

「魔ま術じゆつ!?」

　ミユキが驚きよう愕がくする。

　装飾銃から重々しい発射音を轟とどろかせ、アキラは立ちはだかる兵士を難なく撃うち殺した。

　目の前の敵に惹ひき付つけられていたアキラ。

　だが道路を挟はさんだ反対側の歩道には、まだ３人も敵が潜ひそんでいるのだ。その伏ふく兵へいたちが飛び出してくる。アキラをめがけ、すかさずアサルトライフルを一いつ斉せい射しやしてきた。

　するとアキラの手にした装飾銃が再び灰と化し、今度はアキラの周囲を漂ただよう灰の渦うずになる。

　その渦は、飛来する銃弾のことごとくを弾はじき返かえし、虚こ空くうに数多あまたの火花を散らせた。

「灰のバリア!?」

　魔術師ソーサラーのように、無から自在に武器を創り出せる能力のように見える。

　だが、纏まとった灰のような浮遊物を、銃弾を弾くバリアのように展開する力など見たこともない。しかもバイクや銃、１人で扱える顕イ現デ物アの種類が多すぎる。複雑さも、並なみ大たい抵ていではない。

　アキラの力は、本当にただの魔術師ソーサラーのものなのか。

　必殺の一斉射撃が、完かん膚ぷなきまでアキラに防ぼう御ぎよされてしまった兵士たちは、一瞬、啞あ然ぜんとして立ち尽くす。銃火が弱まると、アキラは髑どく髏ろの仮面の奥で冷ややかに警けい告こくする。

「──力の差を思い知らせてやる」

　アキラは片手に灰を収束させると、今度は手の中に〝騎き士し剣けん〟を生み出した。

　そこからのアキラの素早さは、もはや常じよう軌きを逸していた。

　駆かけ出し、瞬またたく間まに敵との距離を詰めると、１人目の兵士の両脚を一ひと凪なぎで斬きり離す。

　瞬間的に宙に浮いたその胴体を蹴けり飛ばし、隣にいた別の兵士に受け止めさせた。悲鳴を上げる仲間の身体からだを受け止めた兵士は、予期せぬ飛来物に対応できず、その場で尻しり餅もちをつく。

　２人を無力化したが、残った１人が、またもやアサルトライフルで応戦しようとする。

「接近戦での得え物ものがそれか？」

　避けられない至近距離で乱射されるが、アキラは虚こ空くうに横向きの８の字を描くよう、剣を振り回す。それだけの動きで、飛来した銃弾のことごとくが地面に叩たたき落おとされた。

「……すごい！」

　剣だけで兵士３人を圧倒するアキラの力に、カナミは驚きよう嘆たんの声を漏もらしてしまう。

　アキラは間かん髪はつ入れず、撃ってきた兵士の心臓を剣で突き刺して絶命させた。

　今度は尻しり餅もちをついていた兵士が立ち上がり、隙すきの出来たアキラの背後から、ナイフを突き立てようと襲おそいかかってきた。だがアキラはそれを振り向きもせず、足下のマンホールの蓋ふたの取っ手部を、踵かかとで引っかけて宙に〝蹴けり上げて〟みせる。

「そんなバカな！」

　人間離れしたアキラの身体能力に、ミユキは悲鳴を上げたい気分である。

　重量のある蓋が軽々と宙に浮き、アキラに襲いかかろうとした兵士の顎を、アッパーのように打ち上げた。堪たまらず仰のけ反ぞった兵士を、アキラは振り向き様ざまの横よこ凪なぎで両断してみせる。頭と胴を切り離された兵士。切断された首の断面からは、鮮血が吹き出る。その返り血で髑どく髏ろの面を汚しながら、アキラは歩道橋上のミユキを睨にらみ上げた。

「ひっ……！」

　尋じん常じようではない威圧を感じ、ミユキは思わず怯ひるむ。

　歩道橋上には、ミユキの部下がもう１人控ひかえている。上から下を覗のぞき込こむようにして、眼下のアキラにアサルトライフルを向けた。だがアキラは手の中に生み出した装飾銃じゆうで、下を覗のぞき込こんできた兵士の額ひたいに、綺き麗れいな風穴を開ける。血ち飛沫しぶきが飛び、それがミユキの頰ほおを濡ぬらした。

「う、噓うそよ……！　たった１人じゃない……どうして殺せないのよ!?」

　心底から信じられない心境だった。

　アキラはゆっくりとエスカレーターを歩き、歩道橋を上がってきた。

「あなた、せ、戦せん闘とう技能は凡ぼん庸ようなはずじゃなかったの!?」

　アキラは無言だった。ただ狼おおかみのような鋭い眼まな差ざしを、仮面の下からミユキに向けるだけである。ミユキは震ふるえる左手でハンドガンを握り、銃口をカナミに向けながら警けい告こくした。

「こ、こっちはカナミ様を人質に取ってるんですよ！　動かないでください！」

「三流のセリフだな。悪いがオレは一流なんだ。こういう場合──もちろん断ことわる」

　アキラは手にした装飾銃を撃うった。カナミの腕を掠かすめ、銃弾はミユキの左肩を撃ち抜いた。

　着弾の苦痛で、堪たまらずミユキはその場に跪ひざまずき、呻うめき始める。右手はアキラに吹き飛ばされ、左肩も撃たれた。銃は取り落とし、アキラに両腕を封ふうじられてしまったのだ。

　もはやミユキに、反撃する術すべは残されていなかった。

　ミユキが膝ひざを折って悶もん絶ぜつしているのを確認すると、アキラはカナミに歩み寄って尋ねた。

「大丈夫だったか？　怪け我がはないか？」

　返り血にまみれた、死神のような男。

　助けてもらったというのに、おぞましいその姿に恐怖し、カナミは一歩、退しりぞいてしまう。

　カナミに恐れられていることに気付き、アキラは足を止めた。そして沈黙する。

　ふと、跪ひざまずいていたミユキが髪を振り乱し、憎々しげにアキラを睨にらみ上げて言ってきた。

「……灰の異能……！　あなた、まさか〝エイデン様〟が言っていた……！」

　ミユキが口にした名。それを聞いた途と端たん、アキラの目に憎しみの炎が混じる。

「そうか。団長と知り合いだったのか。……まあ、それもありえるか。２年前のあの戦場を生き残った団の連中は今頃、黒き教会シユバルツ・キルヘの一員になって、帝てい都とで悠ゆう々ゆう自じ適てきなわけだからな」

「バカな！　あなたは２年前、裏切り者としてエイデン様に殺されて……！」

　装飾銃じゆうの銃口を、アキラは乱暴に、ミユキの額ひたいへ押し当てた。

「────どっちが裏切り者だって？」

　銃口の死の感触もさながら、その時に心底、ミユキは雪ゆき村むらアキラという男に恐怖する。

　何という冷たい目をするのだろうか。

　今、この黒い眼まな差ざしを目まの当たりにしたミユキには断言できる。これまでの軽薄な態度は、雪ゆき村むらアキラの本質ではない。見つめただけで人を絶命させそうな、底知れない殺意と暗黒を湛たたえた目をしているではないか。これまでにいったいどんな経験をすれば、こんな目ができるのか。数え切れない修しゆ羅ら場ばをくぐってきたミユキですら、震ふるえ上がり、射い竦すくめられてしまう。

　だが、ここで屈すれば、活路は閉ざされてしまうだろう。まだ諦あきらめない。

「フフフフフ……知ってましたか？　私の任務は元々、カナミ様の監かん視しと護ご衛えいです。ですが、それが叶かなわない状況になった場合は──〝こうする〟ように指示されてるんですよ！」

　ミユキは突とつ如じよ、額を突き出し、アキラに向けられた銃口を強引に押おし退のけようとする。それは予期せぬ反抗だった。アキラはすかさず引き金をしぼり、ミユキを撃ち殺そうとした。だが照しよう準じゆんをずらされた銃弾は、ミユキの額の表層を僅わずかに抉えぐって吹き飛ばすだけだ。傷は浅い。

　それまでミユキは、痛みで鈍くなっている左腕に力を蓄えていた。その手で、履はいていたブーツの底に隠してあった、小型拳銃を抜き放つ。その銃口を躊ちゆう躇ちよなく──カナミに向けた。

「さようなら、カナミ様！」

　凶きよう弾だんは吐き出され、カナミめがけて発射された。




　　　　　　　　　　　　　　◆




　日は沈み、コンクリートに塗り固められた人工の街には、静せい寂じやくが訪れる。

　今宵こよいのお台だい場ばは、街灯の１つすら点灯せず、深い暗黒に閉ざされた陸の孤島と化していた。

　明かりとなるのは、夜空に輝く満天の星と、白い満月。白銀の光に照らされた街並みは、まるで終わりを迎えた世界のようにもの悲しく、美しい様相だった。

　いつしか人の姿は途絶え、路上のあちこちに、塩の柱が寂しく立つだけの、異様な光景ができあがっている。静まりかえった有あり明あけ駅えきの歩道橋上で、カナミは泣きじゃくっていた。

「どうしてなの……どうしてボクを庇かばってこんなことを……！」

　ミユキの放った銃弾を、カナミに代わってアキラが受けたのだ。

　咄とつ嗟さに反撃したアキラに腹部を撃たれ、ミユキは血溜たまりの中で動かなくなってしまっていた。もはやこの場に残されたのは、胸部の致命傷から血を流し続けるアキラ。そして為なす術すべもなく、アキラの傷口を両手で押さえるカナミだけだった。

　歩道橋の柵さくに背を預け、アキラは四し肢しを投げ出すように倒れていた。

　そうして苦しげに息をしながら、アキラは、カナミが怖がっていた髑どく髏ろの面を外はずしてやり、微笑ほほえみかけた。

「気にすることはない。悲しむ奴やつなんて誰もいない、安い命なんだ」

　カナミを守るために命を投げ出した。アキラがやったこととは、つまりそういうことだ。

　カナミのことを、ただ利用しているだけの男だと思っていた。

　それなのに、どうしてそこまでする必要があったのだろう。理解できない。

　アキラはカナミの髪を、愛いとおしそうに撫なでた。カナミは血に染まった両手で、アキラの手を握り返す。手にお互いの温ぬくもりを感じながら、アキラはゆっくりと告げた。

「……今はまだ、魔王ゼルクをビッグサイトの下で生き埋めにしている。けれど、その足止めの効果は長くない。オレのことは置いて、早くここから逃げろ。スタウロスに保護を求めるんだ」

　カナミは頭を振って、アキラに訴うつたえかけた。

「そんなのヤダ！　命を助けてもらったのに……あなたを置いて行けないよ！」

「君は優しすぎる。致命的な甘さだ。だから古城で窮きゆう地ちに追い込まれた時も、仲間を見捨てることを嫌いやがった。だがよく考えてみろ。果たしてオレは、君が助ける価値のある男か？」

　こんな時にまで、アキラは皮肉った。

「勘違いして貰もらっては困る。オレは自分の計画のために、君を守っただけにすぎない。結局、今も君を利用している最低の男なのさ。だからこのことに、恩を感じる必要はない。君はオレのことを嫌きらっていただろう？　気楽に捨て置けよ。オレに言わせれば、君は他人のことで思い悩みすぎなんだ。頼むからもう少し──自分のことも大切にしろ」

　アキラのことが大嫌いだ。いつも気取った態度で。身勝手で。他人を傷付けてばかりいて。

　好きなところなんて１つもない。嫌っていたのだ。それなのにどうして。

「どうしてボクのためなんかに、ここまでするの！　もういい加か減げん、教えてよ！」

　話している途中で、唐とう突とつに周囲が明るくなった。

　赤い光が周囲一帯を照らすと、アキラとカナミの輪りん郭かくは、闇やみの中で鮮明になる。

　天に昇っていく赤い光の柱が、地面から勢いよく迸ほとばしっていた。

　その光の柱を見上げ、アキラは苦しげに呻うめいた。

「……やれやれ。相変わらず、とんだ化ばけ物ものだ。予想より足止めは長くは保もたなかったか」

　光の発生源はビッグサイトの跡地である。

　いまだ粉ふん塵じんの立ち込める場所。その地中深くから、赤い光の柱が迸ほとばしっている。

　魔王ゼルクが光線レーザーで、自分の頭上の障害物を排除しているのだろう。

　間もなくだった。地鳴りを伴ともない、地中深くから黒球の巨体が飛び出してきた。

　その黒球には赤い光の翼つばさが８枚生はえ揃そろう。そして赤いホログラムの手脚、竜ドラゴンの頭が生じ、生物のような姿になる。実体のない翼つばさだというのに、その羽ばたきは、遠くからでも聞こえてくるほどに大きい。魔王ゼルクはついに地上に姿を見せ、お台だい場ばの空に舞い上がったのである。

　魔王ゼルクは自身の周囲に、巨大な赤い光の円えん陣じんを発生させた。その光の円陣は幾いく重えにも生じ、魔王ゼルクの全方位へソナーのように放たれる。まるで輪状に広がる光の波のようだ。

　周囲を走そう査さしているのだろう。魔王ゼルクは周辺の建造物やオブジェクトに光を照射し、何かを探している様子だった。その何かなら、もはや見当は付いている。

　光の波の１つが、カナミとアキラに浴びせかけられた。

　途と端たん、魔王ゼルクの頭部に生え出た竜ドラゴンの頭が、咆ほう哮こうを上げた。月下に轟とどろく異い形ぎようの怪かい物ぶつの叫びは、暗黒の街に響き渡る。そうして魔王ゼルクは向きを変えると、一直線にカナミへ向かってくる。

「見つかった。早く逃げろ……！」

「……」

「何をしてるんだ、あいつはここに向かって来てるんだぞ！」

「……今さら、どこに逃げられるって言うの？」

　羽ばたき、近付いてくる巨体を見上げながら、カナミの目は絶望を露あらわにしていた。

「ボクの大好きなこの世界は、もうすぐ滅びる。魔王ゼルクを倒せないから。それなのにアレは、逃げても逃げても、どこまでもボクを追いかけて来る。そしてその度たびに……人が大勢死ぬ」

「カナミ……！」

「あの怪物は強すぎる。エルミドの街は一いつ瞬しゆんで焼き尽くされた。兵隊さんたちも、いっぱい殺された。あの怪物をやっつけるなんてできないよ。ならボクがいる限り、ボクの周りにいる誰もが、魔王ゼルクの脅きよう威いに晒さらされ続ける。いつかボクのお父さんや妹も殺される。ハナちゃんやコウタ君たちも殺される。そしてあなたもこうして今……ボクのせいで死んじゃう……！」

　全てを諦あきらめきったカナミ。そのすぐ近くの道路上に魔王ゼルクが到達する。

　まるで立ちはだかる黒い月のようである。球体の底部から生え出た無数の触手。その内の何本かが、長く伸びてきた。そうして、歩道橋上にいるカナミに向かってくる。

　背後から迫る無数の触手が、カナミの華きや奢しやな身体からだに絡からみ付ついた。

　だがカナミは、それを振ふり解ほどこうとすらしない。ただありたっけの、強がった笑えみを浮かべていた。震ふるえている両手を背後に隠し、何でもないよう、アキラに微笑ほほえんで告げた。

「ボクはいない方が良い。だからせめてボクは、これを東とう京きように連れて来た報いを受ける」

「ダメだ！　カナミ！」

　力いっぱい叫んだアキラの口の中に、血の味が混じる。

　カナミは、魔王ゼルクの伸ばしてきた触手に絡からめ取られ、歩道橋上から攫さらわれた。

　無数の触手が見る見る間にカナミの姿を覆おおい隠していく。

　カナミは祈るように両手を合わせ、静かに目を閉じた。

「…………せっかく助けてもらった命なのに、ごめんなさい」

　触手に包まれたカナミは、そのまま魔王ゼルクの本体である黒球部に吸い上げられ、体内に取り込まれてしまった。アキラの見ている目の前で、カナミは魔王ゼルクに食われて消えてしまったのだ。

　歩道橋上を這はいながら、アキラは消えたカナミの姿に向けて手を伸ばした。

　だがその手は、もはや届くことはない。

　魔王ゼルクはカナミを吸収すると、再び羽ばたき、上空高くへと舞い上がっていった。

　そうして何事もなかったかのように、ホログラムの竜ドラゴンの口から、血のような赤々しい光線レーザーを放ち始めた。眩まばゆい光が暗くら闇やみを引き裂き、街の各所から紅ぐ蓮れんの炎ほのおが吹き上がる。

　周辺施設を焼き払い始めたのだ。淡々とした、魔王ゼルクの殺さつ戮りくと破は壊かいが始まったのである。

　たちどころに紅ぐ蓮れんの炎ほのおを巻き上げ、炎に包まれていく街。

　紅ぐ蓮れんの風景を見渡し、アキラはただ、見知った世界が滅ほろびていく様を見ていた。

「…………まったく。相変わらず、カナミはカナミか」

　やがてアキラは──腹底を低く振るわせて笑った。

「２年前から何も変わってない。他人の心配ばかりして、そのためなら平気で命を危うくする。お前がいない方が良いいだって？　逆だよ。お前がいなければ人類に未来はないんだぞ」

　煌こう々こうと燃え上がる紅ぐ蓮れんの炎ほのおに頰ほおを照らされ、アキラは空の魔王ゼルクを見上げて不敵に笑んだ。

「壊こわれた心臓の修復リペアは後回しだ。何でも良いい。オレを戦える状態にしろ、右腕フイーア」

　言うなり、アキラの胸部からバキバキと、骨が砕け、軋きしむような音がする。胸の奥で何かが蠢うごめく苦痛に歯を食いしばると、アキラはやがて、ゆっくりとその場で立ち上がった。

　命じただけで、胸部からの出血が止まっている。アキラはそれを見下ろし、呟つぶやいた。

「カナミ。お前はこんな場所で死ぬべきじゃない。オレは何度だって、どこにだって、お前を取り返しに行く。オレのこの汚けがれた魂たましいを使うのに、十分すぎる理由だ」

　ひび割れた髑どく髏ろの仮面を、アキラは足下から拾い上げた。

　悲しく目を細め、だがやがて決意を固め、その仮面をつけた。

　黒衣のフードを目ま深ぶかにかぶると、その出いで立たちは、戦場を震ふるえ上がらせる死神と化す。

「さあ、約束を果たす時間だ。世界の終わりを────変えにいこう」

　アキラは右手を魔王ゼルクに向けて掲かかげた。

　するとその右手の先に灰が収束していき、一振りの〝黒剣〟を形成する。

　妖あやしく艶つやめく漆しつ黒こくの刀身だ。時折そこから紫し電でんが迸ほとばしり、爆はぜる音がした。

　禍まが々まがしい力を秘めた剣を片手に提さげ、死の騎き士しは運命の敵を目指して歩き出す。灼しやく熱ねつの海と化していく炎のお台だい場ば。立ち上る数多あまたの火の粉を見上げ、騎士は無人の道路を孤独に進んだ。
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　凍こごえる吹雪の夜だった。

　雪山の中腹に山小屋を見つけ、少年と少女は命からがら、そこに雪な崩だれ込こんだ。

　急いで暖だん炉ろに火を起こし、冷え切った身体からだを温めようとする。

　少年が手て際ぎわ良く炎を起こすと、薪たきぎは容易たやすく燃え上がる。２人は着ていた厚着姿のまま、身を寄せ合いながら、炎の前で膝ひざを抱かかえて座り込んだ。パチパチと音を立てて燃える薪。時折、飛び出る火の粉を見つめながら、ぼんやりと揺らめく炎を見つめていた。

　……ただただ、静かだった。

　外で呻うなる風音。燃える薪の音。それら以外に何も聞こえない。

　静まりかえった山の夜だ。まるで世界には、少年と少女の２人きり。耳を澄ませば、互いの鼓動の音さえ聞こえてきそうな、そんな澄んだ静けさである。

　寒さが和やわらいだこともあり、少女はジャケットのファスナーを胸元まで下ろした。少年はふと、少女の胸元に、銀のペンダントが覗のぞいていることに気が付いた。

「……それ、まだ持ってたのか？」

　少年が胸元のペンダントを見ているのに気付き、少女は恥ずかしそうにファスナーを上げ、隠してしまう。少年は苦笑いを浮かべながら、少し申し訳なさそうに言った。

「大事にしてくれるのはありがたいけど、安物だったから、何だか悪いな」

「や、安物とか関係ない！　今はボクの大切なお守りなんだから、バカにしないでよ！」

　少女は拗すねて、プイッと顔を背けた。だがなぜか、その頰ほおは赤らんでいる。

　少女のペンダントは、少年が過去に贈ったものだった。まだ出会ったばかりの頃の、旧ふるい話である。何だか懐なつかしい思いが込み上げ、少年は優しい気持ちで微笑ほほえんでしまった。

「……ノーザンバレル平原まで、もう少しだね」

　炎を見つめながら、少女は唐とう突とつにそう言った。

「……ああ」

　火かき棒で薪の位置を調整しながら、少年は言葉短く、相あい槌づちした。

「団の皆は、もう先に付いてるかな」

「どうかな。団長の命令は現地集合だったろ。時間厳守の奴やつ等らじゃないから、案外、オレたちが１番先に、戦場へ到着することになるかもな」

　少女は、抱えていた膝を強く抱き締める。そうして、苦々しく尋たずねた。

「……平原には、魔王ゼルクがいるんでしょ？」

「第１の異ヘ常テなロるゼ魔ル王ク。〝フィーア〟って呼ばれてる奴やつだ」

　少年が答えると、少女は俯うつむいた。

　しばらく会話が途と切ぎれ、山小屋の中には火の粉が爆はぜる音だけが聞こえる。

「……このまま２人で、どこか遠くまで行こうよ」

　ポツリと、少女が呟つぶやいた。少女は、隣の少年を振り向いて懇こん願がんした。

「団の皆と一緒にいる時は、いつも危険な目に遭あってる。みんな強い人たちばかりだけど、それでも、もしも万が一のことがあったらって思うと……だから、ね？」

　少女は不安そうに、少年の横顔を見つめていた。

　少年は暖だん炉ろの火を見つめていた。だがやがて懐ふところから、１枚の仮面を取り出して見下ろす。

　それは戦場で見る者、全てに恐怖と戦せん慄りつを与える、象徴の仮面である。

「オレは団に拾われ、団に育てられたんだぞ。オレにとって、団は唯一の家族なんだ。家族の危険を放っておくことはできない。今回だって、戦いに駆かけ付けないわけにはいかないさ」

「でも今度の敵は魔王ゼルクだよ!?　今まで勝った人間なんて１人もいない！　危険すぎるよ！」

　少女は声を荒らげて、少年に意見した。

　だが黙っている少年の態度を見て、意思が揺らがないことを静かに悟さとった。

　だから少女は、とても悲しそうに表情を陰らせてしまう。そんな少女へ、少年は言った。

「安心しろよ。秘策はあるんだ」

「……秘策？」

「団長くらいに頭の切れる人間が、無む策さく無む謀ぼうで魔王ゼルクに挑んだりなんてしないさ。団長はついに見つけたらしいんだ。〝武器〟を。おそらく、それを使えば勝算があるんだろう」

　怪け訝げんな顔をしている少女へ、少年は続けて言った。

「何なのかは知らない。けど団長が魔王ゼルクに挑いどむ覚かく悟ごを決めるくらい、強力なのは間違いない」

　少女は少年のことが心配で仕方ないのだろう。もはや泣き出している。

　少女の震ふるえた声は、嗚お咽えつに変わってしまっていた。少女は涙を見られまいと、抱かかえていた自分の膝ひざに顔を埋めてしまう。そんな少女の小さな肩を──少年は黙って抱き寄せた。

「オレなんかたのために泣くなよ、泣き虫」

　少年に表情はなかった。ただ暖炉の火を見つめ、少女の肩を抱き寄せながら、優しく擦さすった。泣きじゃくる少女は、いつしか耳まで赤くなっていた。頰ほおに押し寄せる熱の理由は、羞しゆう恥ちの気持ちからだけではなかった。少年に対する強い愛いとおしさが、そうさせるのだ。

「……いつも優しいね」

「優しい？　オレはそんなんじゃない。優しいって言うのは、お前みたいな人間のことさ」

　少年は愛あい想そ笑わらいも浮かべず、どこか悲しそうに言った。

「オレはお前と違って、人を傷付けることに慣れすぎてしまってる。オレは、お前みたいに、他人の死が悲しくない。自分のことをさ……時々、酷ひどい奴やつだと思ってるんだよ」

　そう言いながら少年は、本心では胸を痛めている。表情を見ればわかった。

　少年はいつも、自分の本当の気持ちに鈍感だ。自分ではそのことに気付いていないのだろう。だが少女はいつも、そうした少年の優しさに気付いている。

　少女はコツリと、少年の肩に、自分の小さな頭を預けた。

「……ねえ。もし。もしもだよ」

　少女は潤うるませた眼まな差ざしで、少年と同じように、暖だん炉ろの火を見つめる。

「もしもボクが〝普通の女の子〟だったら、あの、その………………ボクのことをさ……」

　自分の鼓動が、どんどん早くなっていくのがわかる。燃えているかのように熱を帯びていく身体からだ。桜さくら色に色づいた頰ほおで、少女は恐る恐る、その続きを口にしようとした。

　だが皆まで言う前に、言葉は途と切ぎれてしまう。

「あ……」

　肩を抱いていた少年の手が、少女の頰を優しく撫なでたのだ。

「たとえお前が何者だろうと〝好き〟だ」

　少年の短い言葉に、少女は目を見開く。

　耳の先端まで一気に赤面し、言いようのない幸福感が胸に溢あふれた。

　嬉うれしくて。嬉うれしくて。思わず、涙まで流れてしまう。

　──告白された。

　間近で見つめ合う２人。自然と、無意識に、お互いのその唇くちびるに引き寄せられるようにして、２人の距離は縮まっていく。少年の顔が、かつてないくらい近くにあって、少女の華きや奢しやな心臓は、破は裂れつしそうなほどに鼓動を加速させてしまう。もはや冷静に考える思考力などない。ただとても恥ずかしくて、少女は身を任せるように、瞼まぶたを閉ざした。

　お互いの息がかかるくらいに。体温が空気越しにでも感じられるくらいに。２人の唇は接近した。そして呆あつ気けなく重なる。少女の初めての口付けは、果実のように甘いわけではなかった。だが少年の温ぬくもりが嬉うれしくて、少女は何度もねだるように唇を重ねてしまう。静せい寂じやくの中でしばらく、２人が交わす濃密な湿った音だけが聞こえ続けた。やがて離れた唇からは淫みだらな糸が引き、蕩とろけきった顔の少女が、潤んだ瞳ひとみで訴うつたえるように少年を見た。

　少女は少年の頰に触れ、愛いとおしい万感の思いを込めて言った。

「約束だよ。必ず生きて、ボクを迎えに来てね」
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　首相官かん邸てい地下に設けられた、官邸危機管理センター。

　災害やテロ。国家を脅おびやかす、あらゆる脅きよう威いに対抗するために、内閣総理大臣が最高司令官としての執しつ務むを行えるよう、日本の司令室として機能する部屋である。

　ひな壇だんになっている扇おうぎ状の広い室内には、今夜、最高の機材、最高の人材が集められていた。スーツ姿のスタッフたちが、慌あわただしく行き交う司令室の様子は、まさに戦中の様相である。所狭しと設置された巨大モニターには、国内のリアルタイムな情報が表示され、各担当のオペレーターたちが、状況分析報告を放送で流している。

『緊急プロトコル、完全隔離孤立デリミタ１作戦発令中。隅すみ田だ川がわ、荒あら川かわの全ての橋道及び地下鉄を封ふう鎖さ完了。自衛隊による検問の設置完了。区内残存市民を避難誘ゆう導どう中』

『江こう東とう区く内の全人口約50万人の内、11パーセントが隔離対象区域外への避難を完了。約37パーセントの成人人口の塩化現象を確認。現時点の死傷者、およそ24万人と推定』

『電磁パルス爆弾ＥＭＰによる一般メディア封ふう鎖さ完了。国際展示場の周囲８キロを飛行禁止区域、出入り制限区域に指定。プロバイダ各社によるインターネット封鎖、96パーセントが完了』

『目標、異ヘ常テなロるゼ魔ル王ク。現在、辰たつ巳みの森もり海かい浜ひん公こう園えん上空を通過。時速50キロで、依然として北上。封鎖線突破までの推定時間、およそ１時間。迎げい撃げき部隊、出撃スタンバイ』

　司令室を一望できる高台の場所。

　指揮官が座するそこには、千せん崎ざき総理が腰掛けていた。座する千せん崎ざきに堂々と対たい峙じし、雛ひな森もりは向かい立つ。千せん崎ざきは厳しい眼まな差ざしを雛ひな森もりに向け、厳おごそかに語り出した。

「……ゲート暴走による江東区の壊かい滅めつリスク。それに備えた緊急隔かく離り作戦、デリミタ１。まさかそれを、カナンから連れ込んだ怪かい物ぶつの隔離に用いるとは想定外だ。表向きはテロリストによる大規模攻撃と報道するつもりだが、事態の収束は、あの魔王ゼルクを倒すことができればの話だ」

　千せん崎ざきは静かな怒りを湛たたえた眼まな差ざしで、雛ひな森もりを睨にらんで言う。

「このまま魔王ゼルクを放置しておけば、奴やつは我々の地球を焼き尽くすだろう。小しよう惑わく星せい衝しよう突とつを待つまでもない。人類は滅ほそびる。地球側に５つしか現存しないゲート。独断でそのうちの１つを破は棄きし、この危機を持ち込んだ。それ相応の理由を説明してもらうぞ、雛ひな森もりキョウコ大佐」

　雛ひな森もりのＡアＥイには、目の前の千せん崎ざき以外にも、各国首脳陣じんのバーチャル映像が表示されていた。

　ネットワーク経由で、雛ひな森もりの発言を最高議会のメンバーが見守っている。

　まるで犯罪者を見るような、蔑べつ視しに近い眼まな差ざしだった。

　それに臆おくした様子は微み塵じんもなく、雛ひな森もりはいつもの冷淡な態度で答えた。

「人類救済事業の実現において、我々はカナンで様々な問題に直面している。その中でも最も深刻な問題はマナ。カナンの大気に満ちている猛もう毒どくだ。免めん疫えきを持たない者にとって毒性があり、触れただけで人体を塩の柱に変えてしまう。幸いと言えるのは、この問題を生み出している元げん凶きようは、わかりやすい〝敵〟ということだ」

　重じゆう鎮ちんたちを真まっ向こうから睨にらみ返し、雛ひな森もりは告げた。

「マナの発生源。すなわち──異ヘ常テなロるゼ魔ル王ク。遥はるか太古からカナンの地に住まい、カナンの人々に恐れられ、崇あがめられてきた10の邪じや悪あくなる魔王ゼルクたち。そのうち我々が遭そう遇ぐうしたことがあるのは６体。いまだ生物とも機械とも判別できない、正体不明の、怪かい物ぶつたちの親玉だ。いずれの魔王ゼルクも、人類の科学力を遥はるかに上回る戦せん闘とう能力を有していて、我々の兵器はまるで歯が立たない。ひいては核兵器ですら、魔王ゼルクに対して有効ではなかった」

　今さらな話をする雛ひな森もりだったが、千せん崎ざきは黙って聞いていた。

「奴やつ等らはマナを生じさせているが、奴やつ等らのいる場所から遠く離れるほど、その濃度は低下することがわかっている。そしてカナンには、マナが完全に存在しないエリアも確認されているんだ。これらの事実が意味することとはつまり、本来、カナンの自然に〝マナは存在していない〟ということだ。魔王ゼルクを排はい除じよできさえすれば、カナンからマナは消え去るだろう。奴やつ等らを倒すことこそが、人類救済事業の具体的な方策なんだ。我々は──魔王ゼルクに勝たなければならない」

　雛ひな森もりは、手首のリングを操作すると、議会メンバーにも見えるよう、視界に、ある３Ｄモデルを表示する。黒球の体たい軀く。赤い光の翼つばさが８枚生えた、異い形ぎようの怪かい物ぶつの姿である。

　それこそは、東とう京きように現れた問題の魔王ゼルクである。

「魔王ゼルクにはそれぞれ個性と呼べる特徴がある。今回、東京に現れた個体の名称は〝無感動アデイシス〟。体表を覆おおっている黒い外がい殻かくは、研究者たちから〝遅延装甲デイレイ・アーマ〟と名付けられた」

『遅延装甲デイレイ・アーマ？』

「装そう甲こうに与えた衝しよう撃げき。それが奴やつの核部位コアに到達するまで、計算ではおよそ──８億年かかる」

　石油会社の社長が、聞き違えたのではないかと、怪け訝げんな顔をして尋たずねてきた。

『……失礼、今、何と？』

　３Ｄモデルで、怪物の断面図が表示され、その外殻である黒い体表が拡大される。

　その表皮に、外部からミサイル攻撃をするアニメーションが始まり、爆発の衝撃が、波紋を広げるように外殻に伝わる様子が図示された。だがその波紋は──外殻の半ばで停止する。

「我々が生きるこの世界とは〝異なる時間の流れ〟を有した金属。それでできた装甲で、奴やつの体表は覆われている。奴やつに核かく攻撃を仕掛けてみた時は、まるで無傷だった。我々の攻撃は、すでに奴やつに致命傷を与えているのかもしれない。だがその結果が顕あらわれるのは、８億年後だ」

　雛ひな森もりに開示された情報を初めて知るメンバーは、突とつ飛ぴな話に啞あ然ぜんとしてしまう。

「脅きよう威いなのはそれだけではない。奴やつが射出する光線レーザーもだ。これまで観測された限りでは、我々の打ち上げた衛えい星せいを、ことごとく地上から撃うち抜く威い力りよくと命中精度を有する。衛星の静止軌き道どうを含む、上空４万キロメートル以上が、奴やつの推定射しや程てい圏内と考えられる。もはや生きる地対衛星兵器と呼べるだろう。アメリカとイスラエルがやってきた戦術高エネルＴＨギーレーザーＥＬなど、可愛かわいく思える攻撃能力だ。あんなもの、対策しようがない」

　雛ひな森もりが話していることは、そのほとんどがスタウロスの機密情報である。

　最高議会の中でも、情報を持つ者、持たない者が入り乱れ、困こん惑わくし始めた。

『魔王ゼルクの討とう伐ばつが困難だとは聞いていたが……そこまで途と方ほうもない相手だったとは……！』

『そんな相手を倒すのは不可能でしょう!?　カナンへの移住計画などまるで現実味がない。救済事業への出資者を失わないために、スタウロスはこの情報を黙殺していたのでは!?」

『自衛隊や駐ちゆう留りゆう米軍を派は遣けんしたところで、勝ち目などないではないか！　そもそも奴やつの放出するマナによって、すでに江こう東とう区く南部全域は、大人おとなが立ち入れない状態なのだろう!?』

『これからどれだけの経済的、人的被害が出ると思ってる！』

　糾きゆう弾だんしてくる面々に対し、雛ひな森もりは小さく首を傾かしげ、当然とばかりに断じた。

「犠ぎ牲せいは出るさ。だが同時に、この時に千せん載ざい一いち遇ぐうの勝機もある」

『勝機ですって？』

「スタウロスは、これまで幾度となく魔王ゼルクに挑み、数え切れない犠ぎ牲せいを払ってきた。その甲か斐いもあったと言えるだろう。１つの事実が判明している。奴やつ等らとの戦せん闘とうを繰り返してわかったのは、奴やつ等らの有する戦闘能力は〝マナ濃度が高い地域〟であるほど強力になるということだ」

『……まさかそれは！』

「ああ。マナがない地球では、逆に魔王ゼルクは〝弱体化〟する」

　雛ひな森もりは目元を陰らせ、不敵な笑みを頰ほおに作って断言した。

「魔王ゼルク自身が放出している分のマナはある。だがまだ現時点であれば、その大気濃度は微量と言える量だ。面白いことに、奴やつが江こう東とう区くを焼き払うために放出した光線レーザーは、江東区より遠くの建造物に届かなかった。過去のデータよりも、射しや程てい範囲が狭くなっているんだ。今はせいぜい、奴やつの半径１キロ程度が射程と言ったところか。このことから、奴やつの攻撃射程はマナが存在するエリアに限られていると推察される。奴やつの光線レーザーも、体表を覆おおう遅延装甲デイレイ・アーマも、おそらく魔王ゼルクの顕イ現デ物アと呼べるものなのだろう。マナのない場所では、その効力は薄れ、消える」

　さらなるどよめきが、議会メンバーの中に生まれた。

　混迷の議会を前に、雛ひな森もりは告げる。

「言っておく。この作戦の全ては、雪ゆき村むらアキラが計画したことだ。そしてあなた方、最高議会が要請し、スタウロス上層部が許可した作戦でもある」

　雛ひな森もりは続けた。

「奴やつは魔王ゼルクを倒すために、マナがない地球の環境下で、魔王ゼルクを弱体化させる方法を考えていたんだろう。赤アカ咲サキカナミの持つ、魔王ゼルクをおびき寄せるという特とく殊しゆな能力を利用すれば、魔王ゼルクを東とう京きように連れ出すことができると知っていた。それを計算していての作戦だ」

『待ってくれ、赤アカ咲サキカナミにそんな能力があるなどとは初耳だぞ！』

「知っていた者は雪ゆき村むらアキラだけだ。だからこそ、奴やつにしか、この作戦は立てられなかった」

『……では我々は、ずっとあの少年の手のひらで踊らされていたと言うのですか？』

「最高議会。スタウロス。黒き教会シユバルツ・キルヘ。誰も彼もが操あやつられた。とんだ番狂わせトリツクスターだよ」

　それを口にすると滅め入いる思いではあったが、不思議と苦笑が漏もれてしまう。

「何のことはない。雪ゆき村むらが警けい告こくしていた〝東とう京きよう壊かい滅めつの危機〟というのは、雪ゆき村むら自身の手でもたらす危機のことを予告していたというわけだ。しかも奴やつの警告があった後、すでにスタウロスは防ぼう衛えいのため、精せい鋭えいの兵士と兵器を東京へ派は遣けんしていた。ご丁寧に魔王ゼルクの迎げい撃げき準備まで整っている状況だ。奴やつの全ての言葉、全ての行動が計算ずくめだった。癪しやくなことだが、私を含め、人類文明の主導者たち全員が、どうやらあの少年に一杯喰くわされたわけだ」

　そこまで語った後、雛ひな森もりは再び厳しい表情に戻り、ある１つの事実を口にする。

「だがおかげでチャンスはやってきた。衛星画像の解析結果、そしてシルフたちの偵てい察さつデータによれば、魔王ゼルクの身体からだの各所に〝亀き裂れつ〟が生じていることがわかった」

　雛ひな森もりはＡアＥイに、最新の衛えい星せい画像や空くう撮さつ写真を表示させる。

　そして魔王ゼルクの全身に見られる、擦すり傷のような無数の細かい傷をハイライト表示した。

「現時点での科学者たちの推測だが、マナのない東とう京きように魔王ゼルクが現れた直後、遅延装甲デイレイ・アーマの効力が弱まった、非常に短い時間があったのだと考えられている。今は魔王ゼルク自身の放つマナによって装そう甲こう強度は戻っているが、弱まった僅わずかな時間に、我々がこれまで奴やつに与えてきた蓄積ダメージが、一時的に奴やつの装甲を破は壊かいさせ始めるに至ったのだと見られる。つまり今、完全無欠と思えた遅延装甲デイレイ・アーマのどこかに〝装甲の深い傷〟ができているかもしれない」

「深い傷……？」

「言い換かえれば〝弱点〟だ。カナンで確認されている全ての異常存在ヘテロには、核部位コアが存在している。人間で言えば心臓のようなものだ。それが内蔵されている位置や形状は、種族によって異なっているが、おそらく魔王ゼルクも例外なく、体内に核部位コアを持つだろう。装甲の亀き裂れつ部から体内のそれを破壊できれば、奴やつを殺すことができるはずだ。これは高い確率だ」

　説明のための映像を消すと、雛ひな森もりは宣言した。

「以上により、立案した作戦は単純だ。魔王ゼルクの全方位から、ありったけの攻こう撃げきを浴びせ、まず装甲の亀裂が深い位置を探さがす。その弱点に集中攻撃を仕掛け、内部の核部位コアを破壊する」

　雛ひな森もりの作戦を聞いた議会メンバーは、沈黙する。

　その顔色は複雑だった。希望。絶望。いずれもが入り交じった、迷いの表情である。

　それまで黙って話を聞いていた千せん崎ざきが、変わらぬ厳しい顔で雛ひな森もりに尋たずねた。

「……勝算はあるんだろうな」

「我々が魔王ゼルクに勝利したことなど、これまでにただの１度もない。勝算などごく僅かだ」

　雛ひな森もりは否定的な事実を口にする。それでも宣言した。

「だがこれだけは言える。今ここで勝てないのなら──どのみち人類に未来などない」

　雛ひな森もりの発言を聞いた千せん崎ざきは、深く頷うなずく。決断に時間は要さなかった。

　座していた席を立つと、対たい峙じする雛ひな森もりに歩み寄った。

　小柄な雛ひな森もりの目前に立つと、見下ろし、厳おごそかに宣言した。

「現時刻を以もつて、日本政府は内閣総理大臣の有する最高指揮権をスタウロスに委い譲じようする。あらゆる国防機能の使用権及び、超法規権限を与える。総力を以もつて魔王ゼルクの討とう伐ばつに当たれ」

　それだけを告げると、雛ひな森もりの隣を通り過ぎ、振り向きもせずに言った。

「我が国の、かけがえのない国民たちが死んでいる。必勝。それ以外の結果は許さん」

　司令室を後にする千せん崎ざきの背中を見やり、雛ひな森もりは当然と言わんばかりに応こたえた。

「そのためのスタウロスだ」
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　街に放たれた紅ぐ蓮れんの炎ほのお。

　地上を血のように赤く染め上げ、夜空すらも焦こがす。

　魔王ゼルクの吐はき出した光線レーザーによって、すでに街並みはズタズタに引き裂さかれていた。

　通りに建ち並ぶビルディングは、まとめて胴どう凪なぎされたよう溶断され、溶けた断面から湯気を発していた。アスファルトの道路も熱線で切り裂かれており、家々や電柱が両断されて燃えている。凄すさまじい破は壊かいの傷きず痕あとが各所に残されている街は、もはや戦場跡である。

　路上に逃げ惑まどう人の姿はなく、悲鳴もない。

　歩道には物言わぬ、無数の塩の柱が立ち並ぶだけだった。パチパチと燃える炎の音以外には何も聞こえない、夜の静せい寂じやくが満ちていた。周囲は不気味なほどに静かだ。

　炎の熱気と煙けむに巻まかれぬよう注意しながら、軍服の少年少女たちが、壊かい滅めつ状態のメインストリートを駆かけていた。１部隊に付き10人。複数の部隊に分かれ、それぞれの作戦開始地点に向かって、移動しているところだった。全員、武器の類たぐいは携けい行こうしておらず、手ぶらの格かつ好こうである。その中の１つに、ハナが部隊長として先頭を駆ける、魔術師ソーサラーの小隊があった。

　ハナたちの耳に入れたイヤホンマイクは、先程から本部からの通信放送を受信している。

『自走榴りゆう弾だん砲、第１火力支援部隊、首都高速７号小こ松まつ川がわ線に展開完了』

『第２火力支援部隊、首しゆ都と高こう速そく中ちゆう央おう環かん状じよう線に展開完了』

『ズムウォルト級ミサイル駆く逐ちく艦かん隊たい、作戦ポイントに到達。東とう京きよう湾わん、指定点に展開完了』

『横よこ田た基地、駐ちゆう留りゆう米軍より入電。無人戦せん闘とう機部隊出しゆつ撃げき。作戦開始空域到達まで５分』

『ウォリア１から32の各部隊長に通達。作戦開始時間、１９３０。繰り返す。１９３０』

　聞いていたハナは、真顔で呟つぶやいた。

「これで、包囲網はひとまず完成ってとこね」

　言うなり、背後に続いて駆けている少年少女たちに向けて声を上げた。

「５分後に一いつ斉せい攻撃が始まるわ！　持ち場まで急ぐわよ！」

　ハナの檄げきを聞かされた少年兵の１人が、声を上げて質問した。

「隊長殿！　どうして我々が魔王ゼルクに近付いて攻撃する必要があるんですか！」

　ハナは面倒そうに、だが「そう思うわよね」と同意してから答えた。

「ドローンや自走砲ほうで狙ねらえるのは、魔王ゼルクの上じよう面めんと側面でしょ。探さがしてる装そう甲こうの亀き裂れつが底部にある可能性だってある。だからよ。そこでアタシたち、マナの中でも活動できる兵士の出番。シルフの事前偵てい察さつで、魔王ゼルクの底部には２８９箇所の亀裂が確認されてるわ。そこへの攻撃が私たちの仕事よ。うちの部隊は、その内の10箇所への攻撃を担当してるわ」

「なるほど！　それにしても、こちらの世界で魔ま術じゆつが使えるのは違和感ありますね」

「微量とは言え、魔王ゼルクが発してるマナのおかげで、今ならこっちでもアタシたちは魔術が使えるみたいね。魔術師ソーサラーなら、攻撃用の大型火器を携行する必要はないから、身軽に動き回れるでしょ。これはマナの影響がない、アタシたちにしかできない現場仕事よ。気合い入れなさい」

　他の部隊員たちが、苦笑交じりで皮肉った。

「ハハハ！　これから集中砲ほう火かが行われる場所に近付くなんて、俺たちどうかしてますよ！」

「自殺しに行くようなもんですね！　相変わらず、氷血女王アイス・クイーンの作戦は過か酷こくですわ！」

「長生きできる仕事だと思ってないけど、もう今日はこれ以上、誰も死ぬんじゃないわよ！」

　ハナも冗談めかして苦笑し、だがすぐに真顔に戻る。

　しばらく通りを行った先、大きなビルのある交差点を曲がると、上空に浮かぶ巨大な黒球の姿が見えた。距離はおそらく、５００メートルほどだろう。つかず離れずな距離である。

「アタシたちの出番は、攻こう撃げきの第一波の後。それが終わるまで身を隠すわよ」

　ハナは部隊に命令を下し、近くのビルの中に入ることにした。

　顕けん現げんさせた拳けん銃じゆうでガラス壁を撃うち壊こわし、エントランスに侵しん入にゆうする。

　そうして、魔王ゼルクの姿が目視できる場所を見つけ、そこから外の様子を窺うかがうことにした。

　腕時計の表示を確認し、その秒針が予定の時刻を刻むのを確認する。

『──ハクゲイ作戦を開始する』

　無線越しに、指揮官である雛ひな森もりの声が聞こえた。間もなく、夜空に流星のような無数の光が迸ほとばしり、四方八方から、空中の魔王ゼルクに向かって飛来してくるのが見えた。

　その流星群が魔王ゼルクの外がい殻かくに到達した直後──爆発の大輪が夜空に咲き乱れた。

　東とう京きよう湾わんから艦砲射撃で浴びせかけられた爆ばく裂れつ弾頭。自走砲から吐はき出された榴りゆう弾だん。数え切れない大火力の砲弾が、雨のように魔王ゼルクへ降り注ぎ、次々と紅ぐ蓮れんの着弾炎を上げたのだ。

　攻撃の第一波は成功したようだ。

　凄すさまじい炸さく裂れつ音の大合唱が周囲に轟とどろき、ハナたちがいるビルも地響きで震ふるえた。ビルのガラス壁が一いつ斉せいに瓦が解かいし、通りにはガラスの雨が降り注いでいく。歯を食いしばり、手に汗を握りながら、ハナの部隊の少年少女たちは、激しい炎に全身を吞のまれていく怪かい物ぶつを見上げていた。

　だが──爆煙が晴れた先に見えた魔王ゼルクは健在だった。

　最初に見た時から黒球の本体に損傷はなく、せいぜい底面に生やした触手がいくつか、黒く焦こげて煤すすけている程度のダメージに見えた。致命的な損傷は見受けられない。

「た、隊長！　あいつ、効きいてなくないッスか!?」

「側面攻撃じゃ、ダメージがあるようには見えないか。別角度からの攻撃なら……！」

　言うなりハナは立ち上がり、部隊を引き連れてビルの外に出る。

　一気に通りを駆かけ、そうして依然として空に浮かぶ、魔王ゼルクの姿を目指した。

　ハナたちの後を追いかけるように、上空を無人戦せん闘とう機の編隊が飛んでいくのが見えた。

　それが攻撃の第二波だ。魔王ゼルクに近付いて攻撃するハナたちから注意を逸そらすべく、無人戦闘機が、上空からの一斉攻撃を仕掛けるのだ。その隙すきに魔王ゼルクの底面に忍び寄り、ハナたちが所定の場所から、顕現させたロケット弾を撃ち込む算段になっている。

　無人戦闘機の飛行編隊は散開し、魔王ゼルクの上空四方に展開する。

　魔王ゼルクの吐はき出す迎げい撃げき光線レーザーによって、あっという間に半数が撃げき墜ついされてしまった。

　だが残った半数がミサイルを放ち、魔王ゼルクの上じよう面めんに位置する装そう甲こうに亀き裂れつを狙ねらって攻撃を仕掛けた。それらミサイルは魔王ゼルクに着弾するが──やはりダメージは見られない。

　終始を見届け、ハナは苛いら立だった。

「上じよう面めんの傷も、側面の傷も、核部位コアに到達するような深いのはなかったてことなわけ!?」

「弱点なんて、本当にできてるんですか！」

　部下に聞かれても、ハナは答えを持っていない。そう信じるしかないのだ。

　弱点を探さがして攻撃を仕掛けている。だが、それが一向に見つからない状況だ。残るは、ハナたちが攻撃を担当する、魔王ゼルク底面のみしかない。状況は非常に、芳かんばしくなかった。

　魔王ゼルクの足下に辿たどり着ついたハナたちは、そこで他の部隊の少年少女たちと合流する。ビルの上、通りの向かい。近くのコンビニ。あちこちからスタウロスの少年少女たちが姿を見せ、上空の魔王ゼルクを睨にらみ上げていた。

　彼かれ等らもハナたちと同様、第二波攻撃の開始と同時に、別地点から魔王ゼルクの足下を目指して駆かけて来たのだろう。互いの無事を労ねぎらう暇もなく、すぐさま兵士たちは、攻撃の準備に移る。

　──複雑な構造物の顕けん現げんには、集中力と時間を要する。

　だがハナたちは何とか、自身の手の中に、携行地対空ステインガーミサイルを顕現させる。

　すぐさまそれを上空に向けて構えると、照しよう準じゆん器で、それぞれ自分たちが担当している装甲の亀裂部に狙いを付けた。ハナの隊の少年兵が、悲鳴のような声を上げた。

「隊長！　もしこれが効きかなかったら、つまり奴やつの弱点は！」

「言うな！」

　今必要なのは泣き言ではない。

　希望なのだ。

「撃うて！」

　各部隊の部隊長が号令の声を上げている。その中に、ハナの号令も混じった。

　地対空ミサイルが一いつ斉せい発はつ射しやされた。小型のミサイル弾は白煙の尾を引きながら、一直線に魔王ゼルクの装甲の傷をめがけて飛行する。そのことごとくが目標に着弾し、着弾炎を上げているのが目視で確認できた。ハナたちは固かた唾ずを吞のんで、自分たちの攻撃の反応を見守った。

　──────目に見えた変化はない。

　依然として魔王ゼルクは健在で、痛がる様子も、苦しむ様子もない。

　変わらず上空に浮遊しているだけで、攻撃前と後とで、何かしら変化が起きた様子もない。

　つまり────ダメージが見られない。

「そんな！」

　絶望に打ちひしがれ、ハナは肩を落としてしまう。

　魔王ゼルクの外がい殻かく装甲の傷。そのどれかが、核部位コアに到達する深いもので、そこに集中砲ほう火かを浴びせれば勝てる。そういう作戦であった。だがその深い傷がない以上、もう倒す手段は皆かい無むだ。

　それを理解したスタウロスの少年少女たちは、誰もが啞あ然ぜんと立ち尽くしてしまう。

　打つ手がない。それを理解した司令部の通信も、沈黙してしまっている。

　現実は残ざん酷こくである。誰にも止められない怪かい物ぶつが、この世界に放たれたままだ。

　もはや怪物によって、世界は焼き尽くされるしかない運命ではないか。

　そんな時ふと、魔王ゼルクに異変が起きる。

　実は魔王ゼルクにダメージがあったのかと、期待するスタウロスの兵士たち。

　だが実際にはそうではない。

　空を浮遊していた黒球から、生え出ていた赤い光の翼つばさが消失したのある。それだけではない。激しく光線レーザーを射しや出しゆつし続けていたホログラムの頭部も。手脚も。全てが消失した。まるで電源が切られたオモチャのように、光を失った魔王ゼルクの巨体は、ゆっくりと地面に降下していった。やがて底面に生え出た無数の触手が地面に突き立ち、黒球はその場で固定される。

「……何が起きてるの!?」

　やがて黒球の表層全体が、薄うつすらと赤い光を放ち始める。そうして魔王ゼルクの体表に浮かび上がったのは、数え切れないホログラムの目玉である。幾千と、外がい殻かくの周囲３６０度を凝ぎよう視しするように、数え切れない光の目玉が生じた。もはや魔王ゼルクは、目玉が寄り集まってできた、不気味な黒い球体と化してしまう。

「……隊長！　あんな現象、見たことないですよ！」

「アタシだって見たことないわよ！　聞かないで！」

　突とつ如じよ、黒球の上空に光の輪が現れた。

　まるで天使が頭に戴いただく輪のようだった。だがそれは電光掲示板の表示のようで、輪上に文字が流れているのが見えた。周辺を飛ぶシルフが捉とらえた拡大映像を見て、ハナは絶句する。

　輪状を流れている文字の大半は、当然のことながらハナに読めない言語ばかりだった。

　だがいくつかは、どういうわけか判読可能なのだ。

「CAUTION……警けい告こく……アタシたちが知ってる文字じゃない、これ！　どうして魔王ゼルクが！」

　ハナは愕がく然ぜんとする。

「何なの、コイツ……これじゃあまるで、警けい戒かいモードに入ったみたいな……！」

　次の瞬しゆん間かん、全ての目玉から光線レーザーが放たれた。

「!?」

　魔王ゼルクの頭上を飛んでいた無人戦せん闘とう機が、一いつ瞬しゆんのうちに全機撃げき墜ついされて空中爆発する。これまで、魔王ゼルクが射出していた光線レーザーは単発だった。だが今こうして射出したのは、無数である。

「隊長！　今のは〝拡散光線スプリツトレーザー〟じゃないですか！」

「そんなの撃うてるなんて反則！」

　上空を飛ぶ戦闘機たちが消失すると、今度は地上に蠢うごめくスタウロスの兵士たちがターゲットだ。魔王ゼルクの体表の目玉から、光のシャワーのように光線レーザーが地面に注いだ。

　悲鳴を上げる間もなく、直ちよく撃げきした兵士は虚こ空くうを漂ただよう塵ちりと化して蒸発してしまう。魔王ゼルクは狙ねらいを付けず、拡散光線スプリツトレーザーを雨のように放ち始めた。堪たまらず兵士たちは持ち場から撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされ、クモの子を散らすよう、四方に逃げ始めた。

『無人戦せん闘とう機編隊、全機撃げき墜ついされました！』

『ウォリア３、ウォリア17、ウォリア９全滅！　敵、掃そう討とう射しや撃げき、止まらず！』

　オペレーターたちが「全滅」を読み上げるのが間に合わない。

　戦場に渦うず巻まく絶望と悲鳴。何度となく経験した〝敗北〟の雰ふん囲い気きの中で、ハナは歯は嚙がみした。自身も部隊の仲間たちと光の雨の中を逃げ惑まどい、次々と蒸発する仲間たちの死に胸を痛めた。凄すさまじい速度で、各地の味方部隊が、拡散光線スプリツトレーザーに射い貫ぬかれて蒸発していった。

「こんなのもうダメですよ、隊長！　逃げ切れませんって！」

「俺たち、全員ここで殺されます！」

　絶望し、生還を諦あきらめた部下たちが弱音を吐はき始めている。魔王ゼルクへの一いつ斉せい攻撃が効きかなかった時点で、部隊の士気は完全にくじけていたのだ。これまでどれだけの仲間たちが、魔王ゼルクに無残に返り討うちにされたのかを知っているからこそ、兵士たちの絶望感は尋じん常じようではなかった。

　殺される。

　ハナ自身、確信めいてそれを痛感していた。

　この状況をどう立て直せば良いのかわからなくて、ハナは泣きたい気持ちで歯は嚙がみする。

　そんな時だった。スタウロスの無線に、男の声が混じって聞こえる。

『────諦めるな』

　兵士たちのＡアＥイに、その声を発した人物の居所が表示されている。

　声の発信源は近かった。

　炎と煙が立ち込めるメインストリート。その薄うす闇やみの向こうから、この絶望の戦場に歩み寄ってくる人影が見えた。やがてその人影の姿は視界の中で鮮明になっていく。

　青白い月光がスポットライトのように降り注ぐ瓦が礫れきの山。その上に人影は立つ。

　フードを目ま深ぶかにかぶった、ロングダークコートの男だった。長い裾すそを風にはためかせ、舞い上がる火の粉の中、魔王ゼルクを睨にらみ上げた。ひび割れた髑どく髏ろの面をかぶっており、欠けた左ひだり眼めの部分から、狼おおかみのような鋭い眼光を覗のぞかせている。

「……死神……」

　兵士の１人が、少年の姿を見てすぐに呟つぶやいた。

　無線で聞こえた少年の声に、ハナは聞き覚えがある。

「……雪ゆき村むら……アキラ……？」

　黒衣に髑どく髏ろ面の姿は、これまでハナが知っている、アキラの軽薄なイメージとはかけ離れている。見る者に、怖おじ気けとも畏い怖ふともわからない、ただ不吉な感情を抱かせた。

　その右手には、黒い刀身の、異様な騎き士し剣けんを握り締めている。

　バチバチと紫し電でんを放っているその剣は、見るからにただならぬ気配を潜ひそめていた。

『攻こう撃げきの起点となる弱点を探さがしてるんだろ？　だが見つからなくて行き詰まっている』

　アキラはスタウロスの通信に呼びかけ、皮肉した。

　そして剣を虚こ空くうで一振りすると、構え、宣言した。

『ならこれからオレが、奴やつの傷口を広げてこよう。弱点を完成させてやる』

　剣を握ったアキラの右腕フイーアから、大量の灰が吹き荒れる。その灰は、アキラの手前に集結し、即座に１台の大型バイクを作り上げた。青ざめたカラーをしたバイクだ。

　アキラがそれに跨またがっただけで、自然にエンジンはかかった。

　咆ほう哮こうのような機械の唸うなりが、絶望の戦場を駆かけ巡めぐるように轟とどろく。

　そしてアキラは、手にした剣の切っ先を魔王ゼルクに向け、疾しつ駆くした。

　行く手には、魔王ゼルクから降り注ぐ光の雨が降りしきる。雨線の１つだけでも、触れた者を蒸発させる威い力りよくがあるというのに、アキラは臆おくせず、真正面から突っ込んで行くではないか。

「危ない！」

　思わずハナは叫んでしまっていた。

　だが次の瞬しゆん間かん、その場の誰もが、信じられない光景を目の当たりにする。

　頭上から降り注ぐ光線レーザーの雨は、アキラの掲かかげる剣の切っ先に触れた途と端たん──〝霧む散さん〟した。まるで避ひ雷らい針しんに落ちる雷のようだ。

「!?」

　猛もう烈れつな勢いで地上に注ぐ光線レーザー。アキラは手にした黒剣で、それを次々と霧散させていく。

　時には刀身を盾たてのように構え。時には攻撃の角度を読んで切り払い続ける。

　一撃でも処理を漏もらせば、即死となる熱線の雨の中ではないか。常人であればとっくに死んでいるであろう悪夢の雨の中を、アキラは健在のまま切り抜けていく。

「何なんだ、あの黒い剣は!?」

　生き残っている誰かが、ぼやくのが聞こえた。全く以もつてハナも驚きである。

　アキラのバイクは見る見る間に熱線の雨の中をかいくぐると、魔王ゼルクの身体からだを支えている、底部の触手の元にまで辿たどり着ついた。それぞれが象の胴回りよりも太い魔王ゼルクの触手を、アキラはバイクで駆け上がり始めた。傾斜になっているところを巧みにタイヤで踏みしめ、黒球の底面にある、一ひと際きわ大きな装そう甲こうの亀き裂れつを目指し、疾走している様子だった。

　自身の身体を駆け上がってくる、小さなアキラの存在に気が付いたのだろう。魔王ゼルクは、黒球の底面から植物の根のように生やした無数の触手を駆使し、アキラを振り払おうとする。

　まるで虫でも叩たたくように、アキラの直上から迫り来る１本の触手。

　それを見上げ、アキラは乗っていたバイクから飛び降りた。途端、バイクは砂のオブジェクトであったかのように、再び灰と化して虚こ空くうに解けていく。その解けた灰を身辺に纏まといながら、アキラは手にした黒剣で、迫り来る触手を〝両断〟してみせた。

「すごい！」

　思わずハナは、拳を力一杯に握って声を上げていた。

　榴りゆう弾だん砲ほうや艦砲射撃を仕掛けても破は壊かいできなかった魔王ゼルクの触手を、アキラは難なく切断してみせたのである。そのまま、次々とアキラを叩たたき潰つぶそうとして迫る触手を、アキラは切り払いながら進む。途中、光線レーザーが飛来し、アキラを射い貫ぬいて蒸発させようとした。だがそれすらも、アキラは切り払い、無効化してみせた。まるで荒れ狂う嵐のように、アキラを襲おそう魔王ゼルクの猛もう攻こう撃げきだ。アキラの命は今にも吹き消されそうな、ロウソクの火も同然だ。

　だが、かき消されない。

　魔王ゼルクの身体からだを駆かけ上がり、邪じや魔まな手足を斬きり伏せ続けた。

　そうしてアキラはただ、装そう甲こうの亀き裂れつを目指し、触手を駆かけ上がった。

　気が付けば、もはや魔王ゼルクの注意はアキラ１人に向けられていた。スタウロスの兵士への光線レーザー攻撃は緩ゆるみ、大半の攻撃は、アキラ１人に向けて行われているではないか。

　あまりにも現実離れしている光景に、ハナは無意識に興奮していた。

　ただ震ふるえる唇くちびるで、たどたどしく呟つぶやくことしかできない。

「こんなの夢でしょ……？　人間が魔王ゼルクと……生身で張り合ってるの……？」

「──骸むくろの騎き士し団だんだ！」

　ハナの呟つぶやきの直後、兵士の誰かが声を上げた。

　その名を耳にした兵士たちは、胸を高鳴らせる。

　さらに別の兵士が、武者震いに身体を震わせながら同意して言った。

「……聞いたことがある。２年前に起きた、ノーザンバレル平原での謎なぞの異ヘ常テなロるゼ魔ル王ク消失事件。あの時、現場で、黒衣を纏まとった髑どく髏ろ面の集団が、魔ま王おうと戦うのが目撃されたって言う」

「その噂うわさ、私も聞いたことある！」

「黒衣に髑どく髏ろの仮面って、おいおい、まさかあの噂うわさ、本当だったのかよ！」

「魔王ゼルクと戦える人間がいるなんて、作り話だと思ってたけど……」

「ならあいつ、骸むくろの騎士団の一員ってことなのか！　実在するのか!?」

　口々にアキラを指差し、声を荒らげる兵士たち。

　その目には、失われつつあった希望の輝きが戻る。

　雛ひな森もりや司令室の人員も、アキラの鬼き神しんの如ごとき活躍に目を見張っていた。戦せん闘とうをオンライン中継で見守る最高議会のメンバーも、誰もが固かた唾ずを吞のんで見守った。兵士たちが騒ぎ立て始める「骸むくろの騎士団」の名を聞き、雛ひな森もりは背せ筋すじに鳥肌を立てながら、不敵に笑んで呟つぶやいた。

『あらゆる戦場に絶対なる勝利をもたらす黒衣の戦士たち。常とこ闇やみの深しん淵えんから現れ出いでた彼かれ等らに、神は名前を与えなかった。ただ骸むくろの姿で人の世を彷徨さまよい、この世の終わりまで戦う呪のろいを帯びている。名のなき者たちに命はなく。命なき者に死はない。そして死なき者には恐怖がなく、故にその戦いは、あらゆる者を打ち倒す』

　カナンに伝わる、荒こう唐とう無む稽けいな伝承。それをまさか、口にさせられるとは思わなかった。

『……雪ゆき村むらアキラ。本当に何者なんだよ、お前は』

　魔王ゼルクの触手が生え出ている付け根。その傍そばに、アキラが目指していた大きな装そう甲こうの傷きず痕あとがあった。アキラは黒剣で、その装甲の傷に、刃を突き立てようとする。

　だが刃は刺さらず、装甲の表面に切っ先が突き付けられるだけだ。

「無理よ！　刺さるわけないでしょ！」

　ハナの忠告など聞かず、アキラは浅い傷口を無理矢理こじ開けるべく、剣を握る手に全力を込めていた。しかしそうしているアキラを払はらい除のけようと、魔王ゼルクが触手で殴なぐり付けてくる。

「雪ゆき村むら！」

　側面からトラックに追突されたような激しい衝しよう撃げき。アキラは吹き飛ばされ、近くのビルの壁に叩たたき付つけられた。アキラの身体からだは、壁にクレーターを作ってめり込む。無線を通じ、アキラの苦く悶もんの声と吐と血けつ音おんが聞こえた。そんなアキラを追撃しようと、触手の数本が殴りかかってくる。まるで壁に釘くぎでも打ち付けるように、魔王ゼルクはアキラの身体を連打し始める。

　一撃が即死の威力。普通の人間にとってなら、そのはずだ。

　しかしアキラは未いまだに生きている。一方的に殴り付けられてはいたが、やがて反撃し、触手の数本を切り払う。手数が少なくなった隙すきを逃さず、アキラはめり込んでいた壁から脱した。

『……いくらでも使える力じゃないんだ。さっさと決着を付けさせて貰もらう』

　奇妙な呟つぶやきを漏らし、アキラはそのまま壁を蹴けって跳躍する。触手の１本の上へ、器用に飛び乗った。そのまま触手の上を駆け、再び装甲の傷痕を目指して一気に突き進む。

「信じられない！　まだ生きてるなんて、あいつ人間じゃないわ……！」

　青ざめて呟つぶやくハナ。その言葉には、誰もが同意だった。

　魔王ゼルクの巨大な触手に殴られ続けたせいで、アキラの黒衣はあちこち擦すり切れ、露出した肌は傷だらけになっている。さすがに満身創そう痍いの様子だが、そもそも生身の人間が生きていられる攻防ではなかったのだ。信じられない身体の頑がん丈じようさである。

　アキラは再び、先程の装甲の傷に辿たどり着つき、そこへ剣を突き立てようとする。

「だからそんなの無駄だって──」

『おおおおおおおおおおおおおお！』

　ハナが皆まで言う暇もない。

　アキラの咆ほう哮こうと共に、黒剣の切っ先が、少しずつ魔王ゼルクの装甲に潜もぐり込んでいくではないか。

「なんだあ!?　あ、あの剣、遅延装甲デイレイ・アーマに刺さってるのか!?」

「そんな噓うそよ！　ありえないわ！」

　攻撃のダメージが８億年後に到達するはずの装甲。マナの濃度が低い現在の強度は正確にわからないが、それでも貫つらぬけるものではないはずだ。まるで遅延装甲デイレイ・アーマの効力など存在していないかのように、ついに黒剣は、装そう甲こうの亀き裂れつに深々と突き刺さった。

　アキラは咆ほう哮こうと共に、突き立った黒剣で、装甲の傷きず痕あとをなぞるように凪なぐ。

　刀身の紫し電でんが一ひと際きわに激しく迸ほとばしると、刃は爆発を伴ともなって、魔王ゼルクの装甲を切り裂さいた。

　切り裂かれた装甲は大きく剝はげる。装甲の分厚い断面から、魔王ゼルクの鮮血が噴ふん出しゆつした。まるで装甲自体が血の通った肉であったかのように、魔王ゼルクはおびただしい量の出血を始める。

　それだけのことで、堪たまらず魔王ゼルクは、悲鳴のような咆ほう哮こうを上げた。

　その悲鳴を聞き、各地で歓喜の声が上がった。

　発見しようとして見つからなかった、装甲の穴。魔王ゼルクの核部位コアに攻撃を届かせるための弱点。アキラはまさに今、それを作りだしたのである。宣言通りだ。

　だがハナは──露出した装甲の奥を、ＡアＥイの画面表示で見て青ざめる。

「…………何なの、あれ」

　装甲の奥から、得体の知れない赤色の光がこぼれ出ていた。

　魔王ゼルクの中に詰まっていたのは、肉塊ではなく、その光だったのだ。

「装甲を剝がせば、剝むき出だしの核部位コアが出てくるんじゃなかったわけ……？」

「隊長、もしかして魔王ゼルクには核部位コアなんてないんじゃ……」

「じゃあどうやって倒すってのよ！」

『安心すると良いい。魔王ゼルクにも核部位コアはある。それを破壊すれば、この化ばけ物ものは死ぬさ』

「！」

　返り血を浴びながら、アキラは装甲の穴の近くで、襲おそい来る触手と戦い続けている。そうしながら喋しやべっている様子だった。ハナが言った。

「魔王ゼルクの身体構造なんて誰も知らないのよ!?　何であんたにそんなのがわかるわけ!?」

『わかるんだよ。今、核部位コアは実体化していないだけだ。こいつの体内は、赤色空間と呼ばれる広大な圧縮空間になっているのさ。この光の中に溶け込み、巧こう妙みように隠されてるんだ』

　なぜアキラがそんなことを知っているのか、その場の誰にもわからない。

　だがスタウロスの兵士たちは、アキラのことを気にしている場合ではなくなる。

「おい、そんなまさか！　弱点の穴が塞ふさがっていこうとしてるぞ！」

　アキラがこじ開けた装甲の穴は、見る見る間に閉じて塞がろうとしていた。

「冗談じゃない！　修復リペア機能まで持ってるのかよ、この化物！」

「実体のない核部位コアだろうが何だろうが、とにかく弱点は体内にあるんでしょ！　なら完全に塞がる前に、攻撃を仕掛けてみるしかないわ！　さあ、さっさとそこを離れなさい、雪ゆき村むら！」

『断ことわる』

「はあ!?」

　アキラは触手のいくつかを切り払った後に、魔王ゼルクの傷口から、体内に潜り込んでいこうとする。それを見たハナが慌あわてて、通信で呼びかけた。

「ど、どういうつもりなの！」

『装甲に穴は開けた。だが、核部位コアを破は壊かいできなければ、この怪かい物ぶつは死なない。傷が塞ふさがる前に仕留めるのは無理だ。まずは核部位コアを実体化させ、その場所を探さがしてくるとしよう』

「探してくるって、中がどうなってるのかもわからないのよ！　入るの!?　正気!?」

『２度と戻って来れないかもな。オレの葬そう式しきはせいぜい派手に頼む』

「ちょっと！　ああもう！　聞いちゃいない！」

　アキラは魔王ゼルクの中に姿を消してしまう。

　間もなくして、装そう甲こうの穴は完全に塞がり、魔王ゼルクの弱点は完全に消失してしまう。攻撃の突とつ破ぱ口を失ったスタウロスの兵士たちは、再び絶望する。だが雛ひな森もりは通信で呼びかけた。

『──雪ゆき村むらに賭かける』

「!?」

『外からの攻こう撃げきは通らない。だが内部に１人潜もぐり込めたんだ。雪ゆき村むらなら、魔王ゼルクの核部位コアを直接攻撃できる可能性が高い。これは好機だ！　とにかく今は数を撃うって足止めするんだ！』

　雛ひな森もりの指示が通信で流れると、スタウロスは最後の攻撃の準備に取りかかる。

　計画していた攻撃の第三波。弱点をめがけた総攻撃の開始である。

『気を引き締めろ！　この戦場に今、世界中の人の未来が懸かかっている！』

　通信で呼びかける雛ひな森もりの声が、士気を取り戻しつつある兵士たちに魂たましいを吹き込む。

『我々は、誰かに頼まれたから戦っているのではない。この世界に守るべきかけがえのないものがあることを信じた。だから自分の意思で、そのために戦うことを選んだ。たとえ相手が強大極まりない怪物であっても、いまだ我々の勇気がくじけない限り、敗北ではない！』

　雛ひな森もりの激励に呼応するように、通信回線に各地の雄お叫たけびが跳び込んでくる。

　耳に痛いまでのそれを聞き、雛ひな森もりは命令を下した。

『──勝つぞ！』

　首都高速道路に配置された自じ走そう砲ほう部隊。東とう京きよう湾わんからの艦砲射撃部隊。そして地上の、スタウロスの攻撃部隊。誰もが、無我夢中で攻撃を仕掛ける。夜空をかける流星のような火線。そして地上から放たれた地対空ミサイルの白煙。それらが収束していき、魔王ゼルクをめがけて飛来する。相変わらず、ことごとくが拡散光線スプリツトレーザーによって撃ち落とされ、到達する前に撃げき墜ついされてしまう。そうして撃ち落とされた、数えきれぬ弾頭の爆発が、夜空の黒いキャンバスに大輪の火華を咲かせた。




　　　　　　　　　　　　　　◆




　静せい寂じやくに包まれた早朝。いつも囀さえずる、小鳥の声すら聞こえない。

　一戸建ての住居が建ち並ぶ閑かん静せいな住宅街に、眩まばゆい朝の日差しが注いでいた。

　路地を出歩く人の姿がない。人の気配がまるでない。

　不安になるほどの静けさと、孤独に満たされた、寂さびしい風景だった。

　赤アカ咲サキの表札がかかった家は、その中にある。

　カナミは、我が家のダイニングキッチンで、テーブルの自席に腰掛けていた。

　学校の制服の上に、エプロンをしているようだ。自分が作った朝食が、テーブルの上には並べられている。自分と、父と、妹の分。できあがったばかりの朝食からは湯気が立ち上っており、マグカップに注がれたコーヒーからは、温かく美お味いしそうな香りが漂っている。

　だが、テーブルに腰掛けているのはカナミ１人である。

　カナミは泣いていた。独りぼっちで泣いていた。

　家に帰りたくて。帰りたくて仕方がなかったはずなのに。帰って来た我が家には、誰もいないのだ。こうして朝食を作っても、一緒に食べる相手もいない。話をしてくれる人も、聞いてくれる人もいない。会いたかった誰も彼もが、姿を消してしまっている。愛いとしい家族と話すことも、触れることもできない。そのことが、胸を引き裂さくように苦しいのだ。

「何を泣いているんだ？」

　唐とう突とつに、声をかけられた。それまで泣いていたカナミは、目の前の席を見やる。

　いつの間にか、そこには１人の少年が座っている。黒いフードを目ま深ぶかにかぶり、髑どく髏ろの面をした不気味な少年である。それでも、仮面の割れた左ひだり眼めから覗のぞく眼まな差ざしは、優しかった。

「どうしてあなたが、ここにいるの……？」

「オレは君の存在の波長を追って、ここに辿たどり着ついた。君がいるということは、つまりこの場所が魔王ゼルクの核部位コアなんだ。そしてここは、君を捕らえておくための牢ろう獄ごくでもある」

「ボクの……牢ろう獄ごく……？」

「魔王ゼルクたちは、君のことを深く知りたがっている。だから君の記憶を掘り下げたり、時にはこうして幻を見せて試したりもする。ここは〝君が望んだ世界〟を象徴しているんだよ」

　死神の少年は、カナミにそう告げた。

　だが納得がいかなくて、頭を振りながらカナミは否定した。

「……誰もいないこんな世界を、ボクは望んでなんかいないよ。ボクが望んだのは、お父さんや妹がずっと幸せでいてくれて。ボクのせいで痛い思いをしたり、怖こわい思いをしたりする人がいなくなる世界だった。ボクは魔王ゼルクに狙ねらわれてるから……ボクがいる限り、みんな危険だよ。だから、ボクがいなくなれば、みんながそんな風に生きられると信じた」

　死神の少年も、カナミと同じように頭を振って否定した。

「君が本当に望んでいるのは、そんな世界じゃないはずだ。他人のことばかりじゃない。君自身も、みんなと一緒に笑って過ごしたかったはずだろう？　そのためにスタウロスの仕事に取り組んだ。愛する者たちのために頑がん張ばろうとしていた」

「……！」

「どうしてその未来を諦あきらめるんだ。君は魔王ゼルクを東とう京きように連れて来た責任を感じて、そのことで自分を否定するであろう人々に遠慮しているだけなんじゃないのか。本当に望むものを手放して。死ぬことで許されたいと願っただけだ。それは全て──独りよがりな逃とう避ひだよ」

　カナミは言い返せなかった。

「誰も傷付けず、誰からも憎まれない。誰の味方でもなく、誰の敵でもない。そんな風に生きることに誰もが憧あこがれている。けれどそんな人間なんて、誰の人生にも影響しない、最初からいてもいなくても変わらない、空くう虚きよで無意味な存在だと思わないか。他人にとって都つ合ごうの良いい人間であり続けようとするから、自分が生きる目的でさえ他人に左右されてしまう」

「……」

「他人のために生きようとするな。自分のために生きろ。たとえみっともなくてもだ」

　口を噤つぐんでいるカナミに構わず、死神は続けた。

「教えてやる。たしかに魔王ゼルクたちは、君という存在に引き寄せられる習性を持っている。だがそれは決して、君を傷付けるためじゃない」

「え……」

「君は魔王ゼルクに喰くわれた。けれどまだ殺されず、こうして生きている。それが証しよう拠こだろ？」

「じゃ、じゃあどうして、魔王ゼルクはボクを追いかけてくるの？」

「君が、全人類の命運を左右する〝カギ〟だからさ」

「……！」

　死神は席を立ち、カナミを見下ろして告げた。

「君は自みずからの死を望んだ。その結果がもたらす未来は何だと思う。あらゆる者の破は滅めつだ」

「破滅……？」

「スタウロスの人類救済事業は成功しなくなるだろう。３年後の小しよう惑わく星せいの衝しよう突とつで、地球の人間は死に絶える。君の家族も例外じゃない。だが君が生きてさえいれば、これらは全て覆くつがえせる未来だ。君の命は、もはや君１人のものじゃない。君は全人類の希望であり、それを絶やしてはならないという責任があるんだ。君は今、それを投げだそうとしているんだぞ」

　カナミは席を立ち、真まっ向こうからアキラの話を否定しようとする。

「どうしてボクなんかが！　ボクは普通の！」

「普通なんかじゃないんだ」

「え？」

「そうであって欲しかった。でも君は普通じゃないんだよ、カナミ」

　地鳴りがした。突とつ如じよとして、無人の住宅街に激しい揺れが生じる。あまりの激しい横揺れのため、カナミはよろめき、倒れそうになる。死神は、そんなカナミを抱き留め、身を引き寄せる。激しい揺れの中で、死神はカナミを抱き締めながら言った。

「オレの右腕も普通じゃない。今この怪かい物ぶつを内側から〝浸食〟してるんだ。間もなくだろう。怪かい物ぶつは苦しみに耐えられず、核部位コアを元の実体に戻すはずだ。そうなればこの幻の街ごと、ここにいるオレたちも消え去ってしまう。その前に体外へ脱出できなければ終わりだ」

　揺れが激しくなり、窓の向こうに見えていた隣の家々が、倒とう壊かいしていく様が見えた。カナミの家も軋きしみを上げ始め、やがて天井が崩ほう落らくし、瓦が礫れきが２人の頭上から降り注いでくる。

　死神はカナミを組み伏せ、降り注ぐ瓦が礫れきの雨を背中で受け止めた。カナミを庇かばったのである。いつしか２人は瓦が礫れきに埋もれて身動きが取れなくなる。カナミの変わりに、背中に重荷を背負った死神は、身体からだのあちこちから血を流していた。それを見て、カナミは青ざめた。

「どうして……どうしてまたボクを庇かばって、ボクのためにそこまでして……！」

「オレにはもう、君のために血を流すことくらいしか、してやれないからさ」

　死神はカナミを押し倒した格かつ好こうのまま、告白する。

「オレはいつも君を傷付け、君の幸せを奪うばってしまう。そんな酷ひどいことしかしない、最低な奴やつなんだ。そんなオレでも、ずっと望んでいるんだよ。君が幸せであって欲しいと」

「……！」

　死神の右腕フイーアが、紫色のほのかな光を発し始める。

　その光に頰ほおを照らされ、瓦が礫れきの闇やみの中で、２人はお互いの顔を見つめ合う。

「いない方が良いいなんて、悲しいことを言わないでくれ。オレは君に死んで欲しくない。もう２度と失いたくないんだ。オレはすでに、何千、何万人と殺してきたよ。君の命を救えるなら、さらに何万人だって殺して良いと思っている。オレにそんなことをさせたくないなら、どうか生きることを選んでくれ。それがオレの、唯一の望みだ」

　死神が絞しぼり出す声は、悲痛さに満ちていた。

　カナミは、死神の仮面に手を伸ばし、そっと外はずしてみた。仮面の下に覗のぞいた顔に、表情はなかった。ただじっと、カナミの目を真正面から力強く見つめてきている。だがその瞳ひとみの奥には、堪たまらない悲しみの色が滲にじんで見える。カナミには、少年が泣いているように見えた。

「抗あらがえ。覆くつがえせ。死なせた者たちのことを思うなら、その死が無駄にならないよう、未来を変えろ。君にはそれができる。こんなところで挫くじけていることなんて、オレが許さない」

「ボクは……」

　カナミは高鳴る鼓動を手で押さえ、懸けん命めいに少年へ訴うつたえかけた。

「誰かに憎まれたって、誰かを傷付けたって、ボクはボクの望む未来のために生きていたい！　みんなを滅めつ亡ぼうから救いたいし、家族と一緒に笑って過ごせる、幸せな未来に行きたい！」

　カナミは眼まな差ざしに覚かく悟ごを宿らせ、少年に言った。

「だからボクのことを──どうか助けて、アキラ」

　その言葉を聞いた少年は、笑みを頰に作った。

　自身の右腕に目をやり、活かつを入れるように叫んだ。

「オレの穢けがれた命なら、好きなだけくれてやる！　だからもっと力をよこせ、無神論フイーア！　この世に神が創造せし、あらゆるモノを無に還かえせ！」
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　つい先程、装そう甲こうに穴の開く攻こう撃げきを受けたせいだろう。

　魔王ゼルクは完全にスタウロスの部隊を警けい戒かいしており、その場に止まって徹底抗戦に応じている。

　スタウロスの部隊を全ぜん滅めつさせるつもりなのだ。

　まず魔王ゼルクは自身の触手で地面を堀ると、そこに潜もぐり込む。球体状の身体の下半分を、土の下に隠してしまったのだ。先ほど塞ふさいだ装甲の穴が、まだ完全に修復しきれていないせいでもある。自身の弱みを懸けん命めいに隠しながら、少しずつ、着実にスタウロスの勢力を削そぎ続けていた。

　スタウロス側の攻撃は通らず、状況は再び厳しくなっていくばかりだった。

　魔王ゼルクをその場で足止めしすることには成功したが、有効な攻撃を与えられない以上、消しよう耗もうしていくのは一方的にスタウロスの勢力である。

「手を休めないで！　コイツの足止めを続けるわよ！」

　悲痛な声で、ハナは命令する。

　無む駄だ弾だまとわかっていながら、ハナたちは携行地対空ステインガーミサイルでの攻撃の手を休めない。

　自じ走そう砲ほうも、東とう京きよう湾わんからの艦砲射撃も断続的に続いており、激しい爆音と衝しよう撃げきの連続で、現場兵士たちの聴力はどうにかなりそうである。

　攻撃の手を休めれば、再び魔王ゼルクは移動を開始するだろう。東京にこれ以上の被害を出さないためにも、攻撃を続けることで、この場で魔王ゼルクを足止めし続ける必要があった。

「隊長！　足止めするためとは言っても、いつまでこの無駄弾を撃ち続けるんですか！　ここは一旦、退ひいて立て直すべきなんじゃないんですか！」

「上官に意見してんじゃないわよ！　それにどうせ退却したって、有効な攻撃方法がないことに変わりないでしょ！　何度出直しても同じことじゃないの！」

「けどこっちの攻撃は効きかないのに、あっちの攻撃は！」

「そんなのわかってるわよ！　アタシたちの方がだいぶ不利ってことくらい！」

　スタウロスの攻撃は魔王ゼルクの弱点に当たらない。だが魔王ゼルクの攻撃は、着実にスタウロスの勢力を削そいでいる。１つ。また１つと。時間の経過と共に、味方部隊が消えていくのだ。

　あと数十分もしない内に、スタウロス側の勢力は全滅してしまうだろう。

「隊長、マジでヤバいッスよ！　自走砲部隊も含め、もう８割くらいやられちまってます！」

　部下の報告を聞きながら、ハナは歯を食いしばって攻撃を続ける。

　戦況は再び、絶望の色を濃くしていた。拡散光線スプリツトレーザーの雨に打たれ、多くの味方が蒸発して消えていった。戦場に聞こえる悲鳴。あるいはミサイルの発射音は、かなり少なくなってしまっている。明らかにスタウロス側が劣勢で、敗北が近いのは見てわかっているのだ。

「……さっさと何とかしなさいよ、バカ雪ゆき村むら！」

　ハナの呟つぶやきと同じことを、スタウロスの部隊の誰もが思っていた。

　魔王ゼルクの体内に潜もぐり込み、核部位コアを探さがしに行った非常識な男。その男は唯一、体内で核部位コアを攻こう撃げきできるチャンスを持っているのだ。つまりアキラが核部位コアを破は壊かいすれば勝ちなのである。

「時間を……もっと時間を稼かせげ！」

　待ち続ければ勝てる。その確証などない。

　魔王ゼルクの体内がどうなっているのか、誰にもわからないのだ。入った人間は平気なのか。毒どく素そはないのか。何もかもがわからない。もしかしたらアキラはすでに、魔王ゼルクの体内で死亡している可能性もあるだろう。だが賭かける以外に何ができるのか。待ち続けるしかない。

　時間稼ぎのために死んでいくスタウロスの兵士たち。家族の名を呼び、あるいは命乞いの言葉を漏もらし、触手に潰つぶされ、光に消し飛ばされていく。無残な数え切れない死の中で、おかしくなりそうになりながら、ハナはミサイルを撃うち続けた。気が付けば、自分を残して部下は全ぜん滅めつしていた。それでも諦あきらめず、ハナは戦う。涙を拭ぬぐいながら、雄お叫たけびを上げていた。

『前線の歩兵部隊、94パーセントが死亡。自じ走そう砲ほう、ミサイル砲、70パーセント喪そう失しつ』

『戦線を維い持じできません！　もう無理です！』

　司令室で、雛ひな森もりは腕を組んでじっと待っていた。通信で飛び交う悲鳴や怒ど号ごう。オペレーターたちが告げる、各部隊の全滅報告。時間は刻々とスタウロスの作戦を苦しいものにしていき、全部隊壊かい滅めつという危険性を高めていくばかりである。もはや一押しで敗北は決定的だった。

　それでも雛ひな森もりの胸中には、根拠のない確信があったのだ。

　魔王ゼルクの体内に潜り込み、姿を消している少年がいるのだ。

　その少年こそが、この戦局を左右するのだと、長年の勘かんが強く確信させていた。

　予想通り。やがてその瞬しゆん間かんは訪れる。

　戦場を舞うシルフたちが捉とらえた映像。魔王ゼルクの球体本体の、天てつ辺ぺんを映し出していた。

　そこに前触れなく────大きなヒビが入る。

「……そうきたか」

　映像を見ていた雛ひな森もりは、ほくそ笑む。

　シルフが捉とらえている空くう撮さつ映像を、ＡアＥイのモニターで確認していた現場兵士たちも、その異変に気が付いた。魔王ゼルクの身体からだは、まるで割れる卵のように、天てつ辺ぺんを起点としてヒビ割れていく。

　ゆっくりと、徐々に、そのヒビは大きく広がっていく。

　外がい殻かくがメキメキと音を立て始め、頂点が隆起し、内部から何かがせり上がってくる。

　魔王ゼルクの球体上部の装そう甲こうが、いきなり爆はぜた。

　黒い雷のような何かが、中から勢いよく飛び出してきたのだ。それは魔王ゼルクの内側から外殻を突き破り、装甲を爆ばく砕さいさせたのである。たまらず魔王ゼルクは、耳みみ障ざわりな咆ほう哮こうを上げる。

　飛び出してきた何かは、空高くまで飛び上がる。そして手近なビルな屋上に難なく着地してみせた。それは、黒剣を片手にカナミを抱き締めているアキラだった。どうやらカナミの方には意識がないようで、アキラの肩に頭をもたれている。

　──魔王ゼルクの装そう甲こうの穴が、見る見る間に塞ふさがり始める。

　体内が剝むき出だしになっていることを焦あせっているのだろう。魔王ゼルクは、ものすごい速度で自身の弱点を修復している。その速さは、最初にアキラが開けた穴の修復よりも遥はるかに早い。数分も待たずして、弱点は消失してしまいそうだった。

　そんな魔王ゼルクを見下ろし、アキラは仮面の下で嘲あざ笑わらう。

　装甲の穴を黒剣の切っ先で示し、余裕の口振りで雛ひな森もりに呼びかけた。

『オレのことずっとを殺したがっていただろう？　なら喜ぶと良いい──オレのＡアＥイリングを、奴やつの核部位コアに置いてきてやった』

　言葉の意図をすぐさま理解し、雛ひな森もりも不敵に笑んで命じた。

『全隊目標、魔王ゼルク本体、天てん面めん！　標的位置座ざ標ひよう──〝雪ゆき村むらアキラ〟！」

　命じられた各地の部隊は、剝むき出だしとなった魔王ゼルクの上部に照しよう準じゆんを合わせる。地上の兵士たちは高い建物に上り、装甲露出部が狙ねらえる位置から携行地対空ステインガーミサイルを構える。照しよう準じゆん器の先に見えるのは、大きく装甲が剝はげ、内部の赤色空間が露あらわになった１点だけである。

『撃うて！』

　榴りゆう弾だん砲ほう。艦砲射しや撃げき。ミサイル。
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　あらゆる高火力弾が、魔王ゼルクの装そう甲こう露出部に収束するよう放たれる。アキラに体内からの深い傷を負わされた魔王ゼルクは、ダメージが大きいのか、飛来物を迎げい撃げきすることもままならず、そのまま全ての弾頭の着弾を許してしまう。ミサイルが、装甲内部の核部位コアに深々と突き刺さり、魔王ゼルクの体内で激しく爆ばく裂れつする。内部から滅め茶ちや苦く茶ちやに破壊され、魔王ゼルクは装甲の穴から、大量の血ち飛沫しぶきを吹き上げ、噴ふん水すいのように周囲へ飛び散らせた。

　そうして魔王ゼルクの断だん末まつ魔まの咆ほう哮こうが、東とう京きようの夜を振るわせた。

　これまでで１番長い叫びを上げた魔王ゼルクは、体表の黒い色彩を、見る見るうちに失っていく。

　全身が灰色に変わり、まるで砂のように解けて、虚こ空くうに霧む散さんしていくではないか。魔王ゼルクの身体からだは灰のように、夜空の中に溶けて消えていく。見たこともない、その幻想的な巨体の崩ほう壊かいを見つめながら、現場の兵士たちは無言のまま心を奪うばわれていた。

　これまでに、スタウロスは魔王ゼルクの死を観測したことがない。それが魔王ゼルクの絶命した時の現象であるのかはわからない。だが雛ひな森もりは、司令室でその光景を見ながら確信して言った。

「勝ったんだ」

　雛ひな森もりの言葉が全隊通信に漏もれた途と端たん、各地で歓声が上がった。

　司令室にいるオペレーターたちも肩を抱き合い、涙し、嗚お咽えつの声を漏らしている。

　現場の兵士たちも感無量で、空に解けて消えていく怪かい物ぶつの死し骸がいを見守った。

　多くの仲間たちの犠ぎ牲せいを乗り越え、ついにスタウロスは、人類の宿敵の１つを滅ほろぼした。

　込み上げてくる達成感で、ハナも涙ぐみ、火の粉と灰が舞い上がる空を見上げる。そうして見上げたビルの屋上で、１人の少女を大切そうに抱き締めている少年の姿に気付いた。

　黒衣に髑どく髏ろの仮面をかぶった少年。その目は魔王ゼルクの死し骸がいになど向けられておらず、ただ黒い空の遠くを、じっと見上げている。やがて眠る少女に視線を落とし、苦笑と共に呟つぶやいた。

「……これはまだ始まりだ。全ての魔王ゼルクが滅ほろびるまで、君の使命は終わらない」

　歴史上初の人類の勝利。酔いしれる戦場に、死神の少年は独ひとり、背を向けた。
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　風に頰ほおを撫なでられる。その感触がくすぐったかった。

　周囲は瓦が礫れきの山と化した廃はい墟きよ地帯。まだ消火活動が追いつかず、あちこちで火の手が上がっている状況だ。少女は戦場跡地の瓦が礫れきの山に、腰を下ろしていた。膝ひざを抱かかえ、パチパチと音を立てて舞い上がる火の粉を、ボンヤリ見上げていた。

「ここにいたのね」

　瓦が礫れきの山を登り、少女の傍かたわらに中東系の少女が歩み寄ってくる。

　体中あちこちに包帯を巻いた、満身創そう痍いの姿だった。

「……ハナちゃん」

「もう隊長と呼べなんて忠告しないわよ。言っても無駄だし、めんどいし」

「……うん。ありがと」

　カナミの相あい槌づちは、微睡まどろんだような口調で、注意力が散漫になっている様子だった。

　ボンヤリし続けている様子のカナミに気付き、ハナは言った。

「まだ衛生兵メデイツクに貰もらった薬が効きいてるみたいね。まあ、そのまま安静にしてなさいよ。あんたは魔王ゼルクの体内にいたのよ？」

「ボクが……ぇぇ……？」

「って、覚えてないんだったわね。まあとにかく、身体からだにどんな影響があったかわからないし、ちゃんと検査しないと。これから輸送ヘリが迎えに来るから、今はそれ待ちよ」

　微笑ほほえみかけてくるハナ。

　カナミは、ぼやけた頭で懸けん命めいに状況を整理していた。

　倒とう壊かいした数え切れないビル。熱線で溶けた電柱や建物。ここで魔王ゼルクとの決戦が行われ、人類はそれに勝利したのだと言う。見渡す限り、散々に破壊された光景である。今はこの戦場の後始末を、スタウロスの職員や兵士たちが行っているのだ。多くの人の姿が見受けられていた。

「……雪ゆき村むら……アキラ……？」

　無意識に、その名を呟つぶやいた。するとカナミの意識は、急速に覚かく醒せいしていく。

　ハッとしてその場で立ち上がる。カナミは慌あわてて、ハナに詰め寄った。

「アキラは！　どこ！」

「え、アキラ!?　急にあいつを呼び捨て!?　何なのよ！」

「どこにいるの!?　ボク、言わなきゃ！」

「雪ゆき村むらなら、今頃……」

　ハナは言いにくそうに、人混みの向こうを指差した。

　そこは瓦が礫れきが撤てつ去きよされ、平へい坦たんにされている場所だった。

　１機の武装ヘリが着地しており、すぐにでも飛び立つところなのだろう、プロペラを回し続けている。そこに向かって歩く、黒服の一団が見えた。どうやら誰かを連行しているようだ。

　黒服たちの中央に、アキラの後ろ姿があるではないか。

「アキラ！」

　見つけるなり、カナミはその背を追いかけて駆かけ出していた。

「あ、ちょっと！　まだそこら中が瓦が礫れきだらけなんだから、危ないわよ！」

　予期せぬカナミの行動に驚き、慌あわててハナもその後を追いかける。

　現場を行き交うスタウロスの職員たち。白衣を着た学者や、作業着姿の人々を押おし退のけ、途中にあったスタンド照明を倒し、そうしながらカナミは、何とかアキラに追いついた。

「待って！」

　カナミは呼びかける。その悲痛な声色に気付き、黒服たちは立ち止まった。

　アキラが黒服たちと共にカナミを振り返ると、カナミは驚いた。

「……どうして手て錠じようなんか……」

　アキラの両手には手錠が掛けられていたのだ。

　するとアキラは、いつもの気取った態度で答えた。

「当たり前だろう？　この東とう京きよう決戦の立役者はオレだ。江こう東とう区くの一帯を、こんな瓦が礫れきの廃はい墟きよに変えたことに対して、日本政府はずいぶんとお怒りらしい。人を怒らせるというのは特技だが、それが仇あだを為なしたようだ。芸が身を救うというのは噓うそだろう」

　何でもないことのように、平然と言ってのけるアキラ。

　その軽々しい態度に構わず、カナミは真剣な態度で尋たずねた。

「……教えて」

「何をだ？」

「ボクは魔王ゼルクに飲み込まれたはずだった。あの後のこと、ボクは何も思い出せない。でもボクはこうして生きてて、致命傷を受けたはずのあなたも生きてる。いったい何が起きたの。もしかして……あなたがボクを助けてくれたの？」

　アキラは微笑ほほえんで答えた。

「オレはただ、君のことを利用してきただけだよ。最初から最後まで、ずっとね」

「そのことだって……！」

　カナミは自分の服の胸元を摑つかみ、不安そうにアキラへ尋たずねる。

「今までのこと全部、あなた１人だけで〝全ての罪をかぶろうとした〟んじゃないの？」

「……」

　アキラはただ、苦笑して答えた。

「オレはただの悪党さ。君が期待するような男とは、程遠い」

　カナミに背を向け、そうしてアキラは、黒服たちに連行されて行く。

　ヘリに乗り込むと、扉は閉められた。

　これからアキラがどこに連れて行かれるのか、カナミは知る由よしもない。途方もなく暗い空に舞い上がり、消えていくヘリ。それを見上げながら、カナミは思い耽ふけった。

　人類の未来を閉ざす最さい凶きようの怪かい物ぶつ。それを倒すために、アキラは数え切れない人々を犠ぎ牲せいにした。だがその結果として見事に敵を打ち破やぶり、世界を救ったと言っても良い。すると結局、雪ゆき村むらアキラとは、正義の使者だったのだろうか。悪の権ごん化げだったのだろうか。

　──この世界に善悪なんてものはないのさ。あるのは立場の違いだけ。

　今になって、アキラが言っていたことが思い出された。

　理不尽に人を傷付けながら、まるで英雄のように世界を救っている。アキラのことを、いったいどんな人間だと理解すれば良いのか。カナミにはわからなくなった。

　遅れてやってきたハナが、カナミに追いついた。

「まったくもう！　いきなり走ってくんじゃないわよ！」

　追いつくなり、ハナはカナミに苦言を呈ていする。そうして息切れしながら尋ねてきた。

「猛もうスピードで走って、息切れの１つもしてないわけ？　そんな走るの速かったっけ？」

　言われてカナミは、それを奇き妙みように感じた。

「まあ、良いいわ。はいこれ」

「え？　なに？」

「なにって、あんた、目が悪いんでしょ？　ＡアＥイも付けずに走ったら危ないだろうから、こうやって必死こいて追いかけて来たんでしょうが。この辺、瓦が礫れきばかりで足下が悪いじゃない」

　カナミはハナから、コンタクトレンズタイプのＡアＥイを受け取る。

　すでに身に付けているものだとばかり思っていた。

　なぜなら周囲の風景がクリアで、遠ざかって行くヘリも、鮮明に見えているからだ。

　視力矯きよう正せいされていなければ、こんなに良くは見えないはずなのだ。

「…………うそ……ボク、目が良くなってるの……？」










　　　　Ending




　星空の下を、旅客機は飛んでいる。

　窓から望める眼下には、雲海が見えていた。月光に照らされた雲は銀のように輝き、何もない空は、イルミネーションのように幻想的な景色を織りなしている。

　成なり田た国こく際さい空くう港こうから飛び立ったスタウロスの専用機は現在、太平洋上を飛行中だった。機内の隔かく離り室の窓から見えるのは雲海だけで、群ぐん青じよう色の海面を臨のぞむことはできない。薄暗い室内には、簡素なベッドと、小さな窓だけ。両手両足に幾いく重えもの手て錠じようをかけられていることもあり、他にやれることは少ない。明かりも付けず、ベッドに腰掛けながら、アキラはずっと外の景色を眺ながめ続けていた。

　部屋の唯一の出入り口。その自動扉が開いた。通路から明かりが差し込むと、扉の前に立っていた女性の影が、アキラの足下まで伸びてくる。やって来たのは、雛ひな森もりキョウコである。相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらだったが、その片手にはワインのボトルとグラスを提さげている。

「顔を見に来てやったぞ、大量殺人者」

　雛ひな森もりは部屋に入るなり、アキラの隣に腰掛けてきた。少し酒臭い。

「笑える冗談だ。まさか、氷血女王アイス・クイーンが酔ってるのか？」

「不可能が可能になった日だ。私だって、祝杯の１つくらいあげるさ」

　持ってきていたボトルとグラスを脇に置き、雛ひな森もりは黙った。月と星の明かりが窓から差し込んでくる。その青白く優しい光に照らされ、アキラと雛ひな森もりは口を閉ざし続けた。

　最初に口を開いたのは、雛ひな森もりの方だった。

「今回、お前が犯した犯罪行為は数え切れない」

「……」

「聖せい果か高校への機密情報流出に始まり、エルミド虐ぎやく殺さつの手引き。私の暗殺未遂に、東とう京きよう決戦の誘ゆう発はつ。短期間で数え切れない人間を犠ぎ牲せいにし、東京の街を半はん壊かいさせた。国際法に照らし合わせても、お前の罪の重さに相応ふさわしい罪状など存在しない。どう考えてもお前は許されない」

　わかりきっていることである。

　言いながら雛ひな森もりは、ボトルを開けて、グラスにワインを注ぐ。

「今夜、魔王ゼルクを倒したことで、これからカナン攻略は活気付くだろう。奴やつが支配していた地域の制空権が得られる。奴やつに撃うち落とされたがために断念していた、念願の衛えい星せい打ち上げ計画も再始動するはずだ。被害は大きかったが、大戦果と言える結末だろう。私はそこに、僅わずかの不満もない。だが我々の社会の規律は、そう簡単ではない。今回起きた大だい惨さん事じを清算するためにも、責任を取るべき者が必要だ。ようするに生いけ贄にえだよ」

　赤い液体をグラスの中で回しながら、アキラに告げた。

「最高議会は、お前を英雄ではなく、重罪人と認定した。その手て錠じようは、お前が犯罪者と見なされている証あかしだ。これからお前は洋上の秘密刑務所に連行される。そこで厳しい尋じん問もんを受け、持ちうる情報の全てを吐はき出させられる予定だそうだ。国際法の外で行われる尋問だぞ。生まれてきたことを後悔するような仕打ちもあるだろう。そしてムシケラのように殺される」

「色気のある忠告をどうも。わかってるよ。残念ながら、オレは素人しろうとじゃないんでな」

「相変わらず軽口な男だ。よほど自分の生き死になどどうでも良いいと見える」

　雛ひな森もりは尋ねた。

「お前に聞きたいことは山ほどある。だがここで私が何を聞いたところで、どうせお前は、またはぐらかすんだろう。もうお前のゲームに付き合うのは懲こりた。散々振り回された挙あげ句く、ロクなことにならなかったからな。だが１つ、でれきば正直に教えて欲しい」

「……何だ？」

「お前にとって、赤アカ咲サキカナミとは何なんだ」

「……」

「核部位コアの場所を特定するためと言って、魔王ゼルクの体内に飛び込む人類初の大馬鹿野郎になったな。実のところ真意は、赤アカ咲サキカナミを救い出すためだったのではないか？　それだけじゃない。赤アカ咲サキカナミを聖せい果か高校から連れ出すために機密を流した。東とう京きよう決戦に赤アカ咲サキカナミを巻き込まないために、何もかも秘密にして黙っていた。……なぜ彼女のためにそこまでする？」

「男が女を大切にする理由なんて、１つしかないだろう」

「…………そうか」

　注いだワインを一気に飲み干し、雛ひな森もりは立ち上がった。

　雛ひな森もりはポケットから、手錠のカギを取り出した。それをアキラの方に放って渡す。

　いきなり手錠のカギを渡されたアキラは、啞あ然ぜんとした。すると雛ひな森もりは冷ややかに告げた。

「蒼あおの森に、お前と聖せい果か高校の生き残りを連れて行けば、魔王ゼルクを殺してみせる。お前はその約束を守った。だから私も、取り決めを守らなければフェアじゃない」

　雛ひな森もりは、初めて優しい微笑ほほえみを浮かべてみせる。

「東京決戦で被こおむった日本の被害は、スタウロスの予算から補ほ塡てんしよう。お前の犯罪者扱あつかいは覆くつがえらないだろうが、何とか掛け合って、これからお前がスタウロスの一員として活動できるように便べん宜ぎを図ってやる。正直なところ、今回の作戦を独断した、私の進退も危うい状況だがな」

「なるほど。それは良いい話だ」

　アキラは不敵に笑んでみせる。雛ひな森もりは続けた。

「そうそう。蒼あおの森に残って、お前に言われた通りバーベキューを楽しんでいただけの間抜けな学友たちがいたな。ついでにまとめて雇用スカウトしてやろう。お前たちには、これから嫌いやでもカナン攻略に手を貸してもらう」

　アキラと雛ひな森もりは、無言で見つめ合った。

　月明かりに照らし出された雛ひな森もりの微笑ほほえみは、美しかった。

　ふと雛ひな森もりは、窓の外に目を向けた。雲海が途切れた眼下に見えるのは、大小複数の島だ。

　その中で一ひと際きわ、大きくて、輝きを放っている島を見下ろし、雛ひな森もりは告げた。

「見えてきたぞ」

　言われてアキラも、窓の外に目を向けた。

　上空から見れば、三日月の形状をしている大きな孤島である。切り立った２つの山があり、その山間に、大規模な都市が見える。高層ビルが建ち並び、環状道路や電車が走る様子も覗うかがえた。一見して、東とう京きようの中ちゆう枢すうに匹敵する規模の大都市に見えた。美しい夜景であり、煌きらびやかな無数の光を地上に散らしている島を見下ろして、雛ひな森もりは言った。

「あれがスタウロスの本拠点。同時にカナン攻略の最前線──海上戦略都市だ」

　満天の星が輝く空の海を、旅客機は漂ただよい続けた。

　だがその旅先は終点を迎え、やがて辿たどり着つくだろう。

　人類の未来を勝ち取るため。異界のさらなる激しい戦いの地へ。




　　　　　　　　　　　　　　◆




　東京での大規模テロ。

　自衛隊による江こう東とう区くう封ふう鎖さにより、現場に近付けないマスメディアは、いずれも憶おく測そくでニュース放送を競っている。ソーシャルネットでも情報が錯さく綜そうしており、これだけ大規模な対テロ戦せん闘とうが行われているのに、画像の１つもインターネットにアップロードされないのはおかしいと言う声もある。テレビを見ていた少女は、事実とはかけ離れた持論を展開するコメンテーターたちを見苦しく思い、呆あきれて消してしまった。

　大きな洋館。その中の一角に、少女の執しつ務む室は存在していた。

　少女に割り当てられたそこは、父親の仕事を補佐するための仕事部屋である。大きなデスクに、ハイエンドＰＣ。絵画や美術品が飾られた、豪華な装飾の部屋だ。少女は高級な皮張りの椅い子すに深く腰掛け、デスク背後にあるガラス壁から外を見つめた。

　遠く、江東区の方角の空が、いまだ赤々と炎に燃え立っているのが見える。そこで展開されていたであろう、人類の宿敵との苛か烈れつな戦いを思い、少女は嘆たん息そくを漏もらしてしまった。

　ふと、執務室の扉をノックする音が聞こえた。

「お入りなさい」

　少女がノックに答えると、恭うやうやしく１人の少女が入室して来た。

　失った右手に包帯を巻いており。撃うたれた左肩や腹部にも、手当された後がある。

　満身創そう痍いのその少女は、宮みや上がみミユキだった。アキラに撃たれたが、奇跡的に生き延びていたのである。苦々しい上目遣づかいで、ミユキは少女の顔色を窺うかがっていた。

　少女はデスク越しに、ミユキに声をかけた。

「雪ゆき村むらアキラと組んで、氷血女王アイス・クイーンの暗殺作戦を決行。けれど失敗に終わり、部隊は全ぜん滅めつ。聖せい果か高校に潜せん伏ぷくしていた仲間も全滅。挙あげ句く、赤アカ咲サキカナミをスタウロスに奪うばわれてしまった。ずいぶん正直に報告してくれたものよね。失態はこれで全てかしら？」

「申し訳ありません、クサビ様！」

　ミユキは、執しつ務む机の少女、クサビに向かって深々と頭を下げる。

　その表情は見るからにクサビを恐れており、完全に血の気を失っていた。クサビは愛あい想そ良く穏やかに微笑ほほえんでいるが、その裏にある、悪あく魔まのような所行の数々を知っているからだ。

　怯おびえ、竦すくみながら、ミユキは懸けん命めいに弁解した。

「クサビ様からご紹介いただいたということもあり、雪ゆき村むらアキラを完全に味方だと信用していました。しかし奴やつは我々を利用していただけで、本当はスタウロスに協力するつもりだったとは思わなかったのです。奴やつに翻ほん弄ろうされてしまい──」

「あら。私のせいで失敗したと、そう言いたいのかしら？」

「い、いえ！　決してそういうつもりでは！」

　言い訳がすぎて、クサビのせいにしているように聞こえたのだろう。それは半分事実ではあるが、それを今この時に主張するのは危険すぎる。そんなことを言えば、この後、何をされるか、わかったものではないからだ。慌あわててミユキは取り繕つくろい、黙って俯うつむいた。

　すっかり萎い縮しゆくしてしまっているミユキに向かい、クサビは尋たずねた。

「それで？　雪ゆき村むらアキラは、貴方あなたを裏切ったその後、どうしたのかしら」

「カナミ様を連れて逃れようとしたのを阻はばまれ、交戦しました。しかしその後、奴やつがどうしたのか……私も命からがら逃げてきたので、奴やつの動向を追跡する余裕はありませんでした」

　クサビは席を立ち、執務室の棚に飾られた無数のボトルを見渡す。

　そのボトルの１本を取りだし、封ふうを開けた。

　部屋に備え付けのワイングラスに、赤い液体を注ぎ、それをミユキに見せながら尋ねた。

「未成年だもの。ブドウジュースよ。お酒じゃないわ。貴方あなたも飲む？」

「い、いえ。私は結構です」

　クサビはワイングラスを片手に席へ戻ると、再び腰掛ける。

「何か他に、雪ゆき村むらアキラについてわかったことはある？」

　それを聞かれ、ミユキは言った。

「おそらく奴やつは、骸むくろの騎き士し団だんの生き残りです」

「まあ、何ですって」

　クサビは興味深そうに、ミユキの話に耳を傾けた。

「以前、エイデン様から聞かされたことがあります。エイデン様がまだ骸むくろの騎士団を率ひきいていらした頃。帝てい都とに就任なされる前の話。２年前、ノーザンバレル平原で、骸むくろの騎き士し団だんは魔王ゼルクと交戦したことがあるそうです。言い伝えの魔ま剣けんを使い、魔王ゼルクを追い詰めましたが……その魔剣を奪うばった裏切り者によって戦況が覆くつがえり、敗北。雪ゆき村むらアキラの奇き妙みような力とはおそらく」

「フーン。貴方あなた、知りすぎたのね」

「……は？」

　クサビは優しく微笑ほほえみかけてきている。

　だがそうされる理由が、ミユキには皆かい目もく、見当が付かない。

「そのことを、他にも誰かに話したのかしら」

「いえ、クサビ様に最初にご報告しようと思って。まだ誰にも話していません」

「そう。じゃあさよなら」

　クサビは、椅子の底面に貼はり付けて隠してあった拳けん銃じゆうを取り出し、その銃口をミユキに向ける。ミユキが驚きの声を上げる間もなく、その眉み間けんを撃ち抜いて殺してしまった。

　銃声を聞いた黒服の護ご衛えいたちが、すぐさまクサビの執しつ務む室に雪な崩だれ込こんで来る。

　クサビは優雅にワイングラスのジュースを飲むと、護衛たちに告げた。

「お父様が最高議会から帰ってくる前に、それを片付けておきなさい。もう用なしよ」

　護衛たちは手て際ぎわ良くミユキの死体を運び出し、クサビの部屋から出て行く。クサビが執務室で人を撃うち殺すのは初めてのことではない。従者たちにとっては慣れていることだった。

「さて。これで私たちの計画の存在を知る者は、全て片付いたわけね」

　部屋に１人となったクサビは、夜空の赤く染まる方角を見つめた。

「世界の終わりに現れる黙もく示し録ろくの騎士か。フフ。神学的ね。まずは計画の第一段階の成功、おめでとう。スタウロスへの潜せん入にゆうには成功したようね」

　成し遂とげたであろう少年の顔を思い浮かべると、優しい微笑ほほえみがこぼれてしまう。

　ふとクサビは、先程から自分のＡアＥイで視界に表示させていた、ミユキからの報告データに目をとめた。そこに表示されている画像データには、押し潰つぶされた、小さな蒼あおい花が映し出されている。健けな気げなその花の画像を愛めで、クサビは愛いとおしそうに呟つぶやいた。

「エルレミーの花。花言葉の１つは……〝復ふく讐しゆう〟だったかしら」

　その皮肉に、思わず苦笑してしまう。

　クサビはワインに注がれたジュースを飲み干し、グラスをデスクに置いた。







　　　　あとがき




　初めましての方は、初めまして。

　お久しぶりの方は、お久しぶり。

　どうも。著者の兎う月づき山や羊ぎです。

　いやいや……まさか前作から１年以上も間を開けての新シリーズ刊行です。

　ちょっとどころか、クソ長すぎるブランクでしたよね。

　私の新作を待っていてくださった方々には、誠まことに申し訳ないことをしてしまったと思ってます。もしかしたら「どんだけお久しぶりのつもりだコラぁ！」と、ご立腹の読者さんがいるかもしれません。ですが！　そこはどうか寛かん大だいな気持ちでご容よう赦しやを！　この場でこうして、私がジャンピング土下座してますからね!?　ほら見て！　触さわって！　謝罪マックスですよ！

　さておき。

　刊行が遅おくれた、言い訳をさせていただくとですね。

　実は昨年、身辺に色んなことが起きてました。なかなか腰こしを据すえて本を書くという状じよう況きようではありませんでした。まあ、そんな状じよう況きようの中だったとは言え、悲しいのは作家の習性です。隙すきあれば自然と、頭の片かた隅すみでは物語を考えちゃうのです。そんなわけで本作の構想は少しずつ、着実に、頭の中で組み立てられていきました。途と中ちゆう、紆う余よ曲きよく折せつもありましたが、何だかんだで、形になったのは今なわけです。本作は、結果的に〝構想１年〟という、とんでもなく手て間ま暇ひまかかった作品になってしまいました。この業界は製品サイクルが非常に短いと言うのに、その中において主流に反する作り方なわけで、ぶっ飛んでます。もし私が専業作家だったら、１年も本を出さなかったら、今いま頃ごろは餓が死ししてるところですよね。１年間、何の稼かせぎもなかったことになるわけですから。そこは、自分が兼けん業ぎよう作家であることに感謝ですかね。

　いやーホント、こんな遅おそくなるはずではなかったのよ。どうしてこうなったんだろうねー。

　でもまあ結果オーライ！　オールオッケーだよね!?

　おかげで物語の背景に奥おく行ゆきが生まれたのだと思えば、かかった月日は、やむを得ない犠ぎ牲せいだったに違ちがいないはずなのです！　実態はともかくとしてね！




　ここで今作の内容について、少し触ふれておきたいと思います。

　さて、新シリーズを起こす時、私はいつも「今まで自分がやらなかった新しい試みに挑ちよう戦せんする」ということを心がけています。同じことを繰くり返かえしても、また同じ結果になるだけ。まるでその場で足あし踏ぶみをするかのようで、私はそうしたスタイルが嫌いやなのです。

　だから私はいつも、挑ちよう戦せんすることを重要視しています。そんなわけのわからないことをする私に付き合って、こうして本を出してくださる電でん撃げき文ぶん庫こさんは、まことにすごいわけですよ。

　では今作において、私は何を新たに挑ちよう戦せんしたのか。

　それは「重要な説明をしない」ということです。

　今まで、私の他の作品を読んでくださった方。あるいはすでに今作を読んだ後で、あとがきに目を通してくださっている方々なら、この意味にはもう、お気付きかもしれません。

　これまで私は、「物語上で必要な説明は全て行う」ということを心がけていました。私に限らず、小説を書く方にとって、それはある種の常識のようなものだと思います。ですが今作は、普ふ通つうであれば絶対に必要とする重要な説明を、敢あえて省はぶきました。

　主人公である雪ゆき村むらアキラとは何者なのか。

　何を画策して、何を達成しようとしているのか。

　今巻のヒロインであり、物語のカギを握にぎる、赤あか咲さきカナミについても同じです。

　彼かの女じよもまた何者なのか。アキラとの関係は何なのか。何もかもが謎なぞのままだと思います。

　アキラはカナミのことを大切に想おもっている。

　今巻で私から皆みなさんに提示したのは、たったそれだけの情報です。

　彼かれ等らが何を考え、どんな思いで１つ１つのセリフを口にしているのか。謎なぞの全ては、これからの話をつなぎ合わせることで見えてくるはずです。この物語には、様々なカラクリを仕し掛かけました。いずれその全てを、お披ひ露ろ目めする機会に恵めぐまれればと思っています。




　それでは久しぶりですが、最後に関係者の皆みなさんへ謝しや辞じを。

　今作を刊行するに当たって、絶大なご尽じん力りよくをいただいた皆みな様さまに、感謝の気持ちでいっぱいです。特に、こんな私をまだ見捨てず、力を貸してくださる担当編集さんには、深く感謝です。

　イラストレーターのニリツさんについては、前作の私の著書を気に入ってくださったらしく、「ぜひまたタッグを組みましょう！」と誘さそっていただきました。今をときめく売れっ子さんにお声がけいただき、感謝と共に恐きよう縮しゆくの思いでいっぱいです。今作もまた、ニリツさんのお眼鏡めがねに適かなっていれば良いのですが。本当にありがとうございます。




　そして今作を手にとっていただいた読者の皆みなさん。

　初めての方もいれば、またの方もいると思います。

　皆みなさんの応援によって、兎う月づき山や羊ぎという作家が存在できています。

　本を書く力も、存在する理由すらも、作家は全て、読者の皆みなさんから与あたえられているのです。

　今作が、皆みなさんの人生の中の楽しい一時になれたのなら、私はそれだけで幸せです。

　またお会いできますことを、切に願っています。





うづき　　
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兎う月づき山や羊ぎ

昼はサラリーマン。夜は作家。気が付けば中堅社員。そろそろ海外駐在員として国外に飛ばされないか、日々を戦々恐々と生きてます。あ、ドローン買ったよ。
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イラスト／ニリツ

こんにちは、帰ってきた殺戮タッグ、絵の方です。

今作品の内容的に、色々な描き方にチャレンジして世界観を演出していけたらと思います。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「兎月山羊先生」係

「ニリツ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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正ただしいセカイの終おわらせ方かた




─黒こく衣いの剣けん士し、東とう京きょうに現あらわる─
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